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出雲国府跡は、昭和43～45(1968～ 1970)年 の松江市教育委員会・奈良

国立文化財研究所・島根県教育委員会による発掘調査で所在地が確定されまし

た。昭和46(1971)年には約42万だにおよぶ広大な範囲が国史跡に指定され、

その一部が史跡公園として整備されています。今日まで市民の憩いの場として

親しまれるだけでなく、県内外から多くの観光客が訪れるところとなっていま

す。また、出雲国府跡のある意宇平野には条里制を残した美しい水田地帯が広

がっています。古代 。中世から現代まで、ひとびとの営みのなかで残されてき

た全国的にも貴重な景観といえます。

島根県教育委員会では、 この史跡出雲国府跡を保存活用するため、平成11

(1999)年度から継続的に調査を実施しています。

本書は、平成18(2006)年度に実施した堂田地区の発掘調査成果を取りま

とめたものです。この地区は、国司の館が見つかつた大舎原地区と工房域と推

定される日岸田地区のあいだに位置しています。調査では、平安時代後半の道

路跡などが確認されました。道路跡は、古代山陰道と柾北道 (隠岐への道)の

交差点である「十字街」から国府への進入路の想定線上で見つかつています。

山陰道をはじめ国府周辺の道路跡については不明な点が多いなかで貴重な成果

となりました。

また、本書には昭和43～45(1968～ 1970)年度調査結果についても収録

しています。当教育委員会では、今後の調査研究、史跡の整備活用に欠かせな

い基礎資料であることから、継続して整理作業を進めてまいりました。そして、

史跡指定35周年となる今年度、待望久しかったこの報告を収録する運びとな

りました。

本書が、今後の出雲国府研究はもとより、豊かな地域の歴史像を構築するう

えで一助になれば幸いに存じます。

最後になりましたが、調査にあたって多大な御支援と御協力を賜りました地

元住民、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所、松江市教育委員会、

関係各位に心より感謝申し上げます。

平成20年 3月

島根県教育委員会教育長

藤 原 義 光





例   言

1.本書は島根県教育委員会が2006(平成18)年度から2007(平成19)年度に国庫補助事業と

して実施した風土記の丘地内遺跡発掘調査事業の報告書である。

2.本書に掲載した遺跡の所在地は、下記のとおりである。

史跡出雲国府跡 松江市大章町512-1番地外

3.本書に収録した内容は、つぎのとおりである。

02006(平成18)年度 堂田地区発掘調査

01968～ 1970(昭和43～45)年度 官の後・六所脇・水垣 。一貫尻・樋ノロ地区

2006(平成18)年度 トレンチ調査と2007(平成19)年度調査結果については、次年度以降、

報告書作成を進める予定である。

4.第 3章挿図中の方位は旧測地系の第Ⅲ座標系X軸方向を指しており、磁北より7° 12′ 、真北

より0° 32′ 東の方向を指している。また、調査に使用 した座標は、過去の調査との関連から

旧測地系を使用した。第4章掲載図面の方位は図面作成時に設けた基線の北を指している。

5。 本書に掲載した遺跡分布図は国土地理院発行のものを使用した。また、遺跡周辺の地形図は島

根県教育委員会で作製した風土記の丘地内の 1:1,000地形図をもとに作成した。

6.微化石分析および木製品樹種同定は文化財調査コンサルタント (財)に委託した。このうち、

微化石分析結果については、次年度以降の報告書に掲載する予定である。

7.本書に掲載した図面は、第4章は調査時に作成したものを、それ以外は埋蔵文化財調査センター

調査員が作成したものを使用した。文字資料の一部及び第171図 は『山陰古代出土文字資料集成』

を転載した。

8。 本書に掲載した写真は、図版H5の空中写真は松江市教育委員会から提供を受けた。また、図

版25～ 54、 108は第 1～ 3次調査時に緑影されたものを使用した。その他は調査員が撮影した。

墨書土器の写真は赤外線スキャナーで取り込んたデジタルデータを加工し使用した。

9。 本書に掲載した出土遺物は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターで保管している。

10。 本書の編集は、埋蔵文化財調査センター職員の協力を得て、問野大丞、守岡正司、中野萌が

行った。
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第 1章 史跡出雲国府跡の位置と歴史的環境

第 1節 出雲 国府 跡 の位 置

史跡出雲国府跡は、松江市東南部の意宇平野南側を中心に展開する遺跡である。現在では史跡出

雲国府跡史跡公園として約10,000だ が整備されている。公園南側には出雲国総社である六所神社

が鎮座し、さらにその南を意宇川が東流している。六所神社周辺から意宇川沿いには集落が展開し、

公園北側には広々とした水田地帯が広がっている。

意宇平野は松江市八雲町から狭い谷を抜けて流れ込む意宇川が形成した沖積平野で、現在も地形

図上に旧河道の痕跡を目にすることができる。

史跡公園から北西をみると、『出雲国風土記』に「神名樋野」と記された茶臼山がそびえ、北か

ら北東には中海を隔てた島根半島の山塊を目にすることができる。東側に目を向けると、真冬の晴

れた日には鳥取県の大山がその雄大な姿を見せる。平野南側の丘陵には、百塚山古墳群
(1)。

安部

谷横穴墓群
(2)ゃ 、最古の石棺式石室である古天神古墳

(3)な どが分布する。また、北東約800mに

は史跡出雲国分寺跡
(4)が

史跡公園として整備されているほか、そのさらに東150mに は、出雲国分

寺瓦窯跡
(5)が

保存されている。平野北西には、山代段丘が南北に延びており、山代二子塚
(6)、

大

庭鶏塚
(7)な どの後期の大型古墳や山代郷(北)新造院跡 (来美廃寺)(8)、 山代郷 (南)新造院跡 (四王

寺跡)(9)に 比定される寺院跡なども知られている。このうち、山代郷 (南)新造院跡 (四王寺跡)の

西側100mには、同遺跡に瓦を供給したとされる小無田Ⅱ遺跡
Qωの瓦窯跡が松江市教育委員会によっ

て調査され一部が保存されている。

第 2節 出雲 国府 跡 周 辺 の歴 史 的環 境

意宇平野とその周辺では、風土記の丘地内遺跡発掘調査のほかにも送電線鉄塔建設や、国道 9号

松江道路 。安来道路建設などの大型公共事業、周辺道路の拡幅などにともなって、多くの発掘調査

が行われている。以下、発掘調査成果に基づき、出雲国府跡周辺の遺跡の状況を述べる。

現在までに、意宇平野内で旧石器・縄文時代の良好な遺跡は知られていないが、平野北側の山代

段丘上では石器製作跡と考えられるユニットを検出した下黒田遺跡
αうがあるほか、古代寺院とし

て知られる山代郷 (北)新造院跡 (来美廃寺)の造

成土中からは玉髄製のナイフ形石器が出上してい

る。平野の内側で遺跡が急増するのは弥生時代以

降のことで、建築材と考えられる木製品が多数出

上した上小紋遺跡
Q動

や弥生時代の水田跡として

知られる布田遺跡
(131な どがある。

古墳時代の集落としては夫敷遺跡が知られてい

る。夫敷遺跡
(1つからは多孔の甑が出土してお り

渡来人との関係も指摘されている。周辺の丘陵部

には多くの古墳が知られており、県内最古級の前

方後円墳である廻田 1号墳
住9か

ら大庭山代古墳

〇
笠

史跡出雲国府跡

＝

『

ト

ー

第 1図 史跡出雲国府跡の位置
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群など大橋川沿いから大庭町にかけての地域に非常に多 くが分布 している。 このうち岩屋後古

墳
住°は石棺式石室をもつ古墳であるが、丘陵部ではなく平野部に造られている。

古代については次節で詳しく述べるが、出雲国府跡近接地では古代の集落等は知られていない。

意宇平野を横断する送電線鉄塔建設にともなう発掘調査では陶磁器を伴う遺跡が多く調査されてい

る。 このうち、意宇川対岸の天満谷遺跡
(1のでは谷間を造成して建てられた掘立柱建物跡が検出さ

れ、古代末から中世の土器・陶磁器が出土した。また出雲国分尼寺跡に隣接する中竹矢遺跡
(1°で

も白磁類を多く伴う集落の調査がおこなわれている。意宇川河日に近い鶴貫遺跡
住働では少量の陶

磁器が出土し、付近に中世の有力施設が存在したことが推定されている。松江市八雲町 (旧 八束郡

第2図 史跡出雲国府跡の位置と周辺の遺跡 (S=1:50,000)

1 廻原 1号墳 2 朝酌岩屋古墳 3.魚見塚古墳 4 池ノ奥窯跡群 5 山津窯跡群 6 寺尾窯跡 7 岩汐窯跡群 8.ババタケ窯跡

9,石台遺跡 10 石屋古墳 11 手間古墳 12.竹矢岩舟古墳 13.山 代郷(北)新造院跡 14 来美墳墓 15 間内越墳墓 16 平所遺跡

17 才ノ峠遺跡 18.向山 1号墳 19 大庭鶏塚古墳 20 山代二子塚古墳 21.山代方墳 22.永久宅後古墳

23 東淵寺古墳 24 山代郷正倉跡 25 下黒田遺跡 26 黒田館跡 27.山代郷(南)新造院跡 28 小無田I遺跡 29,寺の前遺跡

30 黒田畦遺跡 31 出雲国造館跡 32.岡田山古墳群 38 岩屋後古墳 34御 崎山古墳 35 大坪遺跡 36 廻田古墳群

37.上小紋遺跡 38 向小紋遺跡 39 四配田遺跡 40 神田遺跡 41 才台垣大屋敷遺跡 42.西百塚山古墳群 43 東百塚山古墳群

44.古天神古墳 45 天満谷遺跡 46 安部谷横六墓群 47 出雲国分寺跡 48 中竹矢遺跡 49 出雲国分尼寺跡 50 布田遺跡

51 夫敷遺跡 52 岸尾遺跡 53 島田池遺跡 54 大木権現山墳墓 55 寺床古墳群 56 島田遺跡 57.渋山池古墳群

58 渋山池遺跡 59 原の前遺跡 60 雨乞山古墳 61 青木遺跡 62 前田遺跡 63 増福寺古墳群

―
―
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八雲村)では、古墳時代の琴や木製刀装具などが出上した前田遺跡Qωや古代の集落である青木遺

跡などが知られている。両遺跡は国府から直線距離で約 2 kmし か離れていない。

第 3節 意 宇 平 野 周 辺 の 古代 の遺 跡

市道の拡幅にともなって行われた大坪遺跡
ωつの発掘調査は、現真名井神社参道に沿つて長い調

査区を設定し、仮に古代山陰道の遺構があれば確実に捉えられると考えていたが、古代の道路跡を

検出することができなかった。大坪遺跡では 「急急禁解・・・」「延暦八年」などの木簡が出土し

ており、付近に古代の遺構が存在したことが推定されるが、周辺に遺構面が残存していないようで

ある。平野を離れて西側の山代段丘上には規格的に配置された総柱建物群を検出した山代郷正倉

跡
°分があり、その南には下黒田遺跡

鬱°・黒田館跡
鬱つが知られている。国道432号 を挟んだ南側に

は云石 (飯石郡を表すか ?)の墨書土器を出土した黒田畦遺跡
¢°があり、官行関連遺跡が集中す

る地域となっている。その東側の茶臼山裾部には『出雲国風土記』記載の「山代郷 (南)新造院」に

比定される山代郷 (南)新造院跡 (四王寺跡)優
°とその瓦を供給したと考えられている4基の瓦窯を

検出した小無田Ⅱ遺跡がある修の。

一方、意宇平野北端には出雲国分寺跡
¢°・出雲国分寺瓦窯跡・出雲国分尼寺跡

°9の
存在が知 ら

れている。出雲国分寺瓦窯跡西側の丘陵部には瓦窯や古代末の集落を検出した中竹矢遺跡
G①、加

工段上に多くの掘立柱建物跡を検出し、土馬や手捏ね土器などが出土した才ノ峠遺跡
°つなどが知

られており、国分寺や国府との関係が推定されている。

平野東側の東出雲町の丘陵部は国道 9号安来道路建設に伴って発掘調査がおこなわれており、複

数の古代の集落が調査されている。東出雲町の島田池遺跡
1321。

岸尾遺跡・
°では鉄鉢形須恵器など

が出土した。また、渋山池古墳群・
つ。渋山池遺跡

儒Dか らは 9世紀後半代と考えられる須恵器窯跡

2基が確認されているほか、渋山池遺跡では古代の集落が発見されている。意宇川を遡る松江市八

雲町の青木遺跡
は°では掘立柱建物跡が検出されてお り、ヘラ書き土器 「社邊」や墨書土器 「林」

が出上している。

奈良・平安時代の墳墓としては、中竹矢遺跡の丘陵頂部に位置する社 日古墳群
Gので八稜鏡を収

めた火葬骨壼が出土したほか、同じく八稜鏡を収めた木棺墓が東出雲町の勝負遺跡
G働から発見さ

れている。墳墓以外でも島田池遺跡では特殊な平面形をもつ掘立柱建物跡から八稜鏡が出土してお

り、信仰関係の建物と考えられている。 この島田池遺跡
Sの の南斜面にあたる8区からは、複数の

掘立柱建物跡にともなって鉄鉢形須恵器や、灯明痕跡をもつ小型の須恵器杯が多量に出土しており、

奈良時代後半から始まる仏教関係の施設があつた可能性がある。

意宇平野内では、古代山陰道の痕跡を捉えることができないが、松江市乃白町の松本古墳群
に°

では、幅10mの道路痕跡を調査している。側溝は確認されていないが、古代山陰道の可能性を直

接的に考えられる資料の一つとなっている。山陰道関係では、鳥取県米子市の橋本徳道西遺跡
建ゆ

で、幅 9mの両側側溝をもつ道路跡が発見されており、山陰道駅路の可能性が検討されている。

(林)
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江

(1)『八雲立つ風土記の丘周辺の文化財』島根県教育委員会1975年

(2)注 (1)に同じ

(3)『石棺式石室の研究』出雲考古学研究会1987年

(4)注 (1)に 同じ

(5)岡崎雄二郎 「出雲国分寺瓦窯について」『八雲立つ風上記の丘h35』 島根県立八雲立つ風土記の丘1979年

(6)注 (3)に 同じ

(7)注 (3)に 同じ

(8)『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書13 来美廃寺 「山代郷新造院」推定地発掘調査報告書』島根県教育委員会2002

年

『山代郷北新造院跡』島根県教育委員会2007年

(9)『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書Ⅳ―島根県松江市山代町所在・四王寺跡―』島根県教育委員会1985年

『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告書V― 島根県松江市山代町所在・四王寺跡―』島根県教育委員会1988年

『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告書X山代郷南新造院跡』島根県教育委員会1994年

(10)『小無田Ⅱ遺跡発掘調査報告書』松江市教育委員会1997年

(11)『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書Ⅵ』島根県教育委員会1989年

(12)『北松江幹線新設工事松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』島根県教育委員会1987年

(13)注 (12)に同じ

(14)『 一般国道 9号線松江道路建設予定地内遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ (夫敷遺跡)』 島根県教育委員会1989年

(15)『松江北東部における古墳の調査』島根県古代文化センター2004年

(16)『岩屋後古墳』島根県教育委員会1978年

(17)注 (12)に 同じ

(18)『一般国道 9号線松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書X(中竹矢遺跡)』 島根県教育委員会1992年

(19)『島田池遺跡・鶴貫遺跡』島根県教育委員会1997年

(20)『前田遺跡 (第 Ⅱ調査区)』 八雲村教育委員会2001年

(21)『市道真名井神社線整備事業に伴う大坪遺跡発掘調査報告書』松江市教育委員会2002年

(22)『史跡出雲国山代郷正倉跡』島根県教育委員会1981年

(23)『下黒田遺跡発掘調査報告書』松江市教育委員会1988年

(24)『黒田館跡』松江市教育委員会1984年

(25)『黒田畦遺跡発掘調査報告書』松江市教育委員会1995年

(26)注 (9)に 同じ

(27)注 (10)に同じ

(28)注 (1)に 同じ

(29)『 出雲国分尼寺第 3次発掘調査概報』島根県教育委員会1976年

(30)注 (18)に同じ

(31)『一般国道 9号線松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書� (才 ノ峠遺跡)』 島根県教育委員会1998年

(32)注 (19)に同じ

(33)『岸尾遺跡・島田遺跡』島根県教育委員会1997年

(34)『渋山池古墳群』島根県教育委員会1997年

(35)『渋山池遺跡・原の前遺跡』島根県教育委員会1997年

(36)注 (20)に 同じ

(37)『社日古墳』島根県教育委員会1998年

(38)『一般国道 9号安来道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書西地区10』 島根県教育委員会1998年

(39)注 (33)に同じ

(40)『松本古墳群 。大角山遺跡 。すべりざこ古墳群』島根県教育委員会1997年

(41)『 吉谷亀尾ノ上遺跡・橋本徳道西遺跡』 (財)米子市教育委員会2003年
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第 2章 発掘調査に至る経緯と調査の経過

第 1節 調 査 に至 る経 緯

出雲国府跡は、島根県松江市大草町・山代町地内に所在する遺跡である。その所在地については

江戸時代から諸説があったが、松江市教育委員会が昭和43(1968)～45(1970)年度の 3年間

にわたり行った発掘調査で計画的に配置された奈良時代の建物跡群が検出されたことにより、初め

て明らかになった。昭和46(1971)年 12月 13日 には史跡出雲国府跡として約420,000ど が国指定

史跡となり、島根県教育委員会がその中心区域である六所脇・宮の後地区で昭和47(1972)年度

から3か年で環境整備事業を行って、島根県立八雲立つ風土記の丘の中核となる史跡公園として活

用が図られた。

その後、平成 3(1991)年には 「八雲立つ風土記の丘構想」、平成 9(1997)年 には 「古代文

化の郷 “出雲"整備構想」が策定された。いずれも島根県立八雲立つ風土記の丘を中核とした遺跡

整備の必要性が唱えられ、これに基づいて史跡の公有地化や整備が進められてきた。

こうした状況を受けて、島根県教育委員会では昭和43～ 45年度の調査以来、現状変更に伴う小

規模な調査を除いて本格的な調査が中断していた史跡出雲国府跡を継続的に発掘調査することとし

た。調査は、昭和48(1973)年度か ら継続 している風土記の丘地内遺跡の一乗 として平成11

(1999)年度より行っており、今年度は 9年 目である (第 3図・第 1・ 2表)。 平成17(2005)年

度からは、発掘調査に関連して、松江市教育委員会が行った昭和43(1968)～45(1970)年度

調査分の資料整理も開始している。 (守岡・間野)

第 2節 調 査 の経 過

(1)平 成 18年度

この年からあらたに堂田地区の本調査に着手した。この地区は、「国司館」の大舎原地区と正房

の存在が推定される日岸田地区の間にあたる。大舎原地区との間には、南北に市道が走る。この道

路が、推定十字街から国府へ入る進入路と考えられている。調査は、①道路遺構 (側溝)の検出、

②工房域の広がりを確認すること、を主たる目的とした。

調査は5月 31日 から11月 17日 までおこなった。調査区は、水田畦畔をはさんで、東西に分けて

設定した。東調査区では、当初、 日岸田地区から延びる62号溝が検出できなかった。そこで、調

査区の東にあらたに第48ト レンチを設定した。 この トレンチでようやく62号溝と古代の柱穴群を

確認し、東調査区でも62号溝を検出することができた。西調査区は、第 6ト レンテ (平成H年度

調査)の一部を再発掘した。この溝は推定国府進入路上を南北方向に走るもので、時期は平安時代

後半とされるものの道路側溝の可能性が考えられていた。この2号溝の南への延長を確認しながら

調査を進めた。調査では、溝の西側に盛土と硬化面が確認され、道路側溝の可能性が高まった。

本調査とは別に、宮の後地区 (第46ト レンチ)、 六所脇地区 (第47ト レンチ)でトレンチ調査もおこ

なった。堂田地区 (2号溝、12号井戸)と各トレンチについて、微化石分析を委託しておこなっている。

8月 24日 には委員会を開催したほか、10月 3日 には金田委員、同 5日 には町田前委員長による

指導も受けた。 9月 26日 には、石製品の石材について中村唯史三瓶自然館学芸員の指導を受けてい

る。10月 15日 には現地説明会を地元住民対象、一般対象の2回おこない計150名 の参加があった。
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(2)平 成 19年度

現地調査は、 7月 25日 から12月 12日 までおこなった。本年度は、史跡公園として整備されてい

る宮の後地区を対象に調査した。調査では、あらたに礎石建ち建物跡 1棟、溝跡 1条を検出してい

る。また建物跡・溝跡の整地上下層から複数の溝が交差する「井桁状遺構」を検出した。 トレンチ

調査は、堂田地区2箇所 (第50・ 51ト レンチ)、 六所脇地区 1箇所 (第49ト レンチ)でおこなっ

た。堂田地区では 2号溝、62号溝の延長を確認している。10月 16日 に調査指導委員会を開催した

ほか、同12日 に清水委員、同18日 に大橋委員の指導をうけた。また町田前委員長には、 9月 12日 、

10月 19日 の2回にわたり指導をうけている。11月 16日 に地元住民対象、17日 に一般対象の現地説

明会を開催し、あわせて40名 の参加をえた。

7月 21日 に、風土記の丘資料館が風土記の丘展示学習館としてリニューアルオープンした。同

日、当センターでも「古代都市 出雲国府を復元する」をテーマに講演会を開催している。

整理作業は、順次すすめているが、本報告書には平成18年度堂田地区調査についてのみ掲載し

ている。平成18年度 トレンチ調査と平成19年度調査の成果については、あらためて報告する。 (間

野)

第 1表 史跡出雲国府跡の発掘調査

年 度 調 査 主 体 調 査 原 因 主な調査地点 報 生
ロ

昭和43(1968)年 度 松江市教育委員会 学術調査 宮の後地区

島根県教育委員会『史跡出雲国府跡 5』

2008年
昭和44(1969)年 度 松江市教育委員会 学術調査

宮の後・一貫尻・水
垣・樋ノロ地区

昭和45(1970)年 度 松江市教育委員会 学術調査 宮の後・六所脇地区

昭和49(1974)年 度 島根県教育委員会 史跡整備 宮の後地区
島根県教育委員会『史跡出雲国府跡環境
整備報告書』1975年

町雪瀾口50(1975)盗F遍露 島根県文化財愛護協会 水道管埋設
推定十字街ほか

第 1～ 4地点
島根県文化財愛護協会1975年 「出雲国
府跡内狂北道調査概要」

昭和60(1985)年 度 島根県教育委員会 土地改良総合整備事業
島根県教育委員会『土地改良総合整備事業に伴う

史跡出雲国府跡発掘調査報告書』1988年
昭和61(1986)年 度 島根県教育委員会 土地改良総合整備事業

昭和62(1987)年 度 島根県教育委員会 土地改良総合整備事業

平成元(1989)年 度 島根県教育委員会 道路舗装
水垣・横枕地区A
B地点

島根県教育委員会「出雲国府跡発掘調査

概報」1991年

平成5(1993)年 度 松江市教育委員会 道路拡幅
(財 )松江市教育文化振興事業国『財団法人松江市
教育文化振興事業国埋蔵文化財課年報I』 1997年

平成8(1996)年 度 松江市教育委員会 個人住宅改築
松江市教育委員会「史跡出雲国府跡発掘
調査概要」1996年

平成8(1996)年 度 松江市教育委員会 道路拡幅
松江市教育委員会「史跡出雲国府跡発掘

調査概要」1996年

平成9(1997)年度 松江市教育委員会 個人住宅建設
松江市教育委員会「史跡出雲国府跡発掘
調査概要」1997年

平成11(1999)年度 島根県教育委員会 風上記の丘地内遺跡調査 大舎原地区

島根県教育委員会『史跡出雲国府跡1』 2003年平成12(20001年度 島根県教育委員会 風上記の丘地内遺跡調査 大舎原地区

平成13(2001)年度 島根県教育委員会 風上記の丘地内這跡調査 大舎原地区

平成14(2002)年度 島根県教育委員会 風土記の丘地内遺跡調査 大舎原地区
島根県教育委員会『史跡出雲国府跡2』 2004年

平成15(2003)年度 島根県教育委員会 風上記の丘地内遺跡調査
大舎原・一貫尻 。日
岸田地区

島根県教育委員会『史跡出雲国府跡3』 2005年

ヨZ房寇16(2004)と「 B雷 島根県教育委員会 風上記の丘地内遺跡調査 日岸田・大舎原地区

島根県教育委員会『史跡出雲国府跡4』 2006年平成17(2005)年度 島根県教育委員会 風上記の丘地内遺跡調査 日岸田地区

平成17(2005)年度 島根県教育委員会 下水道工事 六所脇地区

平成 18(2006)年度 島根県教育委員会 風上記の丘地内遺跡調査 堂田地区 島根県教育委員会『史跡出雲国府跡5』 2008年

宮の後地区

六所脇地区

ヨ子月比19(2007)上 F】露 島根県教育委員会 風土記の丘地内遣跡調査 堂田・宮の後・六所脇地区
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第 3図 史跡出雲国府跡発掘調査区配置図 (S=1:6,000)
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第 2表 調査地一覧

調 杏 年 唐 地  区  名 所  在  地 面 積 (� ) 報 量
ロ

昭和43^V45

六所 脇 大草町 25255

島根県教委2008『 出雲国府跡 5』

(松江市教委1971『概報』)

宮の後 大 草 BT 310α 00

水 垣 大 軍 町 12900

一貫尻 大草町 20700
掻 の 回 山代 町 44000

昭和 49 宮の後 大草町 42500 島根県教委1975『環境整備』

昭和49 推 庁 十 字 街 ほ か 大 草 阿 1500 必語 協 会 1975「41北道 概 報 J

昭和 60-63 大草町 島根県教委1988『土地総』

平成元 水垣・横枕 大 草 mT 2400 島根 呉 数 奉 1991「調 杏 概 報 |

平 成 5 大草町492-1ほ か 7500 松 江 市 事 業 国 1997『年 報 I』

平 成 8 大草町625 1600 松江市教委1996「概要」

平 成 9 大草町492-4ほ か 法 江 市 数 委 1996「概 要 J

平 成 9 大草町625 1400 松江市教委1997「概要」

平成 Tl 大草mT522, 14000 島根 県 数 碁 2003『 出憲 国府跡

平 成 T2 大草町522- 15600 島根 県 教 委 2003『 出雲 国用 跡

平成 T3 大革町522 1200 畠程 県2t碁 2003『 出軍 国府 跡

平 成 T4 大草町522- 1200 島根 県 数 委 2003『 出雲 国府 跡

平 成 T5 大草町5102 島根県教委2003『 出雲国府跡 』

平成 T6 島根 県 教 碁 2003『 出雲 国府 跡

平 成 T7 ノ(焉王田T510-2 島根 県 教 委 2003F出雲 国層 帥 』

平成 T8 大草町5102 5000 島穏 県数 碁 2003『 出軍 国 府跡

平 成 T9 大百三日丁510-2 2400 島根 県教 委 2003『 出雲 国府跡

平 成 T10 大草町5221 2400 島根県教委2003『 出雲国府跡 』

平 成 Tll 1200 島根 県 教 奉 2003『 出雲 国府跡

平 成 T12 &00 島根 県 教 委 2003「 出雲 国府帥 』

平成 T13 1200 島オ里県数 奉 2003『 出雲 国府跡

平 成 T14 4000 島根 県 数 委 2003『 出雲 国府 勘

平 成 T15 6000 島根県教委2003『 出雲国府跡 』

平 成 夫 舎 康 ]区 大草阿522-1 14000 島根 県 教 萎 2003『 出雲 国府 跡

平 成 大舎 原 2区 大草町522-1 15350 島根県教委2003『 出雲国府跡 』

平成 T16 4400 島根 県 教 奉 2003『 出雲 国 府跡

平 成 T17 島根 県 教 委 2003『 出雲 国府 跡

平 成 T18 島根県教委2003『 出雲国府跡
平 成 夫 舎 挨 1区 大草mT522-1 15500 島根 県 教 奉 2003『 出雲 国府跡

平 成 大舎 原 2区 大軍町522-1 191,00 島根県教委2003『 出雲国府跡 』

平成 大舎原 3区 大車 町51∈2 195_00 畠根 県教 奉 2003『 出雲 国府跡

平 成 大舎 原 4区 大草 町 51併2 22000 島 掃 匡 掛 姦 ク003『 LP亘 国 府 跡

平 成 T19 大草町573-1 1200 島根県教委2003『 出雲国府跡

平 成 T20 大草阿573-1 4α00 島根 県 教 参 2003『 出雲 国府 跡 』

平 成 T21 1000 島根県教委2003『 出雲国府跡 』

平成 T22 2000 島損 県 数 表 003『 畠軍 国府 跡 』

平 成 T23 2000 目 沐昆旦 2t丞 ,003『 出 亘 回 鷹 脇

平成 T24 2000 島根県教委2003『 出雲国府跡

平 成 T25 島根 県 数 奉 2003『 出雲 国府跡 』

平 成 T26 大草町5731 3200 島根県教委2004『 出雲国府跡 2』

平成14 T27 大草 mT510 1 4000 島根 呉 数 型 004『 出雲 □府跡 2』

平 成 14 T28 大草町510-1 25,00 島根 県 教 委 2004『 出雲 国用 跡 2』

平成14 T29 大草町5101 lα00 島根県教委2004『 出雲回府助 2』

平 成 14 T30 山代 町地 内 2000 島根 県 数 委 2004『 出雲 国府 跡 2』

平 成 14 T31 山代町地内 2α00 島根県教委2004『 出雲国府跡 2』

平成14 T32 山代 HT14h内 2000 島根 県 数 碁 2004『出重 国 府跡 2』

平 成 15 一 貫 尻 1 区 大軍町573-1 80α00 島根 県 教 委 2005『 出雲 国府 帥 3』

平成15 一貫尻 2区 大草町5731 60000 島根県教委2005『 出雲国府跡 3』

平 成 15 大 舎 原 4区 ノ〔百三田T510-2 7500 島根 県 数 委 2005『 出雲 国府跡 3』

平成 15 日岸 田 1区 14000 島根県教委2006『 出雲国府跡 4』

平成15 日岸 田 2区 16000 島根 呉 数 奉 2006『 出雲 国府跡 4』

平 成 15 T33 ノ(ヨ三日丁510-2 6000 島 根 県 数 委 2004『 出雲 国府勤 2』

平成15 T34 大草町地内 2α00 島根県教委2004『 出雲国府跡 2』

平 成 15 T35 山代 町地 内 2α00 島根 県 教 委 2004『 出雲 国府 跡 2』

平成 15 T36 山代町地内 2α00 島根県教委2004『出雲国府跡 2』

平成16 大 会 原 4区・ T37 )(吉主日T510-2 24500 島根 県 数 碁 2005『 出重 国府 跡 3』

平成 16 T38 大 草 HI 2000 島根 県 教 委 2005『 出雲 国府 跡 3』

平成16 日岸田 大革町477 80000 島根県教委2006『 出雲国府跡4』

平 成 17 日岸 田 大草町477 100000 島根 県 教 奉 2006『 出雲 国府跡 4』

平成 17 T39 大 軍 町 5121 島根県教委2006『 出雲国府跡 4』

平成17 T40 大草IET51 2-1 島根 呉 数 奉 2006『 出雲 国府跡 4』

平成 17 T41 大革町477 1&00 島 編 巨 滸 奉 ク006『 LP望 □ 府 脈 4Л

平成17 T42 大草町5111 1000 島根県教委2006『出雲国府跡 4』

平成 17 T43 大 草 町5112 lα00 島 根 県 教 奢 2006「 出 雲 国 府 柳 4』

平成 17 T解 大軍町501-4 600 畠根県教委2006『 出雲国府跡4』

平成17 T45 大草町50 4 600 島根 県 数 碁 2006『 出雲 国府 跡 4Л

平成 18 T46 大車町523-2 1330

平成18 T47 大草町501 980
平成 18 堂 田・ T48 大草 町 40000 島根 県 数 奉 2008『 出雲 国府跡 5』
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第 3章 堂田地区の発掘調査

第 1節 調 査 の概 要

(1)堂 田地 区 の位 置 と これ まで の調 査 (第 3図、 第 1・ 2表)

堂田地区
(1)は 、史跡公園北東側の水田中に位置する。調査対象地は、平成14年度に島根県が国

庫補助事業で土地を買い上げた旧水田である。調査前の標高は7.8mで ある。市道を隔てて西側が

大舎原地区、水路をはさんで東側と南側が日岸田地区となる。これまでの調査で、大舎原地区では

「国司館」が検出され、 日岸田地区は工房域と確認されている。

過去の分布調査では、地区内の東側で遺物が採集されている (島根県1998、 同2003a)。 発掘

調査は、 これまでに4箇所で範囲確認調査を行っている。平成■年度に調査した第 6ト レンチで

は、平安時代後半の 2号溝を検出するとともに、大量の貿易陶磁器が出土した。平成17年度には、

この2号溝の延長を確認するために、第42・ 43ト レンチを設定したが、溝の延長は確認できなかっ

た。第40ト レンチは日岸田地区の西約13mの位置に設定した。 日岸田地区を東西に走る62号溝の

延長を確認することを目的としたが、これも果たせなかった。

今回の調査は、 これまでの範囲確認調査で確認できなかった、 2号溝、62号溝の延長部分を確

認するとともに、大舎原地区と日岸田地区との間の施設配置をあきらかにすることを目的とした。

(2)調 査 区 の設 定 (第 4・ 5図 )

調査区は畦をはさんで東西 2枚の水田に鍵の手に設定した。東側の水田は、第40ト レンチ (平

成17年度調査)の西、西側は第 6ト レンチ (平成11年度調査)の南に設定した。それぞれ東調査

区、西調査区と呼ぶ。東調査区は第40ト レンチと重複させている。西調査区は第 6ト レンチの一

部を再発掘している。東調査区のさらに東に第48ト レンチを追加で設定している。

調査区内は、国土地理院第Ⅲ座標系 (日 本測地系)の南北軸座標X=-63400mと 、東西軸座標

Y=85400mの交点を原点とする区割 りに準拠している。原点から西にW、 東にE、 北にN、 南に

Sをふり、北西交点をグリッド名とし、NOEOと 呼称する。

(3)調 査 区 の層 序 (第 7図)

東から西にみていく。第48ト レンチから東調査区は厚さ15cmほ どの水田耕作土、厚さ5 cmほ どの

水田床上の下、標高7.6m前後で黄褐色土の遺構面に達する。この遺構面は西調査区の東半E52ライ

ンあたりまでつづく。遺構面は、ここから西側は整地土上面 (第 6層)へつづき、ふたたびE49ライ

ンあたりで一段低くなる。西調査区西端では盛り土 (第 9～ 11層)を した道路遺構がある。その東

側を側溝と考えられる2号溝が南北に走る。E52ラインから道路遺構東までの窪地に黒色土 (第 7

層)がみられる。黒色土には平安時代後半の貿易陶磁器や土師器が大量に混ざつている。 2号溝、1

2号井戸の上層も同じである。黒色土は窪地部分を埋め立てたものと思われる。黒色土下は薄く粘質

上が堆積し、その下層が細砂層か礫層になる。いずれの層にも遺物は含まれていない。黄褐色土の遺

構面は、西調査区中央あたりで洪水による礫層に覆われる。第48ト レンチや東調査区では礫層はみら

れない。東・西調査区とも古代の遺構は検出が困難であったため、遺構面を数cm下げて検出している。
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(4)概 要

検出された遺構の時期は、以下のように大きく分かれる。

古墳時代中期       35号 土坑、36号土坑

奈良時代～平安時代前半  62号溝、67号溝、37号土坑、38号土坑

平安時代後半       道路遺構、 2号溝、69号溝、10号井戸、11号井戸、12号井戸、

39号土坑

また建物は復元できないが、柱穴が多数検出されている。奈良時代～平安時代前半の柱穴は、第

48ト レンチで確認された。また中世と考えられる径20～ 30cmほ どの小柱六が100あ まり検出され

ている。

第51ト レンチ (平成19年度調査)

第 6ト レンチ (平成引年度調査)

。           ‖       ′    _   。

12号井戸    k  l亀°0
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第 5図 堂田地区東調査区遺構配置図 (S=1:200)
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調査区土層

72m

0 埋め戻 しの真砂土
1 耕作止
2 黄色土
3 暗灰茶色土
4 礫層 (握 り拳大～人頭大の礫)

5 暗灰色粘質土
6 灰褐色土
7 黒色土 (礫混ざる)

8 暗灰色粘質土
9 灰褐色土 (黄 色上が混ざる。硬 くしまる)

10 9よ り淡く黄色土を多く合む
11 灰褐色～茶褐色土

12 茶褐色土 (指頭大～握 り拳大の礫と粉炭が混ざる)

13 明褐色細砂
14 灰色細砂
15 黄褐色細砂に灰色粘質上が混ざる
16 明褐色細砂～青灰色細砂
17 青灰色粘質土
18 暗灰色粘質土が礫の間に混ざる
19 礫～粗砂
20 黒色土

a卜」皇

Ч~

m

第 7図 堂田地区土層断面図 (S=1:60)



第 2節 調 査 の結 果

(1)古 墳 時代 の遺 構 と遺 物

古墳時代の遺構は、35号土坑、36号土坑を検出した。

35号土坑 (第 8図、第 9図 )

東調査区南東隅に位置し、調査区外東側にもひろがる。平面は東西に細長い、いびつな形状をし

ている。規模は、東西2.08m、 南北0。91m、 深さ20cmで ある。上面の精査で古墳時代中期の土器

(9-1・ 2・ 5)が出上したため、内部調査は約 1/4に とどめた。

9-1は杯である。土坑上面から天地正位置で出土した。丸みのある体部で内面にユビオサエが

みられる。 2は小型丸底壷で、日縁部を西に向け横倒しになって出土した。 3と 4は甕である。 3

は日縁部が内湾し、4はくの字に屈曲する。 5と 6は高杯である。 5の邦部は天地正位で押しつぶ

された状態で出土した。日縁部は外反し杯部外面に稜をもつ。

36号土坑 (第 10図、第11図)

西調査区なかほどに位置する。37号・38号土坑と重複している。埋上、基盤層とも同質のため

区別しづらく、検出に難渋し、遺構検出面を 5～ 10cmほ ど下げている。掘 り形は西辺を除き不鮮

明である。東西約 4m、 南北3.9mの いびつな台形をしている。西辺沿いで埋上が異なってお り

(図の点線部から西)、 二つの遺構が重複している可能性もある。断ち割 りにより、古墳時代中期と

考えられる土師器高杯が出上している。

11-1～ 4と も高郷である。 1は脚部で杯部

の粘土充填が剥離している。 2も土師器の高杯と

思われるが、手づくねで歪なつくりである。杯部

は皿状をしている。

0 1呂                  2m

第 8図 堂田地区35号土坑実測図 (S=1:60)

第 9図 堂田地区35号土坑出土遺物実測図

⑨ 覧
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1  11-2

0                   2m

第10図 堂田地区36号土坑実測図 (S=1:60)

れ ＼ 4

第11図 堂田地区36号土坑出上遺物実測図

(2)奈 良時代 ～ 平 安 時代 前 半 の遺 構

62号溝、67号溝の 2条を検出した。第48ト レンチでは、建物は復元できなかったものの、大型

の柱穴も確認されている。第37・ 38号土坑も出土遺物から当該期の遺構 と考えた。また68号溝は

時期を決定できる遺物がないが、この時期の可能性がある。

62号溝 (第 12図～第14図)

(検 出過程)東調査区内で、精査を重ねたが、検出できなかった。 このため、62号溝が東調査区

と第47ト レンチの東で、北か南に屈曲する可能性が考えられた。そこであらたに第48ト レンチを

設定した。その結果、この トレンチで62号溝の延長と、溝に重複する古代の柱穴群を確認できた。

あらためて、第47ト レンチの再発掘部分を精査したところ、67号溝によって切 られた62号溝を確

-14-



認することができた。東調査区もN125ラ インから北へ 3m拡張し、東西に走る62号溝を17.4mの

長さで確認した。

(規模と構造)調査区北端を東西に走る。検出長は17.4m、 幅1.52～ 2.46m、 深さ25～ 32cmで あ

る。断面は皿状だが、第48ト レンチ西壁とe一 fラインでは、二段掘 りとなる。底面の標高は、

内部調査したもっとも東側 (第48ト レンチ西壁)で7.34m、 西側 (a― bライン)で7.4mで ある。

日岸田地区にくらべて20～ 70cm高い。

(土層堆積状況)埋土は灰黄色土が主林で、下位はやや粘性がある。日岸田地区でみられたような、

人為的な埋め立てや、水深が浅く涸れた状態は確認できなかった

(遺物出土状況)溝の上面では、 日岸田地区でみられたような遺物がまとまって出土する地点はな

い。内部調査は、柱六と重複する部分を残し調査区壁際にサブ トレンチを設けて調査したため、遺

物は微量しかない。須恵器郷や赤色塗彩の土師器などの供膳具のほか、羽日がみられる。

14-1は弥生土器の底部で全体に風化摩滅している。 2は土師器甕で日縁は 「く」の字に外反

する。 3と 4は土師器皿で、 3は内外面、 4は外面に赤色顔料が残る。 5～ 8は須恵器lTA蓋、 9～

11は杯身である。12は高杯の脚部と思われる。脚端部は面をもつ。13は甕の頸部から体部。外面

は平行叩きで内面に同心円の当て具痕がのこる。14は壷の胴部。15は圏脚円面硯で接合できない

破片 2点からなる。脚部の径は23.8cmで幅 5～ 7 mnlの細いスカシがはいる。16と 17は羽日先端部

の破片で同一個体の可能性がある。孔の内径は3.4～ 3.6cmで先端はガラス質に溶融している。
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67号溝 (第 13図、第14図)

62号溝と切り合い関係にあり62号溝よりも新しい。調査区を北東から南西に斜めに走る。幅は

0.8～ 1.4mで南側にいくにしたがい狭くなる。深さは10cm前後で断面は浅い皿状をしている。埋土

は灰褐色土である。底面には小礫がひろがり、調査区南端ちかくでは、鉄分が付着した、硬くしまっ

た部分がみられる。遺物は須恵器、土師器、瓦などである。土師器は高台付きの郭と、無高台のも

のがある。

14-18は須恵器邦蓋で擬宝珠状つまみが付くものである。19は須恵器lThで高台をもつ。20は土

師器皿で直線的に開く。21～23は土師器邦で、22と 23はハ字に開く高台をもつ。
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第14図 堂田地区62号溝・67号溝出土遺物実測図
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38号土坑出土遺物実測図第16図  堂田地区37号土坑・

(S=1:60)

37号土坑・第38号土坑 (第 15図、第16図 )

いずれも小型の浅い土坑である。両者は

2.13m離れている。37号土坑は南北42cm、

東西39cm、 深さ10cmあ まりである。38号土

坑は、南北53cm、 東西54cm、 深さ10cm前後

である。どちらの埋土も黒色上で、焼土塊、

木炭粉が多く混ざつている。内部は熱を受け

た痕跡はない。16-1と 2は 37号土坑から

出土した。 1は土師器皿で内外面とも赤色顔

料が塗布されている。 2は須恵器で杯蓋と思

われる。 3～ 6は38号土坑から出土 した。

3と 4は須恵器皿である。 5は壺か甕と思わ

れる。 6は高台が付く壺で、外面下位には回

転ヘラケズリがみられる。

68号溝 (第 17図)
第 17図  堂田地区68号溝実測図 (S=1:60)

南北方向に走り南で大型土坑と重複する。

平安時代後半の礫層下で検出した。幅1.95m、 深さ20cm。 底面の標高は7.32m。 わずかに北側に

むけて高くなる。時期のわかる遺物は出土していない。

柱穴 (第 12図、第 6図、第18図 )

建物を復元できていないため、ほとんどの柱穴は内部調査をおこなっていない。第18図は精査

の際に出土した遺物である。POは調査時の柱穴番号である。

18-1～ 20は第48ト レンテ、21～34は東調査区から出土した。

1～ 8は P6か ら出土した。 1は須恵器邦蓋の擬宝珠状つまみ、 2は無高台の須恵器杯身である。
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第18図  堂田地区柱穴出土遺物実測図
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3は器種不明の須恵器である。脚部にスカシがはいり、端部は上下に拡張する。 4と 5は製塩土器

である。 6は丸瓦で焼成は軟質である。凸面はナデで仕上げている。 7は日径20.4cmの 大型の須恵

器邦身である。体部は直線的に開く。

8は P8か ら出土した平瓦である。土師質で凸面に縄目叩き、離れ砂がみられる。 9は P4か ら

出土した。須恵器杯蓋で擬宝珠状つまみをもつ。10は P16か ら出土した須恵器邦身で高台がつく。

■はP10か ら出土した。11は須恵器郷蓋で、ボタン状のつまみが付く。12は Plか ら出土した。

丸瓦で軟質である。13と 14は P13か ら出土した。13は須恵器邦蓋で擬宝珠状つまみが付く。14は

須恵器邦身で日縁部がわずかに屈曲する。15と 16は P12か ら出土した。15は須恵器杯身で丸みの

ある体部をもつ。16は土師器甕で口縁部は玉縁状に肥厚する。17～ 20は P18か ら出土した。17は

土師器杯で内外面に赤色顔料を塗布している。18と 19は無高台の須恵器杯身である。18の 日縁端

部は 「く」の字に短く屈曲する。20は平瓦で焼成は軟質である。

21は東調査区南端のP73か ら、22～ 24は P72か ら出上した。21と 22は須恵器邦蓋。23は須恵

器tTN身で高台をもつ。24は土師器郷で外面に赤色顔料が塗布される。漆のパレットとして使用さ

れたようで、内面に漆が付着している。25は P43か ら出土した須恵器の甕で、波状文を施す。26

はP3か ら出土した高台付きの須恵器邦身である。27は P49か ら出土した須恵器杯身で高台をも

つ。28は P67か ら出土した。長頸壺の日縁部と思われる。29は P5か ら出土した須恵器邦身で高

台をもつ。30は P89か ら出土した。須恵器邦身で高台が底部の縁につく。31は P87か ら出土した

須恵器甕の頸郡から胴部である。外面に平行叩き、内面に当て具痕をのこす。32は P47か ら出土

した土師器で柱状高台をもつ。33は P28か ら出土した土師器皿である。34は P12か ら出土した土

師器郭で外に大きく開く体部をもつ。

(3)平 安 時代 後 半 の遺 構

道路遺構、100余 りの柱穴、井戸 3基 (10～ 12号井戸)、 土坑 1基 (39号土坑)を検出した。第

6ト レンチの再調査の結果、道路遺構は第 6ト レンチまで続いていることが分かった。

道路遺構 (第 19図、第20図 )

道路遺構は現在の市道に平行して南北方向に走る。この市道は、推定十字街から国府への進入路

に想定されている。側溝と考えられる2号溝とその西に平行して路面が検出された。

(路面)2号溝の西を南北方向に平行して路面が確認できる。検出した長さは8mである。路面は

2号溝の南端までは、溝の西肩から調査区西壁までのこり、もっとも広いところでは幅1.2mに な

る。N108ラインの北80cm(a― bライン)か ら南は、東端がえぐれるように弧を描いて西にふれ

る。そしてN107ラ インからはふたたび南に延びていき、幅は0.5m前後となる。N104～ 108ライ

ンあたりで、水田耕作にともなうと考えられる土坑 (86× 90cm以上)に より壊されている。

路面は盛り上により造られている。盛り上は、灰褐色土を主体に、 1～ 2層が水平にみられ、い

ずれも硬くしまっている。全体の厚さは10～ 20cmである。路面の標高は7.4mで、 2号溝底面から

40cm高 い。盛 り土中からは土師器杯、皿、瓦などが出土している。道路遺構の東、12号井戸との

間には投棄された状態で土師器邦がまとまって出土している。

第 6ト レンチでは盛 り土および路面を検出していない。 しかし2号溝の西側に厚さ10cm前後で

水平堆積する第 4層、第 5層は 「かなり硬質」と認識されていた (島根県2003b)。 今回、再調査
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12号井戸

黒色粘質土

108

N107

N105

――b

とつ

20-10

や、
-25
20-18
e, ヮ

N105セ クションベル ト南壁

調査区西 東壁 N,05セクションベル ト南壁

埋め戻しの真砂±  8 灰～茶褐色土組砂

黒色粘質土 (細砂わずかに混ざる)

2よ り暗tヽ

未分解有機物 (本片、植物種実など混ざる)

未分解有機物 (獣骨)

灰掲色～茶掲色粘質土
6よ り粘性つよい

暗灰色粘質土
黄白色～灰色細砂

2号溝
O 暗灰色粘質上

1 黄褐色細砂に灰色粘質土混ざる
2 明褐色細砂～青灰色細砂
3 灰 白色～明褐色粘質土

67号溝
4 灰褐色砂質土

一―h

訓
叫
園
糾
隠

7.5m

7

調査区北璧
0 埋め戻 しの真砂土
1 耕作土

貢色上
暗灰茶色土
暗灰a粘質土
黒色土
暗灰色猫質土 (2号着埋土)

灰褐色土 (責色土混ざる。硬くしまる)

10 9よ り淡く黄色上を多く含む

" 
灰褐色～茶褐色土

12 茶褐色土
13 明掲色細砂
14 灰色細砂
15 責褐色細砂に灰色粘質とが混ざる
16 明褐色細砂～音灰色細砂
17 青灰色粘質土

9 礫と灰 橙色粘質土混ざる
iO 黒色粘資■ (12号井戸埋■)

11 灰褐色細砂 (指頭大～握り拳大の礫を多く含む)

12 灰色土

,3 灰色■と黒色土混きる (水口耕作にともなうと坑か)

14 灰褐色土 (北壁 9層 )

15 14よ り淡<黄色土を多く含む (北壁iO属 )

16 灰色細砂
17 茶褐色土
18 灰色粘質土

耕作土
黄色土
暗灰茶色土
黒色土
礫層
灰褐色土
茶褐色土 0                   2m

2号溝・69号溝実測図 (S=1:60)
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第20図 堂田地区道路遺構・ 2号溝・69号溝出土遺物実測図

した結果、堂田西調査区で確認された盛り土と一連のものであると判断した。

(側溝)盛 り土の東側を平行して南北方向に走る。溝は12号井戸の手前1.5m、 N108ライン北20

cmの あたりでとまっている。検出長1.8m、 幅1.7mである。検出面からの深さは40cmで、底面の標

高は7.Omと なる。断面は皿状をしている。埋土は 3層で、上層が粘質土 (北壁 8層)、 中層が細砂

混じりの粘質土 (同 15層 )、 下層が細砂 (同 16層 )となる。

20-1と 2は道路遺構の盛り土内か ら出土した土師器皿、杯である。 1は完形品で体部は丸み

をもつ。 2はハの字に開く高台をもつ。 3～25は 2号溝とその周辺から出土した。 3は軒丸瓦で

ある。 4～ 6、 19～ 24は土師器皿。日径8.4～ 9,lcm、 器高1.8～ 2.4cmで ある。18は須恵器杯で外

に踏ん張る高台をもつ。 7と 8は杯。 9～ 12、 25は高台をもつ土師器皿か杯である。 7は杯部で

内外面に煤 (油煙)が付着している。12は長い柱状部をもつ。13は東播系須恵器の鉢。(2)14～ 16

は白磁碗、17は 白磁皿Ⅵ類である。

69号溝 (第 19図、第20図)

2号溝の南端に東から接続する。幅1.0～ 1.2m、 長さ2.lmである。東端はラッパ状にひろがっ

ている。深さ5 cm前後と浅い。埋土は灰褐色砂質土である。

20-26～ 29は土師器皿か杯。29はハの開く高台をもつ。30と 31は柱状高台をもつ。32と 33は
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白磁で、32が皿Ⅱ類、33は碗Ⅱ類である。

10号井戸 (第21図、第22図)

35号土坑西2.5mに位置する。底面の中央が一段深くなっている。規模は2.0× 2.lmで ある。検

出面からの深さは60cmで標高6。7mである。埋土は、黒色土に黄色土がブロック状に混ざつており、

人為的に埋め戻されたと思われる。遺物はおもに土師器の柱状高台付きの杯や皿である。

22-1は弥生土器甕の日縁部である。内面に黒斑がみられる。 2は土師器杯である。器面は風

化摩滅しているがわずかに赤色顔料がみられる。 3～ 5は須恵器邦蓋である。いずれも擬宝珠状つ

まみが付くものと思われる。6は高台が付く須恵器杯身である。焼成時のゆがみがある。 7は須恵

器皿で高台が付く。 8と 9は土師器皿、10は杯である。11～ 17は柱状高台付きの皿ないし郷であ

る。13～ 15は脚端部に面をもつ。16と 17は皿である。18～ 20は 白磁である。18は皿で福建省系、

19は皿Ⅳ類である。20は内面に白堆線がはいる。21は製塩土器である。

11号井戸 (第21図、第22図)

10号井戸の北5,2mに位置する。上面には耕絃機が通った跡がのこっている。規模は1.lm× 1.15

mである。検出面からの深さは45cmで、底面の標高は7.14mで ある。埋土は 2層 とも黒色土で、

下層は粘性がある。土師器、白磁などが出土している。小型の井戸の可能性がある。

22-22・ 23は土師器皿、24～26は邦である。27、 28は柱状高台付きの皿ないし杯である。23

は内面に油煙が付着しており、灯明皿と考えられる。29と 30は 白磁で、29は碗Ⅱ類、30は碗Ⅳ類

である。

39号土坑 (第21図、第22図)

62号溝の南肩に重複する。規模は90cm× 66cmの精円形をしている。深さは検出面から4 cmと 浅

い。埋土は黒色土で、土師器lTNの 底部 (22-31)が 出土している。

12号井戸 (第23～25図)

2号溝南端から南東1.5mに位置する。平面はいびつな円形をしている。2.7m× 2.8mの大型の

井戸である。検出面からの深さは60cmで、底面の標高は6.8mとなる。埋土は、大きく上層 (1～

3層)、 中層 (4・ 5層)、 下層 (6。 7層)に分かれる。上層は黒色土で、 2号溝や周辺の窪地に

堆積したものと同質である。中層は木製品、植物種実などからなる未分解有機物層である。モモ、

ヤマモモ、ウメ、オニグルミなどの種実が検出されている。また、イノシシ (下顎骨 1点、上顎後

臼歯左 2点、同右 1点)、 シカ (臼歯 1点、中足骨左 1点)も 出土している。イノシシは雌で全臼

歯列長は11041mで ある0。
頭蓋骨と考えられる部位はほとんど失われていたが、下顎骨の出土状況

から、頭蓋骨と下顎骨は、前位を北に向け、横倒しになっていたと考えられる。これら食物残滓は

井戸として使わなくなったのちに廃棄されたものと考えられる。また、花粉分析の結果、この井戸

の近くにヤナギが植わっていたこともわかった。

土器は黒色土、未分解有機物層を中心に出土している。24-7の皿、17と 22の皿は底面直上か

ら出上している。

24-1～12は土師器皿である。日径8.8～ 9。3cm、 器高1.9～ 2.5cmの 大きさである。13～ 21は土

師器杯である。日径13.0～ 15.lcm、 器高3.4～ 4.8cmで林部は直線的に開く。17は厚手の底部である。

22～33は高台をもつ皿ないし杯である。22と 23はハの字に開く高台をもつ。25は厚手のつくりで

ある。25～33は柱状の高台をもち脚端部は面をもつ。34は土師器鍋で玉縁状の日縁部をもつ。外

-24-



面は熱を受けている。35は 中国陶器B群、黄釉盤の底部である。36～ 38は 白磁碗である。36が碗

V～Ⅶ類、37は碗V-2類 、38は碗V類である。

25-39～67は木製品である。木製品はすべて未分解有機物層から出土している。樹種は第4表

に掲げた。43・ 52・ 53が広葉樹、そのほかはすべて針葉樹が使われている。針葉樹のうちほとん

どがスギである。

39～41は箸状木製品である。箸状木製品はこれ以外にも出上しているが、ほとんどが 5 cmほ ど

の長さで折れている。掲載した3点は完全な形でのこっているものである。39は長さ26.6cm、 40

1 黒色粘質土          |      |
2 黒色粘質土 (細砂わずかに混ざる)

3 2よ り暗い

と 棄A矮写穣靱 i督督}植
物種実など混ざる)  

ギ≫
6 灰褐色～茶褐色粘質土
7 6よ り粘性つよい

24-21

-28

24--20

-10

遺物出土状況 (2)
m

第23図 堂田地区12号井戸実測図 (S=1:60)
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は27.4cmである。41は長さ18.2cmと 39・ 40よ りも短い。図の上端から2 cmほ どが焦′デている。42

は曲物の側板で内面にケビキがある。43は内外面に漆が塗布されている。44～ 47は 曲物容器の底

板と思われる。44は内外面に黒色漆が塗布されている。48も容器の部材と思われる。49は薄い板

材で、上端を鋸歯状にし、左右端を裁ち落としている。 3箇所に径0.2cmの 孔があけられている。

曲物の側板が二次的に加工されたものと思われる。50は樹皮である。51～67は用途不明品である。

51は先端を丸 くした幅3.8cmの 板材である。先端は丸く表面が荒れている。52は長さ8.4cm、 0.65

～0,7cm角 の棒状をしている。両端部を丸く加工する。53～58は先端を加工した製品である。53は

ヘラ状を呈し、54～56は鋭利に尖らせている。55の み完形品である。長さ10.3cm、 幅1.lcmで 、基

部は裁ち落としている。57は細い板状で上端が丸みをもつ。58は先端を削りだしている。紐や縄

で結合するためか。59～ 62は 円形の孔をあけた幅の細い板状である。59は先端を山形にし、割 り

取つている。60は上端を丸くし、61は上端を斜めに切り落としている。62も 幅の細い板状である。

63は長さ20.4cm以上で、断面が長方形の棒状をしている。64～ 67は幅2.2～ 3.Ocmの 薄い板状をし

26｀
X27

｀

江

′

器

員

＼

Xl

丞 33

ツ 垂 35豚
第24図 堂田地区12号井戸出土遺物実測図 (1)
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ている。64は下端を折 り取つている。67は径0。3～0.4cmの孔が一対であけられている。

(4)出 土 遺 物

弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器 (第26図～29図 )

遺構にともなわない遺物を掲げた。第 6図 に出土地点を示している。第26図 の弥生土器、土師

器は黄褐色土上面 (遺構面)で出土している。また第28～ 29図 のほとんどの遺物は西調査区の黒

色土からの出土である。

26-1は弥生土器である。日縁部内面に貼付突帯をもち、 日縁部は大きく外反する。弥生前期

末の綾羅木系土器と思われる。 2は土師器高郭の脚部である。外面は縦方向のヘラミガキを施す。

3は土師器郷蓋である。ボタン状のつまみが付く。全面に赤色顔料が塗布されている。4～ 6は土

師器皿である。4と 5は無高台、 6は高台が付く。 3点 とも器面全林が風化摩滅しているが、部分

的に赤色顔料がのこっている。 7は土師器甕で日径は27.6cmある。内面頸部以下をヘラケズリする。

8は竃の庇と思われる。図の上面は接合面で剥離している。内面は被熱している。 9～ 11は製塩

土器である。

27-12～ 18は須恵器杯蓋である。18は高さのある環状つまみが付く。19～21は須恵器杯身で

ある。19と 20は無高台で21は高台が付く。20と 21の内面には漆が付着しており、パレットとして

使用されたと思われる。22～24は無高台の須恵器皿で、23と 24は小型品である。日縁部は23が直

線的に開き、24は短く屈曲する。25と 26は高台が付く皿である。27～ 29は高年である。29は外

面下半に回転ヘラケズリがはいる。30は壺で外面に一条の突帯が付く。31～34は会の頸部である。

35～ 37は甕ないし壷の底部である。38・ 39は鉢で、39に は高台が付く。40は鉢の把手と思われ

る。41は長頸瓶の頸部である。42は器種不明品である。スカシがはいり端部は上下に拡張する。

43は 日縁部で内外面とも粗いナデで仕上げている。中世須恵器の可能性もある。

28-44～55は土師器の郷である。45は厚手のつくりである。56～ 65は皿である。66～ 74はハ

字に開く高台をもつ郭ないし皿である。66は杯でハ字に開く高台が付く。日縁部は外に屈曲する。

67は皿である。75～ 88は柱状高台が付く皿ないし邦である。78は柱状部が高い。79～ 83は 円盤

状の高台をもつ。84～ 88は脚端部に面をもつ。89は搬入品のへそ皿である。90は土師器鍋で全面

にあつく煤が付いている。日縁部は短く屈曲している。91は中世須恵器で外面は細い格子叩きで

ある。92と 93は瓦質土器で内面に粗いハケがはいる。

29-94と 95は灰釉陶器碗と思われる。内面に施釉がみられる。96は盗器系陶器である。96は鉢

で外面は横方向のヘラケズリがはいる。97は 中国陶器�-0類、長胴壺の日縁部である。日縁端

部は肥厚する。98～ 119と 121～ 127は 白磁である。98～ 105は碗で、98と 99は Ⅱ類、100は Ⅲ類、

101～ 103は Ⅳ類、104と 105は V類である。106は皿Ⅷ類である。107～ 110は碗で107と 108は

V類、109と 110はⅧ類である。111～ 119。 121は皿で、111は Ⅱ類、112は ⅡかⅢ類、113はⅧ

類、H4はⅥ-2類、115～ 118はⅥ類、119はⅦ類、121はⅣ類である。122は福建省系の小碗で

ある。123は 壺か水注の日縁部である。124は合子の蓋である。125は小壺の蓋、126は小壺であ

る。127は壺の胴部である。120と 128、 129は青白磁である。128は外面に文様がはいる。129は

碗である。130～ 133は青磁である。130は越州窯系青磁の碗である。131は 同安窯系の碗Ⅲ類で

ある。132と 133は龍泉窯系青磁で132は碗 I類、133は小盤である。134は 白磁の碗Ⅱ類で二次的
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に火を受けている。135は 白磁の皿Ⅱ類である。136～ 138、 140～ 145は中国陶器である。186は

褐釉 (天 日)である。137は C群耳壺、138は B群壺、139は 白磁の壷である。140と 141は Btt I

類鉢である。142～ 145は黄釉盤である。142は B tt I-1、 148は B群である。日縁部は逆L字

に屈曲する。144と 145は鉄絵がみられる。

瓦 (第30図、第31図、第13表)

堂田地区出土瓦の内訳は第13表のとおりである。遺構からは、 日岸田地区にもっとも近い第48

トレンチの柱穴 (18-6・ 8・ 12)や 10号井戸、 2号溝 (20-3)か ら出土している。多くは遺

構にともなわないもので、西調査区の黒色土や礫層に混ざっている。出土した瓦はいずれも破片で

あり全形のわかるものは無い。

30-146は軒平瓦である。147～ 160は平瓦である。凸面には縄ロタタキ (147～ 152)、 格子夕

タキ (153～ 157)、 斜格子夕タキ (158)、 平行タタキ (159・ 160)がのこる。焼成は149・ 150・

154が須恵質のほかは、土師質か軟質のものである。161～ 169は丸瓦である。167～ 169は玉縁式、

それ以外は不明である。

土錘 (第31図、第 5表)

いずれも西調査区から出土した。31-179と 180の 2点以外は完形品である。紡錘形か円筒形を

しており、重量は52.03～ 2.16グラムまでみられる。

石製品 (第31図、第 6表)

31-181～186は西調査区の黒色土ないし操層から出土している。31-181は石皿と考えられる。

凝灰岩製
(4)で _面がくばんでいる。182は砥石である。流紋岩製で二面が使用されている。二次的

に火を受けて赤くなっている。183は頁岩製で左の図の面が丁寧に研磨されている。節理に沿って

＼ヽ      「七■
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二
==多

/

4

第26図 堂田地区出土遺物実測図 (1)
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剥離している。184は頁岩製で一面が研磨、整形されている。185は石鍋である。絹雲母製で幅1,7

cm、 高さ0,9cmの 突帯が削 りだされている。186は灰色を呈した頁岩製の石硯である。(5)硯頭と硯

尻の一部を欠き底部も薄く剥離する。台形硯で縦幅10.7cm、 横幅は硯頭7.6cm、 硯尻8.4cmで ある。

幅0.5cmの縁帯には、 l mmに 満たない細い線が 2条刻まれている。側面は垂直で底面は平坦である。

187と 188は黒曜石製の石鏃である。いずれも耕作土から出上している。187は基部を欠き、188

は凹基式の完形品である。

金属製品 (第31図、第 7表)

31-189は鉄釘かと思われる。断面は長方形で0,7× 1.Ocmで ある。190は聖宋元賓 (北宋■01年

初鋳)である。

(5)生 産 関係 遺 物

漆付着土器を除く手工業生産に関わる遺物を第32・ 33図 に掲げた。

玉作関係遺物
(6)(第 32・ 33図、第11・ 16表 )

ほとんどが耕作土から出土している。玉素材には、水晶、碧玉のほかメノウ、カ ド石がみられる。

総重量は4,385.53グ ラムで、 日岸田地区の 1/10以下である。重量比で約54%、 点数で約67%を水

晶が占める。 1～42が水晶である。15～31は平玉、33～41が丸玉、42が大玉の製作工程にかか

るものである。31と 32は丸玉の完成品で、31は径15mm、 厚さ 711mである。43～54は碧玉で、47

～50が平玉の素材、51～54が調整剥離段階で敲打はない。筋砥石は 1点 しか出土していない。33-

55は細粒花蘭岩製である。 3面を使用している。のこり1面は火熱をうけ剥落している。幅 1～

3 cm前後の溝が 2～ 4条ある。

金属器生産関係遺物 (第33図、第 7・ 14表 )

鍛冶滓、羽日、羽日先の溶解物がみられる。出土量、点数とも少ない。遺構からは62号溝 (第

14-16・ 17)、 67号溝、12号井戸で出土している。33-56は 12号井戸から出土した羽口である。

孔径は推定で3.Ocmと なる。57は西調査区の黒色土から出上した。ゆいいつ形状がわかる椀形鍛冶

滓である。長さ11.Ocm、 幅8.75cm、 厚さ2.lcmで ある。上面には木炭粉がかみこみ、下面には炉床

粘土が付着している。

(6)平 成17年度堂田地区調査、日岸田・鍛冶屋 a唐路地区出土・採集遺物 (第34図 )

平成17年度堂田地区確認調査、平成16・ 17年度 日岸田地区調査の出土遺物で、『報告書 4』 に

掲載されていないものである。あわせて、大草町在住の三島利幸氏からの寄贈資料を紹介する。

34-1～ 6は平成16・ 17年度日岸田地区調査で出土した。 1と 2は磨製石斧である。石材は 1

が塩基性片岩、 2が玄武岩である。 3は流紋岩製の打製石斧である。古墳時代中期の5号堅穴住居

から出土した (島根県2006a)。 4は地区北を東西に走る畦のうえで採集した。流紋岩製の砥石で

4面を使用している。 5と 6は土錐である。 日岸田地区13号建物跡 (古代末、 日岸田C期)東側

庇の北から2本 目の柱穴から出土した (島根県2006b)。

34-7は鍛冶屋地区 (宮の後地区の東南東約400m)の採集品である。土錐で紡錘形をしている。

34-8は唐路地区 (水垣地区の東)の採集品である。弥生時代中～後期の管玉製作にかかる板

状素材と考えられる。
(7)緑

色凝灰岩で一辺3.5～ 5.5cm、 厚さ1.8cmの 不整な六角形の板状をしてい
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る。各面とも研磨され、一辺に深さ0.6cmの 施溝痕がある。

34-9と 10は 日岸田地区か堂田地区で採集された筋砥石である。石材は2点とも細粒花南岩製

である。 9は 2面を使用し、うち 1面に幅1.3～ 1,7cmの溝が 3条ある。10は 3面を使用し、うち2

面に溝がある。溝の幅は図の上面が1.8～ 2.6cm、 左側面が幅1.1～ 1.2cmで ある。

34-11と 12は平成17年度範囲確認調査の出土遺物である。11は 日岸田地区第41ト レンチから

出土した開元通宝である。12は堂田地区第42ト レンチから出土した。判読できないが一銭の可能

性がある。

第 3節 総 括

(1)縄 文～弥生 口古墳 時代 の遺構 と遺物

縄文時代、弥生時代の遺構は検出されていない。遺物は、東調査区から弥生時代前期末の土器

(26-1)が出土している。日岸田地区でもこの時期の土坑が 1基検出されており、周辺に集落が

存在する可能性がある。また黒曜石剥片が出上しているが、弥生時代以降の石器製作にかかわる可

能性がある。(3)

古墳時代中期の上坑を検出している。東 。西調査区や平成19年度に調査した第51ト レンチでも

当該期の遺物が出上している。これまでの調査で、当該期の竪穴住居や濤、土坑が大舎原地区、日

岸田地区で検出されている。今回の調査で集落が広範囲に展開していることをあらためて確認する

ことができた。

(2)奈 良 口平安時代 前半の遺構 と遺物

62号溝の延長部分が確認できたが、溝にともなう施設は不明である。日岸田地区でも、62号溝

と同時期 (日 岸田I期 国庁編年第3形式)の遺構は、柵列と土坑 1基となっている (島根県2006

c)。

堂田地区第48ト レンチでは62号溝と重複して大型の柱穴がみられる。 日岸田地区では、62号溝

の埋没後、南北方向に走る66号溝があらたな区画溝となったと想定している (同 Ⅱ～Ⅲ期 同4

～ 5形式)。 66号溝にともなう施設群は、溝の西側に小型倉庫や側柱建物などが建つ。堂田地区第

48ト レンチの大型柱穴もこれら施設群の一部と考えられる。

こうした施設群の広がりを考えるうえで、62号溝の延長部分と68号溝が課題になる。平成19年

度に調査した第51ト レンチで62号溝の延長は確認された。(9)溝 は、第51ト レンチのE55ラ インあ

た りで南に屈曲するようである。その延長線上に西調査区68号溝がある。68号溝は第 6ト レンチ

では確認されておらず、時期も不明ではあるが、位置関係から両者は一連の溝である可能性が考え

られる。あるいは68号溝が66号溝と対になる南北の区画溝の可能性もある。ふたつの溝の心芯距

離は約90mと なる。今後、第 6ト レンチや周辺の調査をすすめるうえでの課題といえる。

つぎに出土遺物をみると、文字資料は硯 1点のみであり、手工業生産にかかる遺物も少ない。漆

運搬容器の須恵器長顕壺は 1点 もなく、パレットとして使われた須恵器郭身2点、土師器 1点があ

る程度である。また玉作にかかる遺物も少なく筋砥石も1点 しか出土していない。日岸田地区でも

工房そのものは検出されておらず、施設配置は詳らかでない。堂田地区の遺構 。遺物のありようか

らは、工房域の縁辺にあたる可能性が考えられる。68号溝が西端の区画溝とすれば、その西側に

-39-



ｍ

］
ｏ

田
れ
〇

＜
＝

館
Ц

一
〇 ζl圏

N120

堂田地区

引

く

ｆ

Ｔ

Ｎ‐‐０一　　　　　　　‐‐‐‐　　　　ｍ一『
払:軍

ヌ
孔L 杭北

・　
∩

器

J

o                 lom   N 60
監 ===監 ==』   x_63340

ド   F

第42ト レンチ (平成17年度調査)

＜
＝
贈
楽
３

ｍ
“
ｏ

＜
＝

錦

二

ｏ

第35図 堂田地区～大舎原地区遺構配置図(S=¶ :300)

［

釦
∪

第 6ト レンチ (平成11年度調査)

15号土杭

―
l

〇
一聰い　ｏ，一　。　　
一【

簸

。鉛
¶
�

-40-



は空閑地があ り、南北に走る道路を隔てて西側に国司の館 (大舎原地区)、 という配置が想定され

る。

(3)平 安 時代 後 半 の遺 構 と遺 物

南北に通る道路遺構の東に遺構が広がる。建物は復元

できないが多数の柱六と大小の井戸がみられる。こうし

た遺構のありかたは北側の第 6ト レンチ、第51ト レン

チでも同じである。第 6ト レンチでは、図化はされてい

ないが、当該期と思われる柱穴が多数確認されている

(写真 1)。 また、平成19年度に北側の旧水田に設定し

た第51ト レンチでは、溝跡や土坑 (井戸跡)の ほか、

柱穴を確認している。また日岸田地区でも掘立柱建物跡

4棟 (H～ 14号建物跡)、 井戸 5基 (5～ 9号井戸)、

土坑 1基 (34号土坑)が確認されている (島根県2006

d)。 こうした施設群の性格は不明であるが、当該期の

施設が日岸田地区だけでなく、堂田地区にも広がってい

たことが推測できる。

また、出土遺物をみると、第 6ト レンチと同様、多量

の貿易陶磁器 (太宰府C～D期)が出土している。山本

信夫氏は、第 6ト レンチ出土陶磁器の検討から、「稀少品や特定器種の偏在、集中度が高いという

事実から、陶磁ス トックの場、蔵の存在の可能性」を指摘している (山本2006)。

道路遺構は、古代山陰道と柾北道との交差点である十字街から国府への進入路の推定線上に位置

する。これまで、十字衡や国府周辺では道路遺構は検出できていない。唯一、大舎原地区56号溝

が道路側溝の可能性が考えられている。この56号溝と2号溝はその位置関係から道路遺構の側溝

と推定され、溝の心芯距離14m、 路面幅12mと 想定されていた (島根県2005)。 今回の調査で、

ふたつの溝は同時期に機能していないことが確認された。56号溝に対応する東側の側溝は 2号溝

よりも西側を通ることが考えられる。また2号溝に対応する西側の側溝は、56号溝の東で27号土

坑 (12世紀後半)よ りも東を通ることが想定される。しかし27号土坑の東にあたる、第42ト レン

チでは道路遺構は確認できていない。また第41ト レンチで溝状遺構を検出しているが、内部調査

がごく一部であり、時期や性格をふくめて更なる調査が必要と考えられる。 (島根県2006c)

(4)成果 と今後の課題

今回の調査で、十字街から国府への進入路の推定線上に、古代国府、中世府中の時代も道路遺構

が存在していた可能性が高まった。これまでの調査で、平野部では中世以降の旧河道の浸食や人為

的な改変により、古代の遺構面は残存状況が極めてよくないことがわかっている。しかしながら、

今回のように旧河道の影響の少ない場所では、側溝や路面などが残されている可能性がある。推定

道路跡が現道と重複しており、調査範囲は限られているが、引き続き調査地点を増やし、線として

つなげ国府全体の景観復元を進めていく必要があるだろう。
Q①

(間野)

写真 1 第 6ト レンチ全景 (西から)
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江

(1)調査区の名称は、これまでどおり字名から付けた。ただし、東調査区の一部は、字名が毛和井免である。

(2)陶磁器の分類は守岡がおこなった。一部について、山本信夫氏、榊原博英氏 (浜田市教育委員会)の指導をうけた。

(3)松井章奈良文化財研究所埋蔵文化財センター環境考古学研究室長の指導を受けた。

(4)石製品については中村唯史三瓶自然館学芸員の指導を受けた。『報告書 3』 ・『報告書 4』 掲載品についても指導を受け

ており、第 9。 10表 に収録している。

(5)石硯は、 これまでに第13ト レンチ (第44図 119)、 第 5ト レンチ (第56図47)で 出土している。なお、後者は島根県

2004で 第33ト レンチ出土としたが誤りであり訂正する。

(6)玉作関係遺物の分類は、島根県埋蔵文化財調査センター米田克彦がおこなった。

(7)島根県埋蔵文化財調査センター丹羽野裕の教示による。

(8)島根県埋蔵文化財調査センター稲田陽介の教示による。集計結果は第15表 にまとめている。

(9)62号 溝は第51ト レンチE57ラインまでは溝状に確認できる。ここから西側は、削平をうけているようで、溝の底面が

連続土坑状に残り、第51ト レンチ南壁までつながる。

この調査結果については来年度以降の報告書に収録する予定である。

(10)推 定柾北道、十字街、国府への進入路と推定されている市道部分については、昭和50(1975)年度に発掘調査がおこ

なわれている。今後の調査研究、史跡整備に必要な資料であり、正式な報告をおこないたいと考えている。
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第4章 1968(昭和43)～ 1970(昭和45)年度の発掘調査

第 1節 調 査 に至 る経 緯 と調 査 経 過

(1)調 査 に至 る経 緯

出雲国府跡は昭和40年代初めまで、所在地は不明であつたが、1968(昭和43)～ 1970(昭和

45)年度の発掘調査により、その所在地が判明した。発掘調査に至った経緯を松江市教育委員会

が発行した概報によりまとめた。

出雲国府跡は島根県松江市大草町・山代町・竹矢町に所在する遺跡である。『倭名類衆抄』には

「出雲国 国府在意宇郡 行程上十五 日 下九日」 と記されており、出雲国府が意宇郡にあったこ

とが知られていた。国庁は、天平 5(733)年の年記を帯びる『出雲国風土記』に記載が見 られる

ことから、その所在については、江戸時代から関心が持たれており、東出雲町上夫敷説、松江市竹

矢町三軒家説、大草町竹ノ後説など諸説があった。この内、朝山皓が『出雲国風土記』の里程から

唱えた大草町西端説と、恩田清が元禄 4(1691)年 の『大草村検地帳』に見 られる 「こくてう」

の文字を根拠とした大草町竹ノ後説が有力視されていた。

高度経済成長に伴う土地開発、住宅建設の波は、意宇平野にも押し寄せてきており、平野の様相

を変えようとしていた。これを憂慮した松江市教育委員会・島根県教育委員会では、国庁推定地付

近一帯の遺跡及び、条里遺構の実体を明らかにし、適切な保存処置を計る目的で発掘調査を実施す

ることとなった。

調査は、昭和43年度から3年間の継続事業とし、国 。島根県費の補助を受け松江市教育委員会

が実施した。この時の調査は、発掘調査を担当する考古班、条里遺構の調査を行う歴史地理班、文

献史料の整理に当たる文献班の3部門から構成されている。

(2)調 査 体 制

3年間にわたる調査に従事した関係者は以下のとおりである (敬称略)。

団   長 山本 清 (島根大学)

考 古 班 坪井清足、町田 章 (奈良国立文化財研究所)、 井上捐介 (島根県文化財専門委員)、

池田満雄 (島根県立松江南高校)、 東森市良 (松江市立女子高校)、 近藤 正 (島根県教育委員会)、

松沢 修、近藤 滋、前島己基 (國學院大學)、 猪熊兼勝、鬼頭清明、高島忠平、石松好雄、宮本

長二郎、安達厚三、阿部義平、田中哲雄、稲田孝司、甲斐忠彦 (奈良国立文化財研究所)、 東雲均

(関西学院大学)

歴史地理班 米倉二郎、吉田栄夫、成瀬敏郎 (広島大学)、 中沢四郎 (島根県立大社高校)、 貞方

昇、金丸国利、多賀俊介 (広島大学)

文 献 班 加藤義成 (島根県文化財専門委員)

事 務 局 河原 董、吉岡貞徳、松尾 司、安達竹志、松尾栄彦、引野 努、園山 正 (松江市

教育委員会)
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この他、恩田 清、石原敏造、島根大学考古学研究会の援助を受け、石川 物をはじめとする地

元関係者の協力を得た。 (概報 (松江市1971)よ り転載)

(3)調 査 の経 過

発掘調査は1968(昭和43)年度から3年間、毎年秋から冬にかけて行われた。

第 1次調査 (1968年 )

第 1次調査は、1968(昭和43)年 8月 23日 に調査団が結成された。調査方針を協議した後、考

古班が11月 9日 から12月 9日 まで六所神社の北西部 (宮の後地区)を調査した。六所神社の西に

接して南北に長いトレンチを設定し、北方では南北 トレンチに交差する東西方向の トレンチを設け

た。六所神社の西縁では地山の直上に大型の河原石が散在するのみで、顕著な遺構を確認すること

はできなかった。神社西方の トレンチでは西大溝 (SD004)と 北大溝 (SD005)を 確認し、その

内側から掘立柱建物を検出した。

規格性のある建物跡や北大溝や西大溝を検出したが、遺構は希薄で、中心部はこの調査区の東側

(六所神社北側)と判断し、第 2次調査に続く。この間、歴史地理班が発掘地区の土層確認を行い、

それらと平行して、文献班による『出雲国風土記』を中心とする文献史料の整理が行われた。

第 2次調査 (1969年)

1969(昭和44)年 10月 2、 3日 に前年度調査結果と今後の調査方針の再検討が行われた。当時

は、国府は方格地割 りを持つと考えられていたため、その区画線検出を目標とされた。調査地は、

恩田清が条里地割 りから推定した 「方六町説」に従って決定された。これを受けて、■ 月2日 か

ら12月 24日 まで宮の後地区と一貫尻地区、樋ノロ地区、水垣地区の発掘調査が行われた。当初目

的であった区画施設を検出することはできなかった。

宮の後地区では六所神社の北に接して トレンチを入れ、東西に延びる南大溝 (SD010)と、そ

の北側に数棟の建物が重なる状況を確認した。しかし、建物配置が政庁になり得ないと判断し、六

所脇地区の調査へ続く。水垣地区は六所神社から北西400mに位置し、国府域西端の把握が目的で

あつた。東西40mの トレンチを設定したが、遺構は検出できなかった。樋ノロ地区は国府域北限

の把握が目的で調査した。奈良時代の掘立柱建物が検出されたが、国府域の北限は検出されなかっ

た。一貫尻地区では石敷き遺構を検出し、宮の後地区SD034の 延長の溝の可能性が指摘された。

歴史地理班は、条里制試行以前の古地形復元を目指して、平野全域の地層と旧河道の調査を行っ

た。文献班は検地帳を始めとする近世文書の整理を行った。

第 3次調査 (1970年)

1970(昭和45)年 10月 26日 から12月 19日 に、宮の後地区、六所脇地区で発掘調査が行われた。

第 2次調査までに検出した宮の後地区の建物群は、文字資料が出土し、規格性に富み、古代の官衛

施設であることは明らかであるが、建物配置から政庁にはなり得ないと言う疑間が生じた。

そのため建物配置を精査するため六所神社北側の トレンチをさらに北方に拡張し、規格性に富む

建物群の一部を明らかにした。しかし、宮衡の中心である政庁の建物跡とは考えられず、政庁を求

めて、六所脇地区の調査が行われた。六所神社境内とその東側にトレンチを設定し、その結果、 5
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間4面の大形建物 (SB020)が検出され、政庁の一部と判断された。

この調査の概要は、松江市教育委員会によって1971(昭和46)年 3月 1日 付けで『出雲国庁跡

発掘調査概報』として報告されている。 (林)

(4)調査 区の設定

発掘調査では、基準点測量が行われておらず、基線は磁針から設定している。磁北から東 6°

30′ に真北を求め、基線とした。六所神社境内の北側に杭を2点埋設した。BM2はBMlの東9.14

mにある。BM2は 1970年 12月 18日 にコンクリー ト杭にしている。現在、BMlのみ六所神社本殿

北側で確認できる。なお、2001(平成13)年度にBMlの座標 (日 本測地系)を測量した。BMlは

X=-63455,075、  Y=85362.578 (北 緯35° 25′  27″ .5398、  東経 133°  06′ 41″ .9093)で あ

る。

調査区名称は奈良国立文化財研究所で使用されているものを参考 にし、宮の後地区を6XIM― A

～ D、 6XIQ― 」 、 樋 ノ ロ 地 区 を 6XIN― E、 6XIN― F、 一 貫 尻 地 区 を 6XIM― G、 水 垣 地 区 6XIN一

N、 六所脇地区を6XIM― I、 6XIM― Jと された。なお、 6(奈 良時代)X(西 日本国郡衛)IM

(固有遺跡名)である。

遺構の実測は遣 り方測量を行っている。基点からlmごとに区割 りし、基点から北にはN、 南に

はS、 東にはE、 西にはWをふって頭文字とし、基点からの距離である数字を組み合わせている。

一方、遺物は 3mグ リッドを設定し取り上げている。東西軸に数字を (東から西に向かって数字

が大きくなる)、 南北にはローマ字をあてている。グリッドの呼称は地区名と南東側の交点の名称

(例 B ttA40→BA40)で決まる。遺構内出土遺物はグリッド名の次に遺構名がくる (例BA40南北

溝→SD004)。

調査面積は1968年度は宮の後地区約400∬、1969年度は樋ノロ地区440だ、一貫尻地区207∬、

水垣地区129ど、宮の後地区A区940∬、C区264だ、 」区190∬ の計2,170∬である。

1970年度は六所脇地区 I区約203だ、 」区約51∬、宮の後地区A区約349ど、B区約124∬、C

区約788だ、D区約45ゴの計約1,560∬である。

(5)報 告 書 作 成

第 1～ 3次調査は約40年前に実施され、概要報告が1971年 に刊行されていた。一方、島根県教

育委員会は1999(平成11)年度から出雲国府跡の発掘調査を再開した。調査当初から大舎原地区

の遺構と宮の後地区や六所脇地区の遺構との関係、宮の後地区の未発掘調査箇所の様相解明が課題

とし上がっていた。特に、宮の後地区や六所脇地区の遺構や遺物の様相を解明し、現在の調査 と一

体のものとして、調査研究さらには整備を行っていく必要があつた。そこで、1968～ 1970年度に

発掘調査が実施された出雲国庁跡の報告書作成を行うこととなった。

今回の報告書作成において、必要な資料の探素を平成11年度から開始し、奈良国立文化財研究

所から遺構実測図、調査 日誌等の提供を受けた。また、松江市教育委員会からは写真 (35mmス ラ

イ ド1冊、35mm白黒アルバム 1冊、4× 5版白黒アルバム 3冊)、 参考資料等の提供を受けた。島

根県教育委員会が山本清氏から寄贈を受けた資料内にも出雲国府跡発掘調査の調査日誌等があり、

参照することとした。
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発掘調査では大量の遺物が出土し、コンテナ707箱以上にのぼる。整理前は遺物の大部分は松江

市教育委員会から島根県立八雲立つ風土記の丘に貸し出され、風上記の丘で保管、一部は展示され

ていた。報告書作成にあたり、島根県埋蔵文化財調査センターが松江市教育委員会から借用を受け、

遺物を埋蔵文化財調査センターヘ移動した。その前後に、多くの遺物が未洗浄、未注記であったた

め、風土記の丘及び埋蔵文化財調査センターで注記等を行った。なお、借用した以外にも松江市教

育委員会や島根大学に遺物があるが、これらは整理を行っていない。

遺物整理は遺構出土品を中心に行い、一部の包含層出土品は未整理である。注記には報告書掲載

の遺構名が無いことからグリッド名と遺構名を参考に対照遺構を絞 り込んだ。

また、報告書に記載がない遺構にもかかわらず遺物がまとまって出土している場合は新たに遺構

名を付けた。今回の報告書に記載上必要な遺構についても新たに遺構名を付けた。遺構名は遺構略

記号の次の数字を百番台とした。

2006(平成18)年度までに柵以外の遺構図作成と、遺物実測を行った。今年度は遺構から出土

した遺物を中心に実測の補足を行い、編集印刷を行った。 (守岡)
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第 2節 樋 ノ ロ地 区の調 査

(1)調 査 の概 要

樋ノロ地区は松江市山代町字樋ノロ、字杓子免に位置し、出雲国府跡の北、意宇平野中央の微高

地にある。字樋ノロの標高は北に位置する字杓子免からlm高い。また、字樋ノロの南東側は旧河

道により削平され、約0.4～ 0.5mの段差がある。この地点は周辺よリー段高く、調査前は水田や桑

畑として使用されていた。第 2次調査で、国府域の北限を求めるため調査区を設けた。出雲国府跡

の中心施設が存在した六所脇地区や宮の後地区から北に約500m離れている。

基本的に南北85m、 東西54mの幅 3mの トレンチを設定し、一部拡張されている。

東 トレンチからは南北主軸の溝跡4条、柱穴が検出された。南北 トレンチからは竪穴建物跡 3棟、

溝跡 1条、柱穴、西 トレンテからは掘立柱建物跡 2棟、溝跡 1条、柱穴が検出された。

(2)層 序

基本層序は上から順に耕作土、床土、黄褐色粘土に分かれる。遺物は耕土 (水 田耕作土)、 黄褐

色土、黄褐色粘土から出土している。

(3)古 代 の遺 構 ・ 遺物
に)

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は東西軸の2棟が復元された。 2棟は一部重なり合っている。

SB011(第41図) E142付 近から検出した。 5間 (10.2m)× 2間 (5。2m)以上で北廂付きであ

る。SB01lPllと SB012P10の 切り合い関係か らSB012が古い。柱穴の堀方は基本的には隅丸方形

であるが、円形もある。P12には柱根が残る。

SB012(第42図) E140付近から検出された 3問 (7.2m)× 2間 (4.8m)の掘立柱建物跡である。

床面積は34.56だ。柱穴の掘方は隅丸方形と円形がある。

竪穴建物跡

樋ノロ地区では3棟の堅穴建物跡を検出した。6XIN一 F、 G～Hにかけて 2棟が確認された。

SB013(第44図) EQ39付近で確認された堅穴建物跡である。南北 9m、 東西は0,7m以 上、深さ

0.07～ 0.12mを 測る。調査区外へ続く。

SB014(第 46図、第48図 1～ 15) 黄褐色上の粘質土に掘 り込んだSB014、 015は共に黄灰色の

粘質土に覆われ遺構検出面から15cm内外で灰色の強い粘土面に達し、一応 これを床面と考えた。

床面には柱穴は認められない。建物内には角礫 (20cm前 後)が数個ずつ配される。平面形は南北

軸の長方形である。SB014は南北5。3m、 東西は2.4m以上、深さ0.07～ 0。 14mを測る。調査時は 2

号住居と呼称する。堅穴建物跡には黄灰色土や灰褐色土が堆積していた。中央部 1∬の範囲には木

炭崩壊土が散布していた。

遺物は 「FE39 2号竪穴覆±691205」 、「FG39 2号竪穴覆±691205」 と注記されていたも

のをあてた。須恵器蓋、杯身、土師器甕、土製支脚、ふいごの羽日残片が出土。48-1～13は須

恵器、14は土師器、15は土製品である。 1～ 5はイ蓋である。日縁端部はかえりがなく、下垂す

る。天丼部には輪状つまみを持つ。 1は内面に墨痕が残る。 6～ 8は邦で、 6は口縁下部が括れ、
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端部は外反する。 8は高台を持つ。 9～Hは器壁が薄く壺と考えられる。12は大型の鉢で、 日縁

部に回転ナデによる凹みを持つ。内外面タタキ調整を残す。13は横瓶と考えられる。14は器壁が

薄く、上方に伸びる。15は小型の土製支脚で、底部はくぼむ。

9                   4m

第38図 樋ノロ地区東側遺構実測図 (S=1:100)

SB015(第 47図、 第48図 16～ 20)  SB014

の北0.5mに 位置する。調査時は 1号住居 と

呼称する。南北5.6m、 東西は2,7m、 深 さ

0.11～0.19mを 測る。東西セクションベル ト

では 3、 4層 (灰色土)が竪穴縁辺から内部

へ傾斜して堆積している。

遺物は 「FH39竪穴内691205」 、「F139竪

穴内691205」 と注記されたものをあてた。

須恵器 (蓋、年身、重)、 土師器甕があり、

覆土中から断片的に出土するのみである。礫

は堅穴内部から出土し、北西端の出つ張 りか

らややまとまって出土した。48-16～ 19は

須恵器、20は土師器である。16、 17はイ蓋

で、輪状つまみを持ち、日縁端部は下垂する。

17の内面には墨痕が残る。18、 19は壺で、

18は高台を持つ。19の 底部は回転ヘラケズ

リ調整である。頸部の器壁は薄い。20は外

反する日縁部を持つ甕である。

溝跡 東 トレンチから南北に平行する4条の

清跡を検出した。西からSD106と 名付けた。

SD106(第 38図、 第48図 21、 22)  EJ36付

近で検出した。SB012の東0。9mに位置する。

幅0.75m、 深さ0,18～ 0.26mを測 り、断面コ

字形を呈する。

遺物は 「EK36南北溝」と注記された遺物

をあてた。48-21は 須恵器邦蓋で、下垂す

る日縁部を持つ。やや器高が高い。22は移

動式竃で、鰭部と考えられる。

SD107(第38図)SD106の 東3.3mに 位置

する。幅0.18～ 0.24m、 深さ0.07～ 0。 1lmを

浪Iり 、断面コ字形を呈する。幅は狭い。

SD108(第38図) SD107の 東0.2mに 位置

し、近接している。幅0.3～ 0.6m、 深さ0。H

～0.18mを 測り、断面コ字形を呈する。

SD109(第38図) SD108の 東4.5mに位置
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する。SD106と の間隔は9mである。幅0.4m、 深さ0.08～ 0。 1lmを測り、断面U字形を呈する。

(4)そ の他の遺構 口遺物

SDl10(第44図) E039付近で検出した溝跡である。調査区を斜行している。幅0.5m、 深さ0。 15

m、 検出長は3.7mで

ある。断面はコ字形を

呈する。

SDlll (第 37図 )

EJ47付近で検出した

溝跡である。調査区を

斜行している。幅0.33

m、 深さ0。13m、 検出

長は5。5mで ある。断

面はコ字形を呈する。

SDl10と 同形態であ

り、連続する一連の溝

の可能性がある。

(5)出 土遺物

(第48図

23-36)

48-23～ 32は須恵

器、 33、  34イま二L師器

である。25の高台付

壼は内面全面と外面の

一部に漆が付着する。

26の 長頸壺の頸部に

は1条の沈線が施され

る。 27の 皿は小片の

ため復元日径がやや大

きいと考えられる。日

縁郡は外反し、浅い。

28は 日縁部の立ち上

がりがほとんどない。

高台を持つ硯あるいは

皿である。 29は大型

の鉢 と考え られる。

30～ 32は甕である。 第39図 樋ノロ地区SB011・ 012付近遺構実測図 (S=1:100)
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第40図 樋ノロ地区SB011・ 0¬ 2の位置関係 (S=1:100)

33、 34は甕で日縁部

が大きく外側に外反す

るもの (34)と そう

でないもの (33)が

ある。 35は平瓦で、

粗い縄 目が残る。 36

は灰釉陶器壺と考えら

れる。

(6)rJ、ネ吉

遺構は古墳時代と考

えられる溝跡 2条、古

代の掘立柱建物跡2棟、

竪穴建物跡 3棟、溝跡

4条を検出した。当初

の調査目的である府域

を示す溝や築地などは

確認できなかった。

SB014と SB015ヤよ

出土遺物から奈良時代

の遺構である。また、

SD106は 、 出土遺物

は少ないが、同時期の

遺物が出土している。

他の南北軸の溝も平行

して存在していること

から近い時期の遺構と

考えられる。

竪穴建物跡の性格は

SB014内 外 か ら羽 日

が出土していることか

ら工房の可能性が指摘

され て い る (町 田

1975)。

SB011と SB012の

掘立柱建物跡は重複関

係があ り、 SB012カ｀

古い。出土遺物はなく、
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時期の決定は難しい。規模が小さいことか ら倉庫のようなものの可能性が指摘されている (町 田

1975)。
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キ彗

包含層を含め、出

土遺物の時期はかな

りまとまっているこ

とから、存続時期は

短く、北側に竪穴建

物跡、南側に掘立柱

建物跡が並んで存在

していたと考えられ

る。
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第42図 樋 ノロ地区SB012実測図 (S=1:100)
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SB015

SB014

第45図 樋ノロ地区SB014・ 015の

位置関係 (S=1:100)

a

0
①

1

2

3
4
5

黄灰色土 (砂質強い)

黄灰色土 (粘質で灰色強い)

灰褐色粘土
灰褐色土 (含炭)

黄灰色土 (下部砂質強い)

7.Om

一
                      m

第46図 樋ノロ地区SB014実測図 (S=1:50)

注

(1)松江市1971、 町田1975に掲載された遺構の説明は基本的に文献を参考にした。変更点は明記した。以下、各地区とも

同様である。
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第 3節 一貫尻地 区の調査

(1)調 査の概要

一貫尻地区は松江市大草町字一貫尻に位置し、調査前は水田として使用されていた。第2次調査

で、調査区を設けた。出雲国府跡の中心施設が存在した六所脇地区や宮の後地区の北側に位置し、

平成H年度から発掘調査した大舎原地区の西側である。平成15年度から面的な調査を実施し、昭

和の調査区の一部を再発掘している。その調査によれば護岸状遺構と石敷き遺構の2時期の遺構が

存在していることが判明している (島根県2005)。

昭和に行われた発掘調査は幅3m、 東西長38mの トレンチと北側調査区 (30ラ インと畦畔の間)

を調査した。調査によリー部拡張されている。

トレンチからは土坑2基、溝跡2条、柱穴が検出された。北側調査区からは河原石の集積、溝跡

1条、落ち込み (SX101)1基が検出された。

(2)層 序 (第52図 )

基本層序は30ラ イン西壁で見ると、 1層耕作土、 2層暗褐色粘質土、 3、 4層灰褐色砂質土で

ある。4層 はSX101の埋土となる。G区南壁土層との対比では、南壁 1層は西壁 1層、南壁2-

1層、 2-2層が西壁2層、 3層と考えられる。東側は耕作土直下から石敷面が現れるが、西側に

向かって低湿地状の窪地状となる。石敷面も3層黒灰色粘土と4層暗黄褐色土に分かれている。

土坑は砂層中からの検出になっているが、砂層面が生活面であつたとは考えにくく、後世に礫層

を構成した流水等により上面が削平され、深度が深い遺構のみ検出されたと考えられる (島根県

2005)。

(3)古 墳 時代 の遺構 ・ 遺 物

SK101(第 53図、第55図 1～ 6) G031付 近で確認した土坑である。直径1,7～ 1.8m、 深さ0.22

～0.24mを 測 り、平面形は円形である。SK102と切 り合い関係があり、SK101が新しい。土層は

G区南壁土層断面図によれば 7層黒灰色土である。

遺物は 「GN31G031ピ ット内」、「G032凹み」 と注記されたものをあてた。須恵器 (邦蓋、杯

身、甕)、 土師器 (甕、イ)が出土している。55-1の甕は日縁端部が外側に肥厚する。日縁部外

面には二重日縁の名残としてのアクセントがある。 2、 3は高郷である。 2は円盤を充填している。

3の高台内面にはハケロや指頭圧痕が残る。 4は黒色を呈する甑の把手と考えられる破片である。

把手上面には幅0.4cmの溝が施されている。 5、 6は土師器大型壺と考えられる。接点はないが、

胎土や色調、器壁が厚いことなどから同一個体の可能性がある。 5は 日縁端部が平坦で、外側に拡

張されている。 6の肩部には逆C字形のヘラ状工具による沈線文が 3箇所確認できる。

SK102(第 53図) GN31付近で検出した土坑である。遺構は大部分は調査区外へ続いている。

復元径1.6m、 深さ0.12～ 0。 15mを測る。

SD101(第53図、第55図 7～ 8) G030付 近で検出した溝跡である。幅2.3m、 深さ0.06～ 0。 11

mを測 り、断面コ字形である。土層はG区南壁土層断面図によれば 6層青灰色土である。

遺物は 「G030溝中」と注記されたものをあてた。須恵器 (ITk蓋、邦身、甕)、 土師器 (高イ、

-58-



が

付

性

痕

が

能

墨
　
帯

可

に
　
突
　
の

ｏ内面棘
削

る

　

　ヽ
同

糊
る。
５５

瞬
渋
る。‐

日ヽ
嗣
柘

払
麟
麟

持麟
鰤
親
　
ヽ
改
ヽ
ド

耗
脱
聘
　
ヽ

諺

・ら，
挺

露
勢
潮

に

二考
嚇

翻

琵

ユ

翻
購
繊

聴
船
わ

静
蜘
機

ま二

部

聴

研

け

須厖
る。
受ヽ

「
鳩
り、

５５．
ね
鹿

る。
場
帥

励
対
血

ｏ

ｏ混
輌
る。

壺、
鮨
く。
勤

＝
洲
＼
上
下

・ 8.4

。8.7

====三===i======デ
~=== ・8.5==ニ

第49図 一貫尻地区調査区配置図 (S=1:500)

-59-



(4)古 代 の遺 構 ・ 遺 物

石敷面 (第 50図、第55図 12) 平成15年度から実施された一貫尻地区の面的な調査により、周辺

に広がる石敷面は護岸状施設と石敷き遺構に分類できることが判明した (島根県2005)。 平成15

年度の調査においても第 2次調査の調査区周辺から石敷き遺構が確認されている。第 2次調査では

狭いトレンチのため、詳細が不明であつた。遺構が重なっているが、ここでは、一括して報告する。

東側では耕作土直下から検出された河原石は径 5～25cm、 厚さ2～ 5 cmを 使用している。石敦面

は調査区東端から4m西側で終わり、低湿地の窪地となる。土層は4層 に分かれ (第52図)、 堆積

層からは土器や木製品が出土した。東西 トレンチの29ライン付近には幅1.6mの平坦面がある。東

側は石敷面から0.14m下がり、西側には0.08mの段差がある。

石敷面の西側に広がる窪地からはG037付近とG040付近の2箇所から木製品が出土した。前者

からは板状の木製品と須恵器 (55-12)が 、後者からは長方形の板状の木製品が6本出土した。

SD103(第 53図) GR29付近で検出した、石敷面を南北に分けるように北東から南東に主軸を持

つ溝跡である。幅3.Om、 深さ0.2～ 0,3m、 検出長は6。7mで ある。断面はコ字形を呈する。直線的

ではなく蛇行している。

確実な遺物は不明である。「GA29GS29溝 69H12」 と注記された遺物があり、対応するかは不

明で、SD103の 可能性がある。遺物は古代の須恵器 (杯、高杯、甕)、 古代末の土師器である。

(5)そ の他 の遺構・遺物

SD102(第 53図) G029付近で検出した小さい溝跡である。幅0.34m、 深さ0。25m、 検出長は0。9

mである。北東から南西に主軸を持ち、やや湾由している。断面はコ字形を呈する。第52図のG

区南壁土層断面図によれば石敷面より古い遺構となる。

SX101(第 50図、第53図) GB29付近で確認した落ち込みである。南北長4.9m、 深さ0.25～ 0.27

mを測る。平成15年度の調査では周辺部が広く調査され、深さ0.4mと深いことが判明した。また、

青灰色砂層を切り込んで掘 られ、西側には続いていない。また、大舎原地区2区北調査区からも続

きを確認できなかったことから10mを 越えるような遺構ではない。時期や性格、全体の形状も不

明である。

(6)出 土遺 物

55-9～ 21は須恵器である。 9、 10は 日縁端部が括れる杯である。Hは底径の小さいイで、丸

みをもって立ち上がる。12、 13、 14は高台を持つ辱で、14の底部には爪状圧痕がある。15は糸切

りされた底郡片である。外面には焼成前の線刻があり、「林」の可能性がある。16は 内面に突帯が

廻ることから托と考えられる。底部は静止糸切 りである。17の壺は内面や断面に漆が付着する。

18は壺の高台である。19は古墳時代の器台である。外面にはコンパス文が描かれる。20の甕は頸

部に櫛状工具によるカキロが残る。21は須恵質の土錘である。両端部は鋭 く切られている。B類

(第 166図 )。

22～25は土師器である。22は古墳時代の甕と考えられる。23は手捏ねのミニチュア土器である。
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※検出遺構を基に昭和の図面 (青)と
平成15年度以降の図面 (黒)を はりあわせた。

0               8m
|

蕃
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第50図 一貫尻地区の調査箇所 (S=1:200)
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24の杯は日縁端部が内面に肥厚する。25は平安時代後期の杯である。26は備前焼の鉢と考えられ、

『出雲国府跡 3』 34-1と接合した。播目はない。27は中国製白磁Ⅷ類で、内面見込みに円形釉剥

ぎがある。28は対塙で、内面に金属津が付着 している。さらに周辺は比熱により灰色に変色して

いる。29は土製支脚である。後方の突起は方形を呈する。内側は被熱している。30は移動式竃の

鰭部で、端部は折れている。31は平瓦で、表面はナデ調整で、須恵質である。

32～ 34は石製品である。32は水晶の結晶体で、原石である。33は表面が風化し、剥離が著しい

が凝灰岩製紡錘車である。平面形は方形に近いが、当初の形態は不明である。34は砥石である。

3面以上使用さ

れ、 1面には鋭

い筋状の刃物痕

跡が残 る。 35

は本製品である。

端部の片方は欠

損しているが、

一方は凸状に加

工する。

一

0                   8m

第51図 一貫尻地区遺構実測図 (S=1:200)

SK 102
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第53図 一貫尻地区東側遺構実測図 (S=1:100)
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(7)rl、結

検出された遺構は古墳時代の土坑、溝跡、古代の

溝跡、石敷面がある。遺物は古墳時代中期から平安

時代後期までのものが出土している。宮の後地区で

検出したSD034は東西に流れているが、途中から

北に折れて流れる。石敷面はそのSD034の北の延

長線上に位置する。石敷面の加工段は宮の後地区で

検出したSD034の延長線上に位置し、 これに関連

する可能性がある。石敷面の東側は1999(平成11)

年度からの調査により「国司館」に設定されている。

この石敷面がその「国司館」の西端を区画している

可能性がある。

-65-

第54図 一貫尻地区西側遺構実測図(S=1:100)



;

第55図 一貫尻地区出土遺物実測図
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第 4節 六所脇地区の調査

(1)調査 の概要

六所脇地区は松江市大草町字六所脇に位置し、六所神社の東側及び境内である。南側には意宇川

が流れ、意宇平野の微高地にある。標高は北側の水田よりlm高 く、南側及び東側は宅地となる。

調査前は畑地である。

第2次調査の後、宮の後地区の建物配置が政庁になり得ないという疑問が出たことから、第3次

調査の官の後地区の様相が明らかになった段階で、 I区を設定した。その後、六所神社拝殿東側に

」区を追加した。

I区からは南面する5間 4面廂付建物跡を検出し、政庁遺構の一郭に遭遇した可能性が強くなっ

た。

六所脇地区には大きく2枚の遺構面がある。下層からは、掘立柱建物跡4棟、古墳時代の溝跡2

条、上層からは炉跡 1基、土坑、小柱穴が検出された。

(2)層 序 (第59図 )

基本層序をI区で見ると、約30cmの 1層耕作上の下に5層黄褐色砂質土がある。 5層 上面に鍛

冶炉跡や小柱穴、土坑など平安時代後期の遺構がある。黄褐色砂質土 (5層)は 30～40cmの厚さ

があり、その下層には20～ 30cmの厚さで暗褐色粘土 (11層)が堆積する。11層 には古墳時代の土

器が比較的多く混入している。11層上面から古代の遺構が掘り込まれている。結果的には古代の

遺構面の標高は、宮の後地区の遺構面の標高と大きな差はない。

I区 と」区との上層対応は、 I区 5層が J区 8層、 I区 11層 が J区 4層あるいは 5層 と考えら

れる。

上下層の整地層はきわめて曖味に移行 し、遺構検出は困難であった。上層の整地層内か らは須恵

器、土師器

緑釉陶器な

どが発見さ

れており、

古代の遺構

面は平安時

代前期以降

とこかなり肖1

平されてい

る可能性が

ある。

第56図 六所脇・宮の後地区調査前地形図 (S=1:

|

1600)
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(3)古 墳 時代 の遺 構 ・ 遺物

SD054(第68図、第69図 1～10)IRライン上で検出した。東北東から西南西に主軸を持つ。SD

055の 北4mに位置する。幅1,9～ 2.Om、 深さ0.6mを測 り、断面U字形を呈する。大きく上下 2層

に分層できる。上層は 2～ 5層、下層が 6～ 11層 と考えられる。

遺物は 「IQH東西溝」「IQ12東西溝」「IQ13東 西溝」「IQ東西溝下層」 と注記されたものをあて

た。69-1～ 9は土師器である。 1～ 4は小型丸底壺である。 1は顕部が広 く、全体に寸胴であ

る。 2の 口縁端部は内側に肥厚する。 6の高杯は邦部外面に明瞭な段がある。 1～ 4、 6は古墳時

代前期末から中期初めと考えられる。 5、 10は混入の可能性もある。 5は甑などの把手と考えら

れる。10は現状では棒状を呈する土製品である。端部は平坦で、周囲は指頭により整えられてい

る。裏側は剥離面があり、移動式寵などの鰭の可能性がある。 7は脚と考えられる。端部の平坦面

は断面が丸い棒状工具により押さえられ、縦方向の沈線となる。内面はケズリ調整である。 8、 9

は土師器甕で、「下層」 と注記されている。弥生時代末から古墳時代初頭である。 8の 日縁端部は

平坦である。 9の 日縁端部は先細 りである。

SD055(第68図、第69図 11～ 14、 第71図 1) IPライン上で検出した。東北東から西南西に主軸

を持ち、SD054と ほぼ並行する。幅2.8m以上、深さ0.6～0,7mを 測 り、断面U字形を呈する。遺

物は平面での土層の識別が困難なため、第68図 の土層図の上のアミを暗灰色含炭層で、下のアミ

を灰褐色砂層として取 り上げている。

遺物は 「IP10東西」と注記されたものをあてた。69-H～ 14、 71-1は土師器である。11、

0                    8m

15       14       13       12

六所脇地区遺構実測図 (S=1:200)第57図
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１
『
〇
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」区 西 壁

1 灰黄褐色砂
2 黒色砂混り (含バラス整地前表土)

3 黄褐色土 (や や砂質強い)

4 暗褐色砂質土
5 褐色斑入り粘質土 (砂混り)

6 赤色焼土 (含炭)

7 バラス入り

1   表土 黒色有機質土 (中 世遺物多数包含)

2   黒褐色土 (含礫)

3   黒褐色土 (含礫・遺物)

4   黒褐色土 (含土器・炭)

5-1 黄褐色砂混り (中 世整地)

5-2 黄褐色砂混り
6   暗黄褐色土 (掘 方埋土)

7   暗灰掲色砂混り粘土 (掘方埋土)

8   暗褐粘土 (掘方埋土・ 9層より暗い)

9   暗褐色粘質土 (古墳時代遺物包含層)

10  暗褐粘土 (掘方埋土・ 9層より暗い)

11-1 暗褐粘土
11-2 暗褐色粘質土
12  暗褐粘土 (上層より赤みが強い)

13  灰褐色砂混粘土
14  暗褐砂 (遺物包含)

15  暗褐土 (遺物包合)

16  暗灰褐色砂質土 (含炭)

17  暗褐土 (バラス入り)

18  暗褐土 (粘質強い)

19  灰褐粘質土
20  灰褐粘質土
21  灰褐色砂混り粘土
22  晴褐色砂混り粘土
23  暗灰色粘土

1 灰黄褐色砂
2 黒色砂混り (含バラス整地前表土)

3 黄褐色土 (や や砂質強い)

4 暗褐色砂質土
5 褐色斑入り粘質土 (砂混り)

3 暗灰褐砂混り粘土

第59図  六所脇地区土層断面図 (S=1:80)



その他の遺物 (第69図 15～ 19)

69-15γ 19は 「IQ13柱穴」と注記されている遺物である。注記から対応する柱穴を検素すると

SB020Plの 可能性がある。 しかし同じグリッドには他にも柱穴があることから決定打に欠く。ま

た、出土している遺物が古墳時代であり、下層のSD054の 遺物の可能性もある。遺物はすべて土

師器である。15・ 16は 同一個体の可能性がある甕である。15はかなり風化している。二重回縁で、

日縁端部は平坦である。17は外反する日縁部を持つ高邦である。体郡は丸みを持つ。18は筒部が

退化した鼓形器台である。日縁部は外反し、脚部と筒部の境には段がない。19は高邦と考えられ

る。

(4)古代の遺構・遺物

掘立柱建物跡は新旧2時期に区分できる。古い時期は2棟 (SB018、 019)である。新しい時期

の建物は 3棟 (SB020

(古・新)、 021)である。

SB018 (身き61[コ )   JS

17付近で検出した。建

物の方向や規模は不明で

あるが、 5mの間隔をお

いて、2列の柱穴がある。

西側の柱列の間にP3を

復元したが、並びがずれ

ているため、時期が違う

可能性もある。概報 (松

江市1971)な どでは採

用 していない。Plに は

柱根が残 り、北側を除く

3方には根固めの石材が

残存する。

SB019(第 62図) IT

10付近で検出した。す

べての柱穴を検出してい

ないため、規模は不明で

ある。現状は東西棟で、

3間 (5.6m)以上×2

間 (4.4m)の建物で、

西から1問 目の梁間中央

にも柱穴 (P8)がある。
0                   8m

六所脇地区SB018・ 019の位置関係 (S=1:200)
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(須恵器破片を含む)

第61図  六所脇地区SB018実測図 (S=1:100)

SB020(第64・ 65図) IR12付近で検出し

た。建物の全体を検出していないが、東西棟

で、 5間 (14.Om)× 4間 (10,8m)の 5間

4面建物が考えられる。身舎の柱間は3mで

ある。廂の柱列には建て替えが認められ、古・

新 として作図した。古段階 (第 64図)の廂

柱間は2.9～ 3m、 新段階 (第 65図)の廂柱

間は2.4mである。SB018や SB019と は主軸

が異なり、ほぼ軸に乗る。建物方位、柱穴が

比較的小さく、柱の基部を根固めすることか

ら、宮の後地区のE期に属すと考えられる。

SB021(第 66図) 今回の整理で検討し、復

元した。」S18付近で検出した。 2間 (2.4m)

以上×2間 (5。9m)である。P2やP4に は根

固めの石材の他、P2では柱根が残る。

SD104(第 57図) 」S18付近で確認した溝

跡である。SB018に 切 られている。幅0.4～

0。6mを 測る。 南

端 イまSB021P5手

前で止まる。

暗灰褐色粘土 (バ ラス入り)

晴黄掲砂混

暗灰粘土

灰色粘質土

黄灰褐砂混 り粘土

黄灰色粘質土

灰粘土

E
辞に

|
暗福色砂混り粘土 (パラス働
晴灰褐色粘■ しヽラスやや多い)

暗灰色粘土
黄灰色粘土

92m         5 暗灰褐色粘土

P4          6 暗灰色粘土
_          7 灰色粘上

】鐙編多瞥夢ナの混ノ
9            

″`~……

      lm

灰褐色粘質土

4m

第62図 六所脇地区SB019実測図 (S=1:100)

―囲デ《
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(5)そ の他の時代

の遺構・ 遺物

SK123(第 68図) IQ
09付近の上層で検出し

た炉跡である。直径0.55

m、 深さ0,05mを測る。

悟鉢状に凹み、周辺の表

面は赤く焼けている。上

層の遺構からは緑釉陶器

の破片が多数発見される。

古代末から中世にかけて

の時期に盛土整地され、

その後に炉跡が作られて

いる。

その他の遺物 (第 69図

20～28)

69-20イま 「IQ09黒色

ピット」から出土した鉄

製品である。残存長7.5

cm、 幅2.2cm、 厚さ0.5cm

を測る。長方形を呈し、

端部近くに円形の穴が開

く。 21～ 25イま 「IR09灰

黒色溝701129」 と注記

された遺物で、遺構の所

在は不明である。この溝

として注記されている遺物には須恵器 (古墳時代の杯蓋、高杯、高台付杯、甕)、 土師器 (甕)、 古

代末土師器杯、製塩土器、瓦、緑釉陶器がある。21～ 25は古代末の土師器杯である。法量は大小

があるが、器形は類似する。22の 日縁端部には油煙の痕跡が残る。25はハの字に広がる高台を持

つ。

26～28は緑釉陶器で、26は 「IQ10土坑」、27は 「IS10暗褐色土坑」出土であり、9世紀後半の京

都系である。28は 「ITO(IT10か )黒土坑」出土で、近江系である。

(6)出土遺物 (第69図29～第71図 )

69-29～ 33は黒色土器である。内面のみ黒色処理され、33の皿以外は碗である。34～ 39は緑

釉陶器である。34、 35は削り出し高台で、円盤状を呈する。36は端部をヘラ状工具で押し、輸花

状にする。39は 日縁端部を内側から押すことにより輪花状にする。40は越州窯系青磁で、高台上

S8021

0                   8m

第63図 六所脇地区SB020・ 021の位置関係 (S=11200)

∞=紗輩⑩=∞ 翰
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に8箇所、内面に2箇所以上の目跡がある。

第70図は須恵器である。 1～ 4は蓋である。 1～ 3は古墳時代の邦蓋で、天丼部はヘラケズ リ

が残る。 4はかえりの付く蓋で、転用硯である。外面にヘラ記号がある。 5～ 11は古墳時代の杯

身である。12～ 14は高台付杯である。12は高台内面に爪状圧痕が残る。14は内面が磨滅している。

15は硯で、上面が磨滅している。16～ 18は高杯で、透かしが入る。邦部はコの字形を呈する。19

～23は壺である。19は底部が広い。20は頸部外面にヘラ記号 「×」がある。21は頸部に突帯を持

つ。22は短頸壷で、胴部内外面は夕タキ調整である。24、 25は甕である。26は古墳時代の器台で

ある。 2段以上の三角形透かしがある。 1～ 11、 16～ 18、 26の古墳時代の遺物は暗褐色土からの

第64図 六所脇地区SB020(古 )実測図 (S=1:100)
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第65図 六所脇地区SB020(新)実測図 (S=1:100)
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|

⑩P5 勁4

出土である。

第71図 は土師器、土製品、瓦である。 1

～4は甕である。 2は内側に月巴厚する。 3の

日縁部内面には浅い沈線状のくばみがある。

5は小型丸底壺で、外面ハケロ調整が残る。

6の鉢は逆ハの字に開く日縁部を持ち、日縁

部内面はヘラケズリである。日縁部内面から

外面にかけて赤色顔料が残る。 7～ 10は高

杯である。 7は表面が風化しているが、わず

かに赤色顔料が残る。 9は杯部内面から脚郡

にかけて赤色顔料が残る。脚部の内面は浅く

くぼむ。10の 外部は凹状を呈する。11、 12

は土製支脚である。 11は突起が 3方向にあ

0          4m り、太い。12は小型で、突起は 3方向であ

る。 13は軒丸瓦で、珠文帯と細い圏線を巡
第66図 六所脇地区SB021実測図 (S=1:100)

らせた平縁である。出雲国分寺跡 3類である

(前島1975)。 14～ 30は耕作土あるいは黒褐色土から出土した土師器である。多くが回転糸切りで、

体部は回転ナデである。21の底部はナデ調整で、厚い。

7、 10は注記が明瞭でなく、包含層に入れているが、出土日時や層位からSD055の可能性があ

る。また、 2～ 6、 8、 9、 11、 13は暗褐色土から出土している。

暗褐色土からは古墳時代の遺物が多く出土し、包含層の時期を示している可能性が高い。しかし、

13の軒丸瓦が出土し、混入の可能性も否定できないが、造成時期を示している可能性も考えられ、

今後検討を要する。

(7)rJ、率吉

検出遺構は、弥生時代末から古墳時代中期の溝跡と、古代の掘立柱建物跡がある。掘立柱建物跡

は2時期あり、古い時期の建物は軸が磁北に近く、B期に先行するA期とされている。新しい建物

は軸にのっており、B期以降と考えられる。遺物では黒色土器や緑釉陶器などが多く、大規模な造

成を行っていることが判明した。
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第68図 六所脇地区SD054・ 055実測図 (S=1:100)
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第70図 六所脇地区包含層出土遺物実測図 (1)
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六所脇地区包含層出土遺物実測図 (2)
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第 5節 宮の後地区の調査

(1)調査の概要

宮の後地区は松江市大草町字宮ノ後に位置し、六所神社の北側である。六所脇地区の北方50m

にある。調査前は水田である。

宮の後地区は畦畔によりA、 B、 C、 D、 J区に分けられる (第 72図)。 六所神社北側をA区、

その西側をB区、A・ B区の北側をC区、西側をD区、A区の東側をJ区 とする。 」区は6 XIQで

あり、他は6 XIMで ある。また、 J区は宮の後地区と六所脇地区に存在しており、遺物を分別する

際は、出土年月日や注記前方のローマ字 「6 XIM等」を確認する必要がある。

発掘調査は西側B区から開始され、調査の進展により、東側、北側へと拡張された (第73図 )。

A区では年度を異

にして一部重複し

て調査されている。

宮の後地区と六

所脇地区は同じグ

リッ ドで調査 さ

れている (第 74

図)(1)。

遺構が密集して

発見されたA・ C

区では掘立柱建物

跡 11棟、 堅穴建

物跡 1基、井戸跡

7基、 溝跡24条

がある。B区から

は掘立柱建物跡 3

棟、溝跡 6条、井

戸跡4基がある。

D区からは堅穴建

物跡 1棟、井戸跡

2基、溝跡 2条が

ある。 」区は溝跡

3条が確認された。

(2)層序

基本層序は耕作

土の直下に中近世

の土器や陶磁器を

含む灰色の礫層

(他は 6× IM)

O

第72図 出雲国府跡調査区配置図 (S=1'1,600)

匡コ1968年度調査

■■1969年度調査

匡コ1970年度調査

麟錢
0        40m

第73図  出雲回府跡年度別調査区配置図 (S=1:1,600)
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(バ ラス層)がある。ほぼ全域を覆っており、かつての河川の氾濫の痕跡と考えられる。礫層の下

層には中世ないし古代の遺構が現れる。部分的にはすぐに地山に移行する場所もあるが、大半の地

点では古代の整地層がある。整地層の厚さは均等でなく、砂質土や粘質土の場合がある。平安時代

後期の遺構である柱穴や井戸の埋土は黒色土であり、容易に判別できる。奈良時代から平安時代前

期の遺構は整地土上では判然としない場合が多い。遺構検出は灰褐色砂質土あるいは黄褐色粘質土

の地山上で行った場合が多い。

(3)A・ C・ J区の調 査

A区はこの調査で最も遺構が多く検出された地区で、C区 とあわせ遺跡の中心をなしていると考

えられる (第74・ 75図 )。

A区は 3年間調査されている。まず、第 1次調査では西側B区側が調査され、掘立柱建物跡、溝

跡などが確認された。第 2次調査では、調査区の東側大部分とJ区が調査され、北東側 (C区)に

トレンチが設定されている。第 3次調査では遺構配置を精査するためA、 C区の西側を調査した。

第76図 宮の後地区主要部遺構実測図 (2)(S=1:320)
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第77図 宮の後地区A・ J区・六所脇地区遺構実測図(S=1:240)
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第79図 宮の後地区AttSB004・ SA003・ 004・ 020実測図 (S=1:120)
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また、北側で確認した溝跡 (SD034)の性格を確認するための トレンチも設定された。

検出された遺構は古墳時代、奈良時代～平安時代前期、平安時代後期に大きく分けられる。古墳

時代の遺構は古代の遺構と重複し、一部の調査のみ行われた。調査区を南東から北西に斜行する清

跡 (SD014)と 竪穴建物跡 (SB003)が確認された。

奈良時代～平安時代前期の遺構としては掘立柱建物跡、溝跡、土坑などが確認されている。C区

では北大溝 (SD005)、 A・ 」区では南大溝 (SD010)が確認され、その間から多くの遺構が検出

された。

平安時代後期の遺構としては掘立柱建物跡 (SB024)や 井戸跡 (SE003、 SE008)が ある。埋

土が黒色土で確認しやすい。一部の遺構は奈良時代から平安時代前期の遺構を検出するため完掘さ

れた。

古墳時代の遺構・遺物

古墳時代と考えられる遺構としては、堅穴建物跡 (SB003)、 溝跡 (SD014)が ある。

SB003(第 104図、第110図 1～ 9) CH31付近で検出した。SD009に より、一部切られている。

3.8m× 4。 lm、 深さ0.15～ 0.17mを 測る。方形を呈する。床面からは8個の柱穴が検出された。中

央のピットは径0.33～ 0.43m、 深さ0.37mを測る。西側にはやや大きいピットが2個並んでいる。

径0。78m、 深さ0.22m、 柱穴間は2.25mを 測る。0。8× lmの 円形の焼土 (炉 ?)と 25cm離れて三

日月状の焼土がある。

110-1～ 3は土師器甕である。 1、 2は単純日縁、 3は複合口縁である。 4、 5は土師器高杯

である。 4の内面は格子状に暗文が施される。 6は須恵器杯蓋である。日縁端部は鋭く、外面の突

帯も明瞭である。 7は移動式竃の鰭と考えられる。 8は製塩土器で、内面中央が肥厚する。 9は縄

:藍曇:叫の1髄
齢

4

國p9 ⑩開
I        J

G
雪餅 ⊂訂は下凸いド
Om            l 茶褐色粘質■       9 暗黄色■

黄褐色粘質土

第80図 宮の後地区AttSBO05実 測図 (S=1:100)
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文時代晩期の突帯文土器である。

SD014(第75図) A区 南西隅付近のAN24か らAP10で確認した溝である。南西から北東に主軸

をもち、調査区を斜行する。南西端は調査区外に続き、北東端はSD023ま で確認できるが、その

後は不明である。幅0.5～ 0.8m、 深さ0.26m、 断面コ字形を呈する。出土遺物はないが、調査区に

斜行していることから、これまでの調査結果からSD014は古墳時代の遺構と考えられる。

古代の遺構・遺物

古代の遺構としては掘立柱建物跡、溝跡、土坑、井戸跡、柱穴が確認されている。

SBO04(第79図)A023付 近から検出した 3間 (5。2m)× 3間 (5。6m)の掘立柱建物跡である。

主軸は南北方向で、東に廂が付く。

SB005(第80図) AT19付近から検出した 3間 (5.6m)× 3間 (5.6m)の 掘立柱建物跡である。

主軸は南北方向で、東に廂が付く。P8はSB006 P 6と 切 り合い関係があり、SB006が新しい。

掘方の平面形は方形が多い。

SB006(第 81図) AA17付近で検出した 5間 (14.8m)× 2間 (6.Om)の 掘立柱建物跡である。

主軸は南北方向である。SB005よ り新しい。SB016と の距離は4.8mを測る。掘方の平面形は方形

が多い。一部の柱穴には根固め石がある。

SB007(第 83図) AB18付近で検出した4間 (9,7m)× 2間 (5.Om)の 掘立柱建物跡である。

主軸は南北方向で、北半は総柱である。P5と P6の距離は2.Omで、P6と P7の距離は2.5mで

ある。掘方の平面形は円形や隅丸方形が多いが、 P4と P12は方形を呈する。SB007 P 6と SB

006P9イま切 り合いがあり、 SB006が i占 い。 SB007P7イよSB025 P 3と しDり (針いがあり、 SB007が

古い。

SB008(第 89図) AB14付近で検出した 2間 (4.Om)× 4間 (8.4m)の 掘立柱建物跡で、A区

とC区にまたがっている。主軸は南北方向である。

SB009(第84図) AB15付近で検出した 5間 (10,7m)× 2間 (4.8m)の 掘立柱建物跡である。

主軸は東西方向である。西側は総柱で、中央に円形の柱穴を伴う。P3と P4の間にP17を置き、

P10と P llの 間にP21を置き、その間を4間で結ぶ。柱穴は小さく、P17で直径0.4mを 測る。

他の柱穴の掘方の平面形は方形が多く、P6で一辺0,9m、 P12で一辺0.6mを測る。

SB010(第 85図) A区 北西隅のAC12付近で検出した 2間 (4.Om)以上× 1間 (2.3m)以上の

掘立柱建物跡である。掘方の平面形は方形である。調査区外へ続くため建物規模は不明である。

SB016(第 81図) AD17、 CE17付近のA、 C区の調査境で検出した 5間 (14.8m)× 2間 (6.0

m)の掘立柱建物跡である。主軸は東西方向である。SB006と 同規模で、主軸もあわせている。

SB006と の距離は4.8mで ある。一部の柱穴には柱根が残存していた。掘方の平面形は方形である。

SB017(第 86図)AD20付 近で検出した 5間 (11.5m)× 2問 (4.8m)の 掘立柱建物跡である。

A、 C区の境界付近で、SB025と重複して確認された。主軸は南北方向である。掘方の平面形は

方形や円形がある。P8は一辺0.8m、 P12は直径0.4m、 P6は直径0,7mを測る(2)。

SB024(第87図、第110図 21～24) AT24付近で検出した 5間 (12.2m)× 2間 (5m)の掘立

柱建物跡である。主軸はN-6° ―Eと やや東にふれている。掘方の平面形は小型の円形が多く、

Plは直径0。3mを測る。埋土は黒色土である。
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遺物は 「AB25黒色柱穴」、「AS23黒色柱穴内」 と注記されたものをあてた。周辺には同様の柱

穴が多く、SB024と特定できない。110-21、 22は須恵器である。21は輸状つまみをもつ蓋と考

えられる。22は甕片である。23は直線的な体部をもつ土師器杯である。24は製塩土器で、軟質で

ある。

SB025(第 88図) AD20付近で検出した6間 (12.6m)× 2間 (4.2m)の掘立柱建物跡である。

主軸は南北方向である(2)。

SA003(第79図) ANllか らAN25で検出した17間 (3.9m)以 上の柵列跡である。主軸は東西

である。SD010の北に位置し、SD010と 平行して存在する。玉石で柱を固定している。掘方の平

面形は方形が多く、P3の一辺は1.6mを 測る。

SA004(第79図) AN21か らAS22付近で検出した 7間 (14.8m)の柵列跡である。主軸は南北

であり、SA008P 5に取り付く。SA004P 7とSA003P 5の 間隔は2.2mを測る。柱痕跡の周囲か

らは石材が出上しており、根巻き石と考えられる。P7な ど柱穴はみな掘方の範囲が不鮮明で、地

山との区別が難しい。P7の土層は 1、 2層 に分層するが、地山と掘方の区別は不明瞭である。 2

層は柱埋土あるいは地山の可能性もある。

SAO05(第 75図) AN16か らA016で検出した 3間 (5.2m)の 柵列跡である。主軸は南北であり、

SA003に取り付く。SA004と の距離は14.8mを測る。

SAO06(第75図) CF21か らCH21で検出した 3間 (6.8m)以上の柵列跡である。主軸は南北で、

】ヒ狽JはSA025に、南側はSB025に取り付く。

SA007(第 75図) AN13か らAP13で検出した 3間 (7.4m)の 柵列跡である。主軸は南北であり、

SA003に珂鷲リイ寸く。

SAO09(第 75図) A015か らAP15で検出した 2間 (2.6m)の 柵列跡である。主軸は南北で、

SD010の 北側に位置する。SA005の東側3.4mにある。

SA010(第 85図) AT13か らAC13で検出した 8間 (6.3m)の 柵列跡である。主軸は南北で、

SB009と重複する。SB010の西側に位置し、距離は1.2mである。

SA012(第89図) CFllか らCF13で検出した 2間 (6.Om)の 柵列跡である。主軸は東西で、SA

019の東側に存在する。掘方の平面形は方形である。

SA013(第75図、第115図 7、 8) CK12か らCM12で検出した 2間 (7.3m)の 柵列跡である。

PlW P8 鰤一Ｅ
（

鰤一Ｅ

1 灰色砂質粘土
2 黄褐色粘質土 (下面は柱穴掘方

92m
Pl N

0                   4m

第82図 宮の後地区A・ CttSBO06・ 016・ SB008柱穴断面実測図 (S=1:100)
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主軸は南北で、SD034と 重複がある。

遺物は「CL12柱穴」 と注記されたものをあてた。SA018P 2の 可能性がある。115-7は土師

器杯で、内外面に赤色顔料を塗布する。 8は製塩土器である。外面は指頭圧痕が残る。

SA014(第75図) CH■ からCM12で検出した 5間以上の柵列跡である。主軸は南北で、CH12

で東側に屈曲する。

SA018(第75図) AS12か らAS16で検出した4間 (12.Om)の柵列跡である。主軸は東西で、

SD028の 北側に存在する。SB009と の距離は5.8mである。
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第85図 宮の後地区AttSB010・ SA010実測図 (S=1:100)

SA019(第 89図)  CE14か ら

CG14付近で検出した 5間以上

の柵列跡である。主軸は南北で、

Plか ら東側に屈曲する。南側

はSB008に取 り付 く。掘方の

平面形は方形から円形で、柱根

が残るものもある。

SA020(第 79図) AT21カ らゝ

AC21で検出した 8間 (7.8m)

の柵列跡である。主軸は南北で

ある。掘方の平面形は円形が多

く、Plは直径0.7mを測る。

SA021(第 75図)  CE15か ら

CE17で検出した 5間 (12.9m)

の柵列跡である。主軸は東西で、

東側はSA022取 リイ寸く。 SB016

と重複 している。SA023と の

距離は42mである。

SA022(第 75図)  CE15か ら

CG15で検出した 3問 (5。2m)

の柵列跡である。主軸は南北で、

南側はSA021と 】ヒ側はSA023

逐:110

( SB 009

』
一
∝

Ｅ
Ｎ
ω
　

６
廻

⑥

∞
一
∝

ゝ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ド
ー
」
ｋ

√

卜
∝

第84図 宮の後地区AttSBO09実 測図 (S=1:100)
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に取り付き、コ字形を呈する。

SA023(第75図) CG15か らCF20で検出した6間 (18.9m)の 柵列跡である。主軸は東西で、

東側はSA022イこ取 リイ寸く。

SA024(第 75図) AA17か らAA20付近で検出した 3間の柵列である。主軸は東西で、東側はSB

009イこ珂鷲リイ寸く。

SA025(第 75図) CH15か らCH21で検出した 8間の柵列跡である。主軸は東西で、SD048の 南

側に平行して並ぶ。西側はSA006に、東側はSA100に取 り付き、コ字形を呈する。SA026を踏襲

する。

SA026(第75図) C115か らC120で検出した 7間 (17.6m)の柵列跡である。主軸は東西で、西

側はSA029に取 り付き、鍵状を呈する。

SA027(第 105図 ) C114か らC124で検出した10間 (29.Om)以上の柵列跡である。SD005と SD

048の 間に位置し、主軸は東西である。

SA029(第 75図 ) CG14か らCH14付

近で検出した 2間 (10.Om)の柵列跡で

ある。主軸は南北で、北側はSA026に

取 り付 く。SB006と SB016の 西側柱列

と揃う。

SA100(第75図) CG15で検出した 2

間の柵列跡である。北はSA025に 取 り

付く(3)。

SD005(第 107図、 第120～ 130図 )

C区で検出した北大溝である。SD005

の北側は南側に比べ遺構密度が低く、S

D034ま で窪みはあるが、明確な遺構は

ない。

SD005は 上幅1.4～ 2.8m、 深さ0.44～

0.76mを測 り、断面はU字形を呈する。

C区西端の トレンチではSD006、 007が

注ぎ込み、SD004と つながる。隣接す

るD区のトレンチでは大溝は確認できず、

SD105と なる。

土層堆積は地点により少し異なるが、

概ね対応ができる。C区西壁土層断面図

(第 103図 )では上層か ら①炭化物を含

む灰黒粘土層、②混砂灰褐色粘土層、③

褐色砂層、④灰褐色粘土層、⑤青灰色粘

土層となる。21ラ イン東壁土層断面図

の黄褐色砂は③の下層で、⑤の上層であ

||

第86図 宮の後地区A・ CttSB017実 測図 (S=1:100)
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る。

SD005か らは須恵器、土師器、転用硯、製塩土器、移動式霊、土製支脚、漆付着土器、鉄滓、

羽日、ltr鍋、弱暗、水晶等がある。筋砥石は溝の掘方付近で出上している。

120-1～ 22は 「埋土灰黒」と注記された遺物である。 1～ 4は須恵器蓋で、4は壺の蓋と考え

られる。 とは大型のつまみをもつ。 2は内面に磨滅及び墨痕があり、転用硯である。 5～ 10は須

恵器年である。 5は軟質である。 6の高台は底部外縁につき、体部は内湾する。 7は 日縁部が外反

する。10の体部は垂直に立ち上がる。11～ 19は須恵器皿である。13～ 15は器高が低く、日縁部は

外反する。19の器壁は薄く、口縁部は外反する。日縁端部にわずかに立ち上が りがある。20は小

型の須恵器壺で、体部は垂直に立ち上がる。21は取瓶で、外面は被熱により灰色に変色し、内面

は橙色である。22は須恵器鉢で、 日縁部が外反する。120-23～ 123-13は 「灰褐 (色)砂」と

注記された遺物である。120-23～31は須恵器蓋である。23は軟質で、日縁端部がシャープであ

る。突帯は鋭く、ヘラケズリの範囲は広い。24は扁平である。25の 日縁部は丸みをもちながら下

―

垂する。 26は天丼部に

2～ 3条の沈線がある。

27は小型で、 日縁郡外

面が くばむ。 29は器高

が低く、日縁部内面がく

ぼむ。 30は天丼部に細

く浅い線刻がある。 31

は天丼端部に突帯が廻り、

日縁部は外反した後下垂

する。胎土と焼成は特徴

的である。 32は IThと 考

えたが、類例はなく詳細

は不明である。外面はミ

ガキと考えられるほど丁

寧に仕上げられる。120-

33～ 121-28は 須恵器

杯である。 33、 34は 底

部静止糸切りである。日

縁部が外反するもの、日

縁郡下にくぼみがあるも

の、日縁部が直日のもの

などバラエティーに富む。

34の 内面は漆が付着す

る。 36は 内面に明瞭な

稜がある。40は 日縁郡

端部が丸く、内面に墨痕

∽
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がある。121-3は大型で、重量がある。4は日縁部が直口で、底部がヘラケズリ調整され、鉢に

近い。 5は器高が高く、日縁端部はわずかに内傾する。10の 日縁端部内面は肥厚し、沈線状にな

る。内面に線状の油煙が残る。11～ 14は高台をもち、大型である。14はITh部内面及び高台内に墨

痕が残る。16の 高台外面は直線的で、踏ん張る。19～26の高台は底部外縁に付く。22は 回縁部が

外反する。23～ 25は ほぼ同じ法量である。27は高台内面の底部に工具によるものと考えられる擦

痕が残る。29～36は須恵器皿

である。32～34は 日縁端部が

上方につまみ上げられ、段ある

いは沈線状を呈する。33、 34

は底郡ナデ調整、粗い胎土、日

縁郡形態が似る。36は上質で、

内湾する日縁部である。122-

1～ 4は須恵器高杯で、 1、 2

の不部は大きく広がる。 3、 4

の脚部端部は日縁部のように下

垂する。 5～ 10は 須恵器壺で

ある。 5は短頸壷と考えられ、

器壁は薄い。 6の底部はヘラケ

ズリ調整で、丸みをもつ。 7は

頸部中央に1条の沈線文がある。

8は高台が底部外縁に付く。 9

の高台は端部をつまみ、接地面

は小さい。内面に漆が付着する。

10は体部が長 く、底部は糸切

りである。胎土は赤褐色を呈し、

外面は自然釉が付着する。壺G

と考えられる。 11、 12は須恵

器皿で、いわゆる 「灯明皿型土

器」である (林 2000)。 13～

17は須恵器鉢である。 14は焼

成、色調が13に 類似する。底

部はヘラ切 り後回転ヘラケズリ

調整である。 15の 底部は糸切

り後ヘラケズリ調整で、やや丸

みをもつ。 17は 鉢の把手と考

えられる。 18は須恵器硯で、

陸郡は磨滅する。高台は高く、

端郡は平坦である。高台内面に 第88図 宮の後地区A・ CttSB025実 測図 (S=1:100)
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第89図 宮の後地区A・ CttSB008・ SA012・ 019実測図 (S=1:120)
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自然釉が付着する。19、 20は須恵器甕である。

20の 口縁部は外反し、鉢の可能性もある。21

は須恵器横瓶で、日縁部と接合しないが充填円

盤が残る破片がある。22は軒丸瓦で、瓦当部

は欠損する。接合部には布目が残 り、布端痕が

明瞭である。23は軒平瓦の可能性がある。瓦

当部は欠損し、端部は夕タキ残しで、一枚造 り

と考えられる。

123-1～ 6は土師器である。 1は蓋である。

2は邦で、日縁部は外反する。 1、 2は内外面

に赤色顔料が塗布される。 3～ 5は皿で、内外

面に赤色顔料が塗布される。 5の内面には放射

状暗文が施される。6は高イで、脚部が細く高

い。 7は製塩土器で、内面に布目が残る。外面

には薄く煤が付着する。 8、 9は羽口である。

9は先細 りし、先端はガラス質化する。 10は

取瓶の注ぎ日付近と考えられる。日縁端部はシャー

プで、内面の日縁部付近には布目が残る。 11

は甑と考えられ、端部が内側に肥厚し、外面に

は煤が付着する。12は土製支脚である。長い

突起 と短い突起の間の側面に煤が付着する。

13は筋砥石で、 1面のみ使用し、 4条の筋が

残る。

123-14～124-12は 「黄褐 (色)砂」と注

記された遺物である。14～ 16は須恵器蓋で、

16は壺用と考えられる。14、 15は退化した日

縁端部に、大型の宝珠つまみが付く。17～ 23

は須恵器不である。21、 22は高台が底部外縁

に付 く。23は底部に 「×」のヘラ記号と高台

内側に爪状圧痕がある。24は須恵器皿で、 日

縁部が大きく外反し、灯明皿型土器と考えられ

る。25は須恵器重で、内部に漆が付着する。

頸部のくびれ部では、厚 く付着する。26は須

恵器皿で、底部内面中央は少し磨滅している。

124-1、 2は須恵器壺である。 1は長頸壺で、

頸部外面に 1条の沈線文がある。 2は小型の短

頸壼である。 3は須恵器鉢で、把手には方形の

刺突が 2箇所ある。4は須恵器甕である。 5～

置日き

N23

N20

N17

||

第90図  宮の後地区AttSD017実測図 (S=1:60)
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第91図  宮の後地区AttSD023・ 025実測図 (S=1:60)
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9は土師器である。 5の 日縁部は直線的で、内外面に赤色顔料が塗布される。 6の 内面には 2段の

放射状暗文が施される。 7、 8は皿である。 9は高17k脚部と考えられ、脚部途中から踏ん張るよう

に広がる。 7～ 9は内外面に赤色顔料を塗布する。101ま製塩土器で、胎土が特徴的で、白色、茶

褐色の砂粒を多く含む。11は甑の把手と考えられる。12は一部欠損しているが、直方体の砥石で

ある。表裏及び側面の2面が磨面である。

124-13～126-1は 「灰褐 (色)粘 (土)」 と注記された遺物である。13～ 18は須恵器蓋であ

る。15は大型で、皿の蓋の可能性がある。天丼部は扁平で、口縁部は下垂し、大型のつまみを付

ける。内面は一部磨滅する。19～ 31は須恵器杯である。19は丸みをおびた体部で、20～31は断面

コの字形の林部をもつ。25は 日縁部下に沈線をもち、高台は底部外縁に付く。26は外面に2条の

沈線がある。27～ 31は高台が付く。31は小型で、胎土が精緻、調整が丁寧で、搬入品の可能性が

ある(4)。 32～40は須恵器皿で、33は 内面に墨痕がある。35は器高が低く、焼成が軟質である。3

6の 日縁部は大きく外反する。37は大型で、細く高い高台が付く。125-1～ 4は須恵器高杯であ
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る。 1はイ部外面

に「×」のヘラ記

号がある。 2～ 4

は脚部が長く、端

部が下垂する。 5

～8は須恵器鉢で

ある。 5の 日縁部

は内傾し、深い。

6は把手で、半円

形を呈する。 7の

内面は丁寧な調整

で、磨減がある。

高台内には墨痕が

残る。 8の 口縁部

は外反し、端部は

平坦である。 9～

Hは須恵器壺 と

考えられる。 9は

日縁部に沈線状の

くばみができる。

10は 小型で、 日

縁部はラッパ状に

ひ らく。 11は 小

型で、体部は丸み

をもつ。 12は 須

恵器皿で、いわゆ
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る灯明皿型土器である。13は水晶で、両端を取る形害1段階である。14は製塩土器で、日縁部は先

細りである。15は移動式竃の鰭と考えられる。16～ 19は土師器甕である。18は長胴の体部である。

126-1は l kgを 超える碧玉の角礫原石である。一部に自然面を残し、二次的に承1離 している。

126-2～22は 「(含)炭灰褐 (色)砂」と注記された遺物である。 2～ 5は須恵器蓋で、 5は

壺の蓋と考えられる。 3は平坦な天丼部で、日縁部の器壁は薄い。4は扁平で、大型のつまみが付

く。 6～ 12は須恵器lTNで ある。 9は体部に突帯をもつ。日縁部内側は沈線状を呈する。10は高台

内に 「井」の墨書がある。13～ 15は須恵器皿である。14は高台内に黒色物が付着する。15は高台

内側が大きくくばむ。16、 17は須恵器高杯である。脚部端部は下垂し、17は短脚である。18～ 20

は須恵器皿で、いわゆる灯明皿型土器である。21は土師器短頸壷である。外面及び日縁部内面に

は赤色顔料が塗布される。22は製塩土器である。

126-23～ 31は 「青灰砂、青灰色粘土」 と注記された遺物である。23、 24は須恵器蓋で、24は

天丼部端部に突帯が付き、受け回状の特徴的な日縁部をもつ。25～ 27は須恵器杯である。25は古

墳時代のlTh身で、器高が高

く、日縁端部はシャープで

ある。26は 内面、破断面、

日縁部外面に漆が付着する。

27は小型である。28は須

恵器皿である。 29は土師

器杯で、内面に放射状暗文

とラセン状暗文がある。内

外面に赤色顔料が塗布され

る。30は土師器皿である。

31は甑 と考えられる。体

部から日縁部にかけて明瞭

な境はない。

127-1～ 16は 「暗灰色

粘土」と注記された遺物で

ある。 1～ 4は須恵器郷で

ある。 3は胎上が粗く、黒

色粒子を多く含む。4は大

型である。5は須恵器托で、

日縁部は緩やかに立ち上が

る。 6は須恵器平瓶で、把

手が剥離している。 7、 8

は須恵器壺である。 7は頸

部に2条の沈線文を施し、

高台内に「升」のヘラ記号

がある。 9は須恵器鉢であ

0                   4m

宮の後地区AttSE003・ 008実測図 (S=1:100)
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る。10は須恵器甕で、日縁部は薄く、外反する。11は土師器邦で、内外面に赤色顔料が塗布され

るが、暗文はない。12は土師器甕で、外面は粗いハケロ調整である。13、 14は甑と考えられ、13

の底部は多孔である。15は移動式竃で、焚口上部の庇付近の破片である。16は砥石で、 4面使用

される。

127-17～ 128-3は 「灰色砂」と注記された遺物である。17は須恵器蓋で、皿の可能性もある。

18～ 21は須恵器邦である。18は大型で、内外面に漆が付着する。22は須恵器短頸壺で、日縁部は

外反する。23は土師器杯で、内面には2段の放射状暗文がある。128-1、 2は土師器甕で、外面

には煤が付着する。 3は土製支脚である。平面形が方形に近く、内側は挟られている。

128-4～第130図 は層位が不明なものが多いが、注記を詳細に見ると一部、前述した層位に入

るものがある。注記の詳細は観察表による。128-4～ 11は須恵器蓋である。12～27は須恵器杯

である。17は静止糸切 りで、体部は丸みをもつ。20は高台内に墨と考えられる黒色物が付着する。

21、 22は大型で、高台は底部外縁に付着する。25は内面に漆が付着する。26は小型で、丁寧な調

整で、精緻な胎上である。搬入品か。27は 日径が大きく、皿に近い。28～40は須恵器皿である。

28は 日縁部端部に油煙が付着する。皿は器高が低く、日縁部が外反するものが多い。35、 36は 日

縁部内面に沈線が 1条ある。37は高い高台が付く。38、 40は高台が底部外縁につき、高台断面が

三角形状を呈する。129-1～ 5は須恵器高杯である。 1、 2は日縁郡が立ち上がり、端部は平坦

である。焼成は軟質で、灰色を呈する。 3は短脚で、端部が下垂する。4は杯部外面に「×」のヘ

ラ記号がある。 5は大型で、脚径も広い。 6～ 9は須恵器壼である。 6の脚端部は下垂する。 7は

肩部が鋭角に張り、体部下半には夕タキ調整が残る。 8は双耳が付くと考えられ、円孔があく。 9

は短頸壺である。10、 11は須恵器甕で、10の 内面と破断面に漆が付着する。11は小片で、突帯が

鋭角である。古墳時代の可能性がある。12は須恵質の土錘で、A類である。表面は丁寧なナデ調

整である。13は対塙と考えられ、被熱のためか灰色を呈する。14は土師器邦で、外面に赤色顔料

が塗布される。15～ 17は製塩土器で、指頭圧痕が残る。18は甑の底部で、多孔式である。19は土

製支脚である。20～22は土師器甕である。20は 中央付近に最大径がくる。21は小型で、丸みをも

つ。22は長胴形で、下膨れな体部である。

130-1～11は木製品である。 1は板状で表面は風化している。 2は長さ36.3cmを測る板状を呈

し、断面は三角形で、先端はこげている。 3、 4、 6～ 9、 11は板状を呈するが、墨痕はない。

5は棒状を呈し、先端は鋭く切られている。10は横櫛であるが、遺物所在不明のため詳細は不明。

130-12～ 15は筋砥石である。12は 3面使用され、上面は2条の浅い溝、左面は 3条の溝が残り、

右面は磨滅のみである。13は 3面が使用され、上面は 5条の溝、下面は 3条の溝が残 り、右面は

磨滅のみである。14は 3面使用され、上面は 1条の溝、左面は8条の溝、下面は 1条の溝が残 り、

また、溝周囲にも磨面が広がる。15は上面が 8条の溝、右面が 1条の溝、左面が4～ 5条の溝、

下面が 5条の溝があり、溝周囲にも磨面が広がる。

第139図は墨書・刻書土器を集めた。 1は須恵器皿あるいは杯と考えられ、底部外面に「厨」の

墨書がある。 2は須恵器皿あるいは杯と考えられ、底部外面に「O(記号)」 の墨書がある。 3は

須恵器皿で、底部外面に「#(記号)」 の刻書がある。 4は須恵器邦で、底部外面中央に 「門」の

刻書がある。 5は須恵器杯で、底部外面に 「由」の刻書がある。6は須恵器杯で、底部外面に「酒

郭」の墨書がある。 7は須恵器杯で、焼成が悪い。底部外面に「由」の刻書がある。 8は須恵器杯
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で、底部外面端部に 「□ 〔得ヵ〕」の墨書があり、中央に 「×」のヘラ記号がある。 9は須恵器杯

で、高台は底部端部に付く。底部外面に 「□ 〔國ヵ〕」の墨書がある。10は須恵器蓋で、内面端部

イこ「由」の刻書がある。11は須恵器蓋で、宝珠つまみは大型である。内面中央に 「社邊」の刻書

がある。12は須恵器蓋で、天丼端部に輪状つまみが付 く。日縁部は受け部状を呈し、端部は下垂

する。内面に「由」の刻書がある。13は須恵器蓋で、輪状つまみをもつ。内面は磨滅し、転用硯

として使用されたと考えられる。つまみ内に「三□ 〔太ヵ〕三」の墨書があり、中央を漆で 「×」

と書く。「三□ 〔太ヵ〕三」は出雲郡美談郷の旧字と考えられている。14、 17は須恵器で、底部外

面に 「□」の墨書がある。15は須恵器皿で、高いしっかりした高台が付く。底部外面に 「田人」

と「大」の文字が向きを変え墨書されている。16は須恵器で、小片である。底部外面に 「□ 〔真

ヵ〕□」の墨書がある。18は須恵器壺で、日縁端部はつまみ上げられている。日縁部内面に「長」

の墨書がある。19は須恵器邦で、底部外面に 「本」の墨書がある。20は須恵器皿で、底部外面中

央に 「穿」の墨書がある。21は須恵器で、小片である。底部外面に「白田」の刻書がある。

SD006(第 106図) CJ39付近で検出した南北溝である。南狽1はSD005に 取 り付き、北側はC区

北側 トレンチで確認されていることから北に続くと考えられる。断面U字形を呈し、幅1.0～ 1.3m、

深さ0.3mを測る。SD034と の距離は30.Omで ある。

SDO07(第106図、第135図 4～ 11) C139付 近で検出した南北溝である。北側はSD005に取 り付

き、南側は調査区外へ続く。B ttSD008と の関係は不明である。断面コ字形を呈し、幅0.4～ 0.45

m、 深さ0.15mを測る。SD007か らは転用硯を含む須恵器が出土している。

遺物は 「CK39南北溝」 と注記されたものである。135-4、 5は須恵器蓋である。 6～ 10は須

恵器杯で、10は高台をもつ。 6は底部静止糸切 りである。 7の形態は皿に近く、日縁部内外面に

油煙が付く。胎土や焼成から出雲国府跡では類例が少なく、搬入品の可能性もある。 8は大型の邦

で、日縁端部に沈線状のくばみがある。内面に墨状の痕跡がある。 9は焼成が軟質で、灰白色を呈

する。10は内湾する体部をもつ。11は須恵器甕である。

SD009(第104図、第135図 16～ 20) CH30付近で検出した東西溝である。古墳時代の建物 (SB

003)と重複し、SD005と 平行して走る。SD005と の距離は3.2mで ある。断面コ字形を呈し、幅

0.39m、 深さ0。 lmを測る。

遺物は 「C131東 西溝」、「C132東西小溝」 と注記されたものである。135-16は須恵器蓋で、宝

珠つまみが付く。17は須恵器杯で、底部は丸みをもち、ナデ調整である。18、 19は須恵器邦で、

18は内面及び外面の大半に油煙が付着する。20は土師器杯で、端郡はシャープである。

SD010(第75図、第131図～132図 16、 第139図 22～26) A区南端から検出した南大溝である。

東側は J区に続くが、東端は不明瞭になる。西端はやや幅を狭めて、調査区外へ続く。SD010に

は 」区でSD037、 038が、A区でSD124が接続する。また、SD017と は重複関係があり、SD010

が新しい。SD010の 上幅は1.2～2.4m、 深さ0.2mを測 り、断面U字形である。

SD010か らは須恵器、土師器、転用硯、製塩土器、移動式竃、土製支脚、漆付着土器、鉄滓、

羽日、馬瑞、水晶、黒曜石等が出土している。

131-1～ 132-6は 「2砂」と注記された遺物である。 1、 2は須恵器蓋である。 2の内面は

著しく磨滅する。 3～ 20は須恵器邦で、 6は 日縁部のくびれが強い。 5は底部静止糸切 りである。

8～20は高台がつく。10は 内面に漆が付着する。12は概報の第4形式の土器である。14は底部静
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止糸切 りである。15の 高台は低く、底部外縁に付く。17は高台内に「×」のヘラ記号があり、爪

状圧痕も残る。18は小型で、外面にミガキ調整が行われる。蓋の可能性がある。20は内面の調整

が粗く、高台もやや厚く、壼の可能性がある。21～ 30は須恵器皿である。日縁部が内湾するもの

(21、 22)、 外反するもの (24、 25)があり、さらに底部の調整により分類できる。23の内面は磨

滅している。27は内面に墨痕が付着する。31は須恵器托で、内面に墨痕が残る。32～37は須恵器

壺である。36の内面には漆が薄く付着する。37は平底で、内面に墨痕が残る。38～41は須恵器高

第95図  宮の後地区B区南側遺構実測図 (S=1:320)
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杯である。38は方形の透かしが 2方向にある。内面には漆が付着する。39は透かしが無く、脚部

に 「×」のヘラ記号がある。概報の第 2形式である。42は短頸壼と考えられ、外面に刻書あるい

はヘラ記号がある。43は風字硯で、方形の脚が付く。B038グ リッド出上の破片と接合する。132-

1は土師器杯である。日縁端部は外反し、外面には黒斑がある。 2～ 4は土師器皿で、 2は内外面

に赤色顔料が塗布される。4の 日縁部は外反し、内面に放射状暗文がある。 5は土師器郷である。

6は丸瓦で端部はシャープである。

132-7以降は 「2砂」以外のSD010出土遺物である。 7は小型の須恵器蓋で、日縁部はかえり

が付く。 8、 9は須恵器杯で、低く踏ん張る高台が付く。10、 11は須恵器皿で、10は低く、断面

台形の特徴的な高台である。12は須恵器鉢と考えられ、日縁部は内傾し肥厚する。京都産の可能

性がある。13は須恵器壺である。14は中国製白磁皿Ⅱ-1類である。15は軒丸瓦で、出雲国分寺

跡 3類である (前島1975)。 16は水晶で、自然面を残すが、分割している。

139-22、 23、 24は須恵器杯である。22は底部外面中央に 「庄」の墨書がある。23は底部外面

の高台内に 「國」の墨書がある。 くにがまえの三画目は不明であるが、囲いの中に五画分ある。

24は、底郡外面中央に 「里」の墨書がある。偏がかけている可能性もある。25は須恵器蓋で、内

面に「南」の墨書がある。26は須恵器郭と考えられる小片である。底部外面端部に 「回」の墨書

がある。

132-17～22はSD010の可能性がある。132-17は須恵器蓋で、天丼部には回転糸切 り痕が残

る。18は須恵器不で、高台内に墨痕が残る。19は須恵器硯で、内面に墨痕が残る。脚は2足残存

1968年 0                   4m

(S=1:120)第97図  宮の後地区B区東側遺構実測図
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するが、本来は 3足 と考えられる。20は須恵器壷である。21は須恵器高杯で、脚端部はわずかに

下垂する。22は移動式籠で、焚日の庇部と考えられる。

SD017(第90図、第135図 32) AL14か らAP14で検出した南北溝で、南端は破壊される。側面

には河原石を立て保護している。北側はSD018に接続する。長さ1.lm、 幅0.6mⅢ 深さ0.lmを測

る。

遺物は 「A014南北玉石溝」と注記されたものである。135-32は須恵器蓋である。小型で、日

縁部はかえりをもつ。

⌒

0                   4m

第99図 宮の後地区BttSB∞2・ 022実測図 (S=1:1∞)
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SD018 (テ寄75

図) AQ15付

近で検出した溝

跡である。L字

状を呈し、南北

4.Om、  〕束西4.0

mの長さがあり、

側面には河原石

を立て保護し、

床面イことよ砂利が

敷かれる。北端

ヤまSD023、 025

が接続し、南端

子まSD017、 019

に接続する。幅

0.8m、 深さ0.4

mを狽!る。

SD019 (夕書75

図)  AR12か

らAR13で検出

した東西溝であ

る。 西端はSD

018に接続 し、

東側は残存状況

が悪く不明瞭で

あるが、SG001

につながると考

えられる。側面

には石材が使用

され、床面には

砂利が敷かれる。

幅0.6m、 深さ

0,4mを測る。

SD020  (う毎75

図) AL13か

らAL14で検出

した東西溝であ

る。 西側はSD
第101図 宮の後地区B・ D区遺構実測図 (S=1:240)
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017に 接続し、東側はSD022へ続く。SD010と 重複し、北側掘方は検出されていない。深さ0。7m

を狽↓る。

SD021(第75図) AL12で検出した南北溝である。SD020、 022と 北端で接続する。側壁は石材

を立て、保護している。幅0.5m、 深さ0.lmを測る。

SD022(第75図) ALllか らAL12で検出した東西溝である。西側はSD021に 接続する。SD010

と重複し、北側掘方は検出されていない。深さ0。 15mを測る。

SD023(第 75、 91図) AR15か らAR18付近で検出した東西溝である。西側は不明瞭である。東

端はSD018に 接続する。側面には河原石を立て保護し、床面には板状の石が敷かれる。北側にはS

D025があり、一部重複している。幅0.6m、 深さ0,4mを狽Iる 。

SD024(第75図) AR12か らAR15で検出された東西溝である。西端はSD026に 、東端はSG001

に接続する。床面には砂利が敷かれる。幅0.6m、 深さ0。 3mを測る。

SD025(第 75、 91図)AR15か らAR25付近で検出した溝跡である。AR15か らAR25では東西

に走 り、SD046の 接続した後、南側へ屈曲する。南端は調査区外へ続く。東端はSD018に 接続す

る。側面には河原石を立て保護し、床面には砂利が敷かれる。東西の長さ2.7m、 幅0。8～ 1.Om、

深さ0.4mで ある。南側にはSD023があり、一部重複している。

SD026(第75図、第136図 20、 21) AR15か らAS17付近で検出された清跡である。西端は途切

れるが、東側はL字形に屈曲し、SD024に接続する。SD027と 重複し、東西方向に流れるが残存

状況は悪い。床面には砂利が敷かれる。幅0.8m、 深さ0,4mを測 り、断面コ字形である。

遺物は、「AT16南北溝」「AS16南北清」 と注記されたものである。136-20は須恵器壺で、内

面及び断面に漆が付着する。丸底で、肩部には段があり、厚手である。頸部から肩部にかけ打ち欠

かれている。特異な形態であり、漆の運搬による移動品と考えられる。21は須恵器邦と考えられ

る。薄手で、内外面は丁寧なミガキ調整である。肩部もシャープな造りで、外面に 1条の沈線をも

SD027(第75図、第135図 33) AS23か らAS14付近で検出した東西溝である。SD005の南34m

に位置する。西側はSD053(会所)により、東側はSD026、 028に より破損する。また、SE004、

005に よリー部破損する。幅0。8m、 深さ0,2mを決1り 、断面コ字形である。

遺物は、 「AS16東西溝」と注記されたものである。135-33は須恵器皿である。

SD028(第75図、第135図 34～36) ARllか らAS16で検出した東西溝である。東西に走りなが

ら東側で、調査区を斜行し、SG001に 接続する。西端はSD026、 027と 重複し、残存状況は悪い。

側面の一部には石材を立て岸を保護している。幅0,8m、 深さ0.2mを測 り、断面コ字形である。

遺物は、「AS13東西溝」と注記されたものである。135-34は 須恵器蓋、35は須恵器郷である。

36は須恵器皿で、外反する日縁部をもつ。

SD029(第 75図、第135図 37、 38) AS14か らAC14で検出した南北溝である。南側はSD028に

接続し、北側は調査区外へ続く。側壁には板状の石材を立て保護している。断面はコ字形で、幅0.5

～0.7m、 深さ0.lmを測る。西側28mにSD030が主軸をややずらして走る。

遺物は、 「AB14南北溝」、 「AB15南北溝」 と注記されたものである。135-37は須恵器杯で

ある。38は須恵器蓋で、天丼部の調整は丁寧で、ミガキ調整か。

SD030(第 75図、第135図 39～41) AS15か らAA15で検出した南北溝である。南側はSD028に
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第104図  宮の後地区CttSB003付近実測図 (S=1:120)

接続し、北側はやや不明瞭になる。東

側にはSD029がある。

遺物は 「AS15南北溝」 と注記され

たものである。135-39は須意器蓋、

40は須恵器不である。41は須恵器硯

の脚部と考えられ、突帯の上に透かし

の痕跡がある。

SD031(第 75図) AR16で検出した

南北溝である。SD023に 注 ぐ。断面

はコ字形で、幅0.4～ 0.5m、 深さ0.06

mを測る。

SD034(第 75図、第133図 1-38)

C区北端で検出した東西溝である。

SD005の北側に位置し、幅1.6～ 1.9m、

深さ0。 2mを測 り、断面U字形を呈す

る。東側は調査区外へ続くが、西側は

CM29付近で北側に屈曲する。

SD034か らは須恵器、土師器、転

用硯、製塩土器、Ftt鞘、垢瑞、水晶、

木簡が出土している。日誌によると、

CK21付近では溝を掘 り下げると北岸

に沿って青灰色砂の窪みがあり、窪み

から木簡 3点を含む木片が多数出土し

た。また、133-38の 「進上」木簡は

CM15グ リッドの溝を掘 り下げ中に出

土している。

遺物は、「CM12、 1往 18、 19、 20、

21、 26、 CN29東西溝」 と注記され

た遺物である。133-1～ 4は須恵器

蓋である。 1は輪状つまみで、日縁部

はかえりが付く。 2は天丼部に回転糸

切 り痕が残る。 5～ 17は須恵器不で

ある。 5は古墳時代の杯身で、ヘラケ

ズリは丁寧に施され範囲は広い。 6は

大型で、底部は手持ちヘラケズリ調整

である。 7～ 9の体部は丸みをもちな

がら立ち上がる。 13は底部静止糸切

りで、丸みをもつ体部である。 15、

N60
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16の 底部には 「×」のヘラ記号がある。17は器高が高く、日径の小さな特異な器形である。高台

は平坦である。18～ 25は須恵器皿である。18の底部は静止糸切りである。19は内面に墨痕がある。

23は大粒の白色砂粒を多く含み、大型の高台をもつ。25は断面三角形の高台をもつ。26、 27は須

恵器高邦である。26は 日縁部が直立し、外面にヘラ記号がある。27は全形が分かる数少ない遺物

である。日縁部端部には沈線状のくばみがある。脚部端部は下垂する。郷部と脚部の接合部外面は

予

SD034

0                    4m

第 105図  宮の後地区C区北側SD034北折れ付近実測図 (S=1:120)

SA027
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大きくくぼむ。28～ 31は須恵器壺である。31は小型の短頸壺で、器壁は薄い。32は須恵器逸で、

口縁部と頸部の境は不明瞭である。33は土師器皿で、内外面は赤色顔料が塗布される。34は土師

器高杯である。35は ミニチュア土器で、小型壺状を呈する。外面は粗いハケロ調整と指頭圧痕が

残る。36～ 38は木製品である。36の上端はシャベル状に先細 りするように加工している。下端は

欠損する。表裏面はほぼ平坦である。37は板状木製品である。上端は丁寧に加工され、下端は欠

損する。墨痕は確認できない。38は木簡である。上端平面ケズリの柾目材である。下端及び裏面

は欠損する。 「進上兵士財□□」、進上木簡あるいは帳簿木簡の可能性が指摘されている (平石

1995)。

□

2 黒灰色バラス混 り上
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SD105

宮の後地区C・ D区遺構実測図 (S=1:120)
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第106図
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SD035(第 75図) ASll付近で検出した溝跡である。SG001と 重複し、残存状況は悪い。

SD037(第77図、第186図 1) 」M96付近で検出した南北溝である。北側はSD0101こ接続し、南

側は調査区外へ続く。幅1.2～ 1.4m、 深さ0.lmを測 り、断面コ字形を呈する。

遺物は、 「JM96南北溝」と注記されたものである。136-1は 須恵器蓋で、大型の輪状つまみを

もち、日縁部はかえりがある。

SD038(第77図) 」097付近で検出した南北溝である。南側はSD010に接続し、南側は調査区外

争

ZI  枡

第107図 宮の後地区C・ D区遺構実測図 (S=1:240)

隣
ｏ
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へ続く。幅と。2m、 深さ0.08mを測 り、断面コ字形を呈する。

SD046(第 75図) AR24付近で検出した南北溝である。北側はSD053に 、南側はSD025に接続

する。側面には河原石を立て保護し、床面には砂利が敷かれる。長さ3m、 幅0。6m、 深さ0.15m

を測る。

SD047(第 75図、第92図、第134図 1～28) A124か ら南側で検出した南北溝である。北側はSD

005に 南側はSD053の 会所 (水溜)に接合する。底には玉砂利が敷かれ、側面は平坦な石材を立て

て、護岸としている。幅0。9m、 深さ0.lmを はかる。

遺物は、 「AA24、 AD24、 25、 AC24、 25、 CJ24南北溝」と注記された遺物である。134-1

～ 7は須恵器蓋である。 1～ 5は輪状つまみをもち、 4は内面に墨痕がある。 6は宝珠つまみで、

器高は低い。 8～ 16は須恵器lThで ある。 8、 9、 11、 16は底部静止糸切りである。10、 11は底部

ヘラケズリ調整である。12、 13は 内外面に漆が付着する。13、 15の高台には墨痕が残る。17は須

恵器鉢の把手と考えられる。大型の把手で、把手の両脇の体部には沈線文が残る。18は須恵器甕

で、 「井」のヘラ記号が残る。19は土師器杯で、内外面赤色顔料が塗布される。20～ 22は土師器

皿である。20は 日縁端部が平坦で、内面に沈線状のくぼみがある。内面にはラセン状暗文があり、

概報の第 2形式である。21は器高が低く、蓋の可能性がある。23は土師器高年である。24～ 26は

土師器邦であるが、時期が異なり、混入の可能性がある。24は内面に漆が付着する。26は高く外

に広がる高台をもつ。27、 28は土師器甕である。27は胴郡中央に最大径をもつ。

SD048(第 75図、第136図 10～ 13) C114か らC124で検出した東西溝である。SD005の南側に位

置し、距離は2.2mで ある。西側はSD047と 重複関係がある。幅0.8m、 深さ0.08mを 測 り、断面コ

字形を呈する。途中、SD049、 050が接続する。

遺物は 「C114東 西溝」、「C124東西溝」と注記されたものである。136-10は須恵器蓋で、天丼

部はヘラケズリ調整である。11は須恵器郭である。12は製塩土器で、手捏ね成形である。13は土

師器護で、内面に厚く黒色付着物がある。

SD049(第75図) C116付 近で検出した南北溝である。北側はSD005に 、南側はSD048に接続す

る。幅0。2～ 0.3m、 深さ0,04mを 測 り、断面U字形を呈する。東側3.4mに はSD050が平行してい

る。

SD050(第75図) C115付 近で検出した南北溝である。北側はSD005に 、南側はSD048に接続す

る。幅0.5～ 0.6m、 深さ0.6111を 測り、断面コ字形を呈する。

SD053(第 92図)AS24で 検出した会所 (水溜)である。SD053は河原石で方形に囲み、底に5

～10cm程度の砂利を敷く。北側はSD047に、南側はSD046に 接続する。東西1.2m、 南北1.lm、

深さ0.2mを測る。

SDl17(第75図、第136図 14～ 19) AA22か らAD22付近で検出した南北溝である。幅0.5m、

深さ0.lmを測 り、断面U字形である。南端はSK004と重複している。北側は不明瞭である。

遺物は 「AA22南北溝」、 「AD22南北溝」 と注記されたものである。186-14は須恵器退で、

外面に2条の沈線文とヘラ状工具による刺突文がある。刺突文上に円形の透かしがある。15は須

恵器硯で、内面は磨滅する。高台内には墨状の黒色物が残る。器壁が薄く、特徴的な焼成である。

16～ 18は土師器皿である。表面が風化し、焼成も悪い。17は 内外面に赤色顔料が塗布され、日縁

部は上方に立ち上がる。18は、内外面に赤色顔料が塗布される。19は土師器杯で、内面及び外面
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の日縁部に漆が付着する。

SDl18(第 136図 22) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。遺物

は 「AD21南北溝」と注記されたものである。136-22は須恵器FThと 考えられ、底部外面に 「×」

のヘラ記号がある。

SDl19(第 135図 31) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。遺物

は 「AC19古墳溝」 と注記されたものである。135-31は移動式毛の端部と考えられる。端部は平

坦で、鰭部は指頭圧痕が残る。

SD120(第 137図 22～24) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。

遺物は 「CF21東側南北溝」 と注記されたものである。187-22は須恵器蓋で、天丼部は回転糸切

りである。つまみは大型で、扁平である。23、 24は須恵器杯で、高台は底部外縁に付く。

SD121(第 75図、第135図 28～30)CG16付 近で検出した溝跡である。主軸は北東から南西で、

調査区に斜行する。両端は古代の遺構を保護するため、検出は行っていない。確認した長さ6.6m、

幅0.43m、 深さ0.23mで、断面U字形である。埋土は灰黒色粘土の一層である。

遺物は 「CG16古墳斜溝」と注記されたものである。135-28～30は土師器lThで 、日縁部が上方

に垂直気味に立ち上がる。29の底部外面は、手持ちヘラケズリ調整である。30の 日縁部外面に稜

線が残る。古墳時代か。

SD124(第77図、第132図 23～ 27) AM06付近で検出された南北溝である。北側はSD010に接

続し、南側は調査区外へ続く。SD037の 西23.3mに 位置する。幅2.25m、 深さ0.2mを測 り、断面

コ字形を呈する。

遺物は、 「AM03南北溝、AM06南北溝」と注記されたものである。AM03の 南北溝の詳細は不

明で、SD124と の関連は明確でないが、今回は遺物をここで掲載しておく。132-23～ 25は須恵

器邦で、25の底部はヘラ切 り後ナデ調整で、ヘラ記号がある。26は須恵器皿で、日縁部の一部に

油煙が残る。27は須恵器高FThで、脚には透かしがある。杯部内面は磨滅し、墨痕が残る。

不明 遺物 (第 137図 27、 28)「東西濤」と注記されたもので、遺構名は不明である。27は須恵

器蓋で、内面が磨滅し、転用硯として使用されたと考えられる。28は土師器会で、日縁部は丸み

をもち、外反する。

SE003(第93図) A区 南西隅のAN25付近で検出した井戸跡である。SA003の一部と重複してい

る。掘方の平面形は方形で、幅1.3mを 測る。井戸は縦板を横桟で止める。一部は調査区外に続き、

確認された二隅には隅柱が残る。幅約10cmの 縦板を一辺につき16枚使用し、目隠し状に重なるよ

うに並べ、内側に横木を組んでいる。隅柱にはほぞを開け横木を組んでいる。一辺1.05m、 深さ0.6

m以上を測る。遺物は木製品が出土している。

SEO04(第75図、第Hl図 16～ 19)AS21付 近で検出した井戸跡である。掘方の平面形は楕円形

で、南北2.5m、 東西2.lmを測る。井戸は方形で、南北1.Om、 東西0,9m、 深さ0.45mを測る。水

溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は 「AS21井戸内」 と注記されているものをあてた。Hl-16は土師器杯で、ハの字状に開

く体部をもつ。17は土師器柱状高台付不で、底部は糸切 りである。18は須恵器邦で、高台をもつ。

19は土師器甕である。外面は煤が付着する。
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SE005(第75図、第111図 20～46) AR18付近で検出した井戸跡である。SD027と 重複し、SE

005が新しい。掘方の平面形は上面では円形に近い方形、下面では方形を呈する。上面で直径2.4

～2.6m、 下面で1.15m、 深さ1.lmを 測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は 「AR17井戸」、 「AR18井戸」、 「AR19井戸」 と注記されたものをあてた。111-20

～23は土師器lThで、ハの字状に開く体部をもつ。24～ 30は土師器皿である。体郡がハの字に開く

もの (24～ 26)と 内湾するもの (27、 29)が ある。31～ 35は柱状高台をもつ皿あるいは年であ

る。31の底部側面はくばみをもつ。33は大型で、杯部も深みをもつ。36、 37は高台をもつ皿ある

いは杯である。土師器は確認できるものは底部糸切 りである。38～41は 中国製白磁である。38は

底部内面に沈線があり、皿Ⅳ類である。39は高い高台をもつ碗V類である。40、 41は低いケズリ

出し高台をもつ碗Ⅳ-1類である。42は須恵器硯で、AT23グ リッドの破片と接合している。厚手

で、深い海を持ち、内面にタタキ痕跡が残る。43は須恵器甕である。44は丸瓦で、内面に布目が

残る。端部は鋭く切 られている。45、 46は棒状鉄製品である。表面の剥離が著しく、当初の形態

は不明である。残存状況の良い所では断面は方形である。鉄箸か。

SE008(第93図、第111図 47～ 51) AQ24付近で検出した井戸跡である。SD046と 重複し、SE

008が新しい。掘方の平面形は円形で、2.Omを測る。井戸は幅10cm程度の縦板を横桟で止めてい

る。縦板はすべての面で一部が重なるように組まれている。平面図からは隅柱は確認できず、南北

方向の横桟は東西方向の横桟のほぞに入れて止めている。

遺物は、「AQ24井戸」 と注記されたものをあてた。Hl-47は須恵器邦である。48、 49は土師

|
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器皿である。50は大型の高台をもつ土師器郭である。51は平瓦である。格子タタキと布目が残る。

SE106(第 75図、第112図 19～21) AP20付近で検出した井戸跡である。掘方は方形で、一辺

0。9～ 1.lm、 深さ0,6mを測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は、 「AP20井戸 ?」 と注記されたものをあてた。112-19は土師器lThで 、器厚は厚い。20

は柱状高台をもち、厚手である。21は盗器系陶器甕で、外面にタタキが施される。

SE107(第94図、第112図 22～24) BP33付近で検出した井戸跡である。掘方は円形で、直径1.1

m、 深さ0.4mを測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は、 「BP33井戸北」と注記されたものをあてた。112-22、 23は土師器皿である。24は柱

状高台をもつ。

SE108(第75図、第112図 32) ARll付 近で検出した井戸跡である。掘方は円形で、直径1.2m、

深さ0.6mを測る。水沼等の遺構は確認されなかった。

遺物は 「ARll井戸内黒色」と注記されたものをあてた。112-32は土師器皿である。

SG001(第75図) APll付近で確認した水溜まり遺構である。南北1.lm、 東側は調査区外に続

くが現状で0.4m、 深さ0.15～ 0.2mを測る。周囲には石が存在する。石が当初から人為的に敷設さ

れたかは不明である。SG001に はSD019、 024、 028が注ぎ込む。

SKO04(第75図、第113図 1～19) ASAT22-23付 近で検出した土坑である。不整形で、南北5,0

m、 東西2.7m、 深さ0.06mを 測る。浅く、窪みに土器が堆積した可能性がある。SD027と 重複関

係があり、SK004が新しい。

遺物は 「ASAT22-23土 坑内」と注記されたものをあてた。113-1～ 5は須恵器蓋で、宝珠

つまみが多い。 5の天丼部は糸切 り痕を残す。 6～ 14は須恵器杯で、 9～ 14は高台をもつ。 8の

日縁部には油煙が残る。 9の高台には爪形圧痕が残る。14の 高台は低く、鋭い。体部は内湾する。

15～ 17は皿で、17は高台をもつ。16の底部はヘラケズリ調整である。18は須恵器高杯で、円形の

透かしが四方向にある。19は須恵器鉢である。

SK105(第 ■3図20～24) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。

遺物は、「AT22土坑内黒色土」と注記されたものをあてた。113-20、 21は土師器杯で、器高は

低い。22、 23は土師器高台付皿で、22は断面三角形状の踏ん張る高台で、灰釉陶器の高台に似る。

24は土師器高台付イである。

SK106(第 113図 25～28) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。

遺物は、 「AT20黒色ピット (大)」 と注記されたものをあてた。H3-25は 中国製白磁蓋で、天

井部のみ施釉され、下端はケズリられている。26～ 28は須恵器である。26の焼成は軟質で、外面

に 「白」の刻書がある。27の皿は口縁部が外反する。28は、底部切 り離しが静止糸切 りの可能性

がある。

SK107(第 75図、第113図 29～ 32)A017で 検出した土坑である。不整形で、南北2.4m、 東西

2.2m以上、深さ0.lmを測る。窪み状を呈し、SA005と重複関係があり、SK107が古い。

遺物は、 「A017土坑」と注記されたものをあてた。全て須恵器蓋で、天丼部はヘラケズリが残

り、日縁部はかえりをもつ。113-29～ 31は小型である。32の外面には 「×」のヘラ記号がある。

SK108(第 75図、第113図 33～35)AC22付 近から検出した土坑で、SA020の西側に位置する。
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第131図 宮の後地区SD010出土遺物実測図
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第137図  宮の後地区溝出土遺物実測図 (3)
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第138図 宮の後地区清出土遺物実測図 (4)
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平面形は円形で、直径0,77～ 0。9m、 深さ0.66mを 測る。

遺物は、 「AC22黒色土坑」と注記されたものをあてた。113-38は 土師器高台付皿である。34

は土師器杯で、口縁部に油煙が付着し、灯明皿として使用されていたことが分かる。35は板状木

製品である。右側及び下端は欠損している下端には直径 3～ 4 Hlmの穴が開く。端郡は丁寧に面取り

されている。

SK109(第 114図 4) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は、「AT23土坑内」と注記されたも

のをあてた。■4-4は須恵器蓋で、輸状つまみが付く。

SKl10(第 114図 5)遺 構の場所や形態は不明である。遺物は、「AS22土坑内」と注記されたも

のをあてた。114-5は須恵器蓋で、天丼部に糸切 りの痕跡が残る。

SKlll(第 114図 6) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。遺物

は、「AA24北□土坑」と注記されたものをあてた。114-6は土師器邦で、ハの字状の高台をも

つ。内面中段に段をもつ。

SKl12(第 114図 8) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出上している。遺物

は、「AT23黒穴」 と注記されたものをあてた。H4-8は 緑釉陶器碗で、内面には沈線が施され

る。高台は貼 り付けられ、高台内側には段がある。10世紀中頃から後半の近江系である。「AR24

バラス」と接合している。

SKl13(第 114図 9) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出上している。遺物

は、「AP23黒褐色穴」と注記されたものをあてた。114-9は近江系の緑釉陶器である。貼 り付け

高台の端郡に幅 5 mmほ どのくぼみがある。

SKl16(第 ■5図 1、 2、 15) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土してい

る。遺物は、「CL19土坑灰褐色粘土」、「CK19土坑」と注記されたものをあてた。両土坑が同一で

ある確証はない。H5-1は 須恵器皿で、高い高台をもつ。底部内面には漆が付着する。2は製塩

土器で、内面には布目が残る。15は須恵器杯で、底部外面に「官」の墨書がある。

SKl17(第 115図 10) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CF17黒色土坑」 と注記された

ものをあてた。115-10は土師器皿である。

SKl18(第 75図、第■5図16) AQ20付近で検出した土坑で、SD023の 南側に位置する。平面形

は円形で、直径2.25m、 深さ0.25mを 測る。

遺物は 「AQ20土坑」と注記されたものをあてた。SXl10と 同一遺構かは不明。115-16は 須恵

器皿と考えられ、底郡外面に「□ 〔第か〕」の墨書がある。

SK121(第 115図 12) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物が出土している。遺物は、 「CK

18土坑灰褐色粘土」 と注記されたものをあてた。115-12は青銅製品である。中央部が高く、両

端は薄くなる。厚さは厚いところで1.Ocm、 薄いところで0.3cmを測る。裏面には錆により砂粒が付

着する。用途は不明。

SX102(第 115図 17、 29) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は― 「AT20灰色土南北オチコ

ミ」 と注記されたものをあてた。115-17は須恵器杯で、底部外面に 「□勝」の墨書がある。29

は須恵器蓋で、内面は磨滅し、転用硯として使用されたと考えられる。

SX103(第115図 19) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は「CK12掘方内」 と注記されたも
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第140図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (1)
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第141図  宮の後地区包含層出土遺物実測図 (2)
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第145図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (6)
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第147図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (8)
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のをあてた。115-19は 須恵器杯で、底部外面には「生」の墨書がある。

SX104(第 115図 20) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は「CK24灰黒粘土凹み」と注記さ

れたものをあてた。115-20は須恵器郭で、底部外面に「駅」の墨書がある。

SX105(第 115図 21、 22) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「ANll黒色土オチコミ」と

注記されたものをあてた。H5-21は須恵器皿で、内面は磨滅し、光沢がある。墨痕はない。22

は須恵器壼と考えられる。

SX106(第 115図 28) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「AT18大掘 り方」と注記された

ものをあてた。115-28は須恵器蓋で、内面には磨滅し、転用硯として使用されたと考えられる。

SX108(第 115図 31、 32) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CM24灰黒色粘土 (凹み)」

と注記されたものをあてた。115-31、 32は須恵器杯で、31は内外面風化している。32は高台を

もち、日縁端部のみ外反する。

SX109(第 115図 33) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CR24灰黒色粘土凹み」 と注記

されたものをあて、SX108と の関係は不明。115-33は須恵器杯で、内面には墨痕が残 り、転用

硯として使用されている。

SXl10(第 114図 3、 第115図 23～27) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出

土している。遺物は 「AQ20黒色オチコミ」と注記されたものをあてた。114-3は須恵器杯で、

高台は底部の端による。内面及び日縁部外面には漆が付着する。115-23、 24は須恵器皿である。

高台内に油煙が付着し、底部内面には墨痕が残る。25～27は土師器で、25は蓋、26、 27は杯であ

る。25は内外面に赤色顔料を塗布し、丁寧に磨かれている。26は内外面に赤色顔料が塗布される。

P101(第 113図 36～38) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。

遺物は「AA12焼土ピット」と注記されたものをあてた。113-36は 須恵器蓋である。37は対蝸と

考えられる。厚手の碗形を呈し、底部は丸底と考えられる。日縁部の一部には緑色にガラス質化し、

分析はしていないが、銅精錬に関連すると考えられる。38は37と セットになる羽日と考えられる。

直径8.3cm、 残存長15.5cm、 通風孔の直径2.5～ 3.Ocmを測る。先端はガラス質化し、被熱した部分

は灰色を呈する。

P102(第 ■4図11) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「AT15黒色ピット」 と注記され

たものをあてた。114-11は碧玉石核である。周囲には形を調整する剥離が一部に入り、稜を潰す

敲打がある。製品の形状は不明であるが、素材片の可能性もある。

P103(第 114図 1、 2) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「AT18黒色ピット」 と注記

されたものをあてた。114-1は土師器皿で、内外面とも赤色顔料が塗布されている。底部付近は

ヘラケズリ調整である。 2は中国製白磁碗Ⅳ-1類である。

P104(第 75図、第114図 7) AC20か ら検出した柱穴で、平面形は円形である。埋土や出土遺

物から中世の小柱穴と考え、第75図の場所にあてた。

遺物は 「AC20黒色柱穴」と注記されたものをあてた。114-7は製塩土器であり、焼成は軟質

である。表面は風化が著しい。SB016を構成する柱穴からの出土の可能性もある。

P105(第 75図、第114図 10) AT19か ら検出した柱穴で、SE005の北側に位置する。SB006と

重複関係がある。出土遺物からP105が新しい。
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-166-

0                  1pcm



一　一一す一一

彰 多
井 一

―

‐
‐‐

/√

|<
＼

＼ ヽ

1(20

0            10cm    o                          10cm

ー

(2-5)

第149図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (10)

-167-



｀

＼
＼

く

ミ
て

く
く
 (:::!こ

 [!:::言 :::::::;;;;'4`;′

ヽ

＼
く〔〔:::::::::::::I::::::::::::'テを:1     で

5 
く≪三正三三三E]三:こテアア房τを   Ч

Ч
_ ▼  ― 引    "く  ~~ ~

＼   |   カイ

を 二 三 三 二 三 二 !:::::【 (4iF!::三
:!:::テ ;´

与

遊≦≡≡」:三≡《【48

!＼
瓜

73

第 150図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (11)

9           1,Cm

-168-



-69T―

団
ｔ
Ｆ到
ゴ
①
岡
Ｍ

船

〕

一

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

．．．． ‐‐‐‐‐‐ＮＩＩＩＩ‐‐‐‐‐１１１１，

肺
叩
勁③
肺
‐‐‐‐‐―
凶　
　
ホ＼ヽ＼＼煮

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、、
ド
、、

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

ル
ｏ
ｎ
脚

⑬

◎

塘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

箭阿Ｈ例‐［

掲

８と



遺物は 「AT19黒PIT」 と注記されたものをあて、「AS19バ ラス」と接合した。114-10は 近江

系と考えられる緑釉陶器碗である。貼り付け高台で、端部には沈線がある。

P109(第 115図 3、 4) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CHH暗灰ピット」と注記さ

れたものをあてた。115-3は須恵器杯で、日縁端部が外反する。4は須恵器造で、日縁部が大き

く外反する。無文である。

P l10(第 115図 5、 6) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CJ12柱穴」と注記されたも

のをあてた。115-5は須恵器蓋で、厚手で、器高が高い。 6は須恵器杯で、高台は底部外縁につ

く。

P lll(第 115図 9) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CL14黒柱六」と注記されたもの

をあてた。115-9は須恵器蓋と考えられる。輪状つまみであるが、端部は斜行し、深い。脚の可

能性もある。

P l12(第 115図 11) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「CF17黒色PIT内」と注記された

ものをあてた。115-11は土師器皿で、日縁部は外反する。

P l14(第 75図、第115図 18) AB19か ら検出された柱穴で、注記から平面形は円形と考えられ

る。第75図には可能性がある柱穴をあてた。

遺物は 「AB19丸柱穴」と注記されたものをあてた。115-18は 須恵器で邦と考えられる。底部

外面には 「山水土」の則天文字が墨書されている。

P l15(第 114図 12) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「AD20黒色礫の穴」 と注記され

たものをあてた。114-12は碧玉製の石核で、両面に自然面を残す。

P l16(第 115図 13) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は「C118灰褐柱穴」と注記されたも

のをあてた。115-18は 筋砥石で、 1面のみ使用されている。使用面には 3条の筋状のくばみがあ

り、その周囲も磨滅している。

(4)B区 の調 査

六所神社北西側に位置する調査区で、1968(昭和43)年度の調査開始年度に設定された。1970

(昭和45)年度に西大清 (SD004)や南大溝 (SD045)の続きを確認するトレンチが設定された。

古墳時代の遺構・違物

古墳時代の遺構としては溝跡 (SD011)が確認されている。

SD011(第 98図、第135図 21～ 27) B033、 BN34付近で検出した溝跡である。主軸は北東から

南西で、調査区に対し斜行する。断面コ字形を呈し、幅1.0～ 1.5m、 深さ0。 19mを測る。

遺物は 「B032古溝」、「B033古溝」、「B034古溝」と注記されたものである。135-21は須恵

器杯蓋で、肩部に沈線状のくぼみがある。22は邦身で、底部は回転ヘラケズリ調整である。23～

25は須恵器高辱である。23は三角形透かしが四方向に施される。体部には 2条の沈線がある。24

は線状の透かしが三段ある。必部外面には沈線状のくぼみと刺突文が施される。25は外面に櫛条

工具による波状文が施される。26は須意器壺あるいは遮と考えられ、外面に沈線と刺突文が施さ

れる。27は土師器会で、外面および、日縁部内面に赤色顔料が塗布される。
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古代の遺構・遺物

古代の遺構としては掘立柱建物跡、溝跡、土坑、井戸跡、柱穴が確認されている。

SB001(第98図、第■4図27)BQ34付 近で検出された掘立柱建物跡である。4間 (8.Om)× 2

間 (4。2m)で、主軸は南北方向である。

114-27はSB001 P 10か ら出土した可能性がある土師器邦である。 「BQ34ピ ット内」と注記さ

れているが、同グリッドには複数ピットがあり、断定はできない。強いロクロロが残り、ハの字状

に日縁部が開く。底部は回転糸切りで幅広で、厚い。古代末である。

馬 望 ―ヱ里
8

第154図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (15)
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SB002(第 99図) BN80付近で検出された掘立柱建物跡である。 2間 (4.lm)× 2間 (4.2m)

の総柱建物跡である。掘方の平面形は円形と方形がある。P4の土層は 1、 2層ははっきり分かれ

ない。 3層は遺構面上であり、掘り過ぎである。一部の柱穴には柱根が残る。

SB022(第 99図) B027付近で検出した 3間 (6.3m)× 2間 (4.lm)の掘立柱建物跡である。

主軸は東西方向である。SB002の東側に位置し、距離は46mを測る。掘方の平面形は円形もある

が、方形が多い。

SD002(第 100図 、第135図 1～ 3) BT42付近で検出した南北溝である。主軸はやや東側に振

る。断面コ字形で、幅1.4～ 1.6m、 深さ0.27mを 測る。軸が振 り、明確な時期は不明である。

遺物は、 「BA42溝」と注記されたものである。135-1は須恵器で、外面に 「白」の刻書があ

る。 2は土師器杯で、しつかりした高台をもつ。 3は土師器皿で、底部静止糸切りである。

SD004(第95図、第116図 ～第119図) B区 の西側にある南北方向の主軸をもつ溝跡で、「西大

溝」 といわれる。SD004は C区でも確認され、SD005と 接続し、北へは続かない。SD004の西側

は東側に比べ遺構密度が低くなり、明確な遺構が少ない。溝の方向はほぼ座標南北方向を指してい

る。上面での幅2.55～ 2.65m、 深さ0.6mを測り、断面はU字形を呈する。

SD004の土層断面を観察すると、耕作土下に暗褐色粘質土が堆積し、その下層からバラス層を

確認している。バラス層の下は大きく2層 に分けられ、上層 (1砂):淡黄灰色砂、黄褐砂、下層

(2砂):灰色砂、暗褐色砂である。「大原評」の木簡や木製鋤は下層であるB040南北溝 2砂から

出土している。

SD004か らは須恵器 (蓋、杯、皿、高邦、壺、器台、鉢、甕、転用硯)、 土師器 (邦、皿、盤、

高杯、甕)、 製塩土器、移動式竃、土製支脚、漆付着土器、瓦、ミニュチア土器、白磁等多くの遺

物が出土している。また、土器以外にも木簡、木製鋤、不明木製品、金属生産関係遺物 (lH捐)、

玉生産関係遺物 (弱噛、水晶)がある。

土器類には杯や皿、高郵などの供膳具が多数を占めるが、煮炊具の甕や漆の付着した長頸壺など

漆を運搬したと考えられる遺物もある。木製品も明確な文字がある木簡は数が少ないが、調査日誌

には木片が多数出土したとの記載もある。

遺物は層位を注意しながら版組みした。116-1～ 12は 「暗褐色土」と注記されたものである。

一部、 「暗褐 I」 とあることから「1砂」出土遺物を含んでいる可能性がある。 1～ 4は須恵器蓋

である。 1～ 3は輪状つまみで、4は宝珠つまみである。 5は須恵器杯で、体部は丸みをもつ。 6

は須恵器甕である。 7、 8は土師器甕で、外反する日縁部をもつ。 9は丸瓦で、端部は平坦で、凸

面に平行タタキがある。10～ 12は 中国製白磁である。10は高台の途中から高台にかけて無釉で、

高台端部は鋭角に削られている。碗V類か。11の内面には櫛条工具による模様が施される。高台

端部から内面は無釉で、碗V-4類 。12は水注Ⅲ類の日縁部である。日縁部は折 り返し、端部は

やや丸みをもつ。

■6-13～ 38、 第117図 は 1砂 と考えられる遺物である。13～23は須恵器蓋である。13はかえ

りのある日縁部をもち、器高が高く丸みをもつ。14～ 19は輸状つまみをもち、下垂する回縁部の

外面が直線的なもの (14)や強く屈曲するもの (15)がある。16は 内面に「×」のヘラ記号があ

る。18、 19はつまみ内に糸切 り痕が残る。19の胎土は砂粒が多く特徴的である。20はつまみ内に

-175-



Ｋ

Ｙ

２
［Ｈ≦

フ

が碧喰 富冤

申              i幽 :

7         
夕
   8

枠 聾1郡

簸鐵鞠
J!に

15

ё

28だ
姻

0                          10cm

判
判
削

0 鯵

第156図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (17)

-176-

∠彼



一
一
　

　

９

∩

岡

赳

け

つ
　

　

一

一

　

　

　

　

　

・

賤○銭
ウ

馘
に

斡

チ
鞘
館
伊
∴

一
　

　

‐ ２

　

　

　

　

　

一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

． 　
　
‐。
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
７

呈

∩
）

の

の22 5器! 鰯 29030
'                          10cm

第157図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (18)

-177-



「三太」の墨書がある。「太」の4画 目の点はよく分からない。内面は磨滅し墨痕も観察でき、転

用硯である。21は欠損するが輪状ではないつまみをもつ。22は大型の蓋で、日縁端部が三角形状

に引き出される。内面の一部が磨滅する。23は壷の蓋と考えられる。 日縁端部は平坦で、つまみ

は欠損する。24～ 26、 28～ 35は須恵器郷である。24は 日縁郡下に沈線がある。鉄鉢形土器の可能

性もある。29は 内外面に漆が付着する。高台内に静止糸切 り痕が残る。30の高台は外反する。31

の高台は踏ん張 り、端部が肥厚する。32～34は大型で、 日径が21cm程度である。高台は低い。35

の高台は底部外縁に付く。36は須恵器皿である。37、 38は小型の須恵器壺である。内面や外面の

6
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第158図 宮の後地区包含層出土遺物実測図 (19)
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一部、断面に漆が付着する。38は底部に 「=」 のヘラ記号がある。117-1は須恵器臨で、内面や

外面の一部、断面に漆が付着する。 2、 3は須恵器長頸壺である。 2は頸部に 1条の沈線がある。

3の林部は丸みのある屈曲をもち、下半は外面が平行夕タキ後ヘラケズリ調整で、内面は同心円の

当て具痕が残る。高台はタタキ後、高台を接合する場所に沈線を 1～ 2条施し、接合している。 4

は古墳時代の須恵器器台である。 5は須恵器甕で、丸底で、内面はヘラケズリ後ナデ調整である。

焼成は軟質で、外面には煤が付着する。 6、 7は須恵器鉢である。 7は把手で、外面下方に方形の

刺突文が 2個ある。 8～ 11は須恵器甕である。 8は外面に別個体の甕片が釉着している。置台が

接合している可能性がある。 9は 口縁部に 1条の沈線が施される。体部外面には細かいカキロが残

る。Hは日縁部が短 く、端部が平坦である。外面に4条のヘラ状工具による縦線が施され、 1条

の沈線文で一部消える。

116-27は土師器杯である。117二 12は土師器蓋で、つまみは剥離する。13～ 21、 23は土師器

杯である。13は須恵器杯の器形に類似し、日縁部下にくばみがある。14は底部糸切 り痕が残る。

15は底部ヘラケズリ後ナデ調整と考えられる。16、 17は 内面に放射状暗文を施す。16は外面の日

縁部下がくばみ、丁寧に横方向のミガキがある。18は底部糸切 り痕が残る。底部と体部の境界は

明瞭である。19は内面に放射状暗文がある。 日縁部は外反し、中央に稜がある。23は 内面に放射

状暗文とラセン状暗文がある。底部外面は手持ちヘラケズリで、他は丁寧なミガキ調整である。赤

彩はなく、胎土が淡赤褐色を呈する。14～22は赤色顔料を塗布する。22、 24～27は土師器皿であ

る。24は 日縁端部を内外面に肥厚させる。内面には放射状暗文やラセン状暗文があり、外面は丁

寧なミガキ調整である。底部外面のケズリは4方向から「回」の字状に施す。25は風化が著しい

が、日縁端部が内面に肥厚する。胎土が赤褐色である。26、 27は高台をもち、赤色顔料が塗布さ

れる。26は底部がヘラケズリ調整である。27の 内面にはラセン状暗文が二段に施される。28、 29

は土師器高lTNと 考えられる。28は脚部と考えられ、焼成は硬質で、表面は橙色を呈する。29は赤

色顔料が塗布される。脚部は多角形を呈し、脚内部には杯部との接合のための指頭圧痕が残る。3

0、 3と は土師器甕で、外面に煤が付着する。31は外反する日縁部に下膨れする体部が続き、底部は

平底である。

118-1～ 17は 2砂 と考えられる遺物である。 1～ 3は須恵器蓋である。 4～ 6は須恵器邦であ

る。4は底部静止糸切りで、体部と底部の境は丸みをもつ。 5は丸みをもつ体部で、日縁部には油

煙が付着する。 6は 日径が大きく、底部ヘラ切 り後ナデ消す。 7は須恵器甕である。 8は須恵器横

瓶で、外面には焼台が付着する。 9～ 12は須恵器壼である。 9は大きめで、直径の狭い高台がつ

く。内面には墨痕が残る。10、 11に は内面を中心に断面にも漆が付着する。10の 日縁端部は外反

する。11は体部の屈曲が緩く、底部はヘラケズリ調整である。12は平底で、底部は丁寧なナデ調

整である。外面は光沢をもち、滑らかである。13は平瓦で、平行タタキがナデ消されている。器

面は粗く、薄く須恵質であり、「泥条盤築」か。14～ 17は土師器甕である。日縁郡が丸みをもちな

がら外反するもの (14、 15)と直線的に外反するものがある (16、 17)。 16は丸底で、体郡中央

に最大径をもつ。

118-18～ 119-24は層位が明確でないものである。「玉石溝」の注記は日誌のよると 1砂上面

のバラス層を指していると考えられる。18～22は須恵器蓋である。18は壺の蓋と考えられ、単純

な口縁部をもつ。20は宝珠つまみをもち、内面に墨痕が残る。23～28は須恵器邦である。25は器
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第161図  出雲国府跡出土柱根実測図
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高が低く、日縁部内面に平坦面をもつ。27、 28は高台をもち、深めの杯である。27は高くしっか

りした高台をもつ。118-29～ 119-1は須恵器皿である。29は浅く、外側に開く。30は丸みを

もちながら立ち上がる。高台の有無は別として、117-22の 上師器皿と類似する。119-1の高台

は低 く、底郡中央が床に接する。 2～ 4は小型の須恵器皿、いわゆる灯明皿型土器である (林

2000)。 2の器壁は薄く、大きく外反する。 3、 4は大小の違いはあるが、底部から上方に立ち上

がり日縁部が外反する。 5～ 8は須恵器高ITNで、 5～ 7は方形の透かしをもつ。脚部端部が単純な

もの (5)と端部がわずかに下垂するもの (6)がある。 8は杯部で、日径は大きい。 9は須恵器

鉢で、鉄鉢を模倣してしている可能性がある。 日縁部は内傾し、底部はヘラケズリである。10～

14は須恵器壺である。10は頸部に2条の沈線文を施し、日縁端郡は外反し平坦面をもつ。11の頸

部は直線的に立ち上がり、日縁部が少し外反する。12の 高台は平坦面をもち、高い。14の 内面は

丁寧にナデ調整され、杯の可能性も残る。15、 16は須恵器鉢の可能性があり、短い日縁部が屈曲

し、体部と区分されている。15の外面は平行夕タキが残り、日縁郡はナデ消されている。16は 内

外面とも回転ナデが施されている。17は大型の須恵器査である

119-18～24は土師器である。18はミニチュア土器で、表面に鉄分が多く付着する。19、 20は

不で、赤色顔料が塗布される。21～24は甕で、体部が下膨れするもの (21)やハの字状に広がる

もの (22)がある。

119-25は木製鋤である。中央に方形の孔が 2箇所ある。その上には方形のくばみがある。柄に

はくぽみがある。遺物の所在不明。山本清氏資料に図面があり、概報に掲載されている (松江市

1971)。 26は木簡で、「大原評 □磯部 安□×」 と読める。 1号木簡である。 (平石1995)。 27、

28は木製品である。27は長方形で、中央に方形の孔あるいはくばみがある。27は釘状を呈し、断

面は方形である。27、 28は遺物が所在不明で、詳細は分からない。図面は山本清氏資料から採用

したが、同一個体の可能性もある。

136-29～ 33は 「BP40南北溝」と注記されたもので、SD004の可能性がある。29、 30は須恵

器杯である。30の高台は断面三角形状である。31、 32は須恵器皿である。33は須恵器壺で、内面、

断面及び外面の一部にも漆が付着する。漆は剥離が著しい。

SD008(第96図、第135図 12～ 15) BA39付 近で検出した南北溝である。SD004と 平行し、F巨離

は17mである。断面U字形を呈し、幅1.Om、 深さ0。 13mを測る。

遺物は須恵器、土師器、製塩土器等が出土しており、「BA39 SD008」 と注記されたものであ

る。135-12は須恵器蓋で、輪状つまみをもつ。内面は磨滅し、転用硯とし使用されたと考えられ

る。13は須恵器杯で、高台は底部外縁に寄る。14は土師器皿で、内湾しながら立ち上が り、全面

赤彩を施す。15は製塩土器で、軟質な焼成である。

SD045(第 95図、第136図 2～ 9) B区 中央を東西に走る南大溝である。西側はSD004に接続し、

東側は掘方が不明瞭になるが調査区外へ続いている。SD010と の関係は不明である。SD045か ら

南側の トレンチ内は、遺構密度が低い。幅1.8m、 深さ0.2mを測 り、断面U字形である。

遺物は須恵器、土師器、漆付着土器、鉄滓、羽日、水晶等多くの遺物が出土しており、 「BL26

東西溝」、「BL27東西溝」、「BL28東西溝」、「BM28黒色落ち込み」と注記されたものである。136-

2、 3は須恵器郭である。 3は大型の杯で、低い高台が付く。 4、 5は須恵器鉢で、 4の 日縁部は

受け部をもつ。胎土や焼成が特徴的である。 5は低い高台をもち、三方向に円形の透かしがある。
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6は双耳をもつ鉢と考えられ、耳部は面取され、丁寧な造りである。円形の大がある。 7は須恵器

壺で、高台内には円形の刻印とノ状のヘラ記号がある。 8は甕あるいは鉢の可能性がある。 9は移

動式寵の日縁部と考えられる。

136-23～28は、SD045よ りやや北側のグリッドであるが対応する溝はなく、SD045の 可能ザ性

がある、「BM26東西溝」、「BM27東西溝」、「BM28東西溝」、「BN27東西清」 と注記された遺物で

ある。23は須恵器蓋と考えられるが杯の可能性も残る。24は須恵器蓋で、日縁部内面には沈線状

のくばみがある。25、 26は須恵器杯で、25は外面に墨痕があるが、判読できない。27は須恵器皿

である。28は土師器杯で、混入品か。ハの字状に日縁部が開く。

SDl12(第 96図)BA32で 検出した南北溝である。SDl13の 北側に位置し、SDl13、 114と一連

の溝の可能性がある。幅0,8m、 深さ0.lmを測 り、断面U字形である。

SDl13(第96図、第137図 20、 21) BT32付近で検出した南北溝である。SDl12の 南側に位置し、

SDl12、 114と一連の溝の可能性がある。幅0。7m、 深さ0。 lmを測 り、断面U字形である。

遺物は 「BT32溝」 と注記されたものである。187-20は 土師器郭である。21は中国製青白磁碗

である。内面にはヘラによる模様が施される。

SDl14(第 96図) BS32付近で検出した南北溝である。SDl13の 南側に位置し、SDH2、 113と

一連の溝の可能性がある。SDl14の南端は調査区外へ続くが、隣接する南側 トレンチでは検出さ

れていない。幅0.8m、 深さ0。 lmを測 り、断面コ字形である。

SDl15(第 94図、第138図 1～28) B038付近で検出した南北溝である。SD004の 東側に位置す

る。南側は調査区外へ続くが、北側は先細 りし、現状では北側へは続かない。幅0.6～ 0.9m、 深さ

0。 lmを測 り、断面U字形である。不整形で、窪地の可能性もある。

遺物は 「B038南北溝」 と注記されたものをあてた。138-1～ 3は須恵器蓋である。 3は器壁

が薄く、内面に墨痕があり転用硯である。 4～ 8は須恵器杯で、日縁端部が外反するものや内湾す

るものがある。 8は 日縁部外面に 1条の沈線がある。底部は回転糸切りであるが、丸みをもち、金

属器写しの可能性がある。 9～ 11は須恵器杯で、高台をもつ。12は須恵器皿と考えられ、大型で

ある。 1、 2は 日径から皿の蓋の可能性がある。13～ 15は須恵器高イである。13は邦部内面に

「門」の墨書がある。墨書の後に別の文字が重なっているが判読できない。14は線状の透かしが一

段二方向にある。15は脚部で、透かしの一部が残る。16～ 19は須恵器壺である。17は扁平で、平

瓶に近い器形である。18は小型の短頸壼で、器壁が薄い。19は直線的に林部が開く。外面に指頭

圧痕が残る。20は須恵器硯で、三脚で支える。脚部の大きさは不揃いで、内面は磨滅している。

21は須恵器鉢で、日縁端部が屈曲する。22は土師器杯で、全面赤色顔料が塗布される。底部外面

は手持ちヘラケズリである。底部内面にはラセン状の暗文が施される。23は須恵器鉢で把手が付

く。把手には方形の刺突がある。24は須恵器甕である。25は土製支脚で、底部は大きくくぼむ。

26、 27は須恵器鉢である。26は把手が付き、内外面回転ナデ調整である。27は外面が格子目夕夕

キであるが、内面の夕タキは回転ナデで消されている。28は土師器甕である。

SDl16(第 97図、第187図 1～19) BN28付近で検出した東西溝である。周辺は遺構密度が高く、

SB022と重複関係がある。西側は調査区外へ続くが、隣接する西側 トレンチでは検出されていな

い。SDl16東端は、遺構図では北側に屈曲しているようにも見える。幅2.Om、 深さ0.6mを測り、

断面U字形である。床面は平坦ではなく、凸凹がある。
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遺物は 「BN28東 西溝」、 「BN27東西溝」 と注記されたものである。137-1は須恵器蓋で、

口縁端部に沈線状のくばみがある。高杯の杯部の可能性もある。 2～ 5は須恵器年で、 2は底部外

面に 「中」の墨書がある。 3～ 5は高台をもつ。 3の高台は底部外縁に付き、体部は直線的に伸び

る。 4の外面下半から高台内にかけて油煙が付く。 5は皿に近い器形で、日縁端部が外反する。 6

は須恵器甕で、内外面や断面に墨痕がある。転用硯か。 7～ 18は土師器杯で、18は高い高台が付

く。 7～ 16は形態が類似し、日縁部はハの字状に開く。17は底部端部に粘上を貼 り付けわずかに

高台状にしている。19は土師器甕の小片である。外面には煤が付着する。

SE100(第97図、第112図 33～41) BM30付近で検出した井戸跡である。掘方の平面形は円形で、

直径3.2m、 深さ0,6mを測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は 「BM30穴黒色」、「BN30大ピット黒色土」、「BN30井戸北内」 と注記されたものである。

須恵器 (邦、甕)、 土師器 (古代末のイ、甕)がある。112-33～ 35は土師器杯で、33の底部は

板状工具によるナデ調整である。35は 日縁部を強くナデ、底部は指頭圧痕が残る。厚さも均質で、

搬入品の可能性がある。36、 37は柱状高台をもつ。38は土師器甕である。日縁部内面に薄く煤が

付着する。39は須恵器不で、高台をもつ。40は須恵器壺で、体部下半に把手が付く。41は紡績具

の糸巻きと考えられる。現物は所在不明であるが、山本清氏資料に実測図があり、掲載した。通常

の糸巻きより大きく、長さ35cmを測る。

SE101(第97図、第112図 25～31) B027付近で検出した井戸跡で、大部分が調査区外へ続く。

掘方の平面形は円形に近く、直径2.Om以上、深さ1.Omを測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は 「B027井戸埋土」と注記されたものをあてた。112-25、 26は土師器皿で、日縁端部は

薄くなりわずかに外反する。27は柱状高台をもつ。28は瓦器椀である。日縁部外面は横方向のナ

デ調整で、体郡下半は指頭圧痕が残る。日縁部内面は横方向の粗いミガキ調整で、底部は粗いミガ

キが施される。29は龍泉窯系青磁碗 I類で、底部は厚い。30、 31は須恵器甕あるいは壺で、外面

は格子タタキである。内面はナデ調整と板状工具によるナデ調整がある。

SE102(第97図、第112図 H～18) BM27付 近で検出した井戸跡である。掘方の平面形は円形で、

直径1.3m、 深さ0。75mを測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は「BM27井戸埋土」と注記されたものである。112-Hは土師器邦である。12は高台をも

つ皿である。13～ 15は柱状高台付皿で、15の 邦部の器高は低い。底郡側面が面をもつもの (13、

14)と もたないもの (15)がある。16、 17は土師器皿である。18は筋砥石で、 1面のみ使用し、

4条の筋が残る。石の表面は風化している。

SE103(第94図、第112図 2、 4、 7) BN38で 検出した井戸跡である。掘方の平面形は方形で、

一辺1.Om、 深さ0.55mを 測る。

遺物は 「BN38穴 (井戸 ?)」 「BN33井戸」 と注記されたものである。 2は土師器杯で、底部と

体部の境には段がある。 4、 7は高台をもつ郭あるいは皿である。

SE105(第 94図、第112図 1、 3、 5、 6、 8～ 10) BN32付 近で検出した井戸跡である。掘方

の平面形は円形で、直径1.25m、 深さ0。4mを測る。水溜等の遺構は確認されなかった。

遺物は 「BN32井戸内」、「BN32バラス下井戸 ?」 と注記されたものである。112-1は土師器

郭で、底部と体部の境には段がある。 3、 5、 6は高台をもつ不あるいは皿である。 3の胎土は砂
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粒を多く含み、粗雑である。 8は柱状高台をもつ。 9は土師器皿で、外面はロクロロが強く残る。

10は須恵器鉢で、把手をもつ。

SK100(第94図、第114図 31、 32) BR32付近で検出した土坑である。平面形は円形で、直径1.1

m、 深さ0,45mを 測る。

遺物は 「BR32黒色土大ピット」、 「BR32黒色大六中」 と注記されたものである。114-31は東

濃灰釉陶器碗である。「B036」 、「B037」 、「DA47」 から出土した破片と接合した。底部内面や高

台内は無釉である。虎渓山段階である。32は 中国製白磁皿Ⅶ-2b類である。化粧土をもち、内面

には櫛刀で蕉葉文を施す。底部は高台状にわずかに削り出す。高台内に墨痕があるが、判読できな

い 。

SK103 (第96区])

測る。

BB32付近で確認した土坑である。隅丸方形を呈し、一辺0.6m、 深さ0。 lmを

SKl14(第 H4図29) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「B026黒色土坑」と注記された

ものをあてた。114-29は土師器杯で、内湾する体部である。

SKl15(第 ■4図30) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「BP32大穴黒色土」 と注記され

たものをあてた。114-30は 土師器皿で、底部は回転糸切 りである。体部の器壁は薄い。

SKl19(第 94図、第114図 13～ 21)BP37付 近で検出した土坑である。不整形で、北側は調査区

外へ続く。東西3.Om、 南北は現状で2.3m、 深さ0。 12mを測る。

遺物は 「BP37穴 (黒色土)」 と注記されたものである。■4-13～ 15は土師器である。13は底

部糸切 り後、高台を貼 り付ける。14の杯は底部糸切 りである。15は器壁が厚く、重い。内外面は

強いロクロロが残 り、底部は静止糸切 りである。16は製塩土器で、日縁部が外反する。外面には

指頭圧痕が良く残る。17は緑釉陶器香炉である。脚端部は下垂し、丸みをもつ。脚部には雫形の

穴があり、復元で四方向に開く。脚と体部の接合付近に沈線が施される。器表には全面、薄く緑釉

が残る。18は中国製白磁碗Ⅳ類である。内面には段がある。19～21は青鋼製侃用金具である。幅

2.6～6.OHlmの板状の銅板を精円状に曲げ、一箇所で接合 している。19、 20は単脚足金具で、吊手

孔はややずれるがほぼ真上にある。吊手孔が別造 りかは不明。年代は7世紀初頭以降である (新納

1987)。

SK120(第 96図、第114図 26) BB30付近で検出した土坑である。東側は調査区外へ続き、南側

と北側は直線的である。南北2,4m、 東西は現状で1.7m、 深さ0,3mを測る。

遺物は 「BB80土坑」と注記されたものである。114-26は土師器邦である。

SK122(第 114図33) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「BN31土坑内」 と注記されたも

のをあてた。114-38は端部を縦方向に調整剥離し形を整え、丸みを持たせている。黒色と灰色の

縞模様を呈する頁岩である。同様の石材は156-23や第27表 17、 19がある。156-23は長辺と短

辺に溝切 りを行い、直線的な面を求めて加工している。第27表 19は370gを測 り、加工はなく、

原石あるいは石核の可能性がある。玉を生産する石材ではなく、古代の石製品たとえば石帯の可能

性が考えられる。

SX107(第 115図 30) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「BB32黒色土 (溝)」 と注記され

たものである。115-30は 土師器杯で、ハの字状に広がる高台をもつ。

P100(第 94図) BN38で検出された柱穴で、平面形は方形である。遺物は 「BN38ビ ット」 と
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注記されたものと考えられる。

P106(第 114図 22～24) 遺構の場所や形態は不明であるが、遺物がまとまって出土している。

遺物は 「BN31柱穴」 と注記されたものをあてた。114-22、 23は土師器甕で外反する日縁部をも

つ。23の外面は粗いハケロ調整である。日縁端部は丸みをもつ。24は須恵器甕で、外面はハケロ

状タタキである。

P107(第 ■4図25) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「BL26灰色ピット」と注記され

たものをあてた。114-25は須恵器高郭である。方形透かしが二方向に施される。SD045付近で

ある。

P108(第114図 28) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は、 「BM32PIT 黒色土中」 と注

記されたものをあてた。114-28は 高台をもつ土師器皿である。柱状高台状を呈するが、高台内は

くばみ、足高高台との中間的な形状をする。

P l17(第 ■4図34) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は 「BN32バラス下ピット」 と注記

されたものをあてた。114-34は 、ハー ト形の窓を持つ板と円形の穴が開く紐を接合して製作され

ている。板の中央には直径3.Ommの別造 りの鋲が残る。鋲頭は方形である。板の裏面及び紐の側面

のくばんだ所には黒色物が付着している。

(5)D区 の調 査

調査区の西端に位置する。北調査区と南調査区がある。南調査区は1968年度に畦畔に沿って調

査され、溝跡 (SD001)、 井戸跡 (SE001)、 柵列跡 (SA101、 102)が検出された。北調査区は

1970年 にSD005の範囲を確認するために設定され、古墳時代の竪穴建物跡 (SB023)、 溝跡 (SD

105)、 井戸跡 (SE009)が確認された。

古墳時代の遺構・還物

古墳時代の遺構としては竪穴建物跡 (SB023)と溝跡 (SD001)がある。

SB023(第 106図、第110図 10～20) D141付 近で検出した。SE009や SD105で一部切られてい

る。現状で、2.9m× 3.Om、 深さ0。 2mの方形を呈する。堅穴建物跡に伴うかは不明であるが、床

面からは10個 の柱穴が検出された。

110-10～ 13は土師器甕である。単純日縁で、日縁部は外反する。14は古代の土師器甕と考え

られる。15～ 18は土師器高17Nで ある。15の 日縁端部は外反する。16～ 18は脚部である。19、 20

は土師器lTNである。

SDO01(第109図) DC46付 近で検出した。溝跡の主軸はN-4° 一Eになる。幅1.1～ 1,7m、 深

さ0.19mを 測 り、断面コ字形である。B区まで続く。

古代の遺構・遠物

SA101(第 109図) DB45付近で復元した 2間の柵列跡あるいは掘立柱建物跡である。 P2の平

面形は不整形である。掘立柱建物跡であれば西側に柱穴がなく、東側に復元される。しかし、B区

との境の畦にトレンテを入れるが柱穴は確認されず、柵列の可能性が高い。

SA102(第 109図 ) DS45付近で復元した 2間の柵列跡あるいは掘立柱建物跡である。SA101と
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柱穴列並ぶが、SA101P 3とSA102P lの距離は1.8mと 他の柱穴間の距離より狭く、別の遺構と

考えた。掘立柱建物跡であれば西側に柱穴がなく、東側に復元される。

SD105(第 106図、第137図 25)D」42付近で検出した溝跡である。溝はほぼ東西に主軸をとる。

C区で検出されたSD005と の接点は未調査であるが、連続する溝の可能性がある。幅はかなり狭

く、幅0.53～ 0.66m、 深さ0。2mを狽Iり 、断面コ字形である。

遺物は 「DJ41東西溝」と注記されたものである。137-25は 須恵器皿である。

SD122(第101図、第137図 26) D区 西端に位置する溝跡で、西側の掘方は調査区外である。調

査区西側は旧河道により削られ、一段低くなっていることから、SD122は溝ではない可能性もあ

る。

遺物は 「DA51溝中」と注記されたものである。137-26は鉄製鍬先である。先端は鋭角で、周

囲には袋部がある。裏面中央部には縦に突起をもつ。

SE001(第 108図、第111図 1～ 15) DE45付近から検出した井戸跡である。掘方の平面形は円

形で、直径は1,7～ 1.8m、 深さ0.9～ 1.2mを測る。井戸の平面形は方形で、一辺0,9mを測る。側面

は 3枚程度の縦板を組み横桟止めされる。隅の状況は不明であるが、側面図にほぞ孔のある柱があ

ることから隅柱があつたと考えられる。内部から石が検出された。

遺物は「DE45井戸」、 「DE45井戸黒色」、 「DE45井戸埋土」と注記されたものをあてた。111-

1～ 4は土師器杯で、4は高台をもつ。 5～ 8は皿で、 5、 6は高台をもつ。 6は焼成が良く、硬

質である。 7は底部と体部の境には段がある。 9、 10は須恵器杯で、10は軟質で丸みを持つ林部

である。11は黒色土器碗で、内面は黒色である。12は製塩土器で、日縁端部は平坦である。13は

平瓦で、布日とタタキが残る。14は ミニチュア土器である。底部はケズリ調整で、日縁部は丁寧

なミガキ調整である。15は水晶製平玉で、側面は面取されている。

SE009(第 108図、第111図 52～55) D142付近から検出した井戸跡である。掘方の平面形は円形

で、直径1.6mを測る。井戸の平面形は方形で、一辺1.15m、 深さ0,95mを 測る。側面は 5～ 9枚

程度の縦板を組み横桟止めされる。南東側は縦板を一部重ねるように組まれている。横桟は隅柱と

組まれていると考えられる。

遺物は 「D142井戸埋土」と注記されているものをあてる。111-52～ 54は土師器杯である。52

の日縁部には油煙が残る。53の底部はナデ調整である。55は皿で、底部から体部にかけてなだら

かに移行する。

P l13(第 115図 14) 遺構の場所や形態は不明である。遺物は「DF46北西隅PIT」 と注記された

ものをあてた。115-14は 土師器邦で、日縁部にはミガキが施される。底部は外面が手持ちヘラケ

ズリ、内面が指頭圧痕が残る。

(6)出 土遺物

宮の後地区からは須恵器、土師器、製塩土器、金属関連遺物、土製品、陶磁器、金属製品、木製

品、瓦、石製品、玉作関係遺物、墨書土器、木簡、柱根、石塔が出土した。詳細は観察表に譲る。

須恵器 (第 140図～第148図 H、 第154図 19、 20) 古墳時代後期から平安時代の須恵器がある。

特徴的なものとして140-49～ 53は 日縁部が受け口状を呈する。杯では日縁部に油煙が付くもの、
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漆が付着するもの、墨痕が残るものもある。143-18は器高が高く、深みのある杯である。壺には

漆が付着するものがある。146-6は壺Gの可能性がある。獣足 (146-18、 19)は 『出雲国府跡

4』 の第116図 と同じ遺物である。硯には円面硯 (147-22等 )、 風字硯 (147-32等 )、 転用硯

(148-3等)がある。154-19は小型蓋である。

土師器 (第 148図 12～第150図 2、 第151図 37、 38) 古墳時代初頭～鎌倉時代を中心とした土師

器である。杯、皿などの供膳具の他に甕、鍋といった煮沸具がある。畿内産土師器の他に赤色顔料

が塗布された在地産の杯、皿がある。

製塩土器 (第 151図 22～30) 少量ではあるが各地点から出上している。

金属器生産関係遺物 (第 151図 31～36) 羽回、取瓶、ltl塙がある。今回の資料は科学分析は行っ

ていないが、鉄だけでなく鋼製品の加工を行っていると考えられる。

上製品 (第 151図 39～ 53、 第154図21) 甑、土錘の他に土製支脚、移動式館が出土している。

ガラス製品 (第 151図 54) 151-54は ガラス小玉である。淡水色を呈する。

陶磁器 (第 152図 ～第154図 18)(5)152-1～ 2は黒色土器、 3～21は緑釉陶器、22～26は灰釉

陶器である。152-27～154-10は 貿易陶磁である。154-H～ 18は盗器系陶器や備前焼である。

金属製品 (第 155図 1～21) 155-1の 分銅は『出雲国府跡 1』 の分析資料Bである。 2の和銅

開J/Thは SD005と SD034の 間、SA013の西側、明確にはできないがCK15付近で出土している(6)。

6は鏡片である。21は大型の鉄素材と考えられる。表面は劣化している。

木製品 (第 155図 22～ 29) 155-22の 漆器碗は表面に黒漆が塗布される。25は所在不明で、概

報 (松江市1971)の 再 トレースである。

瓦 (第 156図 1～ 16) 平瓦が多く、丸瓦が少ない。軒瓦は極端に少なく、現時点で軒平瓦 1点、

軒丸瓦16点が確認されている。軒丸瓦では国分寺分類 (前島1975)の 2類と3類がある。

石製品 (第156図 17～27) 第27表 による。打製石斧、石包丁、石錘等古代以外の遺物もある。

156-23は 2方向に溝を施し分割している。黒曜石は第28表のとおりである。

玉作関係遺物 (第 156図 28、 第157図、第158図) 集計表は第24～26表のとおりである。石材別

では水晶を中心に、碧玉、弱瑞、カ ド石、頁岩・滑石がある。また、筋砥石も第26表 のとお りで

ある。碧玉では、原石は円礫と角礫がある。石核、調整片、素材片では角張ったものと扁平なもの

がある。弱塔の原石では円礫と角穣がある。その他は剥片・テップのみで、明確な製作段階の遺物

がなく、生産する器種は不明である。原石についても素材としては不的確なものが多い。カ ド石は

大舎原地区で丸玉を製作していることが分かる破片が出土している (島根県2003)。 今回の集計で

はま1片・チップのみである。頁岩・滑石では臼玉及び丸玉が造られている。厚さ約0.8cmの 板状の

素材に施溝している段階のもの、穿孔段階のものがある。頁岩・滑石の生産年代については、出雲

国府跡では古墳時代の遺構が存在すること、この種の石材の生産が古代で類例がないことから、断

定できない。

水晶・石英では、原石・石核では結晶体 (水晶)と礫状 (石英か)がある。結晶容の荒割は原石 。

石核の下端部を割る段階である。結晶体の形割は、上端部も割 り、両端を欠き、周囲には自然面を

残すものである。その後、縦方向に分割して分割片ができる。分割片を調整剥離し、調整片ができ、

敲打して形を整える。製品として、平玉と丸玉が考えられる。分類として、原石・石核、荒割、形

割、分割片、調整片、敲打片、剥片・チップに分けられる。白色・透明の石材とやや暗い黒水晶が
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ある。

墨書・刻書土器 (第 159図) 第20表のとおりで、詳細は『山陰古代文字資料集成』 (島根県2003)

を参照。

木簡 (第 160図) 木簡は11点あり、既に詳細に検討されている。 (平石1995、 島根県2003)。

柱根 (第 161図) 現在、 5本確認され、すべて自然乾燥している。表面が剥離するが、保存状況

は比較的良好である。1、 2は下端に快 りがある。 3、 5は面取 りされ、底面に平刃の工具痕が残

る。

石塔 (写真図版106) 五輪塔がある。第17表のごとく空風輸 6基、火輪 1基である。 2は地元で

「白粉石」と言われる白色の石英安山岩質疑灰岩である。他は凝灰岩で、 5 mm程 度の粒子を多く含

み、表面はざらざらした感じである。空風輸については、 2は幅広で、丸みをもつ。他は縦長で、

空輪と風輪の割り込みが深い。 7の軒下辺は直線的で、わずかに反る。石塔は表土出土や表採のた

め明確な時期は不明であるが、周辺の様相から15世紀を中心とした時期と考えられる。

獣骨 AS21～ 25、 A021～ 15か らウマ (成獣)の左臼歯、AS20か らシカの左上腕骨遠位端、出

土地不明であるがイノシシ (成獣)の右下顎犬歯が出土している。イノシシの犬歯は抜き取られた

状態である (松井章氏の御教示)。

(7)rl、ネ吉

検出された遺構は古墳時代中期から平安時代後期のものと考えられる。遺物は弥生時代末から

16世紀まで確認されている。表土からは17世紀の肥前系陶磁器も出土している。遺構変遷は後述

したい。

江

(1)3mグ リッドの基点は確認できなかった。調査日誌から1968年 に設定された南北 トレンチ東壁を32ラ イン、東西 トレ

ンテ南壁をAラ インとしたと推測される。

(2)SB017と SB025と の記述は概報や町田報告において、本文記述や概報図10,13と 遺構実測図 (概報PLAN2、 町田報告

第 3図)で遺構番号が振られた遺構とでは逆転している。今回、遺構図を作成する必要があつたため、遺構実測図を優

先し遺構番号を付けた。

(3)町 田報告E期の記述に「SB25に はSA25・ 06・ 29の柵が取 り付いている。」とあるが、第 3図遺構図のSA029と は対

応しない。SA025に取り付く柵をSA100と した (概報町田本による)。

(4)「搬入品」とは出雲国府跡からの出土量が稀で、今後、詳細に検討する必要があることから注意喚起するために使用し

た。出雲地域以外の産地という意味ではない。以下、同じ。

(5)陶磁器の一部は西尾・守岡 (1996、 1997)か ら転載した。

(6)和 同開弥の拓本は『八雲立つ風土記の丘配96』 から転載した。

第17表 石塔一覧表

出土地点 日付 部位 写真 高さ(cm) 巾 (cm) 重量(kg)

1 6 XIMBB45表 土 681204 空風輪 28 17.4 5.14

2 6�M表採 730416 空風輪 106 29 19.5 7.4

3 6�M表採 730416 空風輪 236 14 4.5

4 6 XIMBB45表 土 681204 空風輸 106 285 14.7 6.08

5 出雲国府跡 68～70 空風輪 28.7 17 8.24

6 出雲国府跡 68～70 空風輪 21.8 18 7.12

一ｒ 出雲国府跡 68～70 火輪 106 16 27 1326
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第 6節 出雲 国府 跡 か ら出土 した 遺 物 に付 着 した顔 料

出雲国府跡から出土した須恵器 1点 と土師器 3点に赤色顔料が付着していた。また、2003年 に

発行された報告書『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書14 史跡出雲国府跡-1-』 に掲載され

ている土師器の杯には緑色顔料が付着していることが確認された。土器をはじめとする遺物に付着

している赤色顔料の種類 として水銀朱 (硫化水銀 ;HgS)と ベンガラ (酸化鉄 ;Fe203)、 鉛丹

(Pb304)が想定される
1。

また緑色顔料に関しては、銅を主成分とする岩緑青 (塩基性炭酸銅 ;

CuC03・ Cu(OH)2あ るいは塩基性硫酸銅 ,Cuso4・ 3Cu(002)や海緑石またはセラドナイ ト (雲

母粘土鉱物)を主成分とした緑土 (K(Mg,Fe,Al)2(Si,Al)40よ 0(OH))が考えられる
2。 これ らの遺

物に付着した顔料の主成分の同定を行なった。

1.試料

出雲国府跡から出土した須恵器 1点 と土師器 4点を分析した。詳細は以下のとおりである。

挿図番号 種 別 器 種 付着している顔料 文 献

146E∃ 30 須恵器 鉢

赤色顔料 本報告書

148E]20

土師器 鉢148図 21

124区]5

90図 11 土師器 郭 緑色顔料 (註 1)

2.分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析 (XRF)とこよる定性分析を行なった。

使用機器は奈良大学保存科学研究室が所有・管理しているEDAX社製エネルギー分散型微小部

蛍光X線分析装置EAGLEⅡ XXLで ある。分析条件は以下のとおりである。

X線管球 Cr(ク ロム) 走査範囲 (2θ )=65°

測定雰囲気 真空     測定時間 100秒

管電圧 20k V      管電流 800 μA

3.結果

分析結果を以下に示す。

挿図番号 検出元素 結 果

146E∃ 30 Fe ベンガラ

148E]20 Fe ベンガラ
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挿図番号 検出元素 結  果

48図 21 Fe ベンガラ

124区]5 Fe ベンガラ

90図 11 Fe, K 緑 土

蛍光X線分析の結果、全ての試料で鉄 (Fe)の 検出ピークが高かった。 したがつて鉄を主成分

に含む顔料が想定される。島根県内では鉄分を多く含んだ土壌成分を赤色顔料として使用していた

形跡のあるものが報告されている3が
、 この場合土壌成分の大半をしめるケイ素 (Si)の検出ピー

クが高くなくてはならない。今回の分析ではケイ素の検出ピークは低く、鉄の検出ピークがそれを

上回つていたため、この赤色物質はベンガラであると推狽Iし た。

90図 11に 関しては鉄とともにカリウム (K)の 成分が高く検出された。仮にこの物質が岩緑青

であれば、銅 (Cu)が検出されなければならないが、銅の成分は全く検出されなかった。また、

緑上であればその中に含まれる鉄が発色の由来となり
4、

ヵリウムは緑土に含まれる元素であるた

め、この緑色顔料は緑土であるといえる。

4.ま とめ

須恵器内面に付着していたベンガラは、実林顕微鏡による観察でもかすかに残っている程度であっ

たが、塗彩していたのではなくベンガラを顔料として貯蔵していたと考えられる。土師器にはベン

ガラは塗彩されたかのように残存していた。したがって何らかの意図をもって使われていたもので

あると考えられる。

緑色顔料である緑土については、奈良時代以前には九州の装飾壁画古墳などに多数の使用例が見

られ
5、

松江市石屋古墳出上の彩色埴輪にも緑土が使われていたことが確認されている6。

しかし、奈良時代以降、仏教文化の普及とともに緑色顔料として緑青を多用していた
7に

も関わ

らず今回、緑土が確認されたことによって、緑土も普遍的に使われていたのではないかと考えられ

る。

謝辞 蛍光X線分析にあた り、奈良大学保存科学研究室の西山要一教授には機器の使用に際し、

ご配慮いただきました。厚 く御礼 申し上げます。

(註 1)島根県教育委員会 2003『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告書14 史跡出雲国府跡-1-』

1 市毛勲 1998『新版 朱の考古学』 雄山閣

2 成瀬正和 2004「正倉院宝物に用いられた無機顔料」『正倉院紀要第26号』宮内庁正倉院事務所

3 建設省出雲工事事務所・島根県教育委員会 1980『出雲・上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財調査報告』

4 朽津信明・下山進・松本岩雄 2002「 出雲地方中世～近世壁画の使用顔料に関する研究」『古代文化研究 第10号』

島根県古代文化センター

5 朽津信明・川野邊渉 2000「九州装飾古墳の緑と「青」について」『保存科学 第39号』東京国立文化財研究所

6 三浦清・岡崎雄二郎・昌子寛光 1991「松江市石屋古墳から出土した形象埴輸の塗彩緑色顔料」『島根大学教育学部紀要

(人文 。社会科学)第24巻 ―第 1号』

7 朽津信明・中牟田義博・三木孝 2003「 日本における緑色顔料 「緑土」の使用について」『考古学と自然科学 第46号 一

日本文化財科学会誌』日本文化財科学会

(柴崎晶子)
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第 7節 総 括

1968(昭和43)～ 1970(昭和45)年度の 3年間にわたる発掘調査は、出雲国府跡の所在地を

確定した。しかし、解明しなければならない課題は多く、いくつかの課題について検討を加えたい。

(1)六 所 脇 ・ 宮 の後 地 区 の遺 構 変 遷 (第 163～ 165図 )

六所脇・宮の後地区の遺構変遷は概報 (松江市1971)やその後の報告 (町 田1975)で 述べられ

ている。建物の時期については二書で変更点があり、詳細に検討を加えるべきであるが、今回はで

きなかった。そこで、町田報告を元に、遺構の変遷を述べたい。

古代の遺構は重複関係や配置によって、A期～F期までの6期に区分できる。

A期 六所脇地区で検出したSB018、 019が該当する。B期以降の建物方位とは異なり、軸線から

約 6° 西に振り、磁北に近い。古墳時代の溝に平行し、自然地形に基づいて構築されたと考えられ

る。なお、A期の遺構は宮の後地区では確認されていない。

B期 宮の後地区で検出された遺構の方位は基線の北方向に近く、この傾向はB期以降踏襲される。

この地区を大きく取 り囲む幅約2.5mの西大溝 (SD004)と 北大溝 (SD005)を つくる。北大清は

西端で直角に曲が り西大溝となる。北大溝の南2.4mに溝 (SD048)が平行に設けられ、 2つ の溝

間には柵列 (SA027)がある。SA027は柱間が約 3mで、木塀や土塀の支柱と考えられる。SD048

からは 2本の溝 (SD049、 050)が派生し、北大清に接続する。こらの柵列や溝に対応する状態で、

北大溝の南34mの地点に東西方向に走る溝 (SD027)が ある。

SD048と SD027に 挟まれた区域には 2棟の南北棟の掘立柱建物と柵列が配置される。南の建物

(SB005)はSD027に 接して、 2間 (3.4m)× 3間 (5,4m)の身舎の東側に廂 (2.2m)が つく。

廂柱穴の規模は小さい。その北4m隔て、 5間 (11.5m)× 2間 (4.8m)の建物 (SB017)が あ

る。その東側柱列はSB005の 身舎側柱に揃える。SB017に はSA021～ 023の柵列が伴う。SA021

はSB017の北から1間 目の側柱に付き、13m東で北に折れ、 5m北 上し (SA022)、 SA023につ

く。SA023の西端はSB017の 北妻柱の北側で止まる。SB017の 北東側は柵列により区画されるこ

ととなる。

北大溝の北 5m前後のところにある東西に走 り北へ曲る溝 (SD034)も この時期に比定され、

北大溝の北側に別の官行地所が想定される。島根県教育委員会による大舎原地区の調査により、遺

構が確認されている。

C期 西、北大溝は継続して存在する。この時期、内部を区画する幅0。9m内外の小さな溝が配さ

れる。溝はいずれも河原石を立て並べて護岸し、底に砂利を敷いたものである。西大溝の東約46

mには北大溝に接続する溝 (SD047)がある。この溝は南へ33m延び、会所 (SD053)の 西辺に

取 り付く。会所の南辺に取 り付く溝 (SD046)は 約 3m続き、東西方向の溝 (SD025)イこ繋がる。

SD025の 西端は、SD047の延長線上からL字に南に曲がる。東端は会所の東約26mの ところで南

に折れ、SD018と 繋がる。SD018は約4m延び、また東へ4m流れる。そこで、南北に延びるSD

017に繁がる。SD017の南端はE期 につくられるSD010によって破壊されているが、SD018と の

接点から南約1lmの ところに東西方向の溝 (SD020、 022)と連結した痕跡をかろうじて留める。

SD022に は南北に延びる溝 (SD021)が派出する。発掘区の東辺で検出した溝 (SD035)と その

西側につくる石敷面もこの時期のものと考えられる。SD035はSG001に破壊されているが、おそ

らく南流してSD022に 合流するものと想定される。
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SD005と SD025に 挟まれた

区域には 2棟の掘立柱建物と柵

列を設ける。 2棟の建物 (SB

006、  016) イよ、 東西棟 5間

(14.8m)× 2問 (6m)の 同

規模の建物で、東妻をSD018

にそろえて4.7mへだてて南北

に並ぶもので、一辺 lmの掘方

内に、約0.3mの 柱を据え付け

てお り、 B期のSB017に 比べ

て一回り規格が大きい。SB016

の西妻の延長線には柵列 岱A

029)が ある。それは北へ 2間

(10m)延びて東に折れる (SA

026)。 SA026は B期 のSD048

に重複している。 6間あり、東

端は建物の東妻柱に揃える。

SD025の 南側には3間 (5。4m)

×2 FHE (3.8■ 1)のSB004が位

置し、東側に廂をもつ。

これらC期の遺構配置は最も

整然と配置されている。

D期 西、北大溝は依然として

存続する。建物群の南区を画す

る溝 にイまSD023と SD019が あ

る。SD023は C ttSD025の南

に位置を変えたもので、東端は

SD018と 連結する。SD019は

SD018の 流路を東に向けて延

長 したもので東側の水溜まり

(SG001)に注ぐ。SD023の 西

方は既に破壊されているが、

SD046、 047、 053を含め、 C

期の遺構を踏襲していると考え

られる。

建物は 2棟の南北棟である掘

立柱建物 (SB007、 008)が あ

る。 SB007イまSD023の 】ヒ側 に

SB 018欅

 由

SB019

SDα汚
盟

[�雇ミSD007

p凸

p凸

第163図 宮の後・六所脇地区遺構変遷図 (1)
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0                50m
p凸

p識

D期

堆 !

SD037

位置する4間 (9,7m)× 2間

(5m)の 建物である。北から

1、 2間目の梁間中央に柱をた

て、しかも2間 目の柱間が他よ

り狭く、 2間 ×1間の建物と2

間×2間の建物を連結したよう

な形態をとる。SB008はSB007

の東 9mに位置し、西側柱に揃

えてSA019が北へ11.2m延び、

さらに東側に屈曲する。SA012

もこの時期と考えられる。

E tt E期 は概報 (松 江 市

1971)と町田報告 (町田1975)

では大きく異なり、新しく検討

を加えている町田報告に従う。

北大溝の南約51mに 東西に走

行する溝 (SD010)を 配 し、

それに平行するSA003と 共 に

南側を区画している。溝の西端

はSD045の 消えるあた りだろ

う。東端は削平が著しく詳細不

明であるが、南北に流れるSD

037、  038、  124が珂たリイ寸く。

SA003は 柱基部を石材 によ り

固定されている。SA003は B

区SB022の 南側か ら検 出され

ていないことか らSB022の 東

側で北に向け屈山している可能

性がある。SA0031こ は 3条 の

柵列 (SA004、  005、 007)が

取り付き、北に延びている。

柵列の北側には底に砂利を敷

くSD024、 026がある。SD026

は B ttSD027と重複 し、東西

に流れるが破壊が著 しい。東側

イよSD0241こ 接続 し、 SG001に

注ざ込む。

溝の北側には 2棟の掘立柱建

E期

D凸

第164図 宮の後・六所脇地区遺構変遷図 (2)
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物 (SB009、 025)が ある。SB009は SB025の東 9mに位置し、南側柱の西妻にSA024が取 り付

く。 5間 (10,7m)× 2間 (4.8m)であるが、西 2間には梁間中央に柱を立て、桁行中央に間仕

切の小柱を配している。SB025の西側柱の北妻にSA006が取 り付き、SA025、 100と コ字形に柵

列が配される。

宮の後地区E期 に相当する六所脇地区の遺構はSB020が ある。SB020は全体を検出していない

が、 2間×3間の身舎に4面廂が付く建物と想定されている。外側柱には改修があり、柱間を縮小

させている。 このSB020を E期 とした理由は町田報告で、①建物方位がほぼ同じ、②柱穴が比較

的小型で、柱の基部を栗石で固定することが挙げられている。この建物は発掘された唯―の四面廂

建物であり、「政庁後殿」などと指摘され、その機能は低くはないが (山 中2003)、 周辺の遺構と

の比較が難しく、性格を決める決定打は今はない。

F期 柵列、溝、土坑があるが、その内容についてはよくわからない。周囲を区画する溝は埋めら

れる。SG001に 注ぐSD028に はSD029、 030が接続している。その西側には南北軸のSA020や廃

棄土坑と考えられるSK004が存在する。北側には北大溝と重複するSA014が設けられている。

以上のような時期区分を行っ

ているが、 SB001、 002、 022

など所属時期を決めがたい遺構

がある。また、すべての遺構が

合理的に解釈できるわけではな

く、大舎原地区を含めて考えて

いかなければならない。

奈良時代を中心とする遺構の

ほか、古墳時代や平安時代後期

の遺構がある。

古墳時代 竪穴建物 (SB003、

023)や、調査区を斜行する溝

(SD001、  011、  014、  054、

055、 121)が検出されている。

古代の遺構を保存するために、

古墳時代の遺構は全て精査され

ていない。また、大舎原地区や

日岸田地区からも竪穴建物や溝

が確認されていることから、出

雲国府跡の広い範囲に集落が形

成されていたことが判明した。

遺構からは古墳時代前期末から

中期を中心に弥生時代末から古

墳時代後期までの遺物が出土し

ている。また、縄文時代晩期の 第165図 宮の後・六所脇地区遺構変遷図 (3)
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突帯文土器 (110-9)も 出土しており、意宇平野の微高地上に継続して集落が営まれ、国府整備

以前から最も居住域に適した場所の一つであったと考えられる。

平安時代後期 遺構としては井戸 (SE001～ 009、 SE100～ 108)や土坑 (SK100、 106等)、 無

数の掘立柱などがある。小柱穴が建物として確認できるものは少なく、SB024-棟 にすぎない。

六所脇地区炉跡 (SK123)は上層で確認されたことからこの時期と考えられる。また、中国製陶

磁器の出土量からも施設群は継続していると推定できる。

出雲国庁の復元は概報や町田報告で想定されている。その想定は調査例が少ない時期に近江国庁

の調査例を参考にされている。しかし、現在では全国各地で国府の発掘調査は実施され、国府域の

復元が行われている。国府の様相については各国府の共通点と共にその多様性が指摘されている

(山中1994)。 現状では未掘調査部分が多く、国府域の想定が確定できないのが現状であろう。

最後に、大舎原地区との関係を述べたい。出土遺物から見ると大舎原地区で最も古い遺構は I―

1期で須恵器第 3形式にあたる。第 1、 2形式の遺構は大舎原地区では確認されていないことにな

る。 I-2期 は第4形式で、Ⅱ-1期は第4～ 5形式となる (島根県2001)。 しかし、六所脇・宮

の後地区では第 1形式から出土しており、古い時期から使用されていることが分かる。

第 3形式はSD047か ら出土した遺物を基準に設定されていることから大舎原 I-1期 を中心と

した時期となる。六所脇・宮の後地区F期であるSK004は出土遺物を見ると第4形式にあたると

考えられ、F期は第4形式を中心とした時期になり、大舎原 I-2期ないしはⅡ-1期 と想定でき

る。

一方、大舎原Ⅱ-2期以降について六所脇・宮の後地区との関連が不明となる。大舎原Ⅱ-2期

を代表する 1、 4号建物は礎石建物となるが、宮の後地区では礎石建物が確認されていない。大舎

原Ⅱ-3期は緑釉陶器を含み 9世紀後半から10世紀前半、10世紀を前後する時期とされている。

六所脇・官の後地区では緑釉陶器を含む遺構があり、大舎原Ⅱ-3期に相当する時期の遺構も存在

している。六所脇地区では緑釉陶器が造成上を含む上面の遺構からも出上している。周辺は大舎原

Ⅱ-2期からⅡ-3期にかけ、かなり大規模な造作が行われいると考えられる。

平安時代後期とした遺構には白磁を伴うものが多い。一方、SE101か らは13世紀の樟葉型瓦器

椀や龍泉窯系青磁碗 I類が出土し、鎌倉時代の遺構も含んでいる。平安時代後期とした遺構は大舎

原Ⅲ期を含んで、前後に幅広い時期のものと考えられる。今回、井戸跡や土坑から一括性の高い遺

物が出土していることから平安時代後期から中世前半の遺構遺物の細分を行う時期に来ている。

六所脇 。宮の後地区と大舎原地区の遺構は有機的に関係し、一連のものである。しかし、各地区

で、遺構が希薄な時期もあり、遺構の方位や出土遺物から時期を細分し、同時期の施設群を復元し

ていく必要があろう。

なお、方位軸について、第 1～ 3次調査では磁北から基線を求めているため、国土座標に基づく

測量は行われていない。平成11年度から再開された調査では日本測地系に従って測量されている。

そこで、第 1～ 3次の調査区の一部を再発掘し、日本測地系にあわせる作業を行っている。作業の

結果、図面上で求められる座標と現地での座標が異なっていることが判明している。これは、国府

域を復元する上で重要な中心軸の変更も考慮する必要が出てくる。今後、調査を継続し、座標を検

討する必要がある。さらに、六所神社北側に設置された基準点のうち 1点を再確認し、基準点測量

を行うことも必要である。 (守岡)
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(2)須 恵器

本報告資料では、編年の指標となる良好な一括資料の抽出が困難であるため、溝出土資料をもと

に、遺構の存続期間の傾向を提示することを目的に、蓋lThを 中心に形態の分類を行なう。

形態分類 (第 166図) 蓋Aは、宝珠状つまみ (ボタン状つまみも含む)を もつ蓋で、日縁端部の

形態をもとに、 1～ 4類に分類している。 1類は日縁部内面にかえりをもつもの、 2類は端部を折

り曲げ、下垂させるもの、 3類は端部の断面を三角形状に引き出すもの、4類は日縁端部をなでて

面取りを行なうなどして、端部の引き出しを行なわないものである。

蓋Bは、輪状つまみをもつ蓋で、A類 と同様、日縁端部の形態をもとに 1～ 4類に分類し、 2類

はさらにa、 b類に細分している。 1類は日縁部内面にかえりをもつもの、 2類は端部を折り曲げ、

下垂させるもので、天丼部がふくらみ、器高があるものをa類、天丼部中央が沈み、器高が低くな

るものをb類とする。 3類は端部の断面を三角形状に引き出すもの、 4類は日縁端部を内湾させ、

日縁部内面に退化したかえり状の稜をもつものである。本報告資料ではつまみが残存している資料

はなかったが、松江市青木遺跡出土資料が同様の形態で輪状つまみをもつことから、B類に入れて

いる (八雲村1996)(2)。

IThAは、古墳時代的な様相を呈するものや、いわゆる杯蓋Hや Gといった古墳時代からの伝統的

な資料を一括して、邦A類 とする。

邦Bは高台付きの資料である。 1～ 4類は丸みを帯びた体部をもつもの、 5、 6類は直線的に外

傾する体部をもつもので、さらに底部の切 り離しや高台の形状をもとに細分している。 1類は低い

高台をもつもので、底部は丁寧にナデ調整されており、切 り離しは不明である。 2類はハの字状に

開く高台をもち、切り離しはヘラ切 りのもの、 3類はやや直立気味の高台をもち、切 り離しは静止

糸切りのもの、4類は切 り離しが回転糸切りのものである。 5類は切り離しがヘラ切りのもの、 6

類は切 り離しが回転糸切 りのものである。

郭Cは無高台の邦で、 1～ 4類は丸みを帯びた体部をもつもの、 5類は直線的に外傾する体部を

もつものである。 1類は日縁部にくびれをもち、切り離しが静止糸切りのもの、 2類は日縁部にく

びれをもち、切り離しが回転糸切 りのもの、 3類は日縁部のくびれが不明瞭で、切り離しが回転糸

切りのもので、一部は日縁部の内面が肥厚する。4類は3類が大型化したもので、出土量は少ない。

皿Aは高台付きの皿、皿Bは無高台の皿で、それぞれ日縁部の形状により1～ 4類に分類される。

1類は日縁部が外反するもの、 2類は日縁部が外傾するもの、 3類は日縁部が内湾するもの、4類

は日縁部内面に沈線をもち、日縁部が段状になるものである。 4類の資料は、松江市蛇喰遺跡から

多く出土しており、松江市湯峠窯跡からの搬入品である可能性が指摘されている (玉湯町1999)。

皿B5類は日縁部を大きく外へお り曲げた形態のもので、いわゆる 「灯明皿型土器」である (林

2000)。

高郭は全形が把握できる資料が少ないため、時期差が反映されやすい不部の形状で分類を行なっ

てお り、碗状の邦部をもつものがA類、蓋を反転させたような扁平な杯部をもつものをB類とする。

鉢は、いわゆる鉄鉢形 といわれるものをA類、 日縁部が外側に折 り曲げ られるものをB類、 B類

と同様の器形の大型でタタキ成形のものをC類、大型の鍋状の器形でタタキ成形のものをD類とす

る。

変遷 先行研究をもとに、以上の分類の大まかな変遷をたどる。まず、必A類を中心とする段階で
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ある。次に、前段階と比べ器種が大型化する段階となる。この段階では、蓋は日縁部内面にかえり

をもつAl・ Bl類があり、邦は底部切 り離しがヘラ切りのB2類がある。次の段階になると、蓋の日

縁部内面にみられたかえりは退化し、端部を折 り曲げ下垂させる形状のものが登場する。この段階

で、宝珠状つまみと輪状つまみの両者が存在するが、量的に輪状つまみが優勢となる。分類では

A2類 とB2類のものがあてはまるが、先行研究からB2類は、B2a類からB2b類へと変化することが

予想される。杯は切り離し技法に糸切 り技法が加わる。また、糸切 り技法は静止糸切りが主体の段

階から回転糸切りが主体の段階へと変化する。これにそって、分類では、切 り離しが静止糸切りの

杯B3・ Cl類から、回転糸切 りの杯B4・ C2類が主体になる。また、郭C類の 1類から3類への変

化は、底部切り離しのほかに、日縁部にみられるくびれも注目され、日縁部のくびれが明瞭な 1・

2類から不明瞭な 3類へと変化する。イB類は内湾する形状から、徐々に直立外傾する形状へ変遷

するものと考えられる。 この体部の直立外傾化が進行するに従い、杯B5・ 6類、C5類が登場する

ものと考えられる。一方、蓋は日縁端部の下垂が弱まり、端部を断面三角形状につまみ出すものへ

と変化する。この変化に伴い、つまみの主体が、輪状つまみから宝珠状つまみへと変化し、輸状つ

まみはみられなくなっていく。皿は体部の直立外傾化の時期に盛行する。高杯は碗状の必部をもつ

A類から扁平なイ部をもつB類へと変遷する。

各遺構出土の須恵器を分類し、一覧にしたものが第18表である。なお、参考として、平成11年

第18表 須恵器分類別集計表
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度以降の調査で検出したものから、代表的な4号溝、 5号土坑、14号土坑の資料も含めている。

14号土坑は、日縁部が下垂する蓋、切 り離しが静止糸切 りの杯が優勢し、土師器が出土してい

ることから、比較的古い様相を呈する。 4号溝、 5号土坑は14号土坑と比べ新しい様相の一括資

料で、蓋の日縁端部の断面は三角形、切 り離しが回転糸切 りのものが優勢している。なお、4号溝

よりもさらに時期幅が狭く、より新しい様相を呈す 5号土坑からは、土師器は出土していない。

SD004は、かえりをもつ蓋や、日縁部が下垂する蓋が多く、古い蓋が優勢する傾向が読み取れ

る。同様に、杯は切り離しがヘラ切りや静止糸切りの資料が多く、古い様相を呈すものが優勢する

傾向にあることが窺える。

SD005は出土資料が多く、ほぼ満遍なく各分類が出土している。実測資料には少ないが、蓋で

は輪状つまみで日縁部が下垂するものから端郡が断面三角形となるもの、杯では切り離しが回転糸

切 りのもの、体部が直立外傾化した資料が多くみられる。SD004と 同時期かやや新しい傾向にあ

る。

SD010は遺物量が少ないが、杯では切 り離しが回転糸切 りのものが優勢する。 しかし、高郭で

は古い様相を呈するA類が多く出土している。

SD045は 遺物量が少ないが、切り離しが回転糸切 りのものが優勢する。

SD047は下垂する日縁部をもつ蓋、切 り離しが静止糸切 りの資料が優勢し、やや古い様相を呈

する。なお、ここで出上しているC5類は切 り離しが静止糸切 りであり、他のC5類とやや異なる。

SK004は 日縁端部が断面三角形の蓋、切 り離しが回転糸切 りの杯が優勢し、新しい様相を呈す

る。

なお、土師器の出上の有無をみると、SD045と SK004と いう新しい様相の遺物が優勢する遺構

では出土しないが、その他のある程度古い様相の遺物を含む遺構からは出土している。畿内産土師

器の様相は林部氏により平城 I～ Ⅱの奈良時代前半に多く搬入されていることが明らかにされてお

り (林部1992)、 今回の検討からも追認できる。

以上より、各遺構の関係を整理すると、古い様相を呈する遺物が優勢するSD004、 005、 047が

遺構群の中で、比較的古 くから機能していたものと考えられる。次にSD010と いったような比較

的新しい遺物が優勢する遺構が機能していたと考えられる。また、新しい様相の遺構として、SD

045やSK004も ある。ただし、SD010と 比べ遺物が新しい様相を呈するもののみに限定される傾

向にある。この差は、遺構の時期差や、継続期間の差を反映している可能性が考えられる。また、

国府という遺跡自体が消費地遺跡であるため、古い様相を呈するものが混入している可能性も考え

られる。

これらの遺構の位置関係をみると、SD004は南北溝、SD005、 010は東西溝である。SD004、

005がやや古くなる要因として、建物配置の規格の拡大や施設の性格の変化に伴い、既存の溝が埋

め戻され、新しい溝が再整備された可能性等が考えられる。 このことは、第163、 164図の遺構変

遷とも合致する。

出雲国庁形式との比較 概報に示されている既存の形式 (以下、国庁形式)と の関係をみる。国庁

形式は、基準資料の一括性への疑問や、同一形式に型式的に異なるものが共存する点、形態変化の

一貫性の無さなどが、これまで問題点として指摘されてきた (島根県2003、 同2005、 平石2003、

林2005)。 そして、『史跡出雲国府附跡 1』 では、14号土坑、 5号土坑下層、 5号土坑上層の出土
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資料の一括性が高いことから、出土遺物の特徴を抽出して、それぞれ第 3形式、第4形式、第 4～

5形式に相当するとしている。第 3形式の特徴として、①蓋は輪状つまみをもち、日縁部が直立す

る (本分類では蓋B2類、以下同様)、 ②蓋は頂部に静止糸切り痕を残すものがある、③無高台lThは

日縁端部が短く屈曲し外反する (邦Cl,2類)、 ④高台付邦は体部が丸みを帯びる (杯B3・ 4類)、

⑤邦底部の切 り離しは静止糸切り。回転糸切りの両者があるが、前者の比率が高い、⑥土師器lTA・

皿を多く伴い、一部は暗文を有するとする。第4形式は、①蓋は宝珠つまみをもち、日縁端部が下

方に僅かに屈曲する (蓋A3類)、 ②蓋は頂部に回転糸切り痕を残すものが多い、③無高台杯は日縁

端部が僅かに屈曲する (杯C3類 )、 ④高台付杯は然部が直線的に外傾または外反する (杯C5類 )、

⑤不底部の切り離しは回転糸切り、⑥土師器lTA・ 皿を伴わないという特徴をもつとしている。また、

林氏は大舎原地区出土資料では、輪状つまみをもつ蓋 (蓋 B類)と宝珠状つまみをもつ蓋 (蓋A類)

とが、一括資料中には共存しないことを指摘し、輪状つまみをもつ蓋を第 3形式、宝珠状つまみを

もつ蓋を第4～ 5形式に相当するとしている。これらの論考により、第 3形式から第 5形式にかけ

ては、それぞれの様相が少しずつ具体的になってきている。

概報では、第 3形式はSD047出 土資料が基準になるとされている。『報告書 1』 で指摘されてい

る第 3形式の14号土坑出土資料とSD047の 資料を比較すると、日縁が下垂する輪状つまみをもつ

蓋B2類や、切 り離しが静止糸切りの郭の優勢、体部に丸みをもつ不B類、邦Cl・ 2類 の日縁のく

びれが強いということなど、共通点が多く、ともに第 3形式の段階とみて差し支えないものと考え

られる。

なお、概報に掲載されている資料について、その多くが同定は不可能であったが、一部の資料に

ついては、同定することが出来た。また、概報では第 1・ 3・ 4・ 5形式については遺構や整地土

層からの一括資料を基準とするとされており、これらの遺構・整地土層についても不明な点が多く、

第 3形式の基準とされるSD047以外の、遺構・土層を同定することは出来ていない。 この問題点

を解決する糸日として、概報掲載資料と同定された遺物の注記を確認したところ、第 1形式、第 5

形式について若千の成果が得られた。第 1形式とされる資料は、「SD010の 北岸の整地土層から検

出した一群の須恵器」 とされている。第 1形式として掲載されている資料には、「AP15 黄褐色

土」と注記されたものがあり (142-1・ 13、 144-32)、 場所的に、SD010の 北岸に位置するグ

リッドであり、当時の調査日誌では、整地土層は黄褐色土とされている。この注記と近い位置であ

る 「AN～ APl～ 21 黄褐土・黄褐色土」 とされる資料を見ると①口縁部内面にかえりをもつ蓋

(140-5・ 6。 9。 10・ 12)、 ②いわゆる古墳時代的な様相を呈する郭 (141-6。 7)、 ③底部

の切り離しがヘラ切りでハの字状に開く高い高台を有する郭 (142-13)と いうように、ある程度

のまとまりをもつことがわかり、この注記をもつ資料が第 1形式とされた資料である可能性が強い。

第 5形式は、同定された遺物自体が少ないこともあり、断定はできないが、同定された遺物の注

記をみるとCM・ CL14～ 15が場所的に近いものと思われる。概報では「SD005、 SD034付近の上

器堆積を切り込んでつくる土坑状の遺構から出土した須恵器」とされており、この注記でなおかつ

土坑らしきものと思われる注記に「CL15黄褐粘土土坑」、「CL15黒色粘土埋土」 というものがあ

る。これらからの出土資料をみると、前者からは硯 (147-29)が 、後者からは高台付邦 (143-

11)、 製塩土器 (151-24)が 出土している。143-11は、外傾する日縁をもち、郭底部の縁辺に

高台が貼り付けられており、いわゆる第 5形式とされる資料である。このことから、これらの注記
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をもつ資料が第 5形式とされたものに該当する可能性があると考えられる。昭和調査出土資料には、

本報告で整理・紹介しきれなかった資料が多数存在するため、これらの注記をもとに整理を進めて

いくことにより、本報告でなしえなかった、概報で提示されたいわゆる国庁形式の詳細を明確にし

ていくことが今後の課題である。

課題 以上、形態分類をもとに須恵器の変遷を追いつつ、国庁形式の手がかりを追ってきた。これ

らの作業を通じて、出雲国府跡出土須恵器を中心とする当該期の須恵器研究に関して、いくつかの

課題点が浮上した。第 1点 として、消費地遺跡としての須恵器保有のあり方の検討をしなければい

けないという点が上げられる。これには生産地からの須恵器の流通を明らかにすることも含まれる

が、一つの形式がどのくらいの型式幅を含むものかという検討も含まれる。この前提として、生産

地である窯跡編年を確立することが必要となる。また、この点に関連して、窯差と時期差の整理も

行う必要がある。第 2点として、律令的土器様式 (西 1986)の土器と在地の上器との関係である。

本報告資料のなかで、特に蓋に着目してみると、日縁部にかえりをもつ蓋のつまみには、宝珠状も

しくはボタン状つまみをもつものと、輪状つまみをもつ資料があるが、輪状つまみを持つ資料のほ

うが、宝珠状 。ボタン状つまみをもつ資料と比べると、日径が大きくなる傾向がある(3)。 これに

ついて、律令的土器様式の在地化の課程で、日径が大きくなっていった可能性が考えられ、蓋のつ

まみにみられる輪状つまみと宝珠状・ボタン状つまみのバリエーションについて、輸状つまみの出

現と定着の過程を整理する必要があると考えられる。第 3点 として日縁が下垂する蓋について、そ

の日径が大きいものは日縁部の端部が三角形状に引き出されるものが主流になる時期に、皿とのセッ

トとして残る可能性があり、すべての要素がいっせいに新しい方向に進むのではなく、要素によっ

ては、古いものが残る可能性も考えられる。第4点に、本報告では法量変化の分析ができていない

ため、法量変化の分析を行い、律令的土器様式との関係性を考察する必要がある。これらの課題点

の他にも多くの課題が山積しており、今後の整理を通じて研究を進化させ、問題点を解消していか

なければならない。第 5点に土師器邦皿の問題がある。いくつかの課題が考えられるが、赤色顔料

が塗布された杯皿の存続時期や供膳具内での割合、その模倣先と考えられる畿内産土師器の搬入状

況についても検討する必要がある。また、出雲平野では赤色顔料が塗布された土師器が 9世紀中葉

から後葉まで残存しており (島根県2006b)、 出雲国府跡を含めた出雲東部地域との比較検討が必

要である。 (中 野)

146--2
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(3)硯

国府では文書作成が頻繁に行われるため、それに必要な硯が出土する。近年では国府以外にも公

的機関とされる遺跡から硯が検出されている。これらの遺跡と比較検討し、出雲国府の特徴を出し

たい。

定形硯の様相 第 1～ 3次調査時に出上した硯のうち、定形硯は29点で、うち円面硯が21点、風

字硯が 8点出土している(4)。

円面硯のうち、圏脚円面硯の硯面の様相をみると、高い外堤と陸をもち、海が深いもの (147-

19、 111-42)と、脚から硯面を一体でつくり、硯面に堤を張り付けるもの (147-21、 22、 24)

が出土している。また、脚端部にも、端部の突帯を表現するために端部を肥厚させるもの (147-

25、 29)や端部を肥厚させずに屈曲させるもの (147-22、 23、 26)な どが出土している(5)。 こ

れらの製作技法の差は時期差や生産地の違いを反映している可能性が考えられる。

三足円面硯ではしつかりした脚部に、海と陸が明瞭に区分されたもの (147-18)や 皿状の硯面

をもつもの (132-19)な どが出土している。また、この他に低脚円面硯や圏脚円面硯の脚部など

が出上している。

風字硯は、全形の把握できる資料は出土しておらず、硯頭の形態が分かるのは円頭風字硯である

147-33の みである。また、147-34、 35は皿体部の一部を外側に倒し、傾斜を緩くさせて硯尻

をつくったものを硯面とし、それに断面三角形状になる小型の脚を貼りつけたものである。この夕

イプの風字硯の類例は出雲地域で何例か類例が見られる。類例のうちの一つは出雲市木舟 8号窯跡

(平田市2004)か らの出土品で、 9世紀前半代のものとされる。

転用硯の様相 転用硯は57点出上している(6)。
転用硯の種類には、蓋21点、杯 9点、皿11点、高

杯 2点、托 9点、壼・甕 5点で、過半数を蓋杯類が占める。壺・甕類のうち 1点は、いわゆる猿面

硯である。これらの様相を見ると、比較的古い段階の器種に蓋類 (転用硯全体の28%)が多くて

不類は少なく (転用硯全体の14%)、 新しくなるにしたがい皿類 (転用硯全体の17%)力 多`くなる

可能性が考えられる。

使用面では、多くがlTh部内面を硯面として使用しているが、高台付tTh 7点 のうち4点、高台付皿

6点のうち 1点が高台内面を硯面として使用している。

出雲国府跡の様相 出雲国府跡全体から硯の様相をみていく。なお、時期別の検討も必要であると

思われるが、硯自体の編年作業が現状では困難であること、遺構出土の資料が極めて少なく、その

遺構も溝であるため、時期の検討が困難であることから、ここでは、出雲国府跡の地区別の様相を

みていく。まず、転用硯も含めた硯全体の出土状況をみると、宮の後地区80点、六所脇地区3点、

大舎原地区96点、一貫尻地区16点、 日岸田地区17点、樋ノロ地区3点 と、宮の後地区、大舎原地

区での出土量の多さが目立つ。これらの地区を機能別でみると、宮の後地区が後方官行の曹司群、

六所脇地区が政庁、大舎原地区と一貫尻地区が国司館、日岸田地区が工房、工房群と考えられてい

る樋の日地区が周辺域にあたる。後方官衛や国司館と推定される地区で、硯の出土量が多く、政庁

では出土量がきわめて少ない。このことは、政庁地区の調査面積が狭かつたことも一因にあると考

えられるが、文書事務を主体とする機関が政庁ではなく後方官衛や、国司の館の周辺域にあった可

能性も考えられる。

定形硯と転用硯の比率をみると、宮の後地区27:53(定形硯 :転用硯、数字は出土点数、以下
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第170図 金属生産関連遺物実測図

同様)、 六所脇地区 1:2、 大舎原地区18:78、 一貫尻地区9:7、 日岸田地区12:5、 樋ノロ

地区211で ある。出土量では大舎原地区が宮の後地区を上まわるが、定形硯の出土比率では、宮

の後地区が約 1:2、 大舎原地区が約 1:4と、宮の後地区の方が上まわる。このことは、宮の後

地区の遺物に未整理の資料があるため流動的な数値であるが、宮の後地区の定形硯が増える可能性

が高く、地区の性格を示していると考えられる。

官衛関連遺跡との比較 出雲地域の他の官衝関連遺跡と陶硯類の出土状況の比較を行なう。他の官

衝関連遺跡で陶硯類が出土しているのは、カネツキ免遺跡 (蓮岡他1985)、 古志本郷遺跡 (島根県

2003b)、 三田谷 I遺跡 (島根県1999)、 青木遺跡 (島根県2006b)、 鹿蔵山遺跡 (大社町2005)

などがある。仁多郡家関連遺跡であるカネツキ免遺跡からは定形硯 2点、転用硯 8点の計10点が

出土している。神門郡家である古志本郷遺跡からは定形硯 8点、転用硯 9点の計17点、三田谷 I

遺跡からは定形硯 1点、青木遺跡からは定形硯 1点、転用硯170点、計171点、鹿蔵山遺跡からは

定形硯 2点、転用硯 1点が出土している。定形

硯の出土数に着目すると、出雲国府跡が68点

と、他の官衝遺跡と比べ圧倒的に多い。また、

形態について着目すると、全形がわかる資料が

少ないため一概にいえないが、カネツキ免遺跡

出上の圏脚円面硯など、華麗な装飾を施すもの

第19表 鉄津集計表

地 区 名 腕形鍛冶滓 鍛冶滓 再結合澤 合計(g)

六所脇地区 I・ 」 571 202&3 20854

宮の後地区 A 3435

宮の後地区 B 5213 5213

宮の後地区 C 8667 449 9116

不  明 884.4 1706 11197

計 (g) 26701 21989 49815
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などがあり、優品が国府に集中するとはいいきれないだろう。一方、転用硯への使用器種に着目す

ると、どの遺跡も蓋イ類が多数を占める点で共通するが、出雲国府跡では、托の転用が他の遺跡と

の差異として認められる。このことは、托自林が他の官衛関連遺跡からの出土が極めて少ないとい

うことに通じるものと考えられる。 (中野)

(4)手 工 業 生産

漆付着土器 宮の後地区を中心に樋ノロ地区や一貫尻地区から漆が付着した土器が出土し、国府域

で漆の大規模な集積、精製から使用まで行われていたと考えられる。漆付着土器は第 1～ 3次調査

では一定量出土し、今回は46点を実測した。 しかし、未整理資料もあり、数値を示すことはでき

ない。感覚的であるが、須恵器と土師器の割合はほとんどが須恵器で、土師器は極少量である。運

搬具と考えられる薩、壺類では、頸部から体部の内面だけでなく、破断面にも漆が付着するものが

多く、土器を破砕した後に漆の取り出しを行い、使用している。また、漆を掻き出した痕跡が残る

個体もある。漆塗 りのパレットと考えられる須恵器杯、高杯や土師器杯では内面全面に漆が残るも

のと内面の一部にのみ残るものがある。工房自体は発見されていないが、日岸田地区を含め、各地

区から出上している漆付着土器を集約し、出雲国府跡での漆の使用状況を検討する必要がある。な

82「■」

く
・「議」。「畿」・8・遇□

出・れ・説協〕・温・れ・

脇水到傾1天文字)

0                             50m

第171図 墨書土器出土地点 (島根県2003年 第13図 転載)
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挿図番弓 種別 器種 部 也 内容 時 期 注記
騨
期
‐

須恵器 蓋 頂部内面 刻書
「CS20 バラス上

須恵器 皿/1T 底部外面 刻 書 卜(大)30H271

須恵器 底部外面 墨 書 官
ICK10 ■坑

須恵器 底部外面 墨 膏 □ 〔第ヵ〕
「AQ20 土坑

須恵器 イ 底部外面 墨 書 口勝
IAT′ 0 灰色■

南北オ子コミ 091ZOS

須恵器 小片 底部外面 墨 書
山水土 (則 IAn1 9 丸柱六

11 須恵器 皿/麻 底部外画 墨 書 生
「C(12 1BI方 内

須恵器 不 底部外面 墨書 躍
ICX21 灰 黒 粘 土

須恵器 蓋 頂部外画 墨書 三太ロ

須恵器 簾 底部外面 墨 書 井 灰協砂70,1211

須恵器 底部外面 刻 書 自 「B112溝 R,

須恵器 底部外面 墨 書 ロ
「前26 東西溝欄

須恵器 jlT 底部外面 墨 書 中
71)1夕 ()31

須恵器 高j・4 不部内面 墨 書 円
t a038 南北活 黒

察恵器 底部外面 墨 書 厨
「CJ16 東西ミゾ

察悪器 皿/イ 底部外面 墨書 O(記号) Ⅳ A

須恵器 底部外面 刻書 イ (記号)

iCし 11東西浦

須恵器 底部外面 刻雷
「CJll東西溝 灰

須恵器 底部外面 刻書
iCJll東 西ミツ
天カツ粘± 7(,lH

須恵器 ITh 底部外面 墨 書 酒lTN
CJ‖ 束西ミゾ

須恵器 邦 底部外面 刻膏
「C,13 東西潜

8 須恵器 底部外面 墨書 得
ICJll 栞西汚

灰粘■ 10H18

須恵器 イ 底部外面 堅書 口 〔國力〕
CJll束 西 ミゾ

須恵器 蓋 頂部内面 刻書 由
ICJ24束 西滞

須恵器 蓋 頂部内面 刻書 社邊
ICJ‖ 環 西活

須恵器 突帯付蓋 頂部内面 刻書
IC」 14 東西活 デ

13

13

須恵器 蓋 頂部外面 堅書 三大三
rC」 10 東画溝
天褐色砂

'01‖

,

「CJ10 束西溝
天禍

'砂
701H,須恵器 蓋 頂部外面 漆書 X(記 号)

IЧ 須憲器 底部外面 堅書 □
「C,11 東西活

1ヽ 須恵器 底部外面 墨書 Ｒ
駒
一Ｒ
И

嚇
醐
一齢
８８‐‐

来
上

・束

十

吼
級
一咄
轍

須恵器 底部外面 墨書 四 人

須恵器 小 片 底部外面 墨書 口〔真力〕
「じJ10 束西済

17 須恵器 皿/杯 底部外面 堅書 ロ
天褐砂 7011211

須恵器 壺 頸部内面 騒書
ICJ17 東西済

須憲器 底部外面 墨 書
iCJ30・ 31束西満

須恵器 底部外面 墨書 □ (第 ヵ〕 灰褐色砂 701■ 81

須恵器 底部外面 刻書
iCJ21束 西汚 猟

須恵器 jII 底部外面 霊 書 症
「削05 束西溝

須恵器 ITN 底部外面 墨書 國
i llllう  東西汚
2砂  II)11()|

須恵器 底部外面 墨書 里
I胡01 東西活

須恵器 蓋 頂部内面 墨書 南 Ⅳ H
,0■ 01J

須恵器 不 底部外面 墨 書 ロ 「削12東西滞 2J

須恵器 高台付FTN 体部外面 墨書 (注記な し)

須恵器 杯 底部外面 墨 書
日 〔宅カ

須恵器 底部外面 墨書 城内吉 (注記な し)

須恵器 イ 底部外面 墨書 大伊

'I)11()lJ

須恵器 底部外面 墨書 一え
I報22 黒色上R

須恵器 底部外面 墨蓄 上都寸 (注記なし)

須恵器 lTN 底部外面 墨書

須恵器 底部外面 塞書 斤 カ ,ヽ lM68～ 70

須恵器 皿/邪 底部外面 墨書 爪
ICC20 灰 黒土

須恵器 底部外面 堅書 爪
i,12 黒灰精土

須葱器 lTN/蓋 底部外面 墨書 国

須恵器 底部外面 堅書
I削30 際層

12 須恵器 底部外面 堅 吾 神円
「BL27 褐色砂

須恵器 皿/郎 底部外面 墨 書 ロ
tcSl' 灰褐粘土

第20表 墨書上器・刻書土器一覧

覇図番号 種 別 器 種 部位 内容 時期 注記

盛
集
―

須恵器 ITN 底部外面 墨 書 回 ロ 不明

15 須恵器 底部外面 墨 苦
「Cヽ 15 灰色バラ

須恵器 IT 底部外面 墨書 上

須恵器 蓋 頂部内面 堅書 爪
fu,0 灰黒上

須恵器 益 頂部内面 基 番 官
「C121 黄協色砂

須恵器 底部外面 墨 書 舎人
Iヽ2'黒岡色粕 ■

須恵器 底部外面 墨壱 ロ
「AR H 黄褐色砂

21 須恵器 jII 体那外面
横位 墨 書 70W051

須恵器 底部外面 墨 書 厨 ヵ
tiS21 黒色 に

須憲器 底部外面 墨 薔 囲厨
fドと32黄 ltt色 ヒ叫

須恵器 イ 底部外面 堅書 ロ

須恵器 底部外面 笙揃え
lASツ0 晴灰色土

須恵器 イ 底部外面 墨 寄 里 □
「CM2 1灰 繋色粘
1凹)701125

27 白磁 底部外面 墨 苦 毛 ―
16ヽ lq JO,7 ′ヽ

81

須恵器 皿/イ 底部外面 塁 書 □ 〔国ヵ】
「AQ‖ 黒灰粘土

須恵器 不 底部外面 墨 書 器

須憲器 底部外面 墨 壽 賀

須恵器 底部外面 墨書 爪
FAL16 灰色砂R

須恵器 jlT 底部外面 墨 蓼 口 〔孝ヵ〕

須恵器 不明 底部外面 刻書 社 邊
IIヽ 10 TM'2′

須恵器 底部外面 刻書
「ChH 灰色′ヽラ

須恵器 底部外両 刻書

須恵器 底部外面 刻書 透
Iじ J18 灰色′ヽラ

ス■ T()1山 II

須恵器 壺 底部外面 /x● l密
「AP,7バ ラス上

須恵器 邸 底部外面 刻寄

須恵器 蓋 頂部内面 刻 彗
iCし II黒色 ヒ

須恵器 ′
1ヽ

'十

底部外面 刻書 太
FcJl l灰 色アヽラ

須恵器 蓋 願部外面 大

須恵器 高郎 郎部外面 刻書 大 「黒色± 701‖ 7J

須窓器 蓋 頂部内面 刻IB hi代
「 8ヽ22 黄欄色
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お、黒漆をかけた漆器 (155-22)が 1点のみ確認されている。

木製品 曲物、鋤先、櫛、しゃもじの他、溝跡を中心に用途が不明な木製品が出上している。棒状

の木製品の中には箸と考えられるものもある。大舎原地区からは文書箱など官行の性格を現す遺物

が出土しており (島根県2001)、 柱根も含めた樹種同定を行い、木製品の用途や遺構の性格を解明

していく必要がある。

金属器生産関係遺物 (第 170図) 金属器生産遺物は羽日、Itt禍、取瓶、鉄滓などが各地区から出

土している。鉄器生産だけでなく、羽口やオ鍋に残存する滓から銅製品の鋳造が行われていたこと

は明らかである。また、第19表のとお り椀形鍛冶滓を始め鉄滓や155-Hの大型の鉄素材が出土

し、精錬鍛冶から鍛錬鍛冶が行われていた。出土地点を見ると遺構ではSD004～006、 SD045か

ら出土している。包含層ではSD005の 周辺、特にCK17グ リッド付近から出土している。A、 C区

の建物周辺での出土量は少なく、主要建物の周辺から出土する傾向がある。また、六所脇地区上層

からは平安時代後期と考えられる炉跡 (SK123)が確認されている。炉跡の近くであるIPll、 IQ

10グ リッドからは再結合滓が多く出土している。六所脇地区の上層と下層では遺構の性格が変化

していると考えられ、生産関係遺物の時期やその自然科学分析を含めた詳細な検討を行い、国府の

手工業生産の管理運営の実態に迫る必要がある。

玉生産関係遺物 玉生産関連遺物は水晶、碧玉、垢瑞、カド石、頁岩・滑石の石材や筋砥石がある。

出土状況にまとまりはなく、各地から出土している。筋砥石はSD004、 005、 010、 017、 034、

045か ら出土し、破損しているものが多い。筋砥石の規模を完存品でみると長さ30cm以上、重さ7

kg以上の大型とそれ以下のものに分かれる可能性がある。その違いについて明確な説明はできず、

類例の増加に期待したい。頁岩 。滑石製品の生産について国府では出土状況に不明な点が多いこと、

類例が少ないこと (島根県2004)な ど古代に生産が行われていたか不明である。(守岡)

(5)文 字 資料 (第 171図 )

文字資料は宮の後地区から出上している。木簡14点、墨書土器60点、刻書土器21点が確認され、

詳細な検討は出土地点を含め、山陰古代文字資料集成 (島根県2003)で行われている。しかし、

一部追加訂正等があり、注記等を再検討し、確実に出雲国府跡から出土したものを第20表にまと

めた。

木簡はSD004とSD034か ら出土し、墨書・刻書土器は、供膳具が多量に出土したSD005や SD010

から比較的まとまって出土している。「国厨」「厨」「国」「駅」など施設や機能を、「三太三」「由」

第21表 緑釉陶器集計表

9C前半
～中

9C中
9C末～
10C初

9C後半
9C後半～
10C前 半 ‐ＯＣ糾

中
降

ＯＣ
以 呻
�後半

‐ＯＣ僻
10C 9C～

引C 不 明 計

東海 4

近 江 2 2

京都 1 ] 7 4 1

京都 壺 1 1

京都 ? 1 1

篠 5

香炉 1 1

蓋 1 1

不 明 1 1 7

1 1 3 8 3 3 1 45
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通ノE
地区 菊

躯
六所艦

地区

宮の後地区
計

(区 】区 C区 D区 」区

白磁 皿 Ⅱ 阻鎮

“
白磁 al H・ Ⅳ類 4 1

白磁 皿題一 二類 3 13

白磁 El口 類 3 2

自磁 DIШ 類 S

白磁 皿Ⅳ-2類 2

白磁 皿Ⅳ類 2

白磁 皿Ⅳ類 ? 3 6

白磁 皿V-2類 1

白磁 皿V類

自磁 皿Ⅵ-la類 2 4

自磁 IIllⅥ -1額 1 2 3

白磁 IIIⅥ -2類 3 5

自磁 IIllⅥ 類 3

白磁 皿Ⅷ― ib類

白磁 皿Ⅷ-2類 〕

白磁 IIⅦ 類 2

白磁 IIllX I類 2 3

自磁 広東系皿(平 底) 2 15

自磁 福建系皿 2

白磁 碗 口類 7

白磁 碗Ⅳ～Ⅶ類 3

自磁 碗Ⅳ類 3 7 12

白磁 碗V～Ⅶ類 1

白磁 碗V～Ⅷ類 (外 反) 1 4 2 7

白磁 碗 V oMl・ Ⅷ類 (直 日) 3

自磁 開 V・ Ⅶ類 2

白磁 婉 V・ lll類 I

白磁 碗V-1類

白磁 碗V-lb類 I

白磁 碗V-2b類 3 1 】 8

白磁 碗V-2類 4 6

白磁 碗V-3類 3 3

白磁 碗V-4b類 2

白磁 碗V-4c類 2 2

白磁 碗V4・ Ⅷ 3類 (屈 折) 7 2

白磁 碗V類 う 2 10

白磁 碗Ⅵ・Ⅷ類 1

白磁 碗Im類 3

白磁 碗XI頬 2 I I

白磁 碗XI-4類 1

白磁 碗XH・ X lll類 3 3 |

白磁 碗XⅡ -la類 2 2

白磁 碗XⅡ ― Ib類 ? 1

自磁 碗X4類 l

白磁 碗X皿 類 3

白 磁 碗直口縁 I 3

白 磁 広束系碗 7 1 1 1

白磁 福建系碗 0 10 6 3 1

白磁 森田D類 1 l 1 3

自磁 森田E類 1 1

白磁 白磁碗 2 2

自磁 鉢 ? 2 2

白磁 ′〕ヽ碗 1 1 2

白磁 合子身 1 1

白磁 蓋 I

白磁 壺・水注類 Ⅱ系 2 3

自磁 壷・水注類lll系 2

白協 壷・水注 I 2 8

自磁 小壷 口系

白磁 小壺Ⅲ系 I 2

白磁 広 東系 1 8 11 2

自磁 福建系 2 2

白磁 白磁片 1 3 2 1

第22表 陶磁器集計表

通ツ
「

地区

一貫房

地区 枷駆
宮の後地区

計
A区 8区 」区

青磁 越州窯系碗・壷 2

青磁 越州窯系小碗

青磁 越州窯系碗 1・ 口類 4 I

青磁 越州窯系碗「 -1類 1

青 磁 越州窯系碗 I-2b類

青磁 同安窯系皿 I-2類 1 3 2 7

青磁 同安窯系皿 I類

青磁 同安窯系m 3 1

青磁 同安窯系碗 4 $

奇磁 盤

青磁 龍泉窯系碗 I-2類 2 3

青磁 龍泉窯系碗 I-4類 3 1 4

青磁 寵泉窯系硫 1頼 12 2

青磁 龍泉窯系碗 口b類 2 7 2

青磁 龍泉窯系碗Ⅲ類

奇磁 龍泉窯系碗Ⅳ類以降 4 2

青磁 龍泉窯系碗D・ E類 2

青磁 龍泉窯系碗D類 5

青磁 龍泉窯系碗E類

青磁 龍泉窯系碗人形手

青磁 龍泉窯系碗B4類

青磁 寵泉窯系碗

青磁 青磁碗

不 明 2

青白磁 碗・ 皿 2

青自磁 合子身

青白磁 一研 1

青白磁 不 明

青花 碗

μ国陶卜 褐釉壷 2 8

μ国陶器 壷V類

仲国陶熟 壷 B群 4 4

「国陶器 天目茶碗

μ国陶器 盤 I類 1

F回陶器 盤 3 3

(釉 陶部 灰釉陶器碗皿K00

K釉 陶器 10C以降 5

K釉 陶器 碗・皿 3 I 5

k釉 陶訴 灰釉陶器占 1 I

表釉陶器 近江 4 1 3

破釉陶部 京都 8 2 2 1 1

票釉陶籐 京都 壷 1

篠 4 2 I 7

束海 1 3

香炉 1

蓋

不明 6 I 3 II

瓦器椀 樟葉型

日本1438 交器系陶器甕 19

日本陶呂 古瀬戸皿 1 1

日本陶黙 須恵器鉢 1 1

日本陶器 備前壺 3 3

日本陶審 甕一
Ｂｌ儒 1 1

日本陶器 備前層鉢 1 1 2

ヨ本陶器 一霊工剛備
1

ヨ本陶器 陶 器 1 I 1 5

計 3 52
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「白田」など地名を表現していると考えられる資料がある。「国厨」がB区から出土し、他の多くが

C区 を中心に出土 していることは遺構の性格を考える上で重要であろう。墨書される器種は壺

(139-18)、 白磁 (159-27)以 外は須恵器供膳具と著しく偏っている。時期的には第4形式を中

心とした時期である。墨書・刻書土器は未整理遺物から発見される可能性は高く、継続して整理を

行う必要がある。 (守岡)

(6)陶 磁 器

緑釉陶器 (第 21、 22表) 緑釉陶器は六所脇地区17点、宮の後地区53点 (う ちA区42点)、 不明

6点計76点 出土している。その大半が近江系であり、10世紀後半以降のものである。大舎原地区

では 9世紀後半から10世紀前半が多く、地区により使用時期が異なっている。緑釉陶器を使用し

た饗宴を行う施設が時期ごとに移動していると考えられる。しかし、六所脇地区や宮の後地区では、

その時期の建物を明らかにすることはできていない。山陰地域では鳥取市因幡国府跡72点、同市

岩吉Ⅳ遺跡53点、浜田市横路遺跡原井ヶ市地区31点、津和野町高田遺跡39点が知られている (榊

原2003)。 緑釉陶器の産地は生産時期と密接な関係がある。出雲国府跡では9世紀から10世紀前

半では猿投や京都系が、10世紀以降は近江系が多い。一方、石見地域では地理的要因もあるが防

長系が多い。緑釉陶器が平安京経由でもたらされたものか、それ以外もあったのかなど、緑釉陶器

から当時の流通経路や使用形態などの復元ができる可能性がある。

貿易陶磁 (第 21表) 出雲国府跡からは初期貿易陶磁をはじめ、11世紀後半以降の中国製白磁を

中心に貿易陶磁が出土している。調査面積が異なり直接比較できないが、大舎原地区、日岸田地区、

宮の後地区から白磁が千点強出上していることから、国衡衰退後も周辺には施設が存在しているこ

とは明らかである。出土密度は大舎原地区では 1∬あたり0.4点、 1点あたり2.4∬あったが、宮の

後地区の白磁の出土密度は 1∬あたり0。24点 (748点■約3,100∬ )、  1点あたり4.14だである。同

時期の陶器類を含めておらず、大舎原地区と比べ出土量が少ない数値となっている。しかし、貿易

陶磁の中心である中国製白磁では、小分類まで行うと種類が多く多様な器種が使用されていること

が判明し、大舎原地区と同様出雲国府跡の特徴となる (山本2007)。 また、青白磁や白磁合子、壷・

水注類もまとまっている。出雲国府跡出土遺物だけでは比較できず、意宇平野をはじめ周辺の遺跡

と出土量や種別の比較を行い、平安時代後期の遺跡の実態、しいては、国衛域衰退後の官人の活動

実態を解明する必要がある。 (守岡)

江

(1)

(2)

土錘の分類 (第 166図) 土錘A:大型で、円筒状を呈し、両端と中央の大さの差が小さいもの 上錘B:管状で、中

央が脹らむが両端との差は小さいもの 土錘C:管状を呈し、細身で、中央が脹らみ両端に面をもたないもの

八雲村教育委員会1996『青木ゆうゆう住まいづくり事業に伴う青木遺跡第 I調査区終了報告』

なお、『史跡出雲国府跡4』 27-4は、宝珠つまみをもち、つまみの外側に環状突帯をめぐらせる資料であるが、本報

告資料と比べ、焼成・胎上が異なるため、ここでは別系統のものとみなしている。

口縁部にかえりを有する蓋のうち、宝珠状・ボタン状つまみをもつ資料の口径の平均が9 8cm(n=8)で 、輪状つま

みをもつ資料の口径の平均が13 4cm(n=9)と なる。

定形硯について、昭和調査出土品と平成11年度以降調査出土品との接合を試みた。その結果、接合はできなかった。

なお、『史跡出雲国府跡 1』 62-202と 『史跡出雲国府跡 3』 54-1が接合した。

この他に、『史跡出雲国府跡 4』 90-1の ように、脚端部を玉縁状に肥厚させるものも出土している。

(4)
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(6)転用硯の点数は実測資料の点数で、未整理の資料は含まれていない。
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第3表 出雲国府跡遺物観察表

挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月J 器 種
口径
(9n)

酷
∽

器 高
(cm)

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

9-1 9 35号 土坑 土師器 杯 ユピオサエ 1～ 2 mm大 の砂粒を多く
良好 黄橙色

9-2 9 35号 土坑 土師器 一霊 28 ハ ケ 良好
外 :浅 黄橙色
～橙色
内 :橙 色

9-3 9 35号 土坑 土師器 一霊 不明 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄79・ 色

9-4 35号 土坑 上師器 一霊 不明 l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色

9-5 9 35号 土坑 土師器 高郷 17 1 アヽ ケ 1～ 3鰤大の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

9-6 9 35号 土坑 土師器 高跡 不明 1～ 2 tln大 の砂粒を含む 良好
外

内
灰白色
浅黄橙色

11-1 9 86号 土坑 土師器 高邦 ガ年
、タテ方向のミ

l mm以 下の砂粒を含む 良好 橙色

H-2 9 36号 土坑 土師器 高イ 73 74 ユピオサエ l mm以 下の砂粒を含む 良好 淡橙色

H-3 9 36号 土坑 土師器 高杯 不明 l mm以下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

H-4 9 36号 上坑 土師器 高郭 H0 不明 2 mm大 の砂粒を含む 良好
外 :灰 自色
内 :橙 色

1 62号溝 弥生土器 壷 ヵ嚢 ヵ 不明
2～ 3 mm大 の砂粒を多く

良好 灰白色

14-2 62号 溝 土師器 甕 ヘラケケズリ I～ 2 mm大 の砂粒を多 く
含む

良好 浅黄橙色

14- 3 62号 溝 土師器 皿 ヵ 回転ナデ、ナデ 密、自色細砂粒を僅かに
含む

良好
橙赤色～淡褐
色

内外面赤彩

14-4 62号 溝 土師器 皿 ヵ
不明、
り

(底)回転糸切
i mm以 下の砂粒を含む 良好 内 :浅黄橙色

内 :摩滅
外 :赤彩

62号 溝 須恵器 蓋 141 回転糸切り、回転ナ
密歩ゼ吝ふ

mmの自色砂粒
良好 橙灰色

14-6 62号 溝 須恵器 蓋 回転ナデ むヽ
密
含

自色細砂粒、砂粒を
良好 灰白色

14- 7 62号 溝 須恵器 蓋 回転削 り、回転ナデ 審ぁ 
、自色砂粒を多く

良好 明灰色

14-8 62号滞 須恵器 益 125 回転ナデ
やや密、細～ l mm程 度の
自色、砂粒を多く含む 良好 明灰色

10 62号 溝 須恵器 不 回転ナデ やや密、 2 mm以 下の自色
砂粒を多く含む

良好 灰白色

1コ ー10 10 62号 溝 須恵器 杯
回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

密、自色細砂粒、砂粒を
多く含む

良好 明灰色

H― 11 62号 溝 須恵器 杯 84 回転ナデ、 (底)回転
糸切 り

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰色

14-12 62号溝 須恵器 高不 回転ナデ
やや密,l mm以 下の砂粒、
自色砂粒をやや含む

良好
明灰色～灰 自

14-13 62号 溝 須恵器 衰
顕部ナデ、以下平行
叩き

4 mm大の砂粒を含む 良好
外
中

灰自色
灰色

H-14 10 62号 溝 須葱器 gEヵ 瓶ヵ 回転ナデ、ナデ やや密、 l mm以 下の砂粒
白色砂粒を多く含む 良好 明灰色

H-15 62号 溝 須恵器
圏脚円面
硯

ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰色

11-18 67号 溝 須恵器 イ蓋
頂部、回転ヘラケズ
リのちナデ

l mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色

14-10 67号 溝 須恵器 必 ナデ
l mm以 下の自色砂粒を含
む 良好 灰色

H-20 67号 溝 土師器 皿 l mm大 の砂粒を含む 良好
外 :燈色
内 :淡橙色

風化摩滅のため不
明

M-21 67号 溝 土師器 杯 64 不 明 密 良好
外 :灰 白色
内 :褐灰伍

14-22 67号 溝 土師器
不 (高 台
付)

72 ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

14-23 67号 溝 土師器
不 (高 台

不明 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

16-1 37号 土坑 上師器 皿 緻密 良好
削り落とし
浅黄橙色

風化剰落、内外両
赤彩

16-2 37号 上坑 須恵器 不 蓋ヵ ナデ 1～ 211m大の砂粒を含む 良好 灰色

16-3 38号 土坑 須恵器 皿 回転ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰色

16-4 38号 上坑 須恵器 皿 110 不明 1～ 2 mm大 の砂泣を含む 良好 灰白色

16-5 38号 土坑 須恵器 壺ヵ喪ヵ 平行叩き 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 青灰色

16-6 38号 土坑 須恵器 一蔓 03 下手は回転ヘラケズ
リ、他は回転ナデ

1～ 2 mm大の砂粒を含む やや不良 にぶい黄橙色

18- ピット6 須恵器 蓋 ナデ、回転ナデ やや密、細～ l mmの 自色
砂粒をやや含む

良好 灰白色 つまみ径 1 0cm

18-2 ピット6 須恵器 杯
回転ナデ、回転糸切
り

やや密、細～ l mmの 黒色
砂粒を多く含む

やや不良 灰白色

18-3 ピット6 須恵器 不 明 137 回転ナデ
やや密、白・黒色砂粒を
やや含む

良好 灰白色

18-4 ビット6 製塩土器 ナデ
やや lll、 細～ I nlnの 砂粒
を多く含む 良好 明橙色

18-5 ビ ッ 精塩土器 ナデ
やや粗、細～ 3 mmの 赤色
砂粒を多く含む

良好 橙褐色

18-6 ビット6 瓦 丸瓦 (幽)布 目圧痕
聟苔急

mm以 下の砂粒を多
暗灰色

還元炎によ りやや
軟質、凸凹両面表
面は焼良

18-7 ビット6 須恵器 杯 204 回転ナデ
やや密、 l mm程度の白色
砂粒を含む

良好 明灰色

18-8 ビット6 瓦 平瓦 (凹)布 目圧痕
やや密、自色細砂粒～ 2
mmの 砂粒をやや含む

灰自色
還元炎により土師
質、離れ砂あ り

18-9 ビット4 須恵器 蓋 回転ナデ やや組、細～ l amの 砂粒
を含む 良好 明灰色

18-10 ビット16 須恵器
イ (高 台
付)

回転ナデ、回転糸切
り

密、自色細砂粒、細～ 1

mmの 黒色砂粒を多 く含む
良好 明灰色
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11 10 ビット10 須恵器
蓋 (つ ま
み)

回転ナデ 密砂粒、自色細砂粒を全
体に含む

良好 橙灰色

18-12 10 ビット1 瓦 丸瓦 縄 目?(風化)
聟番評

m以下の砂粒を多 暗灰色～灰白
色

還元炎によ りやや
軟質

IS-13 10 ビット13 須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ
やや密、細～ 2 mmの 砂粒
を少 し含む 良好

明灰色～暗灰
色

18-1盟 ビット13 須恵器 坪 回転ナデ g苔
息

、黒色細砂粒を少 やや不良 灰自色

18-15 ピット12 須恵器 邪 134 回転ナデ 密、白色砂粒を多 く含む 良好 橙色

18-16 ビット12 土師器 喪 ナデ、ヨコナデ 避ぁ協母翌多髯吝き
mm程

良好 橙褐色

18-17 ビット18 上師器 必 237 ナ デ
やや密、細～ l mmの 白色
の砂雄を少し含む 良好 橙 色 赤色顔料塗布

18-18 ビット18 須恵器 郭 回転ナデ 建建多く響3 1mm白
色砂

良好 暗灰色

18-10 ビット18 須恵器 不
回転ナデ、回転糸切
り 建建多く響き

l mln白色砂
良好

明灰色～暗灰
色

18-20 11) ビット18 瓦 平瓦 凸、削 り あ建響歩3響愁下の黒色良 好
暗灰色～淡白
色

還元炎によりやや
軟質

18-21 ビット73 須恵器 蓋 頂部、回転ヘラケズ
リ 3 mm大のレキ含む 良好 灰色

18-22 ビ ット72 須恵器 蓋 回転ナデ 2 mm角 大の砂粒含む 良好 灰自色

18-23 ビット72 須恵器 皿 不 明 l mm以 下の砂粒を含む やや不良 灰白色

18-24 ビット72 上師器 杯 微密 良好
内 :漆

外 :赤 色塗彩
漆付着

18-25 ピット48 須恵器 築 不明 l mm以下の砂燈を含む 良好
外 :青 黒色
内 :灰 負 波状文

18-26 ピット3 須恵器 不 ナデ
2× 4 mm角の白色レキ含
む 良好 灰色

18-27 ピット40 須恵器 不 不明 I mm以 下の砂粒を含む やや不良 黒色

13-28 ビット07 須恵器 長頸壷 不明 l mm以 下の砂粒を含む 良好

プ一り
　
色

オ
　
灰

‥
色
‥

外
黒
内

18-20 ビット5 須恵器 郷 ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰 色

IS-3() 11 ビット80 須恵器 必 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好
外 :黒色
内 :灰 白色

18-31 ビット 須恵器 甕 零碧品三おτ労竿巽 1～ 2 mm大の砂粒を含む やや不良 灰 色

18-32 ピット47 土師器 柱状高台 不 明 l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

18-33 ピット28 土師器 不明、(底)回転糸切
り 微密 良好 灰自色

18-34 ピ ッ 卜12 上師器 杯 61 不 明 I mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-1 道路遺構
(盛 り上中)

上師器 皿 20 24 ナデ 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-2 道路遺構
(盛 り上中)

上師器
不 (高 台
付)

62 ナデ 2～ 3 mm大の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-3 11 2号溝周辺 瓦 軒丸瓦 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 黒 色

2()-4 2号溝周辺 上師器 不 81 18 回転ナデ、 (底)回転
糸切 り 密 良好 浅黄橙色

20-5 11 2号溝周辺 土師器 不 4
ナデ、(底)回転糸切
り l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-6 11 2号溝周辺 土師器 皿 22
一アナ

リ
(底)回転糸切

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色

20-7 12 2号溝周辺 土師器 第
ナデ、(底)回転糸切
り 密 良好 浅黄橙色

20-8 12 2号溝周辺 土師器 不
ナデ、(底)回転糸切
り I mm以 下の砂粒を含む 良好

外 :褐灰色
内 :灰 白負

2()-9 12 2号溝周辺 上師器
イ (柱 状
高台)

ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好
外
内

黄橙色
浅黄橙色 油煙付着

20-10 11 2号 溝周辺 上師 器
必 (柱状
高台)

51 不明 l mm人 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-H 2号溝周辺 二師器
郭 (柱 状
高台)

(底 )回転糸切 り l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色

2()-12 12 2号溝周辺 土師器
郷ヵ (柱

状高台)

ナデ、(底)回転糸切
り 1～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-13 2号溝周辺 須恵器 鉢 2～ 3m肌大の砂粒を含む 良好 褐灰色 東播系

20-11 12 2号満周辺 白磁 碗 灰白色 広東系

20-15 12 2号溝周辺 白磁 碗 密 良好 灰白色 広東系

20-16 12 2号溝周辺 自 磁 碗 密 良好 灰自色 広東系

20-17 12 2号溝周辺 白磁 皿 1 52 黒色微砂混ざる 良好 灰白色 Ⅵ類

20-18 1 2号溝周辺 須恵器
杯 (高 台
付)

84 ナデ、(底)回転糸切
り l～ 2 mm大の砂粒を含む 良夕子 灰色

20-10 1 2号満周辺 上師器 芥 ナデ、(底)回転糸切
り I mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-20 2号 溝周辺 土師器 杯 ナデ、(底)回転糸切
り i mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-21 2号溝周辺 土師器 外 81 37 21 ナデ、(底)回転糸切
り l mm以 下の砂粒を含む 良 好 浅黄燈色

20-22 2号滞周辺 と師器 不 87 37 不明、
り

(底)回転糸切
良好 浅黄橙色

20-23 2号溝周辺 ■師器 麻 不明、(底)回転糸切
り l mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

2()-24 2号溝周辺 上師器 杯 24 不明、
り

(底)回転糸切
l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-25 12 2号溝周辺 上師器 第 (柱 状
不明 4× 7 mm以上のレキ含む 良好 褐灰色
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20-26 69号溝 土師器 杯
19

-11

ナデヵ、(底)回転糸
切り

l mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

20-27 69号溝 土師器 杯
ナデ、(底)回転糸切
り 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰白色

20-28 12 69号溝 土師器 杯 ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良 好 浅黄橙色

20-29 12 69号溝 土師器 杯 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰白色

20-30 60号溝 土師器 郭
ナデ、(底)回転糸切
り 良好 灰白色

20-31 69号満 土師器
皿 (高 台
付)

ナデ、(底)回転糸切
り

l mm大 の砂泣を含む 良好 浅黄橙色

20-32 69号溝 白磁 II l 浅黄色 Ⅱ類

20-33 12 60号溝 白磁 碗 灰自色 Ⅱ類

22-1 10号 井戸 弥生土器 甕 ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好
外 :灰 褐色
内 :浅 黄橙色

22-2 10号井戸 土師器 杯 不明 密 良好 浅黄橙色
内外面、赤色顔料
塗布。風化摩滅

22-3 10号井戸 須恵器 蓋
頂部糸切 り、肩部回
転ヘラケズ リ、回転 I mm以 下の砂粒を含む 良好 褐灰色

22-4 10号 井戸 須恵器 蓋 回転ナデ 5 mm角 のレキ混ざる 良好 灸i盟得獲色

22-5 10号 井戸 須恵器 蓋 回転ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰色

22-6 13 10号井戸 須恵器 杯 (身) 回転ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好
外 :黒色
内 :灰 色

22-7 10号井戸 須恵器 皿 (底)回転糸切 り やや不良 灰自色

22-8 10号 井戸 土師器 皿 77 37 14 不明 2 mm大の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-9 10号井戸 土師器 II I 76 2_2 ナデ 3 mm大の砂粒を含む 良好 灰白色

22-1() 10号井戸 土師器 杯 回転ナデ 織 密 良好 浅黄橙色

22-H 10号井戸 土師器
IIllヵ 杯ヵ
(牲 状高台‖

ナデ、底部回転糸切
り

l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-12 10号 井戸 土師器
皿ヵ必ヵ
(柱状高台)

(底)回転糸切 り l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰自色

22-13 10号井戸 土師器
II lカ イカ
(柱状高台|

l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-14 10号 井戸 土師器
皿ヵ杯 ヵ
(桂状高台)

ナデ、(底)回転糸切
り l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-16 10号 井戸 土師器
皿ヵ杯 ヵ
(柱状高台)

ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 黄橙色

22-16 10号 井戸 土師器
II l(柱 状
高台)

ナデ、回転糸切り l mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-17 10号井戸 土師器
皿 (柱 状
高台)

不明 l mm以 下の砂粒を含む 良好 橙色

22-18 10号井戸 自磁 all 黒色微砂含む 良好 灰自色 橿建省系

22-19 10号井戸 自磁 El 密 灰白色 Ⅳ類

22-20 10号 井戸 自磁 不明 密 良好 灰自色 内面に白堆線

22-2, 13 10号 井戸 製塩土器 ナデ、オサエ 密 良好 浅黄橙色

22-22 H号井戸 土師器 皿 70 不明 2 mm大の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-23 H号井戸 土師器 皿
ナデ、(底)回転糸切
り 密 良好 褐灰色 灯明皿ヵ

22-24 H号井戸 土師器 然 不明 密 良奸
外 :浅黄橙色
内 :灰自色

22-25 H号井戸 土師器 捧 ナデ 密 良好 浅黄橙色

22-26 H号井戸 土師器 不 74 不明 2 nln大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

22-27 H号井戸 土師器
皿ヵ不ヵ
(柱状高台|

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰自色

22-28 ‖号井戸 土師器
皿ヵ杯ヵ
(柱状高台!

不明 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 褐灰色

22-29 ‖号井戸 白磁 碗 玉縁日縁 黒色微砂含む 良好 灰自色 Ⅱ類

22-31) H号井戸 白磁 碗 黒色微砂含む 良好 灰白色 Ⅳ類

22-31 13 39号土坑 土師器 イ i nm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色

24-1 12号 井戸 土師器 皿 2 1 回転ナデ、(底)回転
緻 密 良好 浅黄橙色

24-2 12号 井戸 土師器 皿 19 回転ナデ、(底)回転
糸切り 緻 密 良好 浅黄橙色

24-3 12号 井戸 土師器 皿 回転ナデ 級 密 良好 浅黄橙色

24-4 14 12号 井戸 土師器 皿
回転ナデ、後ナデ、
回転糸切 り

密、砂粒をやや含む 良好 浅黄橙色

24-5 12号 井戸 土師器 皿
回転ナデ、 (底)回転
糸切 り

inm以 下の砂粒をわずか
に含む 良好 浅黄橙色

24-6 12号 井戸 土師器 皿
回転ナデ、(底)回転
糸切 り 窪 良好 浅黄橙色

24-7 12号 井戸 土師器 皿
回転ナデ、(底)回転
糸切り 密 良好 灰白色

24-8 12号井戸 土師器 皿 43 ナデ、(底)回転糸切
り

l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

2判 -9 12号井戸 土師器 皿 83 尾舒き
=糸

窃τ
ヽ

2 mm大の砂粒を含む 良好 にぶい橙色

2コ ー10 12号 井戸 土師器 皿
回転ナデ、後ナデ、
回転糸切 り 密、砂粒をわずかに含む 良好 にぶい黄橙色

-218-



挿図番号 写真図版 出土這構名 種 別 器 種 略
ω

底経
(m)

器高
(卿 )

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

24-H 12号 井戸 土師器 皿 9 1 回転ナデ、後ナデ、
回転糸切 り 密、白色砂粒をやや含む 良好 浅黄橙色

24-12 12号 井戸 土師器 皿 回転ナデ 織 密 良好 浅黄橙色

24-13 12号 井戸 土師器 不
回転ナデ、後ナデ、
回転糸切り 密、自色砂粒をやや含む 良好 浅黄橙色

24-14 12号 井戸 土師器 不 34 累窃方
デ、(底)回転

密 良好 浅黄橙色

24-15 12号 井戸 土師器 杯 150 ナヽ
デ
転

ナ
回

後

ヽ

デ
切

ナ
糸

転
転

回
回
デ

密、砂粒をわずかに含む 良好 浅黄橙色

24-16 12号 井戸 土師器 第
回転ナデ、後ナデ、
回 転糸切 り

密、 2 mm以 下の砂粒を含
む 良好 浅黄橙色

2コ ー17 12号 井戸 土師器 杯 135 回転ナデ 緻 密 良 好 灰白色

24-18 12号 井戸 土師器 必
回転ナデ、(底)回転
糸切り 緻 密 良好 浅黄橙色

24-19 12号 井戸 土師器 鉢 回転ナデ、後ナデ、
回転糸切り 密、自色砂粒を含む 良好 褐灰色

24-20 12号 井戸 土師器 不
回転ナデ、後ナデ、
回転糸切り

密、自色砂粒をわずかに
含む

良好 浅黄橙色

24-21 12号 井戸 土師器 不
回転ナデ、後ナデ、
回転糸切り

密、橙色砂粒をわずかに
含む 良好 浅黄橙色

24-22 14 12号 井戸 土師器
杯 (高 台
付)

ナデ 緻 密 良好 浅黄橙色

24-23 12号 井戸 土師器
イ
付

(高 台
ナ デ 徹 密 良好 浅黄橙色

24-24 12号井戸 土師器
皿 (高 台
付)

102 ナ デ l IIm以下の砂粒を含む 良好 灰白色

24-25 12号井戸 土師器
杯 (柱状
高台)

ナデ、(底)回転糸切
り 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

24-26 12号井戸 土師器
皿 (高 台
付)

ナデ、(底)回転糸切
り 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 にぶい黄橙色

24-27 15 12号 井戸 土師器
皿 (高台
付)

回転ナデ、 (底)回転
糸切 り 緻 密 長好 浅黄橙色

24-28 12号 井戸 土師器
m(高台
付)

回転ナデ、 (底)回転
糸切り 緻 密 良好 浅黄橙色

24-29 12号 井戸 土師器
皿 (高 台
付)

ナデ、(底)回転糸切
り l mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

24-30 15 12号井戸 土師器
皿 (柱状
高台付)

回転糸切 り
蕩建密合ふ

mm程度の赤色
良好 浅黄橙色

24-31 12号 井戸 土師器
皿 (柱 状
高台付)

ナデ、回転糸切り 密、砂粒を全体に含む 良好 浅黄橙色

24-32 12号 井戸 土師器
皿 (柱状
高台付)

74 不明、
り

(底)回転糸切
l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色 煤付着

24-33 12号 井戸 土師器
皿 (柱状
高台)

ナデ、(底)回転糸切
り 緻 密 良好 浅黄橙色

24-34 12号 井戸 上師器 鍋 ハケ後ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好 明褐色

4-35 12号 井戸
釉
器

黄
陶 盤 ヨコ、ナデ 密 良好 淡黄色 中国陶器 B群

24-36 12号井戸 白磁 碗 密 良好 灰白色 V～VI類

24-37 12号 井戸 自磁 碗 黒色小砂粒含む V-2類

24-38 12号 井戸 自磁 碗 緻 密 良好 灰白色 V類

26-1 17 N127E80 弥生土器
壷 ヵ 不明 2～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好 外 :浅黄橙色

内 :灰 白～黒 星曇部内面に貼付

26-2 17 N HOE55 土師器 高杯 ヘラミガキ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 橙 色

26-3 17 N125E70 土師器 蓋 142 (頂部)回転ヘラケズ
リのちナデ

4 1nm大 のレキ含む 良好 浅黄橙色 赤色塗彩

26-コ NH0850 土師器 皿 (156) 不 明 l mm以下の砂粒を含む 良好
外 :黄橙色
内 :

赤色顔料塗布

26-5 17 N125E75 土師器 皿 不 明 l mm以下の砂粒を含む 良好 灰白色 赤色顔料盗布

26-6 17 トレンチ48 土師器 皿 ナ デ
密

む
白色細砂粒を少 し含

良好
橙赤色～橙褐
色

赤色顔料塗布

26-7 17 N125E75 土師器 甕
外 :ハケ
内 :頭部以下ヘラケ
ズリ

1～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好
外 :橙色
内 :にぶい橙色

26-8 17 N HOE50 土師器 臨 不 明 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色 内面披熱

26-9 17 N109E40 製塩土器 ユピオサエ 密 良好 浅黄橙色

26-10 17
N HO～ 105
E49 製塩土器 不明 微 密 良好 黄橙色

20-H N120E70 製塩土器 ユピオサエ I mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

27-12 NHOε 50 須恵器 蓋 17J (頂部)回転ヘラケズ
リ、以下回転ナデ

1～ 2剛大の砂粒を含む 良好 暗青灰色

27-13 17 NH0848 須恵器 蓋
回転ナデ、頂部回転
ヘラケズリ 審も

l mm程の砂粒を少し
良好 灰 色 つまみ径2 4mm

27-14 N‖ O E 55 須意器 蓋 煩部、回転ヘラケズ
リ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰白色 つまみ径2 8mm

27-15 NHOE45 須恵器 喬 140 回転ナデ、ナデ 密、自色砂粒を多 く含む 良好 明灰色

27-16 N100E45 須恵器 蓋 124 回転糸切 り、回転削
り、回転ナデ

やや粗 l mm以 下の自・黒
色砂燈を多く含む 良好 明灰色

27-17 N HOE45 須恵器 蓋 回転ナデ、後ナデ 明灰色 良好 明灰色

27-18 N125E70 須恵器 蓋 不 明 l mm以 下の砂粒を含む やや不良 外 ;灰色
内 :灰 白色

27-19 NHOE38 須恵器 杯
回転ナデ、回転糸切
り

密、自・黒色細砂粒をや
や含む 良好

灰 白色 ～明灰
薇

27-20 17 NHOE40 須恵器 不 ヵ鉢ヵ 回転ナデ 密、 l mm程 の砂粒をわず
かに含Jj・

良好 灰色 漆付着
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27-21 17 N110E45 須恵器 不 84 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良奸
外 :暗灰色
内 !灰 色

漆付着

27-22 17 N130E75 須恵器 皿 154 130 25 ナ デ
2～ 3 mm大 の自色砂粒を
含む

良好 灰 色

27-23 17 N110B43 須恵器 皿 51 2 1
回転ナデ、回転糸切
り

やや密、 2 mm以 下の自色
砂粒を多く含む

良好 明灰色

27-24 17 N‖ O E 45 須恵器 灯明皿 78 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰 色

27-25 17 ビット3 須恵器 皿 回転ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色

27-26 17 トレンチ48 須恵器
皿 (高 台
付)

129 回転ナデ、回転糸切
り

糧、 2 mm以 下の砂粒、自
負砂粒を多 く合む 良好 灰白色

27-27 17 N104E45 須恵器 高ネ 回転ナデ 密、 2 mm以 下の砂粒を多
く含む

良好
外 :灰 色
内 :灰 色

27-28 17 N105E38 須恵器 高杯 110 回転ナデ
密、 2 mm以 下の砂粒を多
く含む

良好 灰 色

27-29 17 N105E38 須恵器 高杯
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

やや密、l mm以 下のV1/粒 、
白色砂粒を多く含む

良好 暗灰色

27-30 17 N‖ O E 40 須恵器
壺 (突帯
付)

回転ナデ
やや密、自、黒色細砂粒
を多く3 mmの 砂粒をわず
かに含む

良好 明灰色

27-31 17 N‖ O E 40 須恵器 甕
回転ナデ
(後指圧調整)

密、 l mm以下の黒色砂粒
を多く、自色細砂粒

良好
暗灰色～明灰
色

27-32 17 須恵器 甕 回転ナデ 、叩 き
密、 l mm以下の白、黒色
砂粒を多く含む

良好 明灰色

27-33 17 トレンチ48 須恵器 甕 回転ヘラケズリ
やや密、白、黒色細砂粒
を多く含む 良好 明灰色

27-34 17
N110-105
E50-55 須恵器 喪 10 1 叩き、ナデ

やや密、l mm以 下の砂粒、
自色砂粒、黒色細砂粒を
やや多く含む

良好 明灰色

27-35 17 N106E50 須恵器 壷 ヵ甕 ナデ、平行叩き l mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色

27-36 17 N‖ O E 50 須恵器 簑 ヵ壷 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色 内面に被灰

27-37 17 N105E40 須恵器 壺 力甕 回転ナデ 密、 l mm程 の砂粒を少し
含む

良好
外 :灰 色
内 :灰 白色

27-38 17
N106～ H0
E43～ 49 須恵器 鉢 ナデ?

密
む

白色細砂粒を少 し含
良好 灰白色 内面に被灰

27-39 17 N125E70 須恵器 鉢 174 86 6 25 回転ナデ、 回転ヘ ラ
ケズリ l mm以 下の砂粒を含む 良 好 灰 色

27-40 17 N‖ O E 50 須恵器 鉢 ナデ I mm大 の砂粒を含む 良好
外 :灰 色
内 :灰 白色

27-41 17 トレンチ48 須恵器
瓶
部

頸
頸

長
ぐ 回転ナデ

やや密、l mm以 下の砂粒、
白色砂粒を多く含む

良好 灰褐色

27-42 17 トレンチ48 須恵器 143 回転ナデ 密、自色砂粒を多く含む 良 好 暗灰色

27-48 17 N105E30 須恵器 嚢 ヵ 粗いナデ 密、 l mm程度の砂粒をわ
ずかに合む 良好 灰色

28-44 17 N105B47 上師器 イ 148 62 41 ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-コ 5 18 N HOE48 土師器 不 56 ナデ、(底)回転糸切
り 級 密 良好 灰自色

28-46 17 N105E45 土師器 然 ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-47 17 N HOE判 7 土師器 郭 148 ナデ 緻密 良好 灰色色

28-48 17 N100E50 土師器 郷 不明 l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-40 17 N105E45 土師器 152 ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好 にぶい橙色

28-50 17 N105E40 土師器 芥 174 不明 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-51 17 N109E50 土師器 不 157 不 明 l mm以下の砂粒を含む 良好 灰白色

28-52 NHOE45 土師器 不
ナデヵ?、 (底)回転
糸切り

l mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄燈色

28-53 N HOE50 土師器 56 不明、
り

(底)回転糸切
l mm大 の砂粒を含む 良好 灰白色

28-54 N101E46 土師器 必
ナデ、(底)回転糸切
り l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色 煤付着

28-55 18
NHOE38
～40

土師器 杯
不明、(底)回転糸切
り

l lul大の砂粒を含む 良好
外
内

橙色
浅黄栓色

28-56 N110E45 土師器 皿 45 21 ナデ、
り

(底)回転糸切 lnm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-57 N105850 土師器 皿
ナデ、
り

(底)回転糸切 4× 5 mm角 のレキ含む 良 好 掲灰色

28-58 NHOB46 上師器 皿 21 回転ナデ、(底)回転
糸切 り

l mm以下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-59 N l10E47 土師器 皿 27 回転ナデ、(底)回転
糸切り

l mm以下の砂粒を含む 良 好 黒褐色

28-60 18
N106～ H0
E43～ 49 土師器 皿 18 ナデ、

り
(底)回転糸切

l mm以下の砂粒を含む 良好
外 :浅 黄橙色
内 :煤付着

煤付着

28-61 N100E50 上師器 皿
不明、
り

(底)回転糸切
l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰自色

28-62 18 NWOE38 土師器 皿 86
30×
4コ

20 ナデ、回転糸切り l mm以下の砂粒を含む 良 好 明褐灰色

28-63 18 N108E41 土師器 皿 82 19 l mm以下の砂粒を含む 良好 浅黄捨色

28-64 N107E47 土師器 皿 88 44 17 ナデ、(底)回転糸切
り l mm以下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-65 18 N109E44 土師器 皿 84 19 ナデ、(底)回転糸切
り l mm以下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-66 N107E43 土師器
郷 (高 台
付)

50 ナデ、(底)回転糸切
り l mm以下の砂粒を含む 良好 淡橙色

28-67 N‖ O E 45 土師器
皿 (高 台
イ寸)

87 回転ナデ、回転糸切
り 密、自色砂粒を少 し含む 良 好 明褐灰色

28-68 N104E40 土師器
皿 (高 台
付)

不明 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄燈色
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23-60 N H5E75 土師器
皿 (高 台
付)

51 下明 l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色

28-70 NHOE38
～40 土師器

皿 (高 台
付)

Hl ナデヵ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好
浅黄橙色～橙
色

28-71 N■ O E 45 土師器
皿 (高 台
付)

82 ナデヵ 1～ 2 nm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-72 N HOE40 ■師器 皿 (高 台
付)

74 ナデ 1～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好 灰白色

28-73 N106～ H0
E13～ 19 土師器

皿 (高 台
付)

81 不明 I～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-74 10 N HOE15 土師器
皿 (高 台
付)

71 ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良 好 浅黄橙色

28-75 19 N105E46 上師器
不 (高 台
付)

73 ナデ、(底)回転糸切
り I mm大 の砂粒を含む 灰白色

28-76 N105 E Ч0 土師器 不 (高 台
付)

70 ナデ、(底)回転糸切
り I mm大 の砂粒を含む 良好 灰白色

28-77 N105E40 主師器
皿 (高 台
付)

82 不明、
り

(底)回転糸切
I mm大 の砂粒を含む 良ダF 浅黄絶色

28-78 N105E38 土師器
皿 (高 台
付)

不明、(底)回転糸切
り l Jlm以 下の砂粒を含む 良好 灰自色

28-70 N105E45 土師器
皿
付

(高 台
1 1 22 不明 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良攻子 橙色

28-80 N105E40 土師器
皿 (高 台
付)

(底)回転糸切 り l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-81 N‖ O E 45 土師器
皿 (高 台
イヽ「)

16 ナデ、(底)回転糸切
り 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-82 N104E50 土師器
皿 (高 台
付)

ナデ、(底)回転糸切
り l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰白色

28-83 N HOE15 土師器
皿 (高 台 ナデ、(底)回転糸切

り l mm以 下の砂粒を含む 良好 浅黄橙色

28-84 N109E14 上師器
皿 (高 台
付)

78 54 10 ナデ、
り

(底)回転糸切 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄構色

28-85 N100E45 上師器
皿 (高 台
付)

ナデ l mn以 下の砂粒を含む 良 好 浅黄橙色

28-86 N105E45 土師器
皿 (高 台
付)

80 50 ナデ、(底)回転糸切
り l mm人 の砂粒を含む 良好 灰白色

28-87 N WOB46 土師器
皿 (高 台
付)

77 ナデ、
り

(底)回転糸切
1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 燈色

28-88 N105E38 土師器
皿 (高 台
付)

ナデ l mm以 下の砂粒を含む 罠好 灰白色

28-80 N104E45
～46 土師器 皿 70 14 ナギ l mm以 下の砂泣を含む 良好 褐灰色

28-00 N104E40 土師器 鍋 21 1 きき2 mm大 の砂粒を多く
良好

外 :煤付着
内 :黒 褐但 煤付病

28-01 N105E40 中世須恵
器

甕 格子状、叩き I～ 2 mm大 の砂粒を含む 灰色

28-92 N110E40 瓦質上器 鉢 ナデ、ユビオサエ 織 密 良,T 灰 色

28-98 10 NHOE40 瓦質土器 鉢 ナデ、ユピオサェ 徹 密 良好 黒 色

29-91 N105E48 灰釉陶器
碗 ヵ ナデ 密 良好 灰自色 内面施釉

20-95 N HOE50 灰釉陶器
碗 力皿 軍多

、(底)糸切り後
密 良好 灰白色 内面施釉

29-06 N105E38 益器系陶
器 鉢 検方向のケズリ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む やや不良 にぶい黄橙

20-97 NWOE40 中国陶器 士霊 21 4 回転ナデ
夢奮彗b自

、黒色砂粒を
良好

外 :褐 灰
内 :にぷい赤褐

Xロ ーO類

29-98 N HOE40 自 磁 碗
むヽ

密
台

白、黒細砂粒を少し
良好 灰白色 Π類

29-99 N‖ O E 45 自磁 碗 密、黒色砂粒を多 く含む 良好 黄灰色 回芙質

29-1(,0 N‖ O E 38 白磁 碗 密 良好 灰白色 Ⅲ類

29-101 N100E45 白磁 碗 玉縁日縁 密 良好 灰白色 Ⅳ 類

29-102 N109E47 白磁 碗 密 良好 灰白色 Ⅳ類

20-103 N100B45 白磁 碗 密 良好 灰自色 Ⅳ類

29-104 N105E45 白磁 碗 τ 良好 灰白色 V類

20-105 N107E47 白磁 碗 密、黒色砂粒を多く含む 良好
灰白色 破面
淡白色

V類

20-11)6 20 NHOE45 自磁 皿 62 密 良好 灰白色 Ⅷ 類

29-107 N104E45 白磁 碗 黒色微砂含む 良好 灰白色 V類

20-1()8 N108E42 白磁 碗
密
む

黒色細砂粒を少し台
良好 灰自色 V類

29-100 N105E47 白 睦 院 密 良好 灰白色 Wm類

29-H0 N HOE16 白磁 碗 密、砂粒を僅かに含む 良好 灰自色 Ⅷ 類

29-HI N WOE45 自磁 皿 密 良好 灰白色 Ⅱ類

29-‖ 2 N105E40 白磁 皿 黒色微砂含む 良夕F 灰白色 巨ヵ皿類

20-H3 N106E46 自磁 皿 緻密、細砂粒を健かに含
む 良好 灰白色 X Il類

29-I14 N105E40 白磁 皿 密 良好 灰白色 Ⅵ-2類

29-H5 N106E16 自磁 皿 密苔悉
色細砂粒をわずか

良好 灰白色 Ⅵ 類

2,一 H6 N107E45 白磁 皿 g苔
息

、黒色細砂粒を少
良好 淡黄色 Ⅵ類

29-‖ 7 N105E40 日 磁 nl 密 良好 灰白色 Ⅵ類
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挿図番号 写真図版 出上遠構名 種 月」 器 種
口 径

(cm)

底径
ton)

器高
(蜘)

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

20-H8 N107E43 白磁 皿
密、黒色細砂粒を少し含
む

良好 灰白色 Ⅵ類

20-H9 N103E44 自磁 皿 19
密
む

黒色砂粒を僅かに含
良好 淡黄色 Ⅶ類

29-120 N HOE50 青自磁 皿 内面に施文 密、砂粒を少し含む 良好 明緑灰色

29-121 N HOE40 自磁 皿 60 密、黒色砂粒を少し含む 良好 灰自色 Ⅳ類

29-122 N105E40 白磁 小碗 11 1 密、黒色砂粒をやや含む 良好 浅黄色 福建省系

29-123 N‖ O E 55 白磁 壺ヵ水注
密

む
黒色細砂粒を多く含

良好 灰白色

20-124 N105E43 自磁 合子蓋 良好 灰白色 広東系

29-125 N105E40 白磁
小壷 (合
子)蓄 緻 密 良好 灰白色 広東系

29-126 N108E43 白磁 小童 密、黒色砂粒を少し含む 農好
灰自 底辺部
破面 淡白色

29-127 自磁 重
密、黒色・ 自色細砂粒を
やや含む

良好 灰白色

29-128 N105E40 青白磁 〓霊 外面に施文 密 良好 灰白色 外面に文様

29-129 N HO～ 105
E50～ 55 青自磁 碗 密 良 好 灰自色

29-13() NHOE56 青磁 碗 密 良好
鈍い光沢、オ
リープ灰 越州窯系

29-131 NHOE60 青磁 碗 密、細砂粒 を多く含む 良好
釉 オリープ
黄色

同安窯系Ⅲ類

20-132 N105E40 青磁 碗 緻 密 良好 明オリープ灰 I類

29-133 NHOB40 青磁 小盤 黒色微砂含む 良好 オリープ灰

20-134 N HOE50 自磁 碗 密 良好 灰白色 H類

29-135 N105E40 白磁 皿 密 良好 オリープ黄 Ⅱ類

20-136 N120E75 協釉 (天

目)
碗

緻密、黒色細砂粒を僅か
に含む

良好 暗赤褐色 中国

20-137 N105E45 掲釉 耳壷 良好 灰白色 中国陶器 C群Ⅲ類

20-138 N107E45 中国陶器 壷 良好 淡黄色 B群

29-139 N H5E70 白磁 壷 回転ケズ リ 密、砂粒を少し含む 良好
外 :灰 自色
内 :橙 色

広東系

29-110 N105E40 中国陶器 鉢 130 回転ナデ、ナデ 灰色 中国陶器 Btt I類

29-141 N109E44 中国陶器 鉢 ナデ、回転ナデ 粗、 2 mm以 下の砂粒を非
常に多く含む

良好 灰褐色 中国陶器 Btt I類

29-142 N115E40 黄釉陶器 盤 良好 淡黄色
中国陶器 B群 1

1類

20-143 N105E40 黄釉陶器 盤 良好 オリープ黄 中国陶器 B群

29-144 N l10E41) 黄釉陶器 盤 良好 淡黄色

29-H5 21 N106E46 黄釉陶器 盤 無釉 良好 淡黄色

3(,-116 N■OE 45 瓦 軒平瓦 (凸)斜格子叩き 1～ 2 mm大の砂粒を含む やや不良 浅黄橙色 土師質

30-H7 N106-110
E43～ 49 瓦 平瓦 (凸)縄 目WΠ さ

やや組、 3 mmの 砂粒～細
砂粒を多 く含む

良好 浅黄橙色 土師質

30-H8 21 NHOE10 瓦 平煩 (凸)縄 目叩と
1～ 2 mm大 の砂粒を多く
含む

良好 明橙色 土師質

30-H9 21 N■ O E40 瓦 平瓦 (凸)縄 目叩と
建夢聟苔ふ

mm以 下の砂粒
良好 灰色 須恵質

30-150 N■ O B 45 瓦 平瓦 (凸)縄 目叩さ
やや密、 3 mm以 下の砂粒
を多く含む

良好 灰色 須恵質

30-151 21
NHOE38
～10 瓦 平瓦 (凸)縄 目叩さ

1～ 2 mm大の砂粒を多く
含む

良好 灰黄色 軟 質

30-152 21 N105Eコ0 瓦 平瓦
(凸)縄 目叩と、ユピ
オサエ 1～ 2 nm大の砂粒を含む 良夕子 灰白色 軟質

30-153 21 西調査区 瓦 平瓦 (凸)格子叩道
やや密、2 mm以下の砂粒、
自色細砂粒を多く含む

良好 灰色 賓恵質

30-154 21 N HOE45 瓦 平瓦 (凸)格子叩さ
やや密、 2 mm以 下の砂粒
を多く含む

良好 灰白色 賓恵質

30-155 21
N106～ H0
E43～ 49 瓦 平瓦 格子叩さ 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 黒色 軟質

30-156 21 N HOB40 瓦 平瓦 (凸)格子叩き 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 灰白色 軟質

30-157 21
N106～ ■0

E43-49 瓦 平瓦 (凸)斜格子叩き l～ 2中m大 の砂粒を含む 良好 灰色 軟質

30-158 21 N105E45 預 平瓦 (凸)叩き
3 mm以下の砂粒を多 く含
す|

良好 灰色 察恵質

31-150 21 N105E40 瓦 平瓦 (凸)平行叩こ l mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色 軟 質

31-160 21 N105E45 瓦 平瓦 (凸)平行叩き 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 暗灰色 軟賢

31-161 21 NHOε 40 瓦 丸瓦 (凸)ナ デ やや密、 2 mm以 下の砂粒
良好 浅黄橙色 土師質

31-162 21 N109E47 瓦 丸瓦 (凸)ナデ 2 mm大の砂粒を含む 良好 浅黄橙色 土師質

31-163 N110Eコ 5 瓦 丸瓦
(凸)ハ ケロ(表 面摩
耗)

やや粗、 4 mm以下の砂粒
を多 く含む

良好 浅黄橙色 土師質

31-16コ NHOE46 瓦 丸瓦 (凸)ナデ 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 浅黄燈色 土師質

31-165 N105E45 瓦 丸瓦 (凸)ナデ やや粗、 2 mm以 下の砂粒
を多 く含む

良好 橙色 土師質

31-166 N109E48 瓦 丸瓦
凸、縦にケズリ後、 やや粗、 2 mm以 下の砂粒

良好 灰色 須恵質
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耳図番号 写真図版 出土遺構名 種 月J 器 種
口径
(cm) 離

ω
縞
ω

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

31-167 N105E60 瓦
丸貞 (玉 凸、ナデ やや粗、 l mm以 下の砂粒

を多 く含む
良好 灰白色 須恵質

31-168 2, N105E4? 瓦
丸瓦 (玉
縁)

凸、ナデ やや密、 l mm以 下の砂粒
を少し含む

罠好 にぷい黄橙色 上師質

31-160 N109E51 瓦
丸瓦 (玉
縁)

凸、ナデ やや密、l mm以 下の自色・
良好 灰色 須恵質

第 4表 出雲国府跡堂田地区木製品観察表

挿図番号 写真図版 出土遺構 器 種 樹 種 長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 み (crn) 備  考

25-39 12号 井戸 箸状 ヒノキ属 04～ 06

25-40 12号 井戸 箸 状 スギ 266 04～ 07 04

25-41 12号 井戸 箸 状 スギ 先端焦げている

25-42 12号 井戸 曲物 ス ギ 51以上 22以 上 04 ケビキあり

25-43 12号 井戸 不 明 クワ属 (2 5) 04～ 05 内外面に漆塗布

25-44 12号 井戸 曲物 スギ (25)以上 (4 3) 内外面に漆塗布

25-45 12号 井戸 曲物 スギ 0 45

25-46 12号 井戸 山物 スギ 5_2以 上

25-47 12号 井戸 曲物 スギ 07

25-48 12号 井戸 不 明 スギ 175 27以上

25-49 12号井戸 不 明 スギ 28.6 05～ 03

25-50 12号井戸 不 明 樹皮

25-51 12号井戸 不 明 ス ギ 107以 上

25-52 12号井戸 不 明 広葉樹 日径 84 底径 65～ 7 0mm 器高 065～ 7 0mm

25-53 12号井戸 不 明 シヤシャンポ

25-54 12号井戸 不 明 スギ 67

25-55 12号 井戸 不 明 スギ 11

25-56 12号 井戸 不明 スギ 07

25-57 12号 井戸 不明 スギ

25-58 12号井戸 不 明 スギ 1 2

25-59 12号 井戸 不 明 ス ギ 14

25-60 12号 井戸 不 明 スギ 14

25-61 12号 井戸 不 明 スギ 1.4

25-62 12号 井戸 不 明 スギ 07 02～ 03

25-63 12号 井戸 不 明 スギ 204以上 13～ 21 07

25-64 12号井戸 不 明 ス ギ

25-65 12号井戸 不 明 スギ

25-66 12号井戸 不 明 スギ 69以上

25-67 12号井戸 不 明 スギ 05
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第5表 出雲国府跡堂田地区土錘観察表

挿図番号 写真図版 出土遠構名 種 別 器 種 離
くｃｍ＞

幅

師
酷
ｍ

径

ｍ＞
重さ

(g)
胎 土 焼成 色 調 備考

31-170 N HOE44 土製品 土 錘 27
0.6×

05 52 03 2 mm大 の砂粒を含む 良好 暗灰色

81-171 N HOE44 土製品 土 錘 33 92 2～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好 浅黄色

31-172 N109E46 土製品 土 錘 17
0.5×

06 15 88 l mm以下の砂粒を含む 良好
にぶい橙～

赤褐色

部分的に

煤付着

31-173 N109E43 土製品 土錘
06×
05 16 83 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好

淡橙色

黒斑あり

31-174 N108E45 土製品 土錘 15 15 l mm以下の砂粒を含む 良好
灰白色

黒斑あり

31-175 NHOE40 土製品 土 錘 11 08 l mm以下の砂粒を含む 良好 黒 色

31-176 N105E40 土製品 土錘 l mm以下の砂粒を含む 良好
浅黄色
一部黒斑

31-177 N110E40 土製品 上錘 16 11 35 l mm以下の砂粒を含む 良好
にぶい橙

黒斑あり

31-178 N109E40 土製品 土 錘 216 1～ 2 nm大 の砂粒を含む 良好 灰白色

31-179 N105E50 土製品 土 錘 10 25 l mm以下の砂粒を含む 良好 灰 白色

3ユ ー180 N HOE45 土製品 土 錘
６

上

歩

以
14 5 76 l mm大の砂粒を含む 良好 灰白色

34-5 日岸 田 R417 土製品 土錘 0 85
02～
0.3

l～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 赤 色

34-6 日岸田R417 土製品 土錘 17
0_4～

05 7 53 l mm以下の砂粒を含む 良好
灰白色

黒斑あり

34-7 鍛冶屋採集 土製品 土錘
05×
06 19 03 l mm大の砂粒を含む 良好 橙～灰白色
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第 6表 出雲国府跡堂田地区石製品観察表

挿図番号 写真図版 出土遠橋名 器 種 石  材 長さ×幅 (cm)
厚 み

(cn) 難
⑭

色 調 備 岩

31-181 N108E17 石 皿 疑灰岩 (89)× (52) 11 162 92 灰白色 二次的に熱を受ける

31-182 堂田東調査区
ハイ ド 砥 石 流紋岩 61)× (15) 57 19 灰白色 :次的に熱 を受ける

31-183 N105E38 不 明 頁岩 (57)× (13) 15 46 06 黒色

31-184 N HOE43 不 明 買岩 (火 山灰質) (41)× (26) (11) 灰白色

31-185 N101E19 石鍋 絹雲母
09～
13 17 40 外 :淡灰色

内 :黒色
17× 0 0cmの つまみ

31-186 N HOE10 石硯 頁 岩 107× 76～81 005～
1 35

133 38 灰色

31-187 第48ト レンチ 石 鏃 黒曜石 13× 11

31-188 N105E38 石鏃 黒曜石 (10× (1 0 37

33-55 N HOEⅥ5 砥 石 細粒花南岩 120× 87 12355〔 灰白色

34-1 日岸田 磨製石斧 塩基性片岩 1225× 58 591 90 明オ リーブ 灰

34-2 日岸 田 磨製石斧 玄武岩 161× 68 021 77 明オ リープ灰

34-3 日岸田
5号翠穴住居

打製石斧 流紋岩 Hl×79 21 3S1 51 灰白色

31-4 日岸 田 砥 石 流紋 岩 835× 司6 Ч I 20105 灰黄色

34-8 唐 路 管玉板状素材 疑灰岩 8“ ×88 18 173 68 浅黄色 三島利幸氏寄贈

34-9 堂田～ 日岸田 砥 石 細粒花南岩 173× 103 1932 51 灰白色 i島 利▼氏寄贈

34-10 日岸田～堂田 砥 石 細粒花臓岩 17J× 121 125 3680 0 灰白色 i島利幸氏衛贈

第 7表 出雲国府跡堂田地区金属器・金属器生産関係遺物観察表

挿図番号 写真図版 出土地点 種 別 胎   土 色  調
長 さ

(cln)

幅

ｍ
隧
ω

重三
(g) 備 考

H-16 62号溝 羽 ロ IIm以 下の砂粒を含む 外 :灰色
内 :浅黄橙

(50) (12) 11 48 整然畠言髭秀h旋神誕『
ガラス質

!コ ー17 10 62号溝 羽 ロ l mm大 の砂粒 を含む
外 :灰色
内 :灰～浅黄橙 71 86 を報渫爾Z台疑指馬程争Ic綽

熟変
31-189 N108E42 10

33-56 12号 井戸 羽 ロ 3 mm以 下の砂粒を含む 橙色～黒色 (22) 3118 孔の内径3 0cn

33-57 N HOE45 椀形鍛冶津 236 55 メタル度○

第 8表 出雲国府跡堂田地区銭貨計測表

挿図番号 写真図版 出土地点 名  称 初鋳年 銭径 (A)/(B)mm 内径 (C)/(D)mm 銭 厚 (mm) 量 目 (g)

31-190 N HOE50 聖宋元費 (228())(213()) (1840)/(1840) 1 20

34-H 21 第 11ト レンチ 開元通賓 (2210)(2305) 2005/198()

34-12 第12ト レンチ 27 30ッ/27 10

第 9表  『史跡出雲国府跡 3』 第23表 石製品観察表

挿図番号 写真図版 出土遺構 名 器 種 石   材 長さ×幅 (cm) 厚み (cm) 重量 (g) 色   調 偏 考

6-1 衝 贈 砥 石 玄武岩 207× 134 4760 00 ☆褐色～暗灰色 ―面に磨面ヵと窪み

77-2 37T r l層 安山岩 109× 90 53757 灰色 両面に打面

第10表  『史跡出雲国府跡 4』 第 8表 石製品観察表

挿図番号 写真図版 出土遺構名 器  種 石  材 長さ×幅 (cm) 厚み (cm) 重量 (g) 色   調 備 考

29-30 29号土坑 砥石 ヵ 細粒花腕岩 210× 105 77 186115 黄褐色～暗橙褐色

39-1 9号井戸 砥 石 流紋岩 105× 115 5 1 1328 33 白褐色

62-1 62号溝 紡虔電車 頁岩 径46 9 35

62-2 62号溝 砥 石 細粒花FH岩 41 8× 228 20雪 Ikg 淡褐色～浚桃褐色 3条の筋、 2面 に磨面

69-1 66号溝 砥 石 細粒花臓岩 365× 177 115 8 38kg 白褐色 2条の筋

101-21 N130E125 石包丁 頁岩 (46× 40)

106-1 日岸田 砥 石 細粒花開岩 278× 163 6 18kb 白褐色～黄白色 3条の筋、 2面 に磨面

106-2 日岸田 砥 石 細粒花薗岩 188× i32 2 48kg 灰白色 2条 の筋 と磨 面

106-3 日岸 田 砥 石 流紋岩 268× 155 4 kg 淡黄白色 3条の筋

106-4 日岸 田 砥 石 制粒花 Fi岩 138× 123 2 82kg 白褐色～黄白色 1条 の筋、 4面 に磨面
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第11表 出雲国府跡堂田地区玉作関係遺物観察表

挿図番号 写真図版 出土遠構名 石 材 製作段階 重量 (g) 特 徴

32-1 N 25E70 水 晶 原石 45.26

32-2 N O E55 水 晶 原 石 15.56

32-3 N 07E39 水 晶 原石 4 83

32-4 N O E55 水 晶 剥片 4.92

32-5 N O E50 水 晶 荒割 39.16

32-6 N 0-105 E50-55 水 晶 荒割 36.62

32--7 N 08E49 水 晶 荒割 71.49

32-8 N 10E55 水 晶 荒割 15,70

32-9 N 25E70 水 晶 荒割 11.80

32-― N O E50 水 晶 荒割 13.66

32- N 10写 45 水 晶 荒割 5.65

32- N 25E70 水 晶 素材大 5.20

32- N 10E45 水 晶 素材大 8.08

32- N 25E70 水 晶 素材大

32- N !07E50 水 晶 平玉素材 6.44

32- N 10E45 水 晶 平玉素材 5 74

32- N 10-105 E40-45 水 晶 平玉素材 5.22

32- N 25E75 水 晶 平玉素材 5.79

32- N 10E55 水 晶 平玉素材 7.46

32--20 N 07E46 水 晶 平玉素材 18.87

32-21 N 15E75 水 晶 平玉素材 17.81

32-22 N 10E50 水 晶 平玉敲打前 14.22

32--23 N 25E70 水 晶 平玉敲打前

32-24 N 08E45 水 晶 平玉敲打前 7.14

32-25 N 20E70 水 晶 平玉敲打前 8。 94

32-26 N 10E50 水 晶 平玉敲打前 9。 20

32-27 N 25E75 水 晶 平玉敲打前 9,46

32--28 N 05E40 水 晶 平玉敲打あり 9.14

32--29 N 05E45 水 晶 平玉敲打あり 3.93

32--30 N 05E45 水 晶 平玉敲打あり 4 76

33-31 N 20E75 水 晶 平玉完成品

33-32 N 10E55 水 晶 平玉完成品

33-33 N 10E51 水 晶 丸玉敲打前

33--34 N 15E70 水 晶 丸玉敲打前 5.16

33--35 N 15E70 水 晶 丸玉敲打あり 12.52

33--36 N 30E80 水 晶 丸玉敲打あり 7,94

33--37 N 20E70 水 晶 丸玉敲打あり 5 23

33--38 N 20E75 水晶 丸玉敲打あり 3,04

33--39 N 10E50 水 晶 丸玉敲打あり 2.78

33--40 N 10E38 水晶 丸玉研磨あり

33--41 T r48 水 晶 丸玉研磨あり 3.04

33--42 N 25E75 水晶 大 玉 55.39

33--43 N 05E38 碧玉 石核 221 47

33--44 N 10E40 碧玉 原石 79.89

33-45 N 25E75 碧玉 素材 83.48

33-46 N 20E75 碧 玉 素材 17

33-47 N 10E55 碧玉 平玉素材 20 08

33--48 N 09E44 碧玉 平玉素材 15 67

38--49 N 25E70 碧玉 平玉素材 16.77

33--50 N 25E70 碧 玉 平玉素材 14.65

33--51 N 07E50 碧 玉 平玉調整剥離敲打前 9.30

33-52 N 10E45 碧 玉 平玉調整剥離敲打前 9.25

33--53 N 08E43 碧玉 平玉調整剥離敲打前 9.67

38-54 N 10E45 碧玉 平玉調整剥離敲打前
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種  別 分  類 計 備 考

白磁碗 Ⅱ類

白磁碗 ユ類 ヵ 1 広東省系

白磁碗 Ⅲ類 l 福建省系

白磁碗 Ⅳ類 福建省系

白磁碗 V類 福建省系

白磁碗 VヵⅧ類 6 福建省系

白磁碗 V・ Ⅵ類 3

白磁碗 V～Ⅶ 1

白磁碗 V～Ⅷ類

白磁碗 Ⅶ類 8

白磁碗 Ⅷ 類 2

白磁碗 XI類 1

白磁碗 XⅡ類 3

白磁碗 XⅢ類 2

白磁小碗 1

白磁碗 7 福建省系

白磁碗 広東省系

白磁皿 Ⅱ類 6 福建省系

白磁皿 I・ Ⅲ類 3 福建省系

白磁皿 Ⅲ類 3

白磁皿 Ⅳ類 3

白磁皿 V・ Ⅵ類

白磁皿 Ⅵ 類 広東省系

白磁皿 Ⅶ 類 広東省系

白磁皿 XⅢ類 1

白磁皿 福建省系

白磁碗・皿 碗Ⅷ ヵ皿Ⅲ類 1

白磁碗・皿 碗Ⅳ・皿 I類

白磁碗・ 皿 碗V～Ⅷ・皿Ⅳ類

白磁壷 2

白磁小壺 l

白磁小壷蓋(合子) I 広東省系

白磁合子蓋 1 広東省系

白磁壷ヵ水注 3

白 磁 福建省系

白磁 広東省系

第12表 出雲国府跡堂田地区出土陶磁器分類表

種  別 分  類 計 備 考

白磁

白磁小片

白磁 ヵ 6

白磁 ヵ I 内面に白堆線

青白磁碗 I

青白磁 皿 I

青白磁壼 ヵ I

青白磁合子ヵ J

龍泉窯系青磁碗 I類 2

龍泉窯系青磁皿 1

龍泉窯系青磁 2

同安窯系青磁皿 1

同安窯系斎磁碗 l

同安窯系青磁 1

同安窯系青磁ヵ l

越州窯系青磁碗 1

青磁小盤 1

青 磁 3

青磁 ヵ 2

中国陶器壷 2

中国陶器鉢 Btt I類 5

黄釉盤

褐釉碗 (天 目) 1

中国陶器

中国陶器褐釉耳壷 C群Ⅲ類 1

灰釉陶器ヵ 5

中国陶器 XⅡ ―O類 1

盗器系鉢 I 越前ヵ

盗器系陶器 2

瓦質鉢 (日 本在地) 2

陶器壼 1

陶 器

磁 器 1

鉢 1 使用痕あり

不明陶器

近世以降

合計 1246
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東調査区

軒丸瓦 0

軒平瓦 0

丸 瓦 4

平 瓦 4

不  明 8

ハ
ロ 計

東調査区

第13表 出雲国府跡堂田地区瓦分類・集計表

西調査区

軒丸瓦 2

軒平瓦

丸 瓦

平 瓦

不  明

ハ
ロ 計

第14表 出雲国府跡堂田地区金属器生産関係遠物集計表

西調査区

点 数 重 量 (g)

H(O)
銹化 (△ ) 257.35

羽 日 5 145 06

羽口溶解物 95 32

黒 曜 石
計

点  致 重 豊 (g)

東 調 査 区 37 96

西 調 査 区 80_09

計 118.05

丸瓦

焼  成 凸面焼成 狭端部形状 数   量

須 恵 質

凸面ナデ

玉縁式 8

行基式 0

不  明

縄 目を残す

玉縁式 0

行基式 0

不  明 0

土 師 質

凸面ナデ

玉縁式 3

行基式 0

不  明

縄目を残す

玉縁式 0

行基式 0

不  明 0

軟  質

凸面ナデ

玉縁式 3

行基式 0

不  明

縄目を残す

玉縁式 0

行基式 0

不  明 0

ハ
ロ 計

平 瓦

タタキ痕 焼  成 離れ砂の有無 数 量

縄ロタタキ

須恵質
有 り

無 し 3

軟  質
有 り

無 し

土師質
有 り 2

無 し 7

平行タタキ

須恵質
有 り

無 し 2

軟  質
有 り

無 し 1

須恵質
有 り

無 し

格子タタキ

須恵質
有 り 1

無 し 2

軟  質
有 り l

無 し 6

土師質
有 り

無 し 5

斜格子タタキ

須恵質
有 り 2

無 し

軟  質
有 り

無 し 2

土師質
有 り

無 し 1

不  明

須恵質
有 り 5

無 し 2

軟  質
有 り 5

無 し

土師質
有 り 1

無 し

計

点  数 重 量(g)

H(O) I 236 55

銹化 (△) 470 59

羽 日 179 08

羽日溶解物 142 77

第15表 出雲国府跡堂田地区黒曜石集計表
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第16表 出雲国府跡堂田地区玉作関係遺物製作段階別集計表

水 晶
剥  片 原   石 荒  割 素材 大 平玉 素材 調整剥片 平 玉

(二次調整あり 敲打前)

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重最 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重最 (g)

東調査区 193.42 7 60.44 9 131.99 7 102.56 128.48 67.92 8 51.53

西調査区 257.53 62.18 469.68 1 18.08 227.06 56 53 150.15

不  明 1 187.33

計 450 95 259.95 601.67 8 120.64 355.54 124.45 201.68

水  晶
平玉 敲打あり 平玉 仕上げ・完成 丸  玉

(二次調整あり 敲打前)
丸玉 敲打あり 丸玉 研磨あり 大  玉 合  計

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)

東調査区 9.66 l 4 15,04 9 56.96 1 3.04 l 55,39 878.37

西調査区 51.94 l 9 58.31 l 1 1360.97

不  明
1 137.33

計 61.6 2 73 35 58.29 2 10,05 1 55 39 2376.67

碧  玉
剥   片 原   石 石  核 素  材 平玉 素材

平玉 調整剥離
敲打前 合  計

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)

東調査区 9 10.42 31.42 93.44

西調査区 107 7 l 79.89 1 221.47 35,75 37,77 482.58

計 118.12 1 79.80 1 221.47 67.17 37,77 576.02

カド石
計

点数 重量 (g)

東調査区 204.16

西調査区 595,66

不  明 1 34.72

計 834.54

メノウ
計

点数 重量 (g)

東調査区 56.91

西調査区 541.39

計 598.3

瑳化木
計

点数 重 量 (g)

東調査区

西調査区 176.95

計 176.95



第23表 遺構一覧表

遺 構 地 区 グリット 性  格 時期 規 模 方 向 庇 出 上 遺 物 備  考

宮の終 B区 掘 立権建物 不 明 4間 (80m)× 2間 (42m) 南北棟

宮の後 B区 掘立柱建物 不 明 2間 (40m)× 2間 (41m)

宮の後 C区 竪穴建物 古増 時代 土師器

SB004 宮の後 A区 掘立桂建物 3間 (52m)× 3間 (56m) 君軒】ヒれ驀 東

宮 の後 A区 掘立柱建物 B 3間 (56m)× 3間 (56m) 嵩軒J佐れ表 東

S8006 宮 の後 A区 掘立柱建物 C 5間 (148m)× 2間 (6m) 東西棟

S3007 官 の後 A区 掘立柱建物 D 4間 (97m)× 2間 (5m) 南北棟 北半は総柱

SB008 官 の後 A区、 C区 融立桂建物 D 2間 (4m)× 4間 (84m) 南北棟

SB009 宮の能 A区 掘 寸祥建物 E 5間 (107m)× 2間 (48m) 東西棟

S8010 宮の後 A区 編 寸梓X4物 D 2間以上 × I間 以上

S8011 樋ノロ E区 掘立柱建物 奈 良時代 5間 (102m)× 2間 (52m)以上

S8012 樋ノロ B区 掘立柱建物 奈良時代 3間 (72m)× 2間 (48m)

S3013 樋ノロ E区 竪穴建物 奈良時代

S1014 樋 ノロ F区 竪穴建物 奈良時代 須煮器、 土師器、羽 日片

S8015 鮨 ノロ F区 竪穴建物 奈良時代 須恵器、土師器

SB016 宮の後 A区、 C区 ど建物 C 5間 (148m)× 2間 (6m) 東西棟

S8017 宮の後 A区、C区 屈立柱建物 5間 (115m)× 2間 (48m) 南北棟

S8018 六所脇 チ区 編 寸梓襟物 A 2間 (14m)× 3間 (56m)以 上

S8019 六所脇 I区 掘立柱建物 A 3問 (55m)以 上× 2間 (1 lm) 東西棟

六所脇 I区 掘立柱建物 E 5間 (14m)× 4間 (108m) 東西棟 4面 玉石で柱を固定

SB021 六所脇 J区 掘立柱建物 2間 × 2間 東西検

S8022 宮の後 B区 掘立桂建物 3間 × 2間 東西棟

宮の後 D区 竪穴建物 古墳時代 十師器

S802コ 宮の後 A区 掘立柱建物
平安時代
筈 田

5間 (122m)× 2間 (5m) 南北榛

S8025 宮の後 A区、C区 編立帯建物 E 6間 (126m)× 2間 (42m) 南Jヒ棟

SA001 所在不明

SA002 所在不明

SA003 宮の後 A区 柵列 E 17間 以上 東西軸 玉石で柱を固定

宮 の後 A区 柵列 E 8間 苗北軸 SA003に 取付

宮 の後 A区 柵 列 E 3間 南北軸 SA003に 取付

宮の後 C区 柵 列 E 3間以上 南北軸

SA007 宮の後 A区 柵 列 E 3間 南北軸 SA003に 駁付

所存不明

SA009 宮の後 A区 締 列 2間 居
=引

ヒ車苗

SA010 宮の後 A区 綿 列 3間 (G3m) 南北軸

SA011 所在不明

SA012 冨 の後 C区 柵列 D 2間 東西軸

SA013 宮 の後 C区 柵列 3間 葡】比軸

SA014 宮 の後 C区 柵 列 F 5間以上 南北軸、東西軸 屈曲する

SA015 所在不明

SA016 宮の後 A区 SBl)08の 一部

SA017 所存不明

SA018 宮の後 A区 柵ケJ E 4間 東 西軸

SA019 宮の後 C区 柵列 D 5間以上 南北軸 屈曲す る

SA020 宮の後 A区 柵列 F 3間 南北軸

SA021 宮の後 C区 柵列 5問 (129m) SA022に 取付

SA022 宮の後 C区 柵列 3間 南北軸 SA021・ 023に 取付

SA023 宮の後 C区 柵 列 7問以上 東西軸 SA022に 取付

SA024 宮の後 A区 柵 列 E 3間以上 東西軸 S8009に 取付

SA025 宮の後 C区 8間 東西軸 SA026を 踏襲

SA026 宮の後 C区 IRI列 C 7間 (176m) 東西軸 SA029に 取付

SA027 宮の後 C区 柵列 東西軸

SA028 所在不明

宮の後 C区 柵列 C 2間 (10m) 南北軸 SA026に 取付

SA100 宮の後 C区 柵 列 E 南北軸 町田報告 SA029

SA101 宮の終 D区 柵列or掘 立柱建物 2間

SA102 宮の後 D区 柵列ortla立柱建 4 2間

SD001 宮の後 D区、 B区 溝 古墳 時十

宮の後 B区 溝 奈 良時代 須恵器、土師器

所在不明

宮の後 B区 西大溝
B、  C、
D、 E 南北軸

須恵器、土師器、本簡、
鋤、曲物、櫛、瓦

宮の後 C区 北大溝
３

Ｄ 東西軸
須恵器、生産遺物、本簡、
雨

宮の後 C区 溝 B 君輔引ヒ車憲 SD005に 取付

宮の後 C区 溝 南北軸 須蕉器 SD005に 取付

B区 溝 奈良時代 南北軸 須恵器、土師器、製塩土器

SD000 官の絡 C区 溝 奈良時代 東西軸 須恵器 SB003よ り新しし

SD010 宮の後 A灰 、 J区 溝 東西軸 須恵器、生産遺物

SD011 宮の後 B区 溝 古婚時代 斜 行 須恵器、土師器

所在不明

所在不明

宮の後 A区 満 古墳時代 斜行

所存不明

宮の後 A区 溝 古増時代 所在不明

宮の後 A区 石敷溝 C 目専Jヒ車哺 須恵器 Slll108に取付

宮の後 A区 石敷溝 C、 D 南北軸

SD025・ OWに取付、
EttSD010に より破
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遺 構 地 区 グリッド 性  格 時 期 規 模 方  向 庇 出 土 遺 物 備  考

SD019 宮の後 A区 溝 D 東西軸 SG001、 SD018に 取付

SD020 宮 の後 A区 溝 C 東西軸

宮の後 A区 溝 C 南北軸 S0022が 取付

SD022 宮の後 A区 石敷潜 C 東西軸 SD021が 取付

宮の後 A区 石敷満 D 東西軸
SD018に 取付、SD025
を改修

官の後 A区 石敷溝 E 東西軸

SD025 冨の後 A区 石敷溝 C 東西軸 SD018に 取付

SD026 宮の後 A区 石敷溝 E 東西軸 B期 にSD027と 重複

SD027 宮の後 A区 溝 B 東西軸 須恵 器 SD048と 対応ヵ
SD028 宮の後 A区 溝 F 東西軸 須意器

SD029 宮の後 A区 石敷溝 F 南北軸 須恵器 SD028に 取付
SD030 宮の後 A区 清 F 弓

=】

ヒ車由 須恵器 SD028に 取付

SD031 宮の後 A区 溝 奈良時代 南北軸

SD032 所在不明

SD033 所在不明

SD03・ 4 宮の後 C区 溝 B 東西軸 南北軸
須恵器、製塩土器、生産
遺物、移動式篭、木製品

屈曲する

SD035 宮の後 A区 石敷溝 C 南北軸 西側は石敷

SD036 所在不明

SD037 宮の後 J区 漏 E 南北軸 須恵 器 SD010に 取付

SD038 宮の後 J区 溝 E 南北軸 SDO10に 取付

SD039 所在不明

SD040 所在不明

SD041 所在不明

SD042 所在不明

S0043 所在不明

SD014 所在不明

宮の後 B区 溝 東西軸
須恵器、移動式電、生産
遺物

S0004に 取付

宮の後 A区 石敷溝 C、 D 南北軸 SD025に 取付

SD047 宮の後 C区、 A区 石敷溝 C 南北軸 須恵器 SD005に 取付

SD048 宮の後 C区 濃 B 東西軸 須恵器、土師器、製塩土器

宮の後 C区 溝 B 南北軸

宮の後 C区 溝 B 南北軸 SD005に 取付

SD051 所在不明

SD052 宮の後 溝 古墳時代 所在不明

SD058 宮の後 A区 会所 C、 D
SD054 六所脇 I区 溝 古墳 時代 斜行 須恵器、土師器

SD055 六所脇 I区 溝 古墳時代 斜 行 須恵器、土師器

SD101 一貫尻 G区 溝 奈良時代

SD102 一貫尻 G区 溝 須恵器、 土師器

一貫尻 G区 溝 奈良時代

SD104 欠番

宮の笹 D区 濤 奈良時代 東西軸 須恵器 SD005の 西に統 く

樋 ノロ E区 溝 奈良時代 須恵器、移動式絶

樋ノロ E広 溝 森良時代

樋ノロ E区 溝 奈 良時代

SD109 樋 ノロ E区 滴 奈良時代

SD H 0 樋 ノロ E区 溝 奈良時代

SDlll 樋ノロ E区 溝

SDH2 宮の後 B区 溝
平安時代
後期

SDI13・ 114と 南北
に連なる

SDH3 宮の後 B区 溝
平安時代
後期

SDl12・ 114と 南北
に連なる

SDH4 冨の後 B区 溝 平安時代
後期 青白磁、土師器

SDl12・ 113と 南北
に連なる

S,H5 宮の後 B区 溝 奈 良時代 南北軸 須恵器、土師器

SDl16 宮の後 B区 溝 奈良時代 東西軸 須恵器、土師器

SDH7 宮の後 A区 溝 奈良時代 南北軸 須恵器、土師器、硯

SDI18 宮の後 A区 溝 奈良時代 南Jヒ軸 須恵器

SDH9 宮の後 A区 溝 古墳時代 移動式寵

SD120 宮の後 C区 石敷溝 奈良時代 南Jヒ軸
SD121 宮の後 C区 溝 古墳 時代 斜行軸 土師器

SD122 宮の後 D区 溝 奈良時代 東西軸 鉄製鰍 先

SD123 欠 番

SD124 宮 の後 」区 溝 南北軸 SD010に 取付

SE001 官 の後 DE44、 45 井 戸 中世 須恵器、土師器、黒色土
器、製塩土器、瓦

SE002 宮の後 井 戸 中 世 所在不明

宮の後 AN24、  25 井戸 中世

宮の後 井 戸 中 世 須意器、土師器

宮の後 AR18 井 戸 中 性 須恵器、土師器、白磁、
鉄箸 ヵ、瓦

宮の後 井戸 中 世 所在不明

SE007 宮の後 井戸
平安時代
後期 所在不明

宮の後 AQ24、  25 井戸
平安時代
後期 須恵器、土師器

宮の後 D141、 42 井 戸 平安時代
後期 土師器
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地 区 グリット 性  格 時 期 規 模 方 向 庄 出 土 遺 物 備  考

SE100 宮の後 BM30、  BN30 井戸
平安時代
後期

須恵器、土師器、本製紡
繕 旦

宮の後 B027 井戸
平安時代
後期 須恵器、土師器、青磁

宮の後 井戸
平安時代
後期 土師器、筋砥石

SE103 宮の後 井戸
平安時代
後期

宮の後 井戸 平安時代
後期 須恵器、土師器

SE106 宮の後 AP20 井戸
平安時代
後期 土師器、交器系陶磁衰

宮の後 井戸
平安時代
後期

土師器

宮の後 井戸
平安時代
後期

土師器

SC001 宮の後 A区 水溜まり D、 E、 F SD019・ 024が取付

SK001 土師器 所在不明

宮の後 AS・ AT22-23 土坑 F 須恵器

土師器 所在不明

宮の後 土坑 中世 灰釉陶器、自磁

SK101 一貫尻 G区 土坑 占墳時代 須意器、土師器

G区 土坑 占塔時代

SK103 宮の後 B832 土坑
平安時代
後期

宮の後 欠 番

SK105 宮の後 AT22 土坑
平安時代
修朗 土師器 所在不明

宮の後 土坑
平安時代
後期 須恵器、自磁 所在不明

SK107 宮の後 A017 土坑 奈 良時代 須意器

SK108 宮 の後 土坑 奈良時代 土師器、板状木製品

宮の後 AT23 土坑
平安時代
修甑 須恵 器 所在不明

SKH0 宮 の終 十坑 須恵器 所在不明

SKlll 宮の後 AA23 土坑 土師器 所在不明

S(112 宮の後 AT23AR24 土坑
平安時代
後期

灰釉陶器 所在不明

SKH3 宮の後 土坑
平安時代
路珈 近江系緑釉陶器 所在不明

SK■ 4 宮の後 土坑 土師器 所在不明

SKH5 宮の後 BP32 土坑 土師器 所在不明

SKH6 宮の後 CL19 土坑 須恵器、製塩土器 所在不明

SKH7 宮の後 CPIT 土坑
平安時代
後期

土師器 所在不明

SκH8 宮の後 土坑 須恵器 所在不明

S(119 宮の後 BP37 土坑
平安時代
後期

土師器、製塩土器、緑釉
陶器、白磁、侃用金具

SK120 宮の後 土坑
平安時代
後期

土宿市器 所在不明

S(121 宮の後 CK18 土坑 青銅製品 所在不明

SK122 官 の後 BN31 土坑 石製品 (石帯 ヵ)

S(123 六所脇 IQ09 炉跡
平安時代
後期 緑釉陶器 所在不明

Sヽ 101 G区 濫 所在不明

SX102 宮の後 AT20 落ち込み 須恵器 所在不明

SX103 宮 の後 CK12 掘 り方 須恵器 所在不明

SX104 宮の後 凹 み 須恵器 所在不明

SX105 宮 の後 ANll クボミ 須恵器 所在不明

SX106 宮の後 AT18 大幅 り方 須恵器 所在不明

SX107 宮の後 BB32 土師器 所在不明

SX108 宮の後 CM24 凹 み 須恵器 所在不明

SX109 宮の後 凹 み 須恵器 所在不明

SXH0 宮 の径 AQ20 落ち込み 須恵器、土師器 所在不明

P100 宮の後 BN38 ピット 所在不明

宮 の後 AA12 焼 土ビッ ト 須恵器、金属器生産遺物 所在不明

宮の後 AT15 碧玉石核 所在不明

宮の後 土師器、 白磁

P104 宮の後 AC20 柱穴
平安時代
後期 製塩土器 所在不明

宮の後 AT19 平安時代
後期

近江系緑釉陶器

宮の後 BN31 柱 穴 須薫器、 土師器 所在不明

宮の後 須恵器 所在不明

宮の後 BM32 平安時代
%朗 土師 器 所在不明

宮の後 須恵器 所在不明

PH0 宮の後 CJ12 柱 穴 須恵器 所在不明

宮の後 須恵器 所在不明

PH2 宮の後 土師器 所在不明

P113 宮の後 土師器 所在不明

PH4 宮の後 須恵器

PH5 宮の後 AD20 碧玉石核 所在不明

PH6 宮の後 Cl18 筋砥石 所在不明

PH7 宮の終 BN32 金属製品 所在不明
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第25表 玉作関係遺物石材別集計表

水晶地区別合計
剥片・チップ 計

宮の後地区

黒 水 晶
石核・石核 分 割 調整片 計

‐Ｉ
］
∞
ド
‐‐

碧  玉
石 核 その他 剥片 チップ 計

点数 重二 (g)

メ ノ ウ 剥片・チ ップ 計

5

不  明

カ ド石

冨の後地区

宮の後地区

1281

2001

頁岩・滑石
剥片・チップ 計



出 土 地 点 日付 挿図番号 長さ(cm) 壷
=(kご

rh(cmう 厚 さ (Cm) 使用画 欠損の有無 石 材

1 筋砥石 6X MA002バ ラス 691106 13 28 15 2 完 存 細粒花闇岩

筋砥石 出雲国府跡 68-70 9 4 破 損 細粒花闘岩

筋砥石 6X MCと 0灰色バ ラス 701117 15 64 18 2 破 損 細粒花闘岩

筋砥石 6X MDI 1耕作 十 701119 2 字 存 細新滞筒岩

筋砥石 6X MCK 7灰褐色粘土 701118 1 破損 細粒花蘭岩

筋砥石 6X MCし 0灰褐色粘土 701218 17 2 完 存 細粒花向岩

筋砥石 6X MCK 1東西溝 68120? 13()-12 127 15 1 2 破損 細粒花曲岩

筋砥石 6X MIP 0黄褐色バ ラス土 9 159 3 破 損 細 粒花闘岩

筋砥石 6X MCG 6黄褐色粘土 2 12 62 154 I 完 存 細 粒花向岩

筋砥石 6X MCS 7黒褐色土 8 174 2 完 存 仁花闘岩

筋砥石 6X MC」 9,40東 西溝暗灰褐粘 130-1判 383 3 完 存 ,花磁岩
筋砥石 6X MCK 2暗灰粘 十R 19 0む 173 2 完 存 細粒花闘岩

筋砥石 6X MIS 0黒褐色土 9 24 74 破損 細粒花闘岩

筋砥石 6X MAB 1黄褐色粘土 4 16 1 破損 細粒花同岩

筋砥石 6X MAN07バ ラス 2 完 存 細粒花闘岩

筋砥石 6X MBM27井 戸埋土 701203 112-18 13 1 完 存 細粒花向岩

筋砥石 6X MC118灰 褐柱穴 70111 115-13 1 破 損 細粒花闘岩

筋砥石 6X MAR14黄 褐 十 691223 13 28 4 完 存 細粒花臓岩

筋砥石 6X MCと 14黒盈バ ラス十 701117 73 8 破損 細粒花闊岩

筋抵石 6X MC区 北側東西溝 691223 2 破損 細粒花南岩

21 筋紙石 6X MCJ21東 西溝黄褐色砂 701117 14 73 3 破損 細粒花蘭岩

筋砥石 6X MCH19黄 褐色粘土 701101 I 破損 細粒花同岩

筋砥石 6X MCK24東 西溝灰褐色砂 123-13 79 破 損 細 粒花蘭岩

筋砥石 6X MC」 34か または 39東 西溝黄褐色砂 17 破 損 細粒花闘岩

筋砥石 6X MAN23バ ラス土R 12 86 15 l 完 存 細 粒花闘岩

筋砥石 6X MBL40南 】ヒ溝砂 1 11 2 完 存 細対花向岩

筋砥石 6X MCK32東 西溝 6812?5 I当 5 3 破損 細粒花南岩

筋砥石 6X MBP37灰 褐色土R 681119 12 3 完存 細粒花向岩

筋IIR石 6X MAC17黄 掲色粘土 701100 15 26 3 完存 細粒花同岩

筋砥石 6X MAS24石 溝埋土 701108 2 破損 細粒花南岩

筋砥石 6X MCK31東 西溝 6812?6 123 I 完 存 細粒花闘岩

筋砥石 6X MCK40東 西溝 681209 130-13 12 11 2 完 存 細 粒花蘭岩

筋砥石 6X MCK30東 西溝底 6812?6 180-15 4 完存 細粒花開岩

台石 出雲国府跡 68-70 写真 10む 295 1 破 指 詭紋岩?

筋砥石 6X MCK13陪 褐色砂 691204 I 破 福 細村ル筒井

筋砥石 出雲国府跡 68-70 181 174 2 完存 細粒花薗岩

37 筋砥石 6X MCL12暗 褐砂 601202 G 1 破損 細粒花向岩

筋砥石 6X MCN 暗灰 ピ ッ ト 691203 85 3 破損 細粒花蘭岩

筋砥石 MAN16バ ラス 691112 12 1 破 損 細粒花闘岩

筋砥石 MCLll暗 褐砂 691202 1 破 損 細粒花向岩

第26表 筋砥石・台石一覧表

第27表 石器一覧表

整理番号 器  種 出土地点 日付 長さ (m) 巾 (cln) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石  材 備   著

! 石包丁 6XIM 17 550 38 流紋岩

3 打製石斧 6X IMBL40  1砂 681126 18 14961 流紋岩

4 打製石斧 6X IMCG19黄 褐粘 701112 1 安山岩

5 スクレイパー 6XIMBM26東 西濫褐徹砂 701204 2213 流紋岩

6 ま1片 6X IMAM01床 土下 691103 57 68 流紋岩
7 剥片 7 74 安 山岩

8 談1片 6XIMBК21バラス 11 68 安 山岩

9 象1片 6X IMIM02バ ラス 24 87 流紋岩

素1片 6X IMEN39責 BBれ粘十 54 コ8 流紋岩 樋 ノロ

剥片 6X IMBM20・ 30苦4B十 80 85 流紋岩

剥 片 6X IMC 古墳竪穴 26 37 流紋岩 S8003

極 石 6X IMG029バ ラス下 79 78 砂岩

砥 石 GXIMCS16黒 褐色 17 H822 珪化木

砥 石 6XIM4M01バ ラス土 1 36 06 岸化木

砥 石 6XIMCL16灰 掲色粘土 137 506 28 珪化木

石帯剥片 6XIMCl18費 褐角粘 十 5 頁岩

石帯石核 6XIMCL12膳 4gI砂 691202 5 6 1 頁岩

剥 片 6X IMCl15灰 褐色粘 701113 1953 流紋岩

砥 石 6XIMD141竪 穴内 701121 9 21081 疑灰岩

打製石斧 6XlMBA43耕 作土 6 8賀 1 流紋岩

打製石斧 6XlMBA39耕 作土 681122 82 1 流紋岩

第28表 黒曜石集計表

地区名
石 核 UF 楔形石器 ノ ッ チ ナイフ形石器? 計

点数 重量 (g) 点 数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点 数 重量 (R) 点 数 室豊 債) 点数 重量 (gl 点 数 重三 (g) 点数 重量 (g)

G 1

宮の後地区 A 7 205 15 183 93 1 4 1 12 61 2 434 32

宮の後地区 I 11 62
I 11 62

宮の後地区 C 3 H985 1 1 14 99 1 33 11 6 17432
宮 の後地区 SD010 1

1 9 1

不 明 1 1 3 75 2 15 78 2 と 22 66 8 53 51

計 356 57 2 7 17 28 R5 27 2 688 71
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月」 器 種 唯
ω

底 径
(cln)

縞
師

形態 ‐手法の特徴 胎 土 焼成 色調 偏 考

48-1

翡
盈
鉛
鍔

盈
錦

３９
六
灰
３９
穴
褐

ＦＥ
竪
黄
ＦＥ
竪
黄

須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、白色細砂粒を全体に

多く含む
良好 青灰色 転用硯

FC39 2号
竪穴覆土
黄灰色粘土

須恵器 蓋
回転ナデ、ナデ、回
転ヘラケズ リ

密、 3冊m以下の砂粒、白

色砂粒を多 く含む
良好 灰白色 表面風化

翡
盈
錦

３９
穴
褐

ＦＥ
墾
黄

須恵器 養
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、1 5mm以 下の白色砂粒

を少し含む
良好 明灰色

外面に黒褐色付着

物

FG39 2号
竪穴覆土
黄灰色粘土

須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、白色細砂粒を全体に

多 く含む
良好 明灰色

外面に黒褐色付着

物

翡
雖
銀

３〇
六
灰

門
竪
黄

須恵器 蓋 回転ナデ
密、 2 mmの 砂粒、自色細

砂粒を僅かに含む
良好 灰白色

48-6
FC30 2号
竪六覆土
黄灰色粘土

須恵器 不 回転ナデ、ナデ
密、l mm以 下の白色砂粒・

細砂粒を僅かに含む
良好 明灰色 自然釉付着

48-7
鍔

盈
軸

３０
穴
灰

ＦＧ
竪
黄

須恵器 郭 回転ナデ
密、 l mm以 下の自色細砂

粒を少 し含む
良好 明灰色

FE30 2号
竪六覆土
黄褐色粘土

須恵器 高台付不
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

密、 7 mmの 砂粒、自色細

砂粒を全体に少 し含む
良好 明灰色

翡
雖
銀

３９
穴
灰

ＦＧ
竪
黄

須恵器 一望 回転ナデ
密、白色細砂粒を少し含
む

良好 青灰色 自然釉付着

48-10
FE39 2号

肇籍蓬薙土
須恵器 壺 回転ナデ

密、白 黒色細砂粒を多
く含む

良好 明灰色

48-‖

FG39 2号
竪六覆土
黄灰色粘土
FE30 2号
竪穴覆土
黄灰色粘土

須恵器 一蔓 回転ナデ ヽ
む

密
含

白色細砂粒を僅かに
良好 明灰色

内外面に黒褐色付

着物少しあり、自

然釉付着

48-12
FE39 2号
竪欠覆土
黄灰色粘土

須恵器 鉢 回転ナデ、タタキ 密、 l mm以 下の自色砂粒

をまば らに含む
良好 明灰色

48-13 鍔馳鯉
ＦＥ３９歓
敬

須恵器 積瓶 ヵ カキロ
密、l mm以 下の自色砂粒 .

細砂粒を多く含む
良好 明灰色

48-14
鍔

盈
銀

３９
六
灰

醐
竪
黄

土師器 甕
粗、1 5mm以 下の砂粒・白

色砂粒を多く含む
良 好 橙褐色

48-15
FE39 2号
竪六覆土
黄灰色粘土

土製品 上製支脚 ナデ
やや粗、1 5mm以 下の砂粒

を非常に多く含む
良 好 淡褐色

48-16 F139床 上下
黄褐色土

須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、 2 mm以 下の黒色砂粒
を多く含む

良好 灰白色

48-17 FH39竪久内 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、 4 mm以 下の白色砂粒
を非常に多く含む

良好 青灰色
内面は墨薄く付着、
転用硯

48-18 FH39竪欠内 須恵器 高台付ネ
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

やや密 3 51ul以 下の砂粒
白色細砂粒を多く含む

良好 明灰色
黄褐色、黒褐色の
付着物

48-19 F189床 上下
黄褐色土

須恵器 壷 49 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、l mm以 下の自色砂粒、
黒色細砂粒を多 く含む

良好 灰褐色
外面は黒褐色付着
物やや薄く付着

48-20 FH39竪 六内 土師器 嚢 風化著しV
粗、 2 mm以 下の砂粒を非
常に多く含む

良好 橙褐色

48-21 EK36暗 褐色
土南北溝

須恵器 蓋 (170)
ヘラケズリ後ナデ、
回転ナデ、ナデ

密、 l mm以 下の自色砂粒
を多く含む

良好 暗青灰色 二条の沈線

48-22 EX36暗 褐色
土南北溝

土製品 移動式寵 ナデ 白色粒子を含む 良好 淡褐色

48-23 FB39黄 褐色
土

須恵器 捧 (134) 87 回転ナデ、回転糸切
り 密、長石を少量含む 良好 灰 色

48-24 FB39黄 褐色
粘土

須恵器 高台付不 54 回転ナデ 密、 l mm以 下の砂粒を少
量含む

不良 灰自色 概報 16図 19

48-25 EQ39黄 褐色
粘土

須恵器 一霊 82 (71)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 精 良 良好 灰白色 漆付着

48-26 EP39水 田耕
土

須恵器 一霊 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良 好 灰 色 自然釉付着

48-27 F139黄 褐色
土

須恵器 皿 回転ナデ、ナデヵ l mm以 下の自色砂粒を含
む 良好 青灰色 灯明皿型

48-28 EN39耕 土 須恵器 硯 (214) 回転ナデ、ヘラケズ
リ

l mm以 下の自色砂粒を含
む

良好 灰色

48-29 EP34水 田耕
土

須恵器 鉢 平行タタキ後カキロ l mm以 下の砂粒を含む 良好
外 :灰黒色
内 :灰色

48-30 EL39黄 褐色
粘土

須恵器 甕 ナデ 1～ 2 nm大の砂粒を含む 良好 暗灰色 自然釉付着

ER39黄褐色
粘土

須恵器 喪 回転ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好 青灰色 自然釉付着

48-32 EQ39黄褐色
粘土

須恵器 甕 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む やや不良 灰自色

48-38 PB39黄褐色
粘上

土師器 喪 (320) 風化著しい 精 良 やや不良 濃橙色

48-34 FB89黄褐色
土

土師器 衰 (260) 風化著しい 1～ 3 mm大の砂粒を含む 良好 肌 色

J8-35 F139耕 土 瓦 平瓦 布日、縄目 2 mm以 下の砂粒を含む 良好 淡赤褐色

48-36 EX36耕 土 灰釉陶器 壷 ナデ、ケズリ 精 良 良好 淡灰白色 東 海

第29表 土器・陶磁器・土製品観察表
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55-1 GN31 G031
ピット内 土師器 甕

ヨヨナデ、ヘラケズ
リ

やや粗、l om以 下の砂粒・
自色砂粒を多く含む

良好 灰褐色 織露:馨質嬢輝喜

55-2 57
CN31 G031

ピット内
土師器 高不 ハケロ、ナデ

密、 2 mm以 下の透明な砂
粒、自色細砂粒を少 し含
む

良好 灰褐色

55-3 GN81 G031
ビット内

土師器 高第 ‖ 6 ハケロ、ヘラ磨き やや密、 l mm以下の砂粒
～白色砂粒を少し含む

良好 橙褐色

55-4 砂み凹記ＧＯ

層 土師器 甑 指頭圧痕 密 良好 黒 色
最大長 :5 9cm
最大幅 :3 2cm
厚 さ :2 0cm

55-5・ 6 57・ 58
０３

内

３‐

ッ

ＧＮ

ピ 土師器 一霊 ヨコナデ 褒鳶抱注謬母遷寡を督急良好 淡灰褐色 煤付着、刻書

55-7 ∽30潜 中 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

白色砂粒を含む 良好 灰自色
転用硯、内面の全
体に墨付着

55-8 57 G030溝 中 土師器 甕 ヵ ヨヨナデ 2 mm以 下の砂粒多 t 良好 淡黄褐色
55-5・ 6と 同一個
体ヵ

55-9 G028バ ラス
面 須恵器 不 (132) (88) (3 0)

回転ナデ、回転糸切
り 2 mm大 の自色砂粒含む 良好 灰色

55-10 G029′ ラヽス
面 須恵器 不 (122) (86) 回転ナデ、静止糸切

り後ナデ、ナデ
密、2田m以下の自色砂粒、
少量細かい自色砂粒多量

良好
灰色 (変色部
は暗灰色)

55-■ G020床 土下 須恵器 高台付不 (4 8) ナデ l mm以 下の砂粒を含む 外 :紫灰色
内 :灰色

55-12
G037灰 褐色
砂質土
木板の傍

須恵器 高台付杯 (8 6) ナデ、回転糸切り 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好
外 :暗紫灰色

内 :灰色

55-13 G031床 上下 須恵器 高台付杯 (168) (103) 回転ナデ、ナデ l mm以 下の砂粒を含む 灰 色

55-14 GO-32床土
下 須恵器 高台付杯 回転ナデ、不定方向

ナデ
密、1～ 1 5mm程度の砂粒
を含む

良好 灰色 刻書 「大J

55-15 CS29′ ラヽス
上下 須恵器 皿 ヵ ナデ 2 mm大の自色砂粒含む 良好 灰 色 刻書 「林」ヵ

55-16 GO(Qヵ )29
バラス下層

須恵器 托 (170) (HO) 回転ナデ、ナデ、静
止糸切り 密、白色微細砂粒を含む 良好 明灰色

55-17 CP37灰 褐色
砂質土 須恵器 重 (60) 回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ、静止糸切り 窯L脇ツ深 良好
外面 :灰 色
内面 :灰 白色

内面底部に漆と思
われる黒い付着物

55-18 GR28床 上下 須恵器 壺 ヵ (9 0)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、回転糸切り
ヵ後ナデ、ナデ

密、砂粒が少量混入 良好
外面 :暗灰色
内面 :褐灰色

内面に薄く自然釉

55-19 G028バ ラス
面 須恵器 器台 ナデ、コンパス文 l mm大 の白色砂粒を含む 良好 淡灰色

55-20 C032床 上下 須恵器 甕 警声隈男高蒜昇筆盲
後ナデ

1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好
外 :灰黒～赤
紫色
内 :赤紫色

55-21 G03S灰 色砂
R 土製品 鍾 ナデ 白色の微砂粒を多く含む 良好 灰白色

B類 長さ51～ 52c:
幅に2～ 1 8cm 孔径
0 0cm 重量2001g

55-22 G034床 上下 土師器 甕 ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 濃肌色 煤付着

55-23 G829黒 灰色
土

土製品
ミニチュ
ア土器 3 1 指頭圧痕 2 mm程 度の砂粒を含む 良好 黄褐色

55-24 G028床 土下 土師器 皿 (178) ナデ 精 良 良好 界:荻餐亀色 全面赤彩

55-ワ 5 G040床 土下 上師器 杯 (136) ナデ 精 良 良好 肌 色

55-26 G028バ ラス
面 備前焼 鉢 (314) 回転ナデ

l mm以 下の自色砂粒を含
む 良好 灰色 I期

65-27 G028床 土下 白磁 碗 釉剥ぎケズ リ 緻 密 良好 灰白色 Ⅷ 類

55-28 G038床 上下 土製品 贈 塙 (80) ナデ 5sm前 後の小石を含む 良好 灰黄色

55-20 G030床 上下 土製品 土製支脚 ヘラケズリ、ナデ l mmの砂粒を密に含む 良好 黄灰色 脚部及び突起久損

65-30 G034床 土下 土製品 移動式竃 ナデ、ハケ 4 mm大 の石英を含む 良好 濃肌色 煤付着

55-31 G032床 上下 瓦 平瓦 指頭庄疫、ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好
凸
凹

灰色
濃緑黒色

須恵器作 りの瓦

69-1 IQ H東西溝
暗褐色

土師器
小型丸底 98 会多F策5屏奏丁

ヽ 1～ 3 mmの 砂粒を多く含
む 良好 淡黄～明橙色

69-2 IQ H東西滴
暗褐色

土師器
小型丸底
壷

ナデ、ハケロ、ヘラ
ケズリ

密、自色砂粒・黒色砂粒
をやや含む 良好 乳橙褐色 概報21図 3

69-3 IOH東西溝
暗褐色

上師器
小型丸底 ナデ、ハケロ l mm前 後の砂粒を多く含

む 良好 淡黄～黒色

69-4 IQ H東西溝
暗褐色

土師器
小型丸底
壷

(88) ヘラケズリ、ハケロ 書雹3達翌卿 粒・
良好 乳橙褐色 表面風化

69-5 IQ12東西溝
暗褐色

土師器 甑 ケズリ、ハケロ l mm以 下の砂粒を多く含
む 淡黄褐色

69-6 IQ13東西溝
暗褐色

土師器 高芥 回転ナデ、ハケロ
l mm前 後 の砂 粒 と 2～
3 5mm程 度の礫を含む

良好 肌色

69-7 IQ13東西溝
暗褐色

土製品
不明 (獣
足)

ケズリ、ナデ l mmの 砂粒を多 く含む 良好 淡橙色

69-8 IQ束 西溝下
層

弥生土器 愛 (146) ヘラケズリ、ナデ 霧粒毛堺量茫客慾
・白色

良好 淡橙～灰白色 外面煤付着

60-9 IQ東 西溝 弥生土器 甕 (132) 密、 2 mm以 下の石英・砂
粒を多量に含む

良好 淡橙色
内外面とも風化磨
滅

69-10 IQ12東西潜
暗褐色

土製品 移動式竃 ナデ
l mm以 下の砂粒を多く含
む 良好 淡黄褐色
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69-H IP10東 西消 土師器 杯 (121) ナデ
やや密、 5 mm以 下の砂粒
を含む

良好 橙褐色 全面赤彩

69-12 IP10東 西 土師器 杯 145 ミガキ、手持ちヘラ
ケズリ やや密、自色砂粒を含む 良 好 淡槍褐色

69-18 IP10東西浦 土師器 高不 (164) ナデ
密、 4 mm程 度の際と2 1nm

以下の自色砂粒を多塁に
含む

良好 橙～淡橙褐色 内面一部剥離

60-14 IP10東 西 土師器 甕 (152) ケズリ、ナデヵ 密、細かい砂粒を多塁に
含む

良好 浅黄橙色 外部一部剥離

69-15
埋穴柱ＩＱ

土 土師器 嚢 核方向のナデ l mm程 度の粒子を含む 罠好 黄褐色

69-16 IQ13柱穴埋
土

上師器 甕
横方向のハケロ、ナ

l mm程 度の砂粒を含む 良 好 黄褐色 黒 班

69-17 IQ13柱穴埋
土

土師器 高杯 170 ミガキヵ、ヨコナデ、
縦方向のナデ

l mm程 度の砂粒を含む 良好 橙色

69-18 IQ13柱穴埋
土

土師器 鼓形器台 ケズリ後ナデ I mm程 度の砂粒を含む 良好 淡黄褐～桃色 表面風化

G9-19
IQ13柱穴埋

土
土師器

住状高台
付然

ナデ
ヽ

むヽ

密
く
含

2 mm以下の砂粒を多
白、橙色砂粒を少し 良好 淡褐色 内面媒濃く付着

69-21 IR09灰黒色
溝

土師器 然 (156) (8 0)
回転ナデ、回転ナデ
後ナデ

I mm前 後の砂粒を含む 良好 にぷい黄橙色
焼成時の粘上のふ
くらみあり

60-22 IR09灰黒色
溝

土師器 杯 (141) (70) 回転ナデ、回転糸切
り

1～ 2 mm大 の砂粒含む 良好 肌色
口縁から内面に黛
付着、灯明皿

69-23 IR09灰黒色
溝

土師器 127 68 34 回転ナデ、回転糸切
り

l mm前 後の砂粒と3 mmの

礫を含む
肌色

60-24 IR00灰 黒色
溝

土師器 70 回転ナデ l mm位 の砂粒と2 mmの 榛
を合む

良好 肌色

69-25 IR00灰黒色
溝

土師器 高台付郷 77 回転ナデ、ナデ
0 5mm前 後の砂粒 と 2 mm

の礫を含む
良好 肌色、橙色

69-26 lQ10土坑 緑釉陶器 碗 回転ナデ 密、淡黄灰色 良好 茶褐色 輸花 ヵ、京都

69-27
IS10上坑暗
褐色土

緑釉陶器 皿 ,0 27
回転ナデ、糸切 り後
ヘラケズリ後回転ナ
デ

xRL良 良好
淡緑色、やや

淡黄橙色

花

図

輪

２０
近江、慨報

60-28 ITO黒土坑 緑釉陶器 碗 回転ナデ 衝
やや不良
(軟質)

淡緑色 京都

60-29 IR 10黄 褐色 黒色土器 郭
回転ナデ、ヘラケズ
リ、ミガキ 密 良好

外面 :橙色
内両 :黒色

内黒

60-30 lR 10黄 褐色 黒色土器 碗 風化著し立 密 良好 黄lB色 内黒

69-31 IQ7黒褐色
土

黒色土器 碗 (74) 回転ナデ、ミガキヵ 白色砂粒を含む 良好 黄褐色 内黒

69-32 IR09耕作土 黒色土器 碗 ヵ 風化著 し〔 l mm以 下の砂粒を含む やや不良 黄褐色 内黒

69-38 lQ10黄 褐色 黒色土器 皿 (72) 風化著しい 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 明橙色 内黒

69-34 IQ19耕作土 緑釉陶器 皿 (67) 回転ナデ
密、黄色砂粒を含む、須
恵質

良好 淡緑色 京都

69-35 TP黄褐色 緑釉陶器 碗 (6 4)
ナデ、回転ナデ、ケ
ズリだし高台

密、細かい l mm以 下の自
色砂粒を少し含む

良好 淡黄褐色 京都

69-36 59・ 62 lQ10黄褐上 緑釉陶器 皿 (152)
ヨコナデ、ヘラケズ
リ 密 やや不良 薄緑色

拾花(裏 からヘラJ
工具で押す)、 概稀
20Eコ 2

69-37 IP10黒褐色
土

緑釉陶器 碗 ケズリ 精 傲 良好 暗褐色 京都

69-38 IP09耕 土 緑釉陶器 9E (80) 糸切り後ナデヵ 密 良好 薄緑色

全面施釉 (薄緑色)

透明感がある、概
報20図 3、 洛西、
9C末 10C初頭

69-39 IP00黄褐バ
ラス 緑釉陶器 碗 口縁端部に押さえ 密 良好 薄緑色 篠

69-40 IA-10黒褐
色

青磁 全面施釉、目跡 密、粉っぱい 良好 緑灰色 越州窯系

70-1 JR18暗 褐色 須恵器 蓋 132 回転ヘラケズ リ、回
転ナデ、ナデ

白色砂粒を含む、精良 良好 灰白色

70-2 JS17暗 褐色 須恵器 蓋 122 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 自色砂粒を含む 良好 灰自色

70-3 JS 16暗褐色 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

i nm程 度の砂粒を多く含
む 良好 灰色

70-4 IR08暗褐色 須恵器 蓋 回転ナデ 砂粒をほとんど含まな笠 良好 青灰色
転用硯、ヘラ記号

70-5 JR-18六所
脇暗褐色

須恵器 不 112 ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

l mm前 後の自色の砂粒を
含む

硬 質 暗灰色

70-6 JR18暗 褐色 須恵器 不
回転ヘラケズリ、ヨ
コナデ

やや精良、 l mm程度の自

色砂粒を多く含む
良好

内面 :灰色
外面 :灰～黒
色

に

るヽ

面
り
れ

外
あ
だ

がヽ
た

形
れ
き

完
膨
焼

ぼ
き
部

ほ
焼

一

70-7 IQH暗褐色 須恵器 郷 H2 回転ナデ、ナデ 1～ 2 mmの砂粒を含む 良好 灰～暗灰色 粘土紐の跡が残る

70-8 」R18暗 褐色 須恵器 邦 37 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰 色 ヘラ記号 「―J

70-9 JS18暗 褐色 須恵器 郷 (123) 43
ヘラ切り、ヘラケズ
リ、回転ナデ、ナデ

Inm大 の砂粒を含む 良好 青灰色

70-10 JR18暗 褐色 須恵器 不 (113) 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 青灰～灰色 自然釉

70-H IR00暗褐色 須恵器 不 (103) (■ 4)
回転ナデ、ヘラケズ
リ、ナデ

1～ 3 mmの 自色の砂粒を
少量含む

農好 青灰色
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種 唯
ω

離
ω 簡 形態・手法の特笹 胎 土 焼成 色調 備考

70-12 IS09耕 作土 須恵器 高台付杯 13 1 ナ夭 回転ナデ、回
転糸切 り

白色の小砂粒を含む 良好 灰白色 爪状圧痕

70-13 IR09灰黒色
溝

須恵器 高台付不 回転ナデ、ナデ、糸
切り 精 良 良好 灰～灰自色

70-14 IS00耕作土 須恵器 高台付杯 ナデ、回転ナデ、回
転糸切り

l mm以 下の砂粒を含む 良好 青灰色 転用硯

70-15 1009耕作土 須恵器 硯 ナデ 緻 密 良好 淡灰褐色

70-16 IR18暗褐色 須恵器 高杯 (150) (100) I1 1 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰白色
三角形の透かしが
二方向

70-17 JR18暗 褐色 須恵器 高郭 写要なfチ軍
転ヘラ05～ l mmの 自色砂粒 を

多 く含む
良好 灰 色 二方向に透かし

70-18 須恵器 高不
ナデ、回転ナデ、ロ
転ヘラケズリ

l mm前 後の砂粒を多く含
む 良好 青灰色

三角形透かしが三
方向

70-19 IQ7黒褐色
土 須恵器 一霊 (150) 回転ナデ

3～ 5 mmの 小石、 lnmの
砂粒を多 く含む

良好 灰 色 自然釉付着

70-20 ,S17暗 褐色 須恵器 士霊 回転ナデ l mm前 後の砂粒を多く含
む 良好 黒灰～灰色 ヘラ記号 「×」

70-21 IP10黄褐色
バラス 須恵器 一霊 回転ナデ 白色砂粒を多く含む 良好 青灰色 頚部貼付突帯

70-22 IP09黄褐色
バラス 須恵器 壷 争多声鱗夢軍

回ヽ転2 mm以下の砂粒を含む 良好 黄灰色

70-23 JR17暗 褐色 須恵器 蕊 回転ナデ 精 良 良好 灰白色 自然釉付着

?0-24 IQ09耕作土 須恵器 嚢 回転ナデ、波状文 密、微細砂粒を含む 良好 灰掲色

70-25 JS16暗 褐色 須恵器 甕 回転ナデ、波状文 緒 良 良好 灰～黒灰色 内外面自然釉

70-26 JS18暗 褐色 須恵器 器台 ナデ、波状文 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 青灰色 透かし

71-1 1'10東 西溝
灰褐色砂層

土師器 甕 (140) 昇昇声天ラ今安写
ヽ

緻 密 良好 乳褐色 表面に媒付着

71-2 I013暗 褐色 土師器 甕 ヨヨナデ l mmの 砂粒を含む 良婿 淡黄褐色

71-3 IR19暗 褐色 土師器 甕 (106)
ハケロ、ヘラケズリ
ナデ l mm前 後の砂粒を含む 良好 淡橙色

71-判 IR09暗褐色 土師器 獲 (177)
ハケロ、ナデ、オサ 2 mmの砂粒含む 良好 暗褐色 全面に煤付着

71-5 IP12暗褐色 土師器
小型丸底
壺

ハケロ、ヘラケズリ
盛夢ぞ苔急

mm以 下の砂粒
良好 橙褐色

71-6 JR18暗褐色 土師器 鉢 (211)
ヨヨナデ、ハケロ、
ヘラケズリ、ナデ

l mmの 砂粒を含み、2 5mm
の砂粒を懐かに含む

良好 淡橙色 口縁部に赤彩

71-7 IP-10暗灰
色含炭層

土師器 高ネ 風化著しヽ 1～ 2 ma大の砂粒含む 良 好 淡肌色 赤彩

71-8 IQ12暗褐色 土師器 高不 (104) ヘラミガキ、ハケロ I～ 2 mm大の砂粒含む 良好 淡赤褐色

71-9 JR18暗 褐色 土師器 高不 94 ■ 0 風化著しい 密、淡黄褐色 良好 赤褐色 赤彩

71-10 IP10東 西 上師器 高邪
ミガキヵ、ハケロ、
ヘラケズリ後ナデヵ 暮惑母

(微細砂粒 を多く やや不良 白掲色 表面風化

71-H IPH暗褐色 土製品 土製支脚 ナデ、ハケロ やや密 (2 mm砂粒 を多 く
含む)

良好
白褐～淡橙褐
色

71-12 IQ13黄褐色 土製品 土製支脚 ナデ
密
＞

や
む

や
含

(骸細砂粒を多 く
良好

淡橙褐～淡黄
褐色

71-13 IP10暗褐色 瓦 軒丸瓦 風化 白色の小砂粒を含む 軟質
外面 :暗灰色
断面 :白 色

出雲国分寺跡 3類

71-14 IQH耕作上 土師器 杯 (145) 回転ナデ、回転糸切
り

赤色、自色の砂粒を少量
含む

良好 橙色

71-15 IR10黒 褐色
土

土師器 ネ 50 41 回転ナデ、回転糸切
り 窪歩 t響愁

下の自色砂粒
良好 淡橙色

内外面とも磨滅気
味

71-16 IP10黒褐色
土

土師器 不 回転ナデ l mmの 砂粒を含む 良好 淡黄褐色

71-17 IQ09耕作土 土師器 邦
回転ナデ、回転糸切
り 赤色の小砂粒を含む 良好 明赤色

71-18 IT10黒褐色
土

土師器 杯
ヨヨナデ、回転糸切
り後ナデ、回転ナデ

密、 2 mm以 下の小石、砂
粒を含む

良好 淡橙色

71-19 IS30耕作土 土師器 杯 回転ナデ 白色の小砂粒を僅かに含
む 良好 明桃色

71-20 IT10黒褐色
土

土師器 皿 06) 1 9 回転ナデ、回転糸切
り 緒 良 良好 黄橙色

IT10黒褐色
土

土師器 皿 (102) ヨコナデ、ナデ 密、微細砂粒と金雲母ヵ
を多く含む

良好 淡褐色 底部厚い

71-22 Gl
IR10黒褐色
土

土師器
柱状高台
付皿

ヨコナデ、回転糸切
り 密、微細砂粒を多 く含む 良好 明橙褐色

71-23 IQ10黒褐色
土

土師器 高台付邦
回転ナデ、回転糸切
り

自色、赤色の小砂粒をや
や多く含む

良好 淡橙色

71-24 IT10黒 褐色
土

土師器 高台付捧 (91) ヨヨナデ、糸切り
磨歩 t響憲

度の自色砂粒
良好 淡橙褐色

71-25 I009耕作土 土師器 高台付郷 71 59 回転ナデ、回転糸切
り

自色、灰色の小砂粒を非
常に多 く含む

良好 明桃色

71-26 IQ09耕作土 土師器 高台付杯 風化著しし 2 mm大 の砂粒を含む やや不良 濃橙色

71-27 lQ00耕作土 土師器 高台付郷 (65) 風化著しセ 精 良 不良 肌～淡橙色
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月1 器 種 醍
ω

離
師

縞
ω

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

71-28 IQ10黒褐色
土

土師器 高台付皿 (8 6) 回転ナデ 0 5 flm前 後の砂粒を含む 良好 黄橙色

71-29 H10黒褐色
土

土師器 高台付皿 回転ナデ、回転ヘラ
切りヵ

自色の小砂粒を僅かに含
む 良好 淡橙色

71-30 JS17黒 褐色 土師器 高台付皿 (52) 回転ナデ 2nm大 の砂粒を含む やや不良 濃肌色

71-31 土師器 高台付杯 回転ナデ 自色の小砂粒を僅かに含
む 良好 明灰桃色

71-32 JS 17黒褐色 土師器 高台付邦 回転ナデ 白色、赤色の小砂粒を僅
かに含む

良好 明桃色

110-1 CH30-31古
墳竪六 土師器 甕 (174)

ヨコナデ、ヘラケズ
リ

l mm前 後の砂粒を多く含
む

良好 淡褐色

110-2 CH30-31堅
穴床面

土師器 甕 (146)
ヨコナデ、ナデ、ハ
ケロ、ケズリ 白色の砂粒を少量含む 良好

明褐色、外面
黒変

110-3 C‖ 30-31竪
穴床面

土師器 嚢 (150)
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ l mm程度の砂粒を含む 良好 にぶい灰黄色

110-4 CH30-31竪
穴床面

土師器 高第 回転ナデ、ハケロ 05～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 にぶい淡橙色 内面格子状暗文

110-5 Cn30-31竪
穴床面

土師器 高不 ナデ、ハケロ 0 5mmの 砂粒を含む 良好 淡橙色

110-6 CW31古 墳竪
穴 須恵器 蓋 (140) 回転ナデ、ナデ 密 良好 明灰色

110-7 C開 30-31竪
穴床面

土製品
移動式竃

ナデ
I nm以 下の砂粒を多く含
む 良好 黄褐色

110-8 AT19大掘 り
方 (新 )

製塩土器 製塩土器 (150) ナデ、指頭圧痕 精 良 良好 肌 色

110-9 CH30-31竪
六床面

突帯文土
器 深鉢

突帯はナデ、巻貝条
痕

l mm前後の砂粒を多く含
む 良好 黒灰色

110-10 D141竪 六の
西側 土師器 貨 (136)

ヨヨナデ、ハケロ、
ヘラケズリ 巻許

i nmの砂粒を多く
良好 黄～淡橙色 外面、大半が風化

110-H
D141竪 穴内
セクション
用アゼ

土師器 簑 (148)
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

05～ l mmの 砂粒を含む 良好 にぷい淡橙色 外面煤付着

110-12 D141竪 穴内 土師器 甍 (176)
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 淡褐色 大半が風化

110-13 D」 41竪欠内 土師器 愛 ナ夭 ヘラケズリ 各許
lmの砂粒を多く

良好 淡黄色 風化著し,

110-14
歓
カ

ゼ

区
ク
ア

Ｄ
セ
用

土師器 雲 ヨヨナデ やや密、 2 mm以 下の砂粒
を多く含む やや不良 自褐～淡橙色 口縁端部内面黒班

110-15 D141竪 穴内 土師器 高郭 (242) ヨコナデ、ハケロ 砂粒を含む 良好 淡7HH色

110-16 D141聾 穴内 土師器 高ネ (13・4)
ヨヨナデ、ナデ、ハ
ケロ 051mの 砂粒を含む 良好 淡橙色

110-17
歓
カ

ゼ

区
ク
ア

Ｄ
セ
用

土師器 高イ (HO) (57) 風化著しし 0 5nm程 度の砂粒を含む 良好 橙色

110-18 D141竪 穴内 土師器 高不 (98)
ミガキヵ、ナデヵ、
ハケロ 結良 良好 橙～黒灰色 外面黒班

110-19
D区 竪六
セクション
用アゼ

土師器 然 (142)
ヨコナデ、ヘラケズ
リ

密、 2 mm程 度の砂粒をや
や多く含む

良好 淡橙褐色 風化著 し,

110-20 D141竪 穴内 土師器 然 (168) ヨヨナデ、ハケロ 05～ l mmの 砂粒を含む 良好 淡橙色

110-21 AB25黒 色桂
穴 須恵器 蓋 ヵ ナデ 精 良 良好 濃肌色

HO-22 AS23黒 色柱
穴内

須恵器 衰 回転ナデ、タタキ 2 mm以 下の砂粒を含む 良好 茶褐色 外面自然釉

110-23 AS23黒色柱
穴内

土師器 杯 (58) 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ 雲母、角閃石力を含む 良好 黄白色

110-24 AS23黒 色柱
穴内

製塩土器 製塩土器 ナデ 白色の砂粒を含む 良好 俗 色

1
DE45井 戸黒
色

土師器 搭

`156)
(62) ナデ、回転糸切り 赤色砂粒を含む やや不良 白黄色

lH-2 土師器 不 (70) 回転ナデ、回転糸切
り 精 良 良好 黄～淡褐色

lH-3 DE45井 戸黒
色

土師器 杯 回転ナデ、糸切り 精 良 良好 淡黄褐色

111-4 DE45井 戸埋
土

土師器 高台付イ 回転ナデ 赤色砂粒を含む 良好 淡黄褐色

lH-5 DE45井 戸黒
色

土師器 高台付皿 (106) 回転ナデ 各許
l mmの 砂粒を多く

良好 淡褐色

lH-6 DE45井 戸 土師器 高台付皿 (76)
回転ナデ、糸切り、
ナデ 精 良 良好 灰色

lH-7 DE45井 戸黒
色

土師器 皿 94 回転ナデ、回転糸切
り 赤色砂粒を含む やや不員 にぶい黄橙色

!H-8 DE45井 戸埋
土

土師器 皿
回転ナデ、回転糸切
り 精 良 良好 灰～灰黄色

lH-9 DE46 須恵器 高台付杯 回転ナデ、糸切 り 白色砂燈を含む 良好 灰 色

1■ -10 DE45井 戸埋
土

須恵器 郵 (156) 回転ナデ 白色砂粒を含む 良好
黒灰～にぶい
橙色

IH― ‖
DE46井 戸 R
黒色

黒色土器 碗 ナデ 緒 良 良好 淡褐色 内面黒色

IH-12 DE45井 戸埋
土

製塩土器 製塩土器 ナデ、指頭圧痕 精 良 良好 淡橙色
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挿図番号 写真図版 出上遺構名 種 月J 器 種
口径

(m) 降
ω
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(¨)

形態・ 手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 君

lH-13 圏
46井戸黒

瓦 平瓦 布日、タタキ l mmの 砂粒を含ф 良好 青灰～黒灰色

DE45井戸埋
土

土製品
ミニチュ
ア土器

17 ミガキ、ケズリ、ナ
密 良好 灰～黒灰色

lH-16 AS21井 戸内 土師器 芥 回転ナデ、回転糸切
り 2 mm以下の砂粒を含む 良好 灰自色

In-17 AS21井 戸内 土師器 柱状高台
付不 回転ナデ、糸切り 精 良 良好 灰白色

lH-18 AS21井 戸内 須恵器 高台付不 回転ナデ 密 良好 青灰色

lH-19 AS21井 戸内 上師器 衰
ナ云 ハケロ、ケズ
リ

2 mm以下の白色砂粒を含
む 良好 黄褐色

lH-20 R18井 戸 土師器 杯 (154) (66) 47 ヮF李季
、回転糸切白色の小砂粒を含む やや軟質 赤橙色

IH-21 AR18井 戸 土師器 必 (150) (58) 回転ナデ、回転糸切
り 砂粒を含む 良好

橙～淡橙～灰
色

黒色付着物

III-22 AR18井 戸 土師器 不 (140) (61) 42 回転ナデ、回転糸切
り 砂粒を含む 良好 灰～黄灰色 黒色付着物

111-23 憩 18井 戸 土師器 杯 (140) (50) 回転ナデ、回転糸切
り 砂粒を含む 良好 黄灰～暗灰色 黒色付着物

lH-24 AR17井 戸 土師器 II l 87 25 回転ナデ、回転糸切
り 雲母を含む 良好 灰褐～黄橙色

lH-25 AR18井 戸 土師器 皿 82 19 回転ナデ、回転糸切
り 05～ l mmの 砂粒を含む 長 好 淡橙色

lH-20 AR18井 戸 土師器 皿 84 回転ナデ、回転糸切
り 砂粒を含む やや不良 淡褐色

111-27 AR18井 戸 土師器 皿 84 1 6 回転ナデ、回転糸切
り 精 良 良好 黒灰～淡褐色

lH-28 憩 18井 戸 土師器 皿 85 15 回転ナデ、回転糸切
り 05～ l mmの 砂粒を含む 良好 淡黄褐色

111-29 AR17井 戸 土師器 皿 75 回転ナデ、回転糸切
り 0 5mmの 砂粒を多 く含む 良好 にぷい自黄

IH-30 AR18井 戸 土師器 皿
回転ナデ、回転糸切
り 結 良 良好 にぶい灰黄

111-31 思 18井 戸 土師器
柱状高台
付皿

79 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 緒 良 良好 淡褐色

lH-32 思 18井 戸 土師器
柱状高台
付皿

回転ナデ、回転糸切
り 結良 良好 淡橙色

lH-33 AJt 18井戸 上師器
柱状高台
付杯

(56) 回転ナデ l mm前 後の砂粒を含む 良好 淡黄自色

IH-34 AR18井 戸 土師器
柱状高台
付皿ヵ

回転ナデ、回転糸切
り 砂粒を含む 良好 淡橙色

lH-35 憩 18井 戸 土師器
柱状高台
付皿 ヵ

回転ナデ、回転糸切
り 審懲

を含む、赤色砂粒を
良好 淡黄橙色

,H-36 AR18井 戸 土師器 高台付不 54 回転ナデ、ナデ 砂粒を含む 良好 にぷい淡褐色

lH-37 触 17井 戸 土師器 高台付皿
62 回転ナデ 砂粒を多 く含む 良好 淡褐色

lH-38 IIR18井戸 白磁 皿 ヘラケズリ 密響懇
nm大の砂粒を僅か

良 好 灰白色 Ⅳ-2類

lH-39 AR18井 戸 白磁 碗 60 ヘラケズリ
密

む
l mm以 下の砂粒を含

良好 淡灰白色 V類

111-40 憩 18井 戸 白磁 碗 7コ ヘラケズリ出し 密、胎上に隙間あり 良好 灰白色、灰色 Ⅳ -1類

lH-41 思 19井 戸 白磁 碗 回転ナデ 窯たき響
以下の砂粒を僅

良好 自 色 Ⅳ-1類

IH-42
。

‐８

２‐
２３
一声

は
ＡＴ
井

須恵器 硯 282 回転ナデ、タタキ
2 mm以下の自色砂粒を含
む

良好 青灰色

1■ -43 憩 18井 戸 須恵器 甕 (230) (50) ナデ、回転ナデ、ハ
ケロ 05～ l mmの 砂粒を合む 良好 青灰色

lH-44 思 18井 戸 瓦 丸瓦 布日、ケズ リ、ナデ 自色砂粒を含む 良好 灰～灰褐色

lH-47 Ao24井 戸 須恵器 杯 (104) (74) 回転ナデ、ナデ
06～ l mmの 自色砂粒 を
含む

良好 灰～暗灰色

lH-48 AQ24井 戸埋
土

上師器 皿 (88) (4 0) 18 回転ナデ、回転糸切
り 微砂粒を含む 良好 淡褐色

IH-49 AQ24井 戸埋
土

土師器 皿 (3 4) 13 回転ナデ、回転糸切
り 微砂粒を含む 良好 淡褐色

lH-50 AQ24井 戸埋
土

土師器 高台付杯 (96) 回転ナデ、回転糸切
り 自色・赤色の砂粒を含む 良好 橙色

51
AQ24井 戸埋
土

瓦 平瓦 タタキ、布目 lnmの砂粒を含む 良好 黒灰～灰色

111-52 D142井 戸埋
土

土師器 杯 回転ナデ、ナデ 雲母を密に含む 良好 掻雹
い黄橙～

lH-53 D142井 戸埋
土

土師器 不 43 回転ナデ、ナデ 05～ l mmの 砂粒 を含む 良好 橙色

lH-54 D142井 戸埋
土

土師器 郭
回転ナデ、回転糸切
り 05～ l mmの 砂粒を含む 良好 にぶい黄灰色

lH-56 D142井 戸埋
上

土師器 皿
17～
18 回転ナデ、風化 自色砂粒・雲母を含む 良好 にぶい黄褐色

112-1 BN32井 戸内
R 上師器 捧 66 回転ナデ、回転糸切

り 微砂粒を含む 良好 灰～淡褐色

112-2 8N33穴 (井
戸 ヵ)

土師器 杯 50 回転ナデ、回転糸切
り 精 良 良好 灰自色
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112-3 BN32バ ラス
下(井戸ヵ)

土師器 高台付郭 (81) 回転ナデ I酬率毯粽宗客蓬3翠ゝ
れに含む

良好 淡橙～橙色

11つ -4 BN33穴 (井

戸ヵ)
土師器 高台付不 回転ナデ 精良 良好 淡黄褐色

112-5 BN32井 戸内
R 上師器 高台付皿

30～
3.2 回転ナデ 砂粒を含む やや 不 長

にぷい淡褐～
灰褐色

112-6 BN92バ ラス
(井戸ヵ)

土師器 高台付皿 (5 4) 回転ナデ 微砂能を含む 良好 淡橙色

112-7 BN33穴 (井

戸ヵ)
土師器 高台付杯 回転ナデ 精 良 やや不良 淡黄褐色 全体に風化

112-8 8N32バ ラス
下(井戸ヵ)

土師器
柱状高台
付皿 (4 2)

回転ナデ、回転糸切
り 精 良 やや不良 淡橙色

112-9 BN32井 戸内
R 土師器 皿

回転ナデ、回転糸切
り 砂粒・雲母を多く含む 良好 灰褐～橙禍色

112-10 BN32バ ラス
下(井戸ヵ)

須恵器 鉢 (420) 昇要市τ楽あ先姦
｀密、やや大きめの白色砂

粒を少し含む
良好 明灰色

112-H 酬27井戸埋
土

土師器 イ (60) 回転ナデ、ナデ 微砂粒を含む 良好 淡橙色

112-12 BM27井 戸埋
土

土師器 高台付皿 回転ナデ、ナデ 砂粒を含む 良好 淡橙色

112-13 聞27井戸埋
土

土師器
柱状高台
付皿

87 47 回転ナデ、ナデ、回
転糸切 り

赤色の微砂粒を含む 良好 淡橙色

112-14 BM27井 戸埋
土

土師器
柱状高台
付皿 (56) 回転ナデ、回転糸切

り 微砂粒を含む 良好 淡橙色

112-15 BM27井 戸埋
土

土師器
柱状高台
付皿

41 回転ナデ、回転糸切
り 微砂粒を含む 良好 淡橙色

112-16 al127井戸埋
土

土師器 皿
10～
23

回転ナデ、回転糸切
り 精 良 良好 暗灰黄色

112-17 BM27井 戸埋
土

土師器 皿 (94) 17 回転ナデ、回転糸切
り 微砂粒を含む 良好 淡橙色

112-19 AP20井 戸 ヵ 土師器 ネ
回転ナデ、回転糸切
り

2 mm以下の自色砂粒を含
む 良好 黄灰色

112-20 Ap20井 戸 ヵ 土師器
柱状高台
付ネ

回転ナデ、回転糸切
り

2 mm以 下の白色砂粒を含
む 良好 褐色

112-21 Ap20井 戸 ヵ
養器系陶
器

甕 ナデ、タタキ 2 mm以 下の白色砂粒を含
む 良好 茶褐色 内面 :自 然紬付着

112-2ワ
BP33井 戸北
R 土師器 皿

回転ナデ、回転糸切
り 精 良 良舛 灰白色

112-23 BP33井 戸北
R 土師器 高台付皿 回転ナデ 5 mm以 下の砂粒を含む 良好 灰自色

112-24 8P33井 戸北
R 上師器

柱状高台
付杯

回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 淡黄褐色

112-25 B027井 戸埋
土

土師器 皿 (84) (18) 42 回転糸切 り 結 良 良好 淡灰自色

H2-26 岡27井戸埋
土

土師器 皿 (154) 糸切 りヵ
I mm以 下の砂粒を多く含
む 良好 淡黄褐色

112-27 酌27井戸埋
土

土師器
柱状高台
付杯

回転ナデ、回転糸切
り

3 mm以 下の赤色・ 白色粒
子を含む

良好 黄掲色

112-28 8027井 戸埋
土

瓦器 椀 ミガキ 精良 l mmの 白色砂粒を若
千含む

良好 暗灰色 樟葉型 13C

112-29 8027井戸理
土

青磁 碗 ヘラケズリ 精緻 良好
暗緑色、淡灰
色

籠泉窯系 1頼

112-30 8027井戸埋
土

須恵器 嚢 力重 ナデ、タタキ
蕉響愁

下の白色砂粒を多
良好 灰色

!12-31 B027井 戸埋
土 須恵器 甕 ヵ壷 ナデ、タタキ l mm以下の砂粒を少し含

む 良好 青灰色

112-32 憩 H井戸内
黒色

土師器 皿 (72) 15 回転ナデ、糸切 り 緒良 良好 黄褐色

112-38 BM30黒 色穴 上師器 杯 回転ナデ 白色の砂粒を含む 良好
明白茶色、暗
灰色

底部 :板状圧痕

112-34 BN30井 戸北
内R 土師器 杯 (39) 回転ナデ、回転糸切

り
密、1 5mm以下の自・ 橙色
砂粒を全体に僅かに含む

良好 橙褐色

112-35 BN30大 Pit

内黒色
土師器 ネ 1) (71) ナデ、ハケロ、指頭

圧痕 蜜遥�膠燈詈多奪各慾
粒・

良好 乳褐色 手捏ね

H2-36 8N30井 戸北
内R 土師器

柱状高台
付皿 (88) 回転ナデ 密、I mm以 下の橙色砂粒・

砂粒を僅かに含む
良好 橙褐色

112-37 BN30井 戸北
内R 土師器

柱状高台
付杯

回転ナデ、回転糸切
り

密、 2 mm以 下の砂粒・ 自
色砂粒を多く含む

良好 橙褐色

112-38 BN30井 戸北
内R 土師器 甕 (130)

デ
リ

ナ
ズ

コ
ケ

ヨ
ラ

ナデ、ヘ やや祖、1 5mm以下の砂粒
を多 く含む

良好 橙褐色 内面 :煤薄く付着

112-39 BN30井 戸北
内R 須恵器 高台付杯 (108)

回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

密、 l mm以下の自・黒色
砂粒を全体に少し含む

良好 明灰色
外面 :黒褐色付着
物

H2-40 酬30井戸北
内R 須意器 重 (150) (73)

ヘラケズリ、回転ヘ
ラケズリ、ナデ 1～ 3 mmの 砂粒を含む 良好 暗青灰色

113-1 Ｔ２
内

Ａ
坑

ＡＳ
土 須恵器 蓋 (156) 1 9 回転ヘラケズリ、回

転ナデ、ナデ
密、黒い粒子、長石を少
量含む

良好 暗灰色

113-2 Ｔ２
内

Ａ
坑

ＡＳ
土 須恵器 蓋 (180) 回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ、ナデ
密、 l mm以下の自色砂粒
が多量混入

良好 灰色 宝珠つまみ

I13-3 AS AT22-23
土坑内

須恵器 蓋 (■ 2) (32) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 砂粒を含む 良好 黒灰～灰色 宝珠つまみ

113-4 AS AT22-23
土坑内

須恵器 孟 (162) 回転ナデ、ナデ 密、長石、
む

石灰を少量含
良好 暗灰色

113-5 AS AT22-23
土坑内 須恵器 議 (174) 回転ナデ、ナデ、糸

切 り 密、長石を微量に含む 良好
赤褐色、明灰
色
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113-6 AS AT22-23
土坑内 須憩器 休 40 回転ナデ 密、石灰を少量含む 良好 灰色

113-7 AS AT22-23

土坑内
須恵器 杯 (123) (86) 42

回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

密、細かい白色砂粒が多
量混入、 2～ 3 maの 自色
砂粒が少量混入

良好 暗灰色

!13-8 AS AT22-23
土坑内

須恵器 不 (H2) (74) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

l aa以 下の砂粒を含み、
3 mmの 砂粒を僅かに含む

良好 灰 色
口縁端部 :油煙付
着

Ild-9 AS AT22-23

土坑内
須恵器 高台付不 (174) (120)

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ後ナデ

密、黒い粒子が少量混入、
l mm以 下の白色砂粒が少
量混入

良好 灰色、明灰色

l13-10 AS AT22-23
土坑内 須恵器 高台付必 (120) (100) 回転ヘラケズ リ、回

転ナデ
密、長石を少量、石英を
微量含む

良好 明灰色
口縁端部 :油煙付
着 概報 17図 50

I13-H Ｔ２
内

Ａ
坑

ＡＳ
土 須恵器 高台付杯 (124)

回転ナデ、糸切り後
ナデ

ふ
含

量
く

少
多

を
や

石
や

長
を

・
粒

英
石

石

ヽ
ヽ
み

密
く
む

良好 暗灰色

113-12 AS AT22-23
土坑内 須恵器 高台付郭 (120) (82) 回転ナデ 密、 2 mm以 下の石英・ 白

色砂粒が多量混入
良好 暗灰色 重ね焼き痕あり

113-13 Ｔ２
内

Ａ
坑

ＡＳ
土 須恵器 高台付杯 (128) (82) 44 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 暗灰色

113-14 AS AT22-23
土坑内 須恵器 高台付杯 (H8) (62) 回転ナデ、ナデ 密、長石を少量含む 良夕子 灰 色

113-15
AS AT22-23

土坑内
須恵器 皿 (154) (92) 回転ナデ、ナデ

密、細かい白色砂粒が多
量混入、 l nm程度の自色
砂粒が微量混入

罠好 暗灰色

113-16 胞如
ＡＳ
土 須恵器 皿 (153) (120) 回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ後ナデ、ナデ
密、 l mm程度の石英が少
量混入 良好 灰自色

113-17 Ｔ２
内

Ａ
坑

ＡＳ
土 須恵器 高台付皿 (186) 回転ナデ、回転糸切

り 密、長石を少量含む やや不良 明灰色

113-18 AS AT22-23
土坑内 須恵器 高然 回転ナデ、ナデ

l am以 下の砂粒を含み、
2～ 3 mmの 砂粒を僅かに
合む

良好 灰自色 円形四方向透かし

113-19 AS AT22-23
土坑内

須恵器 鉢 (200) 回転ナデ 含ヽ
み
し

含
少

を
を

粒
粒

砂
砂

の
の

剛
後

２
一則

”　
ｍ

ｌ
５
む

良好 暗灰色

H3-20 雲置圭
坑内土師器 杯 H5 5 1 回転ナデ、回転糸切

り
l mm以 下の自色砂粒を含
む やや不長 淡黄褐色

蟹避圭
坑内

土師器 杯 (1■ 2) 31 回転ナデ 密、長石・石英を少量含
む やや不良 黄褐色

113-22 AT22土 坑内
黒色土

土師器 高台付皿 (120) 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 淡褐色

113-23 AT22土 坑内
黒色土

土師器 高台付皿 H6 回転ナデ l mm以下の砂粒を含む 良好 淡褐色

113-24 AT22土 坑内
黒色土

土師器 高台付ネ (163) (100) 67 回転ナデ、ナデ 0 5mm前 後の砂粒を含む やや不良 橙～淡橙色

113-25 AT20黒 色
ビット(大)

白磁 蓋 回転ナデ 密 良好 淡灰自色 広東系

113-26 AT20黒 色
ビット(大 )

須恵器 杯 ヵ皿 糸切り後ナデ、ナデ き響前後の砂粒、雲母を良好 白灰色 刻書 「自J

113-27 AT20黒 色
ビット(大 )

須恵器 皿 (142) (H6) 回転ナデ 密、長石を少量含む やや不 良 黄灰色

113-28 AT20黒 色
ビット(大)

須恵器 郷 (H8) (77) 43 TF苔百チ娑
止糸切

宣浪契
かい黒色砂粒が多

良 好
灰色 (変色部
は暗灰)

重ね焼芭

113-29 A017土坑R 須恵器 益 87 22 景夢今7ヶ季
り、回

窒合も
nm前後の砂粒を少

良好 灰 色 悦報 16図 1

113-30 A017土 坑R 須恵器 蓋 (97) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰色 内面磨滅

113-31 A017土 坑R 須恵器 蓋 27 屏努す覆チ早r9昇 密 良好 灰 色

113-32 A017土 坑R 須恵器 蓋 29 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 衛合も

mm前後の砂粒を多
良好 灰～灰白色

外面ヘラ記号
「×」

113-33 AC22黒 色土
坑

土師器 高台付皿 (28) 回転ナデ、ナデ 密、白色微細砂粒を含む 良好 淡橙褐色

I13-34 AC22黒 色土
坑

土師器 杯 (154) 回転ナデ、回転糸切
り 2 mm大 の砂粒を含む 良好 明褐色 灯明皿型、口縁端

部油煙付着

113-36
鳳12焼土
ピット

須恵器 議 回転ナデ
密、 3 mm以 下の白色砂粒
を多く、 5 mmの黒色砂粒
を一粒含む

良好 明灰色

113-37 触12焼 土
ビット 土製品 姑塙 ナデ 砂粒を多く含む 良好 灰 色 銅滓付着

I13-38 絋12焼土
ピット

土製品 羽 口 ナデ 砂粒を多 く含む 良好 灰色 先端ガラス質

114-1 AT18黒 色
ビット(中 )

土師器 皿 (202) ヘラケズリ、ナデ 緒 良 良好 淡黄褐色 赤彩

H4-2 AT18黒 色
ビット(中 )

自磁 碗 67 回転ナデ、ヘラケズ
リ

密、 2 mm以 下の砂粒を少
し含む 良好 Ⅳ-1頼

lH-3 A020黒 色オ
チコミ 須恵器 高台付杯 (H5) 回転ナデ、回転糸切

り l mm前 後の砂粒を含む 良好 暗青灰色
内外 :回 縁部に漆
付着

114-4 AT23土 坑内 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

2 mm前 後の砂粒を多く含
む 良好 橙～暗褐色 輪状つまみ

H4-5 AS22土 坑内 須恵器 議 屏奏すFチ昇転
ヘラ

3各急mm程度の砂粒を少
良好 暗灰～灰褐色 宝珠つまみ

114-6 触24北 上坑
内

土師器 高台付然 57 回転ナデ、回転糸切
り

2 mm以 下の砂粒を含む 良好 淡褐色

114-7 AC20黒 色柱
穴

製塩土器 製塩土器 (108) ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 橙～肌色

114-8 62・ 68
AT23黒 穴AR
24バ ラス 緑釉陶器 碗 回転ナデ、沈線、糸

切り 精 良 良好 緑 色 近江 10C中～後
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114-9 AP23黒 褐色
穴 緑釉陶器 碗

回転ナデ、糸切り後
回転ナデ 細か く均質な土 良好 淡緑色 近江

114-Ю
AS19ノ ラヽ
ス・AT19
黒ビ ッ ト

緑釉陶器 碗 回転糸切 り、沈線 密 良好 濃緑色 近江

114-13 BP37穴 R黒
色土

土師器 高台付杯 回転ナデ 砂粒をほとんど含まなヤ 軟 質 白色

114-14 BP37穴 R黒
色土

土師器 57 ナデ、回転糸切り 密、微細砂粒を含む 良好 淡灰褐色

H4-15 BP37穴 黒色
土

土師器 ネ 52 回転ナデ、静止糸切
り

2 mm以下の砂粒 を含む 良好 黄褐色

114-16 BP37穴 R黒
色土

製塩土器 製塩土器 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 暗灰褐色

114-17 BP37穴 黒色
土

緑釉陶器 香 炉 回転ナデ 密、0 5mm以 下の白色砂粒
を僅かに含む

良好 淡緑灰色 美濃ヵ、 10C

114-18 色黒穴３７８Ｐ
土 白磁 碗 ケズリ、施釉 徹 密 良夕子 灰白色 Ⅳ類

114-22 BN31柱 穴 R 土師器 甕 ナデ、ケズリ 5m以下の砂粒を含む 良好 黄褐色

I14-23 8N81柱 六 R 土師器 嚢
ヨコナデ、ハケロ、
ケズリ

I nun以 下の砂粒を多く含
む

良好 淡黄掲色

114-24 BN31柱 穴 R 須恵器 嚢
回転ナデ、ハケロ状
夕タキ

2 mm以下の白色砂粒を含
む

良好 淡灰色

H4-25 BL26灰 色
ビット 須恵器 高界 回転ナデ

密

む
石英、長石を少量含

良好 灰色 方形二方向透か し

‖4-26 8830土 坑内 土師器 必
ゃ
３

回転ナデ、ナデ、回
転糸切り 微砂粒を含む 良好 橙～淡橙色

‖4-27 BQ34ビ ット
内

土師器 杯 154 42 回転ナデ、回転糸切
り 2 mm以下の砂粒を含む 良好 黄褐色

■4-28 BM32ピ ット
R黒色土 上師器 高台付皿 回転ナデ 白色・赤色の砂粒を含む 良好 挑白色 高台 特徴的

■4-29 8026黒 色上
坑

土師器 必
ヨヨナデ、回転糸切
り

密、微細石英片・白色砂
粒を含む

良 好 淡橙褐色

H4-30 黒穴大３２
土

８Ｐ
色 土師器 皿 20 回転ナデ、回転糸切

り
2 mm以下の白色砂粒を含
む

良 好 淡黄褐色 概報 18図 10

114-31
BR32大 ビッ
ト黒色土

灰釉陶器 碗 142 60 回転ナデ、糸切りヵ 密、 2 mm以 下の砂粒を僅
かに含む

良好 奇灰色 東濃虎渓山

H4-32 BR32黒 色大
穴中

白 磁 皿 (122) 48 27 ケズリ、施釉 精 良 良好 淡灰白色 VI-2b類

H5-1 CL10土 坑灰
褐色粘土

須恵器 高台付皿 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、05～ l mm以 下の自色
砂粒を含む

良好 暗灰色 高台が高い

115-2 CL19上 坑灰
掲色粘土

製塩土器 製塩土器 (126) 指頭圧痕、布目圧痕 2～ 4 mm大の自色礫含む 良好 明橙色

115-3 C‖ ‖暗灰
ビット 須恵器 ネ (H4) (44) 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ
密、0 5mm以下の白・黒色
砂粒を多く含む

良好 灰白色

115-4 でHH暗灰
ビット

須恵器 疑
回転ナデ、ハケロ、
タタキ

密、 2 mm以 下の白色砂粒
を少し、黒色細砂粒を僅
かに含む

良好 明灰色

115-5 GJ 12柱穴 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、 l mm以 下の砂粒、自
色細砂粒を多 く含む

良 好 明灰色

115-6 G」 12柱 六 須恵器 高台付邦 43 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰色

115-7 CL12柱 穴 上師器 不
ヨヨナデ、ヘラケズ
リ、ハケロ

密、 l llm以下の砂粒をや
や多く含む

良好 橙褐色 全面赤彩

115-8 CL12柱 穴 製塩土器 製塩土器
デ
痕

ナ
圧

ハケロ、指頭 密、0 5mII以 下の砂粒を少
し含む

良好 袷褐色

115-9 CL14黒 柱穴 須恵器 蓋 ヵ 風化著しし 1剛以下の砂粒を含む やや不良 肌～灰白色

115-10 CF17黒 色土
坑

土師器 皿 ナデ、回転糸切り 白色の小砂粒を含む やや不良 明桃色 ゆがみあり

115-H CP17黒 色
Pit内

土師器 皿 約 11 約30 回転ナデ、回転糸切
り 赤色、自色の砂粒を含む 不良 橙色 ゆがみ大

115-14 DF46北 西隅
Pit

土師器 郷 124 42 ミガキ、手持ちケズ
リヵ

2 mm以下の白色砂粒を含
む

良好 淡黄褐色
外面は器壁が荒れ
ている

115-15 CК 19土 坑 須恵器 然 (131) (45)
ナデ、回転ナデ、回
転糸切り後ナデ

l mmの 黒い粒を多量に含
む、 2 mm程 度の砂粒を僅
かに含む

良好 灰 色
外面底部に 「官J

の墨書

115-16 AC20土 坑 須恵器 皿 回転ナデ、ナデ 細かな砂粒を少塁含む 良好 灰 色
外面底部に回 〔葬
ヵ〕の塁書

115-17
土

コ

色
チ

灰
オ

別
北

屈
南
ミ

須恵器 ネ (122)
ナデ、回転ナデ、回
転糸切り後ナデ

密 不 良
画

面

内

外
明茶褐色

暗茶褐色

外面底部に 「回勝」
の墨書

115-18 A819丸 柱穴 須恵器 ネ ヵ ナデ、回転糸切り 砂粒などは台まなし 良好 灰色
外面底部に 「山水
土Jの墨書

I15-19 CК 12掘 方内 須恵器 不 ナデ、回転糸切り 密、砂粒はほとんど含ま
ない 良奸 灰色

外面底部に 「生」
の墨書

115-20 CК 24灰黒粘
土凹み

須恵器
ナデ、回転糸切り、
回転ナデ 細かな砂粒を含む 良好 淡い灰色

外面底部に 「舞J

の墨書

115-21
AN H黒 灰色
粘土クポミ 須恵器 皿 (77) 回転ナデ、回転糸切

り
I mm前 後の砂粒 を含む 良好 青灰色 内面磨滅

116-22 耐 H黒灰色
粘土クボミ 須恵器 壺 回転ナデ

0 1mm～ 4 mm程 度 の砂粒
を含む

良好 淡灰色

H5-23 AQ20黒 色土
オチコミ 須恵器 皿 (155) 26 回転ナデ、回転糸切

り
0 5mm前 後 の砂粒がほん
の僅か含む

やや不良 淡灰色

H5-24 AQ20黒 色土
オチコミ 須恵器 高台付皿 回転ナデ 2nm～ 3 mmの 砂粒を含む 良好

外面 :灰色
内面 :淡灰色

高台内に油煙付着、
転用硯
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115-25 AQ20黒 色土
オチコミ 上師器 蓋 18 回転ナデ、ヘラケズ

り
2 mm～ 3 mmの 砂粒 と l lm

前後の雲母を微量含む
良好 淡乳褐色 全面赤彩

115-26 AQ20黒 色土
オチコミ 土師器 芥 (115) (34) 回転ナデ

巻設
m以 下の砂粒 を少塁

不 良 淡乳褐色 全面赤彩

115-27 A020黒 色土
オチコミ 土師器 杯 回転ナデ、回転糸切

り
i mm前 後の砂粒を少塁含
む 不 良

外面 :薄橙色
内面 t肌色

115-28 ATl,大 掘 り
方

須恵器 蓋 (136) 糸切り、ヘラケズリ、
回転ナデ 写曽

粒子1～ 3mが点在
良好 灰 色 転用硯

115-20
AT20灰 色土
南北オチコ 須恵器 蓋 21

回転ナデ、ヘラケズ
リ

l mm前 後の砂粒 と、 2～
3 mmの 砂粒を含む

良好 暗灰色 転用硯

I15-30 B832黒 色土

(溝)P 土師器 高台付捧 (106) 回転ナデ
ｍｍ
に

１
量微ヽ

と
を

石
子

長
粒

の
色

下
赤

以
の

ｍｍ
下
む

１
以
含

良好 肌色

115-31 ぐM24灰 黒色
粘土(四み)

須恵器 不 (H8) 回転ナデ ヵ 巷慇
～6 mmの自色砂粒を

やや不良 淡灰色 内外面、風化著し

115-32 CM24灰 黒色

粘土 (凹 )
須恵器 高台付邦 (157)

回転ナデ、回転糸切
り

1～ 2 mmの 白色砂粒を少
量含む

良好
内画 :灰 色
外面 :灰 ～灰
白色

115-33 でR24灰 黒色
粘土凹み 須恵器 高台付杯 回転ナデ、ナデヵ

0～ l mm以 下の自色粒子
と黒色粒子を微塁含む

良好 灰 色 転用硯

116-1 BA40暗 掲色
土

須恵器 蓋 (150) 34 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 2 mmの 自色砂粒を含む 良好

黄灰～暗黄灰
色

116-2 70 臥40暗褐色
土 須恵器 議 24 回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ、ナデ
1～ 2 mm前 後の白色砂粒
を多く含む

良好 灰色

116-3 BA40暗 褐土 須恵器 蓋 34 回転ヘラケズリ、ヨ
コナデ、ナデ

やや粗、 1～ 3 mm程 度の

自色砂粒を多く含む
良夕子

灰
　
暗

暗
　

や
色

”
　
褐
灰

灰
　
淡
暗一

外
色
内
褐

110-4 BA40暗 掲色
R021 須意器 蓋 29 回転ヘラケズリ、回

転ナデ 密、長石を少量含む 良好 黄灰色

116-5 BA40暗 褐色
R026 須恵器 邦 46 回転ナデ、ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰色

116-6 BA40南 北溝
暗褐色土 須恵器 簑 回転ナデ、沈線

魯懲
粗、微細砂粒を多 く

良好 灰自色 自然釉付着

116-7 臥40南 北溝
暗褐 I

土師器 甕 奏F夫今ケ昇,ヽ

ナ
l mmの 砂粒を少量含む 良好

にぶい黄～橙
色

口縁の一部に黒班

110-8 BA40南 北溝
暗褐色土

土師器 甕 ヘラケズリ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰褐色 煤付着

116-9 BA40南 北溝
暗褐 I

瓦 丸瓦 ナデ、タタキ l mmの 砂粒を含む 良好 淡橙色

116-10 BP40南 北溝
暗褐色土

白磁 碗 ヘラケズ リ、施rll 精緻 良好
外面 :乳白色
内面 :灰白色

V類 ヵ

110-H 8P40南 北湾
暗褐色土

白磁 碗 施釉 τ巻きmm以下の砂粒を少
良好 灰 色 V-4頼

116-12 BP10南 北溝
暗褐色上

白磁 水注 回転ナデ、施釉 家
'こ

含む 
下の砂粒を僅

良好 灰色 lll系

116-1む BM40 1砂 須恵器 蓋 (124) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

1～ 2 mmの 白色砂粒、 5
mmく らいの小石を含む

良好 黒灰～灰褐色 一部自然釉が付着

116-H BA40 1砂 須恵器 蓋 151 屏要な下チ昇
転ヘラ

精 良 良好 灰 色

116-15 BA40 1砂 須恵器 蓋 156 回転ナデ、ナデ
05mの砂粒を含み、 1～
15剛の砂粒を僅かに含む

良好 灰色 内面磨滅

11じ -16 BA10南 北溝
I砂 須恵器 蓋

回転ヘラケズリ、ナ 精良、 l mm程度の自色砂
粒を少量含む

良好
外 :灰 ～暗灰
色
内 :灰 色

内両ヘラ記号
「×」、概報 16図 17

116-17 阻401砂 須恵器 蓋 148 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

l mm前 後の砂粒を多く合
む 良好 灰～暗灰色

116-18 BA40 1砂
R012 須恵器 蓋 (150) 回転ヘラケズリ、回

転ナデ 密、石英を少量含む 良好 黄灰色 概報 17図 17

116-19 71
BA40南 北漏
I砂 須恵器 蓋 115 回転ナデ 密、黒色微粒子、石英、

長石を少量含む
良好 黄灰色 概報17図 32

116-20 BA40 1砂 須恵器 蓋 回転ナデ、ケズリ後
ナデ 密 良好 灰 色

墨書 「三太」、転
用硯

116-21
BF39・ 40南
北溝 黄褐
色砂

須恵器 蓋 21 回転ナデ、ナデ l mm前 後の砂粒を含み、
3 mmの 砂粒も僅かに含む

良好 褐灰色

116-22 BA40 1砂
R023 須恵器 蓋 (204) 回転ナデ、 ヨコナデ 密、大きな砂粒を多く含

む 良好 明灰色 外面全体に自然釉

116-23
BF30・ 40南
北溝黄褐色
砂

須恵器 蓋 (122) (3 2)
回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ

自色砂粒を含む 良好 灰色

116-24 BF40黄 褐砂 須恵器 不 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 黄灰色

116-25 Bl140南 北溝
砂 I(上層)

須恵器 芥
回転ナデ、回転糸切
り後ナデ消 し

l mmの砂粒を含む 良好 青灰～灰色

116-26 71
BL40 1砂
R 須恵器 杯 127 74 44

回転糸切り、ヨコナ
デ、ナデ

精長、 l mm未満の自色砂
粒を少量含む

良好

内 :淡 い褐灰
色

勉炭髭員と
淡

H6-27 BM40 1砂
R51 土師器 郭 74 姿妥

り、回転ナデ、
し含愁

下の自色砂粒を少
良好 赤褐色 慨報 18図 15

116-28 7,
BF39南 北溝
黄褐砂

須恵器 高台付杯 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰 色

H6-29 BA40 1砂 須恵器 高台付杯 81 静止糸切り、回転ナ
デ、ナデ

1～ 2 5mmの 砂粒を含む 良好 青灰色 内外面に漆付着

116-30 BM40 1砂 須恵器 高台付郷 回転ナデ ]mm前後の砂粒を含む 良好 暗灰色
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116-31 BM40南 北溝
I砂 須恵器 高台付杯 (133) (82) 回転ナデ、ナデ i mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色

116-32
BF39・ 40南
北溝黄褐色
砂

須恵器 高台付必 (212) (130)
糸切り後ナデ、回転
ナデ、ナデ

自色砂粒を含む 良好 灰～青灰色

Ⅲ16-33
8F39,40南
北溝黄褐色
砂

須恵器 高台付杯 (214) (150)
糸切り、回転ナデ、
ナデ

精良、自色砂粒を含む 良好 青灰～灰色

116-34 BM40 1砂 須恵器 高台付邦 (124) 糸切り後回転ナデ、
回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 暗灰色

116-35 酬401砂 須恵器 高台付郭 (106) 回転ナデ、ナデ
l mmの 砂粒を慎かに含み
0 5mm以下の砂粒を含む

良好 淡褐色

116-36
BF39・ 40南
北溝 黄褐
砂

須恵器 皿 (140) (0 4)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

精 良 良好 灰～灰白色

116-37
BF30・ 40南
北溝黄褐色
砂

須恵器 一更 (34)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

精良、自色砂粒を含む 良好 灰白色 漆付着

116-38 8440 1砂 須恵器 壺 (64)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

l～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 灰色
内外断面に漆付着、
底部外面ヘラ記号

117-1 BA40 1砂 須恵器 砲 (7 5)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、回転糸り

l mm以 下の砂粒を僅かに
合む

良好 灰色 内外断面に漆付着

117-2
南
色

４０
褐

・
黄

３０
溝

ＢＦ
北
砂

須恵器 長頸壷 (88)
回転ナデ、ナデ、沈
線

白色砂粒を含む 良好 黒灰～灰色 自然釉付着

117-3 8L40黄 褐色
土南北溝R 須恵器 長頸壺

ナデ、回転ヘラケズ
リ、ヘラキリ

やや粗、 1～ 3 mll程 度の
自色砂粒を密に含む

良好
灰色、黒～黄
褐色

犠報 16図 26

117-4 BA40南 北溝
I砂 須恵器 器台 回転ナデ、波状文 自色砂粒を含む 良好 灰 色

117-5 BA40 1砂 須恵器 甕 (52) 平行タタキ、ヘラケ
ズリ、ナデ

精 良 やや不良 灰自色 煤付着

117-6 CJ32灰 色
砂、BA40 須恵器 鉢

平行タタキ後ナデか、
回転ナデ 長石、石英を少量含む やや不良 黄灰色 SD005と 接合

8P40南 北溝
砂 I

須恵器 鉢
カキロ後タタキ、ナ
デ、工具ナデ

白色砂粒を含む 良好 灰 色 把手

117-8 BM40南 北溝
I砂 須恵器 喪 タタキ 白色砂粒を含む 良好 黒灰色 甕片転用置台

H7-9 醜401砂 須恵器 費 (202) 回転ナデ、カキロ 精 良 良好 暗灰～青灰色

117-10 醜401砂
R37 須恵器 喪 (210) 回転ナデ、タタキ 密、砂粒を少量含む 良好 黄灰色

117-H
BF30・ 40南
北溝黄褐色
砂

須恵器 衷 回転ナデ、タタキ 結 良 良好 灰色
自然釉付着、ヘラ

記号ヵ

117-12 71
助生40 R70
1砂 ヵ

土師器 蓋 (168)
2 mm以下の自色砂粒を含
む 良好 赤褐色 全面赤彩

117-18 BA40南 北溝
I砂 土師器 杯 回転ナデ 0 5mmの 砂粒をまれに含

む 良好 黄色

I17-14 71
BA40 1砂
R50 土師器 然 H0 60 昇要市ァ≠

糸切り後
精 良 良好 赤褐色

全面赤彩、概報 18

図 16

117-15 72
BA40 1砂
R46 土師器 杯

回転ナデ、ヘラケズ
リ、ナデ

IIRL良 卑好 赤掲色
全面赤彩 剥離が著
しい

117-16 BA40南 北溝
I砂 土師器 杯 (160) ヘラミガキ、ナデ 精 良 良好 赤褐色 全面赤彩、暗文

117-17 BA40南 北溝
I砂 土師器 (184)

回転ナデ後ヘラミガ
キ 精 良 良好 にぷい橙色

全面赤彩、外面に
黒班

117-18 8A40南 北溝
I砂 土師器 不

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 精 良 良好 淡橙色 全面赤彩

I17-19 Il140南北溝
I砂 土師器 不 (138) (9_0)

回転ナデ、ヘラミガ
キ 精 良 良好 赤褐色 全面赤彩

117-20 BA40南 北溝
I砂 土師器 必 (158) (33) ナデ 精 良 良好 淡橙色 全面赤彩

117-2,
BA40南 北溝
I砂 上師器 イ

回転ナデ、ヘラケズ
リ 精 良 良好 淡橙色 全面赤彩

117-22 BA40 1砂
R6T

土師器 皿 ミガキ、ケズリ 精 良 良好 淡赤褐色
器表は風化、全面
赤彩、概報 18図 19

I17-23 勘主40 R040
1砂 土師器 不

ミガキ、手持ちヘラ
ケズリ 緒 良 良好 淡赤褐色 放射状暗文

117-24 BA40 1砂 土師器 皿 31 回転ナデ、ミガキ、
ヘラケズリ

密、0 5mm前 後の砂粒を多
く含む

良好 黄捨～黄灰色 暗文、概報 18図 5

117-25 BA40南 北溝
I砂 土師器 皿 (162) 風化著 し

'

2 mm大の砂粒を含む 良好 赤褐色

117-26 醜40 と砂
R68 土師器 高台付皿 174 ミガキ、ケズリ、回

転ナデ
l mm以 下の自色砂粒を含
む 良好 赤褐色

全面赤彩、概報 IS

膠a20

117-27
砂醜

Ｒ５ 土師器 高台付皿 (H4) (150) ミガキ、ヨコナデ 精 良 良好 赤褐色
内面はラセン状暗
文、全面赤彩、概
報18図 6

117-28 臥40南 北溝
I砂 土師器 盤 (洗) ナデ 精 良 良好 橙色

117-20 BA40南 北溝
I砂 土師器 高杯 ナデ、指頭押圧 精 良 良好 淡橙色 赤彩

I17-30 BA40南 北溝
I砂 土師器 甕

ナデ後ハケロ、ヘラ
ケズリ、ナデ 懸静

lmの砂粒を多く
良好 黄灰色 外面に撲付着

117-31 駅コ01砂 土師器 喪 122 13 55 ナデ、ハケロ、ヘラ
ケズリ l mmの 砂粒を多く含む 良好 黒～暗橙色

口縁～底部に煤付
着

118-1
8040南 北
溝 砂 2
(下 層)

須恵器 養 ヘラケズリ、ナデ 精良、 l mm未 満の自色砂
粒を多く含む

良好 灰色 概報 16図 12
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2
B040南 北ミ
ゾ2砂 須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ

l mm前 後の砂粒を含み、

魯響
前後の砂粒を僅かに良好 灰色 輸状つまみ

3 BA40 Ⅱ砂 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

3～ 5 mmの 砂粒を僅かに
含み、 l mm前後の砂粒 も
含む

良好 青灰色
強状つまみ、概報
16図 4

118-4 醜40Ⅱ 砂 察恵器 杯 (118) (82) 回転ナデ、静止糸切
り 密、砂粒を少量含む 良好 黄灰色

I18-5 BA40 R92
Ⅱ砂 須恵器 高台付不 122 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ l mm前後の砂粒 を含む 良好 淡橙～暗赤色
油煙付着、概報 I?

図49

H8-6 駅40Ⅱ 砂 須恵器 高台付邦 回転ナデ、ナデ 密、 2闘以下の砂粒を含
む 良好 青灰色 概報 16図 20

H8-7
BP40南 北ミ
ゾ砂Ⅱ (贈

褐色)

須恵器 甕
回転ナデ、カキロ、
タタキ 精 良 良好 灰 色

118-8 醜40南北
ミゾ 2砂 須恵器 横瓶 H4 (245) 回転ナデ、タタキ 白色砂粒を含む 良好 灰～黒灰色

焼成時の焼台付着、
自然釉付着

118-9 B040南 北滴
砂 Ⅱ(下層)

須恵器 と霊 (72) (30) 回転ナデ、ナデ 精 良 良好 灰 色 転用硯

118-10 B040南 北溝
砂 思(下層)

須恵器 長顕壺 (92) 回転ナデ 精 良 良好 灰 色 漆付着

118-H BA判 0南北ミ
ゾ砂2 須恵器 長頸壷 屏要なデ

、回転ヘラ0 5mmの 砂粒を含み、1～
2 mmの砂粒を少し含む

良好 自灰色 漆付着

1lS-12
BP40南 北ミ
ゾ砂Ⅱ (暗
褐色)

須恵器 主霊
回転ヘラケズリ、回
転ナデ

1～ 2 mmの 自色砂粒を含
む 良好 灰白色 後入品ヵ

118-13
ミ
暗

西
＜

束
Ⅱ
＞

４０
砂
色

ＢＰ
ゾ
褐

瓦 平瓦 l mmの 砂粒を含む 良好 灰～青灰色 泥条建築

H8-14 B040南 北溝
砂 Ⅱ(下層)

土師器 嚢 (242) ナデ、ヘラケズリ 0 5mmの 砂粒を含む 良好 黄灰色 内面赤彩

118-15 B040南 北溝
砂 H(下層)

土師器 愛 (208) (85) ナデ、ヘラケズリ 各許
1闘の砂粒を密に

良好 橙～暗黄色

118-16 BA40 2砂 土師器 一霊 (138)
ヨヨナデ、ナデ、ハ
ケロ、指頭圧痕

1 5mmの砂粒を含む 良好 茶褐色 煤付着、概報18図
22

118-17 Bh40南 北
溝 2砂 土師器 甕 (150) ハケ、ヘラケズリ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 茶褐色 煤付着

l18-18 BA40 R014 須恵器 蓋 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ヨヨナデ

密、 l mm以 下の自色砂粒
が少量混入 良好 灰 色 概報17図 28

118-19 南北大溝バ
ラス 須恵器 蓋 (164)

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 密、自色砂粒を含む 良好 灸雹

:黒灰～
内面 :青灰色

118-20 BA40 R020 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、l mm以 下の自色砂粒、
細かい黒色粒子が少塁混
入

良好 灰 色 転用硯

118-2, BA40 R010 須恵器 蓋 (178) 回転ヘラケズリ、回
転ナデ 密、砂粒を少量含む 良好 灰 色

H8-22 須恵器 蓋 l mmの 砂粒を含む やや不良 灰 色

118-23 須恵器 杯 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 1～ 2 mm大の砂粒 を含む 良好 灰～暗灰色

118-24 須恵器 杯 (134) (94) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰～暗灰色

118-25 B140 須恵器 杯 (132) (94) 糸切り、回転ナス
ナデ

粗い、l mmの砂粒を含む、
3～ 5 maの 砂粒を含む

良好 青灰色

118-26 BA40 須恵器 杯 (134) (78) 写r李季
、回転糸切

精 良 良好 灰 色

113-27 BA40 須恵器 高台付郭 (8 8) (3 2) ナ景
キリ、回転ナ夭

自色砂粒を含む 良好 灰 色

118-28 BA39・ 40玉

石溝R 須恵器 高台付杯 (124)
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

l mm以 下の砂粒を含む やや不良
外面 :明褐～
灰褐色
内面 :灰色

118-29 BA40 須恵器 皿 屏要な〒上買第弁
ラ

I mm前 後の砂粒を含む 良好 灰 色

118-30 BA40 R029 須恵器 高台付皿 (182)
回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ヨコナデ

霧泣声呂雹忌恙朱嬰窒追
入

良好
面

面

外
内

灰色
灰自色

概報17図 38

118-31
臥30・ 40玉

石溝R 須恵器 高台付皿 (109)
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

1～ 2 nm大 の砂粒を含む 良好
外面 :明褐～
灰色
内面 :灰黒色

119-1 BA40 須恵器 高台付皿 181 ヘラケズリ、回転糸
切り、ナデ

1～ 2 mm大の砂粒を含む やや不良
灰～明褐色
褐色

119-2 国庁68-70 須恵器 Itll 回転ナデ 精 良 良好 暗灰～青灰色 灯明皿型

119-3 須恵器 El 27 回転ナデ、回転糸切
り 歩冊掛蕩窪之樫宗砲客b 良好 赤灰～灰色 灯明皿型

119-4 BM40黄褐土 須恵器 皿 19 回転ナデ、回転糸切
り 良好 青灰色

自然釉付着、灯明
皿型

119-5 BA40 R36 須恵器 高杯 (128) 回転ナデ 密、 2 mm以 下の自色砂粒
が少量混入 不良 灰 色 四方向透かしヵ

119-6 BA39・ 40玉
石溝

須恵器 高郷 (130) 回転ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰 色
脚に長方形透かし

119-7 BA40 R35 須恵器 高杯 (132) 回転ナデ
宣漉夫

mm以 下の砂粒が多
不 良 灰黄色 三方向透かしヵ

119-8 BA40 須恵器 高不
回転ヘラケズリ、ナ
デ、ヨヨナデ

密、 l mm以 下の自色砂粒
が多量混入 不 良 白灰色

H9-9 島ヽ40 須恵器 鉢 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 霊漉契

かい黒色粒子が多
良好 百灰色 概報 17図 39
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119-10 C地 区40ラ
イン南北溝

須恵器 長頸壷 H0 回転ナデ、ケズリ、
ナデ、指頭庄痕 白色砂粒を含む 良好 暗灰色

110-H 8A39・ 40三E
石溝R 須恵器 長頸壺 (58) 回転ナデ 精良、白色砂粒を含む 良好 暗灰～灰色

自然釉付着、壷G

119-12 BM40赤 褐色
土南北溝

須恵器 〓堕
回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ

lB・ 良 良好 暗灰～灰色 自然釉付着

119-13 BA39,40玉
石溝R 須恵器 士霊

タタキ、回転ナデ、
ナデ 白色砂粒を含む 良好 暗灰～灰色

BA39,40玉
石溝R 須恵器 一至

回転ヘラケズ リ、回
転ナデ、ナデ

白色砂粒を含む 良好 灰色

110-15 BA40 須恵器 鉢 (118) 回転ナデ、タタ■ 白色砂粒、 2 mm前 後の砂
粒を含む

`モ

タ子 灰～青灰色

119-16 BM40赤 褐色
土 南北溝

須恵器 鉢 (260) 回転ナデ 精 良 良好 青灰色

110-17 BM40赤 褐色
土 南北溝

須恵器 甕 (402) ヘラケズリ、ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 暗青灰色

119-18 (南 北溝)

8F39 土製品
ミニチュ
ア上器 不 明 l mm以 下の砂粒を含む 良好 明褐色

119-19 BA40南 北溝 土師器 イ (172) 回転ナデ、ヘラケズ
リ 精 良 良好 赤褐色 全面赤彩

110-20 BA30・ 40EE
石溝R 上師器 イ (H4) (84) 回転ナデ、糸切り 精 良 良 好 淡橙色 全面赤彩

119-21
BA39・ 40玉

石ミゾR 土師器 嚢 (172) (104)
ナデ、ハケロ、ヘラ
ケズリ

05～ l mmの 砂粒 を多 く
含む

良好 淡橙色

110-22 土師器 疑 (223) (95)
ヨコナデ、ナデ、ヘ
ラケズリ

1～ 2 mmの 砂粒を密に含
む 良好 にぶい淡袷色 一部に黒既あり

119-23 BA39・ 10玉
石溝R 土師器 褒 (176) (84)

ナデ、ハケロ、ヘラ
ケズリ

05～ l mmの 砂粒 を多 く
含む

良好 淡橙色

119-24 BA39・ 10玉
石溝R 土師器 甕 (180) (H4) ナデ、ハケロ、ヘラ

ケズリ
0 5mm～ l mmの 砂粒 を多
く含む

良好 にぷい黄色

120-1
C'24東 西浦

灰黒粘土
疫恵器 蓋 (210)

ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密、 2 mm以 下の黒色砂粒

各憲
く、白色砂粒を少し良好 青灰色

外面 自然釉、輸

状つまみ付 き

120-2 CJ21東 西清
埋灰黒

須恵器 蓋 (22) 回転ヘラケズ リ、ナ
t mm以下の砂粒を含む 良好 灰～灰褐色 転用硯

120-3 CJ21東 西潜
埋灰黒

須恵器 蓋
ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密、1 5mm以下の自色砂粒
を全体にまばらに含む

良奸 青灰色
ボタン状つまみ付
叢ヵ

120-4 C'21東 西潜
埋土灰黒

須恵器 蓋 (137) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、 l mm以 下の自 黒色
砂粒を多く含む

良好 明灰色 短頸壼の議

120-5 Cκ 21東 西浦
埋土灰黒

須恵器 不 H4 回転糸切り、ナデ
回転ナデ

05～ l mm前後の自色砂
粒を多く含む

やや不良 灰白色
一部ヘラ切 りヵ、
軟質

120-6 CJ21東 西済
埋土灰黒

須恵器 高台付必 (120) (84) 回転糸切り、貼付高
台、回転ナデ

05～ 2 mm程 度の砂粒 を
含む

良好
暗灰色、青灰
色

120-7 C」 21東 西潜
埋土灰黒

須恵器 高台付杯 (176) (120) 糸切り、回転ナデ 密、 l mm程度の砂粒を含
む

良 (や や
軟質)

暗灰色

120-8 CJ21東 西浦
埋土灰黒

須恵器 高台付杯 (164) (126) 回転ナデ 0 5mm程 度の砂粒を含む 良好 灰色、淡灰色

120-9 でК21東 西満
埋土灰黒

須恵器 高台付不 132 92 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

l mm以 下の砂粒を含む 不 長 赤褐色

120-10 で」21東西
満埋土灰黒

須恵器 高台付不 (106) (94) 50 糸切り後ナデ、ナデ
回転ナデ

密
む

4 mm以下の砂粒を含
良好 青灰色

120-11 CJ24束 西瀦
灰黒粘土

須恵器 皿 (13 1) ナデ、回転ナデ 密、0 5mm以 下の自色砂粒
を多く含む

良好 明灰色

120-12
ぐК21東 西溝
埋土灰黒粘
土

須恵器 皿 170 糸切りヵ、ナデ、回
転ナデ

密、 2 mm以 下の砂粒を多
く含む

良好 暗灰掲色 遺物所在不明

120-13 でJ21東 西瀦
埋土灰黒

須恵器 72
33～
38

回転糸切り後ナデ、
ナデ、回転ナデ 密、長石を少塁含む やや不良 黒褐色

120-14 でК21東 西浦
灰黒

須恵器 皿 (15 1) (1()8) 23 回転糸切 り、回転ナ やや密、3 mm以 下の砂粒・
白色細砂粒を多く含む

良夕子 青灰色

120-15 CJ21東 西満
埋土灰黒

須恵器 皿 (138) 糸切り、ナデ、回転
ナデ

l mm程度の砂粒を少量含
む

良好
暗灰色、褐Fk
色

120-16 でJ21東 西清
理土灰黒

須恵器 高台付皿 178 133 37 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

白色の小砂粒を僅かに含
む 良好

暗青灰色、暗
赤灰色

室ね焼き痕跡

120-17 で」21東 西満
埋土灰黒

須恵器 高台付皿 (190) (112) 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

05～ l mmの 白色砂粒を
多く含む

良好 黒灰～灰色 転用硯

120-18 でJ21東 西満
埋土灰黒

須恵器 高台付皿 (29 9) (149) ナデ、回転ナデ 密、 l mm以 下の砂粒・ 自
色砂粒を多 く含む

不 良 灰白色 軟 質

120-19 C」 21東 西浦
埋土灰黒

須恵器 高台付皿 (19 (154) 21 回転糸切 り、回転ナ 密、l mm以 下の白色砂粒・
黒色細砂粒を多 く含む

良好 灰白色

120-20 CJ21東 西浦
埋土灰黒

須恵器 一璽 (61)
回転糸切 り、回転ナ 密、自・黒色砂粒を全体

に少し含む
良好 青灰色

120-21 ぐК21束 西溝
埋土灰黒色

上製品 取瓶
ナデ、工具ナデ、指
頭圧痕 微砂粒を多く含む 良好 灰～橙色 被熱変色

120-22 CJ21束 西溝
埋土灰黒

須恵器 鉢 (168) 回転ナデ
密、 l mm以 下の白色砂粒
を全体に少し含む

良好 青灰色

120-23 でJ17東 西満
灰褐砂

須恵器 蓋 (125) 回転ヘラケズリ後ナ
デ、ナデ、回転ナデ

密、 2 mm以 下の砂粒・黒
色細砂粒を多く含む

やや不良 白褐色

120-24 CJ20東 西溝
灰褐砂

須恵器 蓋 17 回転糸切 り、回転ヘ
ラケズ リ、回転ナデ

1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 青灰色

12()-25

CJ 17東西溝
灰褐砂・側
20東 西溝灰
褐色砂

須恵器 蓋 (143) 27
ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密、ln」I以下の白色砂粒・

0 5mm以 下の黒色砂粒 を

全体に多く含む

良好 明灰色 宝殊つまみ

120-26 構西
砂

東
色

‐６
褐

ＣＪ
灰 須恵器 蓋 184 47 沈線 2条、回転ナデ

密、長石、石英を少量含
む

やや不 良 灰 色 宝珠つまみ
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120-27 ぜ,24東西溝
灰褐色砂

須恵器 蓋 31 姦ア女ワ覆李夢
回ヽ

密 良好 灰 色

120-28 でJ17東 西溝
灰褐砂

須意器 蓋
ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密、 3 mm以 下の白色砂粒

ι客も
、黒色細砂粒を少良好 明灰色

120-20 74
CJ17東 西溝
灰褐色砂

須恵器 蓋 3 1
ナデ、回転ナデ、回
転ケズリ 密、長石を少量含む 良好 暗灰色 宝珠つまみ

120-30 CJ24東 西溝

灰褐色砂
須恵器 蓋

沈線 1条 回転ナデ、
ヨヨナデ、回転ヘラ
ケズリ後ナデ

密、細かい白色砂粒が多
量混入

天丼部ヘラ記号

120-31 でJ16東 西浦
灰褐砂

褒恵器 議 ナデ、回転ナデ やや粗、砂粒を多く含む 良好 灰白色 胎土・焼成特徴的

120-32 ぜJ18東 西浦
灰褐色砂

須恵器 杯 (43)
ヘラミガキ、回転ナ

璽潮晩聯樫響
・

良好 灰白色 搬入品ヵ

120-33 74
CJ17東 西湾
灰褐色砂

須恵器 不 (132) 雷幾李畢
り、ナデ

密 良好 青灰色

120-34 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 第 132 豊止糸切り、回転ナ
白色砂粒を含む 良好 灰～掲灰色 内面に漆付着

120-35 CJ20東 西溝
灰褐砂

須恵器 麻 回転糸切 り、ナデ、
回転ナデ

2 mm大の砂粒を含む 良好
灰～暗灰色、
灰色

120-36 口 17東 西溝
灰掲色砂

須恵器 必 (122) 62 回転糸切り後ナデ、
ナデ、回転ナデ 宙ぁ逢響蓬宗整響患

細か
良好

淡灰～淡黄灰
色

底部内面に赤色顔
料

120-37 CJ17東 西溝
灰褐砂

須恵器 ネ 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、白色砂粒を多く、黒
色砂粒を少し含む

良好 灰白色

120-38 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 不 (112) 87 回転糸切り、ナ云
回転ナデ

密、 2 mm以 下の白・黒色
砂粒を多 く含む

良好 明灰色 底部仕上げ粗雑

120-39 CJ21東 西溝
灰褐色砂

須恵器 然 (115) (86) ナデ、回転ナデ 密、l mm以 下の砂色砂粒
黒色細砂粒を多く含む

良好 明灰色

120-40 CJ20東 西溝
灰褐砂

須恵器 杯 122 74 回転糸切り、回転ナ 密

む
長石、石英を少量含

不 良 明灰色 転用瞬

120-41 CJ東西溝灰
褐砂

上師器 ネ 82 43 風化磨滅のため不明 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 明褐色

120-42 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 杯 (12()) 回転糸切り後ナデ、
ヨコナデ、回転ナデ

密、細かい白色砂粒が多
量混入 良好

緑がかった灰
色

底部外面ヘラ記号
「xJ

121-1 CJ 16東西溝
灰褐色砂

須恵器 杯 回転糸切り後ナデ、
ナデ、回転ナデ

密 良好 淡灰色

121-2 ぜК24束西湾
灰褐色砂

須恵器 杯 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ 自色砂粒を含む やや不長 赤褐色

121-3
GJ 17東西溝
灰褐色砂・
灰褐色粘土

須恵器 不 84 54 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

～ 2 mm程度の砂粒を含む 良好 淡灰色

121-4 C,20東 西溝
灰掲色砂

須恵器 然 53 合最字季
り、ナデ、密、 l mm以 下の砂粒を少

し含む 良好 暗青灰色

121-5 74
C,18束 西溝

灰褐色砂
須恵器 邦 66

回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、05～ 8 mmの 白色砂

妻 蕉香患
細砂粒を非常に 良好 暗灰～青灰色 内面自然釉

121-6 で

'20東
西溝

灰褐砂
須恵器 郷 37 回転糸切 り、ナデ、

回転ナデ
l lnm以 下の砂粒を含む 良好 灰～明褐色 重ね焼き痕あり

121-7 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 不 38 回転糸切 り、回転ナ 密、 l mm以 下の自色砂粒
を全体にまば らに含む

良好 明灰色

121-8 C」 17東 西溝
灰褐砂

須恵器 不 33 目騒姿零
り、ナデ、～ 2 mm程度の砂粒を含む 良好

青灰色、暗灰
～灰白色

121-9 でJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 イ (104) 37 姿撃
り、ナデ、回転密、細かい白色砂粒が微

量混入 良好 灰色

121-10 CJ18東 西溝
灰褐色砂

須恵器 皿 (74) 47 糸切 り、回転ナデ、
沈線

g雰璽吝も
mm程度の砂粒 や件

η
良
軟 灰白色 灯明皿型

121-H 74 で」18東 西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付杯 5, 回転糸切り、回転ナ
デ、回転ヘラケズリ

～1 5mm程 度の砂粒を含
む 良好

青灰色、黄灰
色

121-12 74
ぜК24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付芥 (212) 122 ナデ、回転ナデ i nmの 砂粒を含む 良 好 淡橙色 風化激し立

121-13 CJ14東 西満
灰褐色砂

須恵器 高台付然 (132) ナ夭 回転ナデ 密、白・黒色砂粒を全体
に少 し含む 良好 灰白色 皿の可能性もある

121-14 CJ 18東西清

灰褐色砂
須恵器 高台付然 ナデ、回転ナデ 雷翻鰹纂夕1き

む
良好 淡灰色 転用硯

121-15 C,18束 西溝
灰褐砂

須恵器 高台付外 (134) 51 昌錘姿畢
り、ナデ、

暮惑
密、白色砂粒を多 く

良好
暗赤褐～明灰
色

内外両自然釉

121-16 畏幡雹霧
満

須恵器 高台付ネ 回転糸切 り、ナデ、
回転ナデ

密、細かい自色砂粒が多
量混入 やや不良 明赤褐色 焼き歪み

121-17 C,18灰 褐色
砂 須恵器 高台付郭 (90) 44 姿零

り、ナデ、回転
懲
、 3 mm以下の砂粒を合

良好 青灰色 高台は灰釉陶器に
似る

121-18 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付ネ ナデ、回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰 色

121-19 CJ10東 西溝
灰掲砂

須恵器 高台付郭 67 目騒姿零
り、ナデ、

密、砂粒を少量含む 不 良 灰白色

121-20 CJ東西溝灰
褐砂 須恵器 高台付郭 (114) 56 回転糸切り、ナデ、

回転ナデ 筋粒を切で暮3白
・黒色

やや不良 淡灰色

21 妥摺ぁ西滴須恵器 高台付郭 糸切り、ナデ、回転
ナデ 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 青灰色

121-22 ぜJ14束 西潜
灰褐砂 須恵器 高台付不 52 高台、ナデ、回転ナ

密、長石を少量含む やや不良 黄灰色 内面底部磨滅

121-23 でJ東 西溝灰
褐砂 須恵器 高台付杯 (116) 糸切り、ナデ、回転

ナデ 蜜潮腕聯型響
・

罠好 明灰色
内面に黒褐色付着
物あり

121-24 ぜJ20東 西溝

灰褐砂
須恵器 高台付必 H3 回転糸切り、ナデ、

回転ナデ

密、 7 mmの 砂粒を含み、

魯懲
細砂粒を多く全体に 良好 暗灰色
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121-25 CJ 18東西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付杯 118 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

2～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好 灰～青灰色

121-26 CJ 16束 西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付杯 (126) 糸切 り、静止ナデ、
回転ナデ

密、 5 mmの 砂粒を含む 良 好 暗灰色 内面底部磨滅

121-27
CJ24東 西溝

灰褐色砂
須恵器 高台付不 (Hl, ナデ、回転ナデ

密、 2耐m以下の長石を少
量含み、細かい白色砂粒
を多く含む

灰色 貼付高台

121-28 CJ東 西溝灰
褐砂

須恵器 高台付杯
回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 l mm以 下の白色砂粒
を多く含む

良好 暗灰～赤灰色

121-29 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 皿 (140) 6 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、05～ l mmの 自・黒色
砂粒を多く含む

良好 明灰色

121-30 CJ東 西溝灰
褐砂

須恵器 皿 (176) (134) 沈線、ナデ、回転ナ 密、 l mm以下の白色砂粒
を多 く含む

やや不良 淡灰色 風化激 し↓

121-31
ぐJ16東 西溝

灰褐色砂
須恵器 高台付皿 4)

回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 5 mmの 黒色砂粒 。3
mmの 自色砂粒・ 白色と黒
色の細砂粒を少し含む

良好 淡灰色

121-32 CJ14東 西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付皿 沈線、ナデ、回転ナ 宿、 l mm以 下の砂粒・ 白
色砂粒を多く含む

やや不良 灰白色 軟 質

121-33
CJ24東 西溝

灰褐色砂
須恵器 高台付El (22 1) 330

回転糸切り、ナデ、
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

やや密、 3 mm以 下の自色
砂粒・砂粒を非常に多 く
含む

良好 青灰色

121-34
CJ2“ 東西溝

灰褐色砂
須恵器 高台付皿 34

糸切り、ナデ、回転
ナデ、回転ヘラケズ
リ

密、 3 mm以 下の半透明な
粒子・ 白色細砂粒を多く
含む

良好 明灰色

121-35 CJ24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 高台付皿 (134) 37 ナデ、回転ナデ 密、長石を少量含む やや不良 黄灰色

121-36 でJ18東 西溝
灰褐砂

須恵器 高台付皿 33 回転糸 切 り、 回転 ナ やや密、自色砂粒を多く
含む

やや不良 淡灰色 ヘラ記号カ

122-1 CJ 17東 西溝
褐色砂

須恵器 高外 (240) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 密、石英を少量含む やや不良 灰白色 軟 質

でJ16東 西満
褐色砂

須恵器 高郭 (211) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 密、自色砂粒を少し含む 良好 灰白色

122-3 CJ 17東 西溝
灰褐砂

須葱謡 高郷 ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好 淡灰 白色 軟 質

CК 24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 高邦 回転ナデ
密、 l mm以 下の砂粒 。自
色細砂粒を多く含む

良好 青灰色

122-5 tT17東 西溝
灰褐色砂

須恵器 短頸壺 回転ナデ 自色の微砂粒を少塁含む 良 好 明灰 色

122-6

CJ19東 西溝
青褐色砂・
CJ20東 西溝
灰褐色砂

須恵器 一望
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ヘラケズリ

密、2 5mm以 下の砂粒・白

黒色砂粒を多く含む
良,子 明灰色

122-7 C」 24東 西溝
灰褐色砂

須恵器 長頌壺
沈線、ナデ、回転ナ

白色の小砂粒を含む 良好 青灰 色

122-8 CJ18東 西溝
灰褐色砂

須恵器 長頸壷 92 貼付高台、ナデ、回
転ナデ

自色の小砂粒を少し含む 良夕子
くすんだ青灰
色

122-9 口 17東 西溝
灰褐砂

須恵器 長頸壷
高台、回転ナデ、国
転ヘラケズ リ

砂粒をあまり含まない 良好 淡青灰色
内面に褐色の漆付
着

122-1()

で」14東 西溝
灰褐色粘土
・CJ21東 西
溝埋土 灰
黒

須恵器 〓霊 62 糸切 り、回転ナデ
良

む

精
含

5 mm程 度の砂粒を
良好 暗灰色、灰色

壷 G、 断面が赤褐

色

12?― ‖
CJ 18東 西溝
灰褐砂

須恵器 皿
糸切り、自然釉、回
転ナデ

密、白色砂粒を少し含む 良好 青灰色 灯 明皿型

122-12
ぜJ20束 西溝

灰褐色砂
須恵器 皿 (71)

回転糸切 り、回転ナ
ヽ
む

密
含

白・黒色砂粒を少し
良好 灰褐色

内面に黄褐色の付
着物あり、灯明皿
型

122-13 ぜJ18束 西溝
灰褐砂

須恵器 鉢
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

自色砂粒を含む 不 良 橙色

122-14 CJ 18東 西溝
灰褐砂

須恵器 鉢 (122) ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

白色砂粒 5 mmの 小石を含
む 不良 橙色

122-15
CJ24東 西溝

灰褐砂
須恵器 鉢 ヵ

糸切り、ナデ、回転
ナデ、糸切り後回転
ヘラケズリ

密

む
長石、砂粒を少量含

良好 灰 色

122-16 C,17東 西溝
灰褐色砂

須恵器 鉢 回転ナデ、タタキ 密、長石を少量含む 良好 黄灰色 把 手

122-17
褐灰溝‐６

砂
ＣＪ
色 須恵器 鉢 平行タタキ、ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰色、青灰色 底部外面自然釉

122-18 で,17東 西浦
灰褐色砂

須恵器 硯 178 回転ナデ 結 良 良好 青灰色

122-19
チ
灰

力
満

Ｊ
西

く
東
砂

Ｃ
Ｗ
褐

須恵器 蜜 (222)
平行タタキ、ナデ、
回転ナデ

密、 2 mm以 下の長石が多
量混入、 2 nm以 上の砂粒
が少量混入

良好 明灰色

122-2()
C(24東 西満
灰褐色砂

祭恵器 褒
平行タタキ、当て具
痕、回転ナデ

宿、白色砂粒を僅かに含
む 良好 暗灰色

122-21
溝西東

砂
４０
褐

ω
灰 須恵器 横瓶 120 当て具痕、ナデ、回

転ナデ
黒色の微砂粒を含む 良好 灰～黒灰色

122-22 CJ20東 西溝
灰褐砂

瓦 軒丸瓦 布 目 白色の砂粒を含む やや軟質 明灰色 瓦 当文様不明

122-23
溝西

砂
東
色

Ｗ
褐

日
灰 瓦 軒平瓦 ナデ 自色の砂粒を含む 軟質

黒褐色、明黄
褐色

瓦当部なし

123-1 CJ 18東 西溝
灰褐色砂

土師器 蓋 ナデ、ヨコナデ 密、 l mm以下の砂粒、自
色砂粒を僅かに含む

良好
暗rnt褐 ～淡褐
色

赤 彩

123-2 C」 16束 西溝
灰褐色砂

土師器 不 37 ナデ、ヨコナデ 密、自・黒色細砂粒を全
体に多く含む

良好 橙褐色 赤彩

123-3 C」 17東 西満
灰褐色砂

土師器 皿 30 風化著しヽ 精 良 良好 肌 色 赤 彩
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月1 器 種
口径
(cm)
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器高
(蜘)
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123-4 CJ 15東西溝
灰褐色砂

土師器 皿 (152) ヨコナデ、ヘラケズ
リ 密、自色砂粒を多く含む 良好 暗橙褐色 赤彩

123-5 73 CJ18東 西溝
灰褐砂

土師器 皿 (つ 08) (164) 15 沈線、ヘラケズ リ 精 良 良好 淡灰白色 赤彩 暗文

123-6 で」11東 西溝
灰褐砂

土師器 高不 シポリ 風化著 しい 05～ l mmの砂粒を含む 良好 淡橙色

123-7 C,20東 西溝
灰褐色砂

製塩土器 製塩上器 (t1 7) 在日、指頭庄痕、ナ
悟色嬬9鯉整僅宗雀著b 良好 乳橙褐色 外面に煤が薄く付

着

123-8 紹ぁ西溝灰土製品 羽 ロ ぶ
mm以上の砂粒を多く含 灰～暗褐～橙

色

123-9 Cj東 西溝灰

褐砂
土製品 羽 回

径22
外形
50

l mm以 下の砂粒を多く含
む

良好 淡褐色

123-10 C」 25東 西浦
灰褐砂

土製品 取瓶 布日、ナデ 微砂粒を多く含む 良好 黄～灰黄色 型づくり

123-H で,20東 西溝
灰褐砂

上師器 甑
ハケ、ナデ、ヨヨナ
デ、指頭圧痕

密、 2 mm以 下の砂粒を多
く、自・黒色砂粒を少し
含む

良好 灰禍～墨褐色 煤付着

123-12 CJ20東 西満
灰褐色砂

土製品 土製支脚 ナデ、ケズリ l mm前 後の砂粒を密に含
む 良好 淡褐色

123-H
CJ32東 西消
・ぜ」30、  31
黄褐砂

須恵器 蓋 (125) 37 ナデ、回転ナデ 密、白色砂粒を少し含む 良好 暗赤褐色 宝珠つまみ

123-15 CJ東 西溝黄
褐色

須恵器 蓋
ナデ、回転ナデ、ヘ
ラケズリ、回転ヘラ
ケズリ

やや密、砂粒を含む 良好 灰 自色 宝珠 つ まみ

123-16

でJ31黄 褐砂
・ぜJ30東 西
満暗灰色粘
土

須恵器 蓋 回転ナデ

I mm前 後の砂粒を多く、
3 mm以下の自色砂粒を少
し含む

良好 暗 灰色 短頸壼の蓋 ヵ

123-17 ぜJ21東 西溝
黄褐色砂

須恵器 杯 (120) T4 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ 密、 4nIの砂粒を含む 不 良 灰白色

123-18 でJ30東 西溝
R黄褐砂

須恵器 不 回転糸切り、回転ナ
密、長石を少塁含む 良好 黄灰色 侵報 17図 34

123-19 東西溝黄褐
色砂

須恵器 高台付杯 41 回転糸切 り、回転ナ
密、長石媒を少量含む 不 良 黄灰色

123-20
CJ30、 31東
西溝黄褐色
砂

須恵器 高台付杯 (82) 37
糸切り、ナデ、回転
ナデ

密

む

3 mm以 下の砂粒を含
良好

123-21 CJ21東 西溝
黄褐色砂

須意器 高台付ネ (163) (121) 64 糸切 り、静止ナデ、
回転ナデ

ヽ
むヽ

密
含

l mm以下の砂粒を
良好

暗灰色、淡赤
灰色

123-22 CJ 19東酉消
黄褐色砂

須恵器 高台付不
159^
Ill l)

H0 55 回転糸切 り、ナデ
l mm以 下の砂粒を多く含
む やや不良 灰色

123-23

清

・
黄

西
砂
溝

東
色
西

舅
褐
東
色

倒
黄
側
褐

須恵器 高台付郭 (122) (92) 45 回転糸切 り、爪状圧

痕、ナデ、回転ナデ
密、 2 mm大 の砂粒を含む 良好

青灰色、灰自

色
底部外面ヘラ記号

123-24 C,21東 西浦
黄褐砂

須恵器 皿 (08) (5 8) 糸切り、ナデ、回転
ナデ 窃逸を堅燃だ穿写各恐

色
良好 灰白色 底部仕上げが粗雑、

灯明皿型

123-25 CJ31東 西溝

黄褐砂
須恵器 小型壷

ヘラ切、回転ナデ、

9房安びり、随
ヘ密、 lnm前後の砂粒を多

く含む
良好

灰黄～暗灰黄

色
内面に漆付着

123-26 CJ21束 西溝

黄褐砂
須恵器 高台付皿 (230) (194)

静止糸切り、板目、
ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

2 mm程度の砂粒を含む
やや

＞
く
質

良
軟 淡黄灰色 転用硯

124-1 で,31東 西溝
黄褐色砂

須恵器 長頸壼 (106) 沈線、ナデ、回転ナ
密、砂粒を少量含む 良好 赤灰色

124-2 CJ39黄 掲砂 須恵器 短頸壺 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 密、白色の微細粒を含む 良好 灰色

12コ ー 3
CJ31東 西溝
黄褐色砂

須恵器 鉢 方形刺突文、回転ナ
デ、タタキ痕 窟湛堺を讐も

自・黒色砂
良好 青灰色 犯手あり

124-4 魁雹
西溝黄

須恵器 衰 (201))
ナデ、平行タタキ
草輸文 密、黒雲母力を含む 良好 黄灰色

124-5 ぐJ21黄褐色 土師器 不 (142) 回転ナデ 砂粒をほとんど含まない 良好 明白茶色 赤彩

1ワ 4-6 CJ21黄 灰色
砂質土

土師器 第 (174) 回転ナデ、ヘラケズ
リ、ミガキ 砂粒をほとんど含まな立 良好 明淡桃色 暗 文

124-7 でJ21黄灰色
砂質土

土師器 ll (192) 回転ナデ、ケズ リ ガラス質の微砂粒を含む 良好 黄白色 赤 彩

124-8 CJ21黄 灰色
砂質土

土師器 皿 (161) ナデ、回転ナデ、ケ
ズリ 砂粒をほとんど含まない 良好 明白挑色 赤彩

124-9 でJ17黄 褐色 土師器 高ネ ヵ (132) ナデ 2～ 3 mm大 の砂粒を含む やや不良 黄褐色 赤 彩

124-10 CJ30、 31黄
褐砂

製塩土器 製塩土器 (102) 指頭圧痕 3 mm大 の礫を多く含む 淡紅色

124-H CJ34東 西溝
黄褐砂

土師器 甑 ハケロ
やや密、l mm以下の砂粒、
白色砂泣を非常に多く含
む

良好 灰褐色 薄く煤付着、杷手

124-13 CJ14東 西溝
灰掲色粘土

須恵器 蓋 (163) ナデ、回転ナデ、ヘ
ラケズリ 雲少 し響憲

度の自色砂粒
良好 淡灰色

重ね焼き痕、宝珠
つまみ

124-1コ CJ 18東西溝
埋土灰褐粘

須恵器 蓋 (128) 25 ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

‐
L‐、自色砂粒を多 く含む やや不良

淡灰～淡橙褐
色

ボタン状つまみ

124-15 CК 19灰 褐色
粘土 須恵器 蓋 ナデ、回転ナデ 白色の砂粒をやや多く含

む 良好 青灰色

124-16
CJ 15東西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 蓋 (134) ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ヽ
む

密

含
石英と長石を微量に

良好 灰白色
重ね焼き痕、宝珠
つまみ

124-17
CJ15東 西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 蓋 (126)
ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密、 2 mm以 下の白色砂粒
が少量混入

良好 灰色 宝珠つまみ
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124-18 渓播轟霊溝須恵器 蓋
ナデ回転ナデ、回転
ヘラケズリ 菖雹窃造を各も

mm程度の 灰自色 宝珠つまみ

124-19 CJ18東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 杯 (122) 87 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、自・橙色砂粒 を少 し
含む

やや不良 灰褐色

124-20 CJ20東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 杯 (116) 目筆姿妥
り、ナス 密

む
長石、石英を少量含 やや不良 黄灰色

124-21 渓摺雹羅重須恵器 杯
回転糸切り、ナデ、
回転ナデ 密、3 5mmの 砂粒を含む 良好 青灰色

124-22 C」 15東西溝
灰褐色粘土

須恵器 杯 (122) (38) 糸切り、回転ナデ 密、細かい白色砂粒が少
量混入

良好 灰色 重ね焼き痕あり

124-23 C」 17東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 杯 (11)9)
回転糸切 り、ナデ、
回転ナデ 家た含む 

下の砂粒を僅良好
淡青灰～暗青
灰色

重ね焼き痕あり

124-24
C,20東 西溝

灰褐色粘土
須恵器 杯

回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 4 mm以 下の砂粒を僅

黛垣め尾豊黙と各急
く` 良好 暗灰色

底部仕上1デ粗雑、

灯明皿型ヵ

124-25

溝
土
溝

西
粘
西

東
色
東
黒

‐４
褐
１４
灰

ＣＪ
灰
ＣＪ
埋

須恵器 高台付ネ (152) (108)
糸切り、ナデ、回転
ナデ

密

む

3 mm以下の砂粒を含
不良 灰白色

124-26
溝西

土
東
粘

‐５
褐

側
灰 須恵器 高台付杯 (152) 沈線2条、回転ナデ 長石を少量含む 良好 灰色

124-27 CJ20東 西溝
灰褐色粘土

須意器 高台付杯 (106)
回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 3 mm以 下の砂粒を含
む やや不良 灰 日色

124-28 C」 14東西溝
灰褐色粘土

須恵器 高台付不 124 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 l mln以 下の自色砂粒
を少 し含む

良好 明灰色

124-29 C,14東 西溝
灰掲色粘土

須恵器 高台付不 (124) (90)
回転糸切り、爪状圧
痕、ナデ、回転ナデ

密 良
青灰色、茶褐
色

124-30 C,15東 西湾
灰褐粘土

須恵器 高台付杯 (100) (70) ナデ、回転ナデ 密、砂粒を少量 良好 灰色

124-31
C,18束 西溝
灰褐色粘土

須恵器 高台付杯 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 黄灰色 精緻で鍛入品ヵ

124-32 CJ14東 西浦
灰褐色粘土

須恵器 皿 (142) (88) 回転糸切 り、ナ云
回転ナデ

やや密、3 mm以下の砂粒、
自・ 黒色砂粒を多 く含む

良好 明灰色 底部調整粗雑

124-33 CJ14東 西溝
灰褐粘土 須恵器 皿 (131) 目矮姿零

り、ナデ、密、 l mm以 下の自・黒色
砂粒を多 く含む

良好 明灰色 軟質、転用硯

124-34 C」 14東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 皿 (130) (8 3)
回転糸切り、ナ云
回転ナデ

密、2 mm以下の白色砂粒・
砂粒を多 く含む

良好 灰白色

124-35
CJ16東 西溝

灰褐色粘土
須恵器 皿 (162) (137) ナデ、回転ナデ

密
し
む

l mm以 下の砂粒を少
自色細砂粒を多 く含 やや不良 灰白色 軟質

124-36 束西溝埋土
灰褐ヵ

須恵器 皿 (135) (6 6)
回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 2 mm以 下の砂粒、自
色細砂粒を多く含む

良好 青灰色 底部仕上1丁粗雑

124-37
C'14束 西溝

灰褐色粘土
須恵器 高台付皿 (21()) (132) 44

回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、 3 mm以 下の自色砂粒
を多 く、黒色砂粒を少し
含む

やや不良 明灰色

124-38 CJ14東 西濤
灰褐色粘土

須恵器 高台付皿 (172) (■ 4) 31 回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

密、0 5mm以 下の自・黒色
砂粒を多 く含む

良好 明灰色

124-30
CJ20東 西溝

灰褐色粘土
須恵器 高台付皿 (192) (128) 35

回転糸切り、ナデ、
回転ナデ

やや密、 5 mm以 下の半透

要ぞ啓怒
ヽ自色細砂粒を 良好 明灰色

124-40
CJ15東 西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 高台付皿 (188) (134) 回転ナデ 密、長石を少量含む 不 良 灰褐色

125-1 CJ14東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 高郷
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 密、砂粒を少量含む 良好 灰色 外面ヘラ記号

125-2
C」 14東西浦

灰褐色粘土
須恵謡 高杯 (143) 回転ナデ

密、 5 mm程 の自色砂粒が
少量混入、 l mm以 下の自
色砂粒が少量混入

良好 明灰色

125-3
CJ 18東 西溝
埋土灰褐色
粘土

須恵器 高不 (138) 回転ナデ
密

む
長石、石英を少量含

やや不良 黄灰色

125-4 CJ15東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 高邦 (138) 回転ナデ 密、長石を少量含む 不 良 灰 自色 軟質

125-5
溝
粘

西
色

東
褐

２‐
灰

ＣＪ
埋
土

須恵器 鉢 回転ナデ
3 mm以 下の白色の砂粒を

含む (大粒な石が多い)

良好 灰色、暗灰色 内面に自然釉

125-6 CJ21灰 褐色
粘土

須恵器 鉢
平行叩き、ナデ、タ
タキ 2nF大の砂粒を含む 良好

暗青灰色、灰
色

126-7
溝
色

西
褐

東
灰

‐５
土
土

い
埋
粘

須恵器 鉢 (H4) 糸切り、ナデ、回転
ナデ

密、 l mm以 下の長石、石

英を少量混入
良好 灰 色 転用硯

125-8
CJ21東 西溝

灰褐色粘土
須恵器 鉢 (30 0) 回転ナデ、タタキ

密、 l mm以 下の白色砂粒
を多く、 4 mmの黒色砂粒
を含む

良好 暗灰色

125-9 CJ 17東西溝
灰褐粘土

須恵器 壷 沈練、回転ナデ 密、細かい白色砂粒、石
英が多量混入

良好 灰色

125-10 CJ東西溝灰
褐粘土

須恵器 一望 62 回転ナデ やや組い、砂粒を少量含
む

良好 暗灰色

125-H C」 14束 西溝
灰褐色粘土

須恵器 壷 (62) 回転糸切り、回転ナ 密、自・黒色砂粒を多 く、
橙色砂粒を僅かに含む

良好 青灰色

126-12
C」 16東 西溝

灰褐色粘土
須恵器 皿 (89) 回転ナデ

粒
砂

砂
細

色
色

自
黒

の
の
む

下

剛
含

以
４
に

剛

かヽ

と
く
僅

多ヽ
を

密
を
粒

良好 明灰色 灯明皿型

125-14 CJ,4東 西溝
灰褐色粘土

製塩土器 製塩土器 (104) ナデ、指頭圧痕 2～ 3 mm大の砂粒を含む やや不良 肌色

125-15 C」 14東 西溝
灰褐色粘土

土製品 移動式竃 ケズリ後粗いナデ I mmの 砂粒を密に含む 良好 灰～淡橙色

125-16 CJ14東 西溝
灰褐色粘土

土師器 甕 (262)
デ
ズ

ナ
ケ

ヨ
ヘ

ハケロ、 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 肌 色 煤付着
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種 酪
ω

底径
(蜘)

器高
(tln)

形態・手法の特徴 胎 土 焼 成 色調 備著

125-17 ぜJ24東 西溝
灰褐色粘土

土師器 喪 (288)
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ 審ふ

自色微細砂粒を多く
良好 淡俺褐色

125-18
ぜJIコ 東西溝

灰褐色粘土
土師器 疑 (322)

ヨヨナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

やや粗、l mm以 下の砂粒、
白色砂粒を多く全体に含
む

良好 灰褐色 煤薄く付着

125-ltl
TJ30・ 31東
西溝灰褐色
粘

土師器 甕 (329)
ヨヨナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

やや粗、2 mm以 下の砂粒、

自色細砂粒を多く含む
良好 淡褐色

126-2 CJ15東 西潜
含炭灰褐砂

須恵器 蓋 (132) 3? 回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、ナデ

密、細かい白色砂粒が少
員混入

良好 暗灰色

126-3 でJH束 西溝
含炭灰褐砂

須恵器 蓋 (133) 風化著しt
やや粗, 2 mm程 度までの
透明・白色砂粒を含む 不良 乳白色

で」15 SD05
束西溝 炭
灰褐砂

須恵器 蓋 2, 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

やや密、 2 mm程度までの

白色砂粒を多く含む
良好 赤褐色

126-5
でJ14 SD()5
東西溝 含
炭灰褐砂

須恵器 蓋 (121) 回転ナデ、ナデ 密、2 5mm以 下の白色砂粒
を少し含む

良好 灰白色 短顕壺の蓋

126-6 CJ15東 西満
含炭灰褐砂

賓恵器 イ 糸切り、回転ナデ 密、細かい黒色粒子が多
星混入

良好 灰 色

126-7 ぜJH東 西清
含炭・ 褐砂

須恵器 不 (H2) 85 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

密
む

lm以下の砂粒を含
良好 青灰色

126-8
溝
色

西
褐

束
灰

Ｈ
炭

田
含
砂

須恵器 杯 (100) (9 2) 37 回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、ナデ

密、 1～ 2 mmの 自色砂粒

を多量に含む
良好 暗青灰色

126-9
ぐJ15 SD05
東西溝 炭
灰褐砂

須恵器 高台付杯 184 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

密、 l mm以 下の砂粒・白

色砂粒を全体に含む
良好 灰自色 胴部突帯

120-10 C」 14東 西潜
含炭灰褐砂

須恵器 高台付雰 回転糸切 り、回転ナ
白色の砂粒を含む 良好 青灰色 底部に墨書 1井

J

126-H 讐渓凝霜蕩須恵器 高台付杯 (135) (92) 回転ナデ、ナデ 雹み鳥暑〃せ魯急く'黒 やや不良 乳自褐色

126-12

ぜJ14東西溝
含炭灰褐砂
・灰褐色粘
土

須恵器 高台付杯 (152) (H8) 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰色
体部に突帯がめぐ
る

126-13

で,14東西潜
SD05 CJ20
含炭灰褐砂
・灰褐色砂

須恵器 皿 (145) (08)
糸切り後ナデ、回転
ナデ、ナデ 密、砂粒を微量に含む やや不良 赤褐色

120-14 でJ15東 西溝
含炭灰褐砂

須恵器 高台付皿 (202) (177) 回転ナデ 密、長石を少量含む 不 良 にぶい褐色

126-15 CJ 15東西溝
含炭灰褐砂

須恵器 高台付皿 (135) 回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、 ヨヨナデ

密、 2 mm以 下の自色砂粒
が微量混入 やや不良 灰オリーブ色

126-16
CJ15束 西溝
SD05含 炭
灰褐砂

須恵器 高邦 回転ナデ、ナデ
密、 l mm以 下の自色砂粒
が多壁混入

良好 暗灰色

でJ15東 西溝
含炭灰褐砂

須恵器 高杯 (152) 回転ナデ、ナデ 密、 l mm以 下の自色砂粒
が多量混入

良好 灰色

126-18
C」 15東 西溝
SD05炭灰
褐砂

須恵器 皿 (92) (63) 24
回転糸切 り、回転ナ 密、白色砂粒を多く、黒

色砂粒を僅かに含む
良好 青灰色 灯明皿型

126-19 CJ 15東西溝
含炭灰褐砂

須恵器 皿 97 67 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

2 mm大 の砂粒を含む やや不良 淡灰色 灯明皿型

126-20 で,15束西溝
含炭灰褐砂

須恵器 lll (106) 回転糸切 り後ナデ、
回転ナデ

密、細かい白色砂粒が多
量混入 不良 灰自色

底部内面ヘラ記号
「X〕 、灯明皿型

126-21 78
ぐ」15東 西溝

含炭灰褐砂
土師器 短頸壷 (t17) 回転ナデ ヵ

密、石英が多く含まれ、
細かい白色砂粒が多量含
まれる

不良 浅黄橙色 口縁部に赤彩

120-22
ぜJ14東 西清
SD05含 炭灰
褐色砂

製塩土器 製塩土器 (H()) ナデ ヽ
入

密

混
l mm程 の砂粒が少量

不 良 俺色 軟質

126-23 C,16東 西溝
SD05育 灰砂

須恵器 蓋 (180) 43 回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ 精 良 良好 灰黄～黒灰色

120-24
C」 14東 西溝
SD05青 灰色
粘土

須恵器 蓋 (198) 回転ナデ、ナデ 密、 2 mm以 下の砂粒、自

色砂粒を多く含む
良好 灰白色 輸状つまみ

126-25
C'18東 西満
SD05青 灰色
粘土

須恵器 杯 (100, (4 6)
回転ナデ、ナデ、ヘ
ラケズリ

密、 l mm以 下の透明な白

色砂粒を多 く含む
良好 淡灰色

126-26 CJ24東 西溝
青灰色砂

須恵器 界 回転ナデ 結 良 良好 灰黄色 漆付着

126-27 でJ17東 西溝
青灰粘土 須恵器 高台付不 (9 8) 38 回転ナデ、ナデ、糸

切 りヵ

密
む

2 mm以下の砂粒を含
良好 青灰色

126-28 CJ14東 西溝
青灰色粘土

須恵器 皿 (142) (72) 畢哲姿堅
り、回転ナ～1 0al程度の砂粒を含む 良好 灰色、暗灰色

126-20 で124東西溝

青灰砂
土師器 郭 76 厨祈在が★オ下ヶ委

り、ヨコナデ
精 良 良好 赤褐色

内外両赤彩、暗文、

概報18図 ‖

126-30 でJ18東西溝
SD05青 灰粘

土師器 皿 (180)
回転糸切り、ヨコナ
デ、ハケロ

密、自・黒色細砂粒を少
し含む

良好 橙～淡褐色 内外面赤彩

126-31
溝
粘

西
灰

東
青

‐８

０５

ＣＪ
ＳＤ
土

土師器 甑 (224)
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

やや粗、2 mm以 下の砂粒・
白色砂粒を全体に多く含
む

良好 灰褐色

127-1 でJ32東西満
暗灰色粘

須恵器 ネ (124) (51) 43 回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、ナデ むヽ

密
含

自色細砂粒を僅かに
良好 明灰色

127-2 ぜJ32東西溝
暗灰色粘土

須恵器 杯 (128) 4 1
回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

密

む
3 mm以 下の砂粒を含

良好 灰白色

127-3
C」 31東 西溝
SD05暗 灰色
粘

須恵器 高台付杯 (148) 51 ヽ
回

デ

　

ヽ

ナ
リ

後
ズ
デ

リ
ケ
ナ

切
ラ

ヽ

糸

ヘ
デ

転
転
ナ

回
回
転

～05剛程度の砂粒を含む 良好
内 :淡灰色

外 :暗灰色

-253-



挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月J 器 種
口径
(cm)

底径
(卸)

器高
(蜘)

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色 調 隔 考

127-4
醸
庭
０・３‐黄

東
暗
Ｊ３
溝
砂

謝
０５
Ｃ
西
色

口
帥
粘
東
禍

須恵器 高台付杯 91
回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ

～ 2 mm程 度の砂粒を含む 良好 淡褐灰色

127-5
CJ30・ 40東
西溝 SD05
暗灰色粘土

須恵器 托
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

ヽ
む

密

含
白・黒色砂粒を少し

良好 灰白色

127-6
CJ32東 西溝
SD05暗 灰色
粘土

須恵器 平瓶 回転ナデ、ナデ
密、2 mm以下の白色砂粒・
l mm以 下の黒色砂粒を全
体に少し含む

良好 明灰色

127-7
疎
灰

・４
暗

土

３９
溝
粘

ω
西
色

須恵器 長頸壺 76
回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

l mm前 後の自色砂粒を含
む

良 好 灰色 ヘラ記号 1廿 J

127-8
溝
色

西
灰

東
暗

３０

０５

口
ＳＤ
粘

須恵器 長頸瓶 89 回転ナデ
白色の小砂粒をやや多く

含む
良夕子 明灰色

127-9
CJ30・ 40ラR
西溝 暗灰
色粘土

須恵器 鉢

回転ナデ、平行タタ
キ、カキロ、ナデ、
ヨヨナデ

密、 2 mm程 の白色砂粒が

少量混入
良好 灰色

127-10
CК 30東 西溝
SD05暗 灰色
粘土

須恵器 雲 (22 1)
回転ナデ、カキロ、
平行タタキ、ナデ

密、 2 mm以 下の白色砂粒
が微量、 l mm以下の白色
砂粒が少量混入

良好 灰 色

127-H
CX30東 西溝
SD05暗 灰色
粘土

土師器 不 (172) ヨコナデ
密、細砂粒を多 く、白色

砂粒を僅かに含む
良好 橙褐～灰褐色 内外両赤彩

127-12
CJ30東 西溝
SD05塔 灰色
粘

土師器 甕 (225)
ヨヨナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

密、 2 mm以 下の砂粒、白

色砂粒を多く含む
良好 乳橙褐色

127-13 CК 30東 西溝
暗灰色粘土

土師器 甑 ナデ
l mm以 下の砂粒を多く含
む

良好 淡黄褐色

127-H
CJ30東 西満
SD05暗 灰色
粘

土師器 甑
ヨコナデ、ヘラケズ
リ

やや粗、l mm以 下の砂粒、

自色砂粒を多く含む
良好 淡灰褐色

127-15
C」 32東 西溝
S005暗 灰色
粘土

土製品 移動式竃 ナデ I mmの 砂粒を密に含む 良好 にぷい黄白色

127-17 CJ40東 西酒
SD05灰 色砂

須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ヨコナデ

密、 l mm以 下の砂粒が多
量に混入

良好 灰色 慨報 17図 37

127-18 CJ40東 西滴
SD05灰 色砂

須恵器 麻 120 回転糸切り後ヘラケ
ズリ、回転ナデ

15～ 3 5mmの 砂粒を僅か
に含む

良好 暗茶灰色 内面漆付着

127-19 CJ40東 西溝
SD05灰 色砂

須恵器 高台付不 (187) (82) 回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、ナデ 密、長石を少量含む 良好 黄灰色

127-20 CJ40東 西溝
SD05灰 色砂

須恵器 高台付郭 (138)
糸切り後ナデ、回転
ナデ、ナデ

～ l mm程 度 の砂粒 を少
量含む

良好 淡灰色

127-21
CJ40東 西溝
SD05灰 色砂

須恵器 高台付必 (118) (73) 回転糸切り後ナデ、
回転ナデ、ナデ 密 良好 灰色

127-22 C」 32東 西溝
灰色砂

須恵器 短頸壷 78 9 1
ヘラ切り、回転ナデ、
回転ヘラケズリ 白色の小砂粒を含む 良 好 灰色

127-23 V12(2)SD
05灰色砂

土師器 不
ミガキ、回転ナデ、
ナデ、ケズリ

l mm程 度の砂粒を僅かに
含む

良好 白黄色 暗文、慨報 18図 1

128-1 CJ32 SD05
灰色砂

土師器 喪
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

やや密、1船m以下の砂粒、
自色砂粒を多く含む

良好 橙掲～淡褐色 全体に薄く煤付着

128-2 C'40東 西溝
SD05灰 色砂

土師器 甕
ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

粗、 l mm以 下の砂粒、自
色砂粒を多量に含む

良好 暗橙褐色 煤濃く付着

128-3 CJ40東 西溝
SD05灰 色砂

土製品 土製支脚
ヘラケズリ、指ナデ、
ナデ

l mm前 後の砂粒を密に含
む

良好
にぶい淡褐～
燈色

128-4 CX14 SD05
灰褐色粘土 須恵器 蓋 (235) 17

ヘラケズリ、回転ナ
デ、ナデ

白色の砂粒を含む 硬質 赤褐～暗灰色

128-5
C」 H束西溝
SD05

須恵器 蓋 3 1 回転ナデ、ナデ
密、 3 mm以 下の半透明の
砂粒、自、黒色砂粒を多
く含む

良好 明灰色

128-6 CJ H東 西溝
SD05 須恵器 蓋 34

ヘラケズリ、回転ナ
デ、ナデ

密だが～ l mm程 度の砂粒
を含む

良好 淡灰色 遺物所在不明

128-7 CJ31東 西溝
SD05黒 色土

須恵器 蓋 (131) 37 回転ナデ、ナデ、回
転ヘラケズリ 密、白色砂粒を少し含む 良好 淡灰色

128-8 CJ 12東西溝 須恵器 藍 40 回転ナデ、ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む やや不良 白灰～灰色

128-9 須恵器 蓋 (131) 86
糸切り、回転ナデ、
ナデ、回転ヘラケズ
リ

密、 1 5mm以下の自、黒、

橙色砂粒を全体に含む
良好 暗灰色

128-1()
CJ H東 西溝
SD05

須恵器 蓋

回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ、回転ヘラ
ケズリ

密、 2田m以 下の自、黒色

砂粒を多く含む
良好 明灰色

128-H CJ18束 西溝
SD05

須恵器 藍 (142) 24
糸切り、回転ナデ、
ナデ、回転ヘラケズ
リ

やや密、白色砂粒を多く

含む
やや不良 淡灰色

128-12 CК 19 SD05
灰掲色粘土 須恵器 郷 47 回転糸切り、回転ナ

デ、ナデ
白色の小砂粒をやや多く
含む

良好 灰色

128-13 CК 19 SD05
灰褐色粘土 須恵器 杯 (126) 39 回転糸切り、回転ナ

デ、ナデ
白色の小砂粒を少量含む 良好 灰色

128-14 CJ30東 西溝
SD05 須恵器 不 (74) 目騒姿零P紫泰

デ` 密、～ l mm大 の砂粒を含
む

良好 灰色

128-15 CJ21東 西溝
SD05 須恵器 坪 (9 1) 回転ナデ 密、自色細砂粒を少し含

む 良好 明灰色

128-16 CJ30東 西溝
SD05黒 色土

須恵器 不 (1()4) 37 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

密、白色砂粒を僅かに含
む 良好 灰白色

128-17
C」 21 SD05
黄褐色砂質
土

須恵器 高台付杯 (125) (74) 47
静止糸切 り、回転ナ

自色の小砂粒を少量含む 良好 黒灰色

128-18 CX14 SD05
灰褐色粘土 須恵器 高台付必 (118) 回転糸切り、回転ナ

デ、ナデ
自色の小砂粒をやや多く
含む

良好 灰色
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128-19 C,17東 西溝
SD05 須恵器 高台付不 (100) 軍要なFチ軍

転ヘラ
結 良 良好 青灰色

128-20 CJ H東 西溝
SD05 須恵器 高台付杯 (162) (8 9) 55 昇r姿妥

り、回転ナ
精 良 良好 灰 色 転用硯

128-ワ 1

CJ3 1東西溝
SD05黒 色土

須恵器 高台付坪 (164) (110) 目甕姿早P挙事デ
カヽ密

む
長石、石英を少量含

良好 暗灰色

128-22 CJ H東 西溝
SD05 須恵器 高台付邦 (172) (122) 6 1 回転ナデ 露各窓

～l mm程度の砂粒 やや
＞
く
質

良
軟

外
内

暗灰色
淡灰色

128-23 でJ12東 西溝
SD05 須恵器 高台付郷 (160) 回転ナデ 密、白色砂粒を多 く含む 良好 灰白色

128-24 CJ24東 西溝
SD05黒 粘土

須恵器 高台付邦 H5 11 回転糸切り、ヨヨナ
デ、ナデ お書雹5泣と多〔響懇度良好

灰色 内面一部
黒色

128-25 CJ‖ 東西溝 須恵器 高台付邪 (80) (2 9) 回転ナデ、ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰色 内面全面に漆付着

128-26 CК 20 SD05
灰褐色粘土 須恵器 高台付杯 (‖ 3) (70) 39 回転ナデ 砂粒をほとんど含まない 良好 赤褐～暗灰色 搬入品ヵ

128-27 で

'H東
西溝

SD05 須恵器 高台付ネ (143) 103 36 回転ナデ、ヘラケズ
リ 長石を少量含む 良好 褐灰色

128-28
CJ H束 西満
CM12(SD05)
東西溝 砂

須恵器 皿 (144) (00) 5
回転糸切り、回転な
で、ナデ

～1 0mm程度の砂粒を含む 良好 褐灰～暗灰色 灯明皿

128-20
じК21東 西溝
SD05ヵ 埋土
灰黒粘土

須恵器 皿 5
回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

白色の小砂粒を少量含む やや軟質 明灰色 外面

128-30 CJ H東 西溝
SD05

須恵器 IIll (103) 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

密、 2 mm以下の白色砂粒
を多く、 8 mmの 砂粒を含
む

良好 明灰色

128-31 ぜJH束 西溝 須恵器 皿 (148) 23 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

密、 3 mm以 下の砂粒を合
む 良好

淡赤褐～青灰
色

128-32 CJ13東 西溝
SD05 須恵器 皿 (134) (72) 回転糸切り、回転ナ

デ、ナデ 宅歩そ響愁
下の自色砂粒

良好 明灰色

128-33 ごJH東 西満
SD()5

須恵器 皿 81 22 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

1～ 3 mmの 白色の砂粒を
やや多 く含む 良好 青灰色

128-34 CJ21 SD05
灰褐色粘土 須恵器 皿 (149) 25 畢F李堅

り、回転ナ
白色の小砂粒を多 く含む 不 良 灰色

128-35 C(20 SD05
灰褐色粘土 須恵器 皿 (173) (115) 27 畢r姿撃

り、回転ナ
灰色の小砂粒を含む やや不長 くすんだ白色

128-36 CJ12東 西滴
SD05 須恵器 皿 (20り (165) 回転ナデ、ナデ 密、白色砂粒を僅かに含

む やや不良 灰自色

128-37
CJ31東 西溝
SD05黒 色土

須恵器 高台付皿
回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

白色の小砂粒をやや多く

含む
やや不良

くすんだ灰色、
高台内側橙灰
色

128-38 でК10 SD05
灰褐色粘土

須恵器 高台付皿
回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

自色の小砂粒を含む 良好
内面―底面 :

赤褐色、口縁
部 :暗灰色

128-39
C'14東 西溝
SD05黄 灰色
粘土

須恵器 高台付皿 (180) (135) 回転ナデ、ナデ 密、 l mm以 下の砂粒、自
色細砂粒を多く含む

不 良 淡褐色

128-40 CJ32東 西溝
黄灰粘土 須恵器 高台付皿

(21()) 回転ナデ、ナデ
密、 l mm以 下の白色砂粒
を全体に少し含む 良好

暗赤灰～淡灰
色

129-1 東西潜SD05 須恵器 高郭 25 1 回転ナデ、ナデ 微砂粒を多く含む 良好 黒黄色

120-2 CJ 13東西溝
SD05 須恵器 高必 F要なFチ軍転

ヘラ
雹め尾豊〃セ魯慾

しヽ黒
良好 青灰色

129-3 溝西東日
０５

側
ＳＤ 須恵器 高外 (186) 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰色

129-4 eJ30東 西溝
SD05黒 色土 須恵器 高不 軍誓合最穿季|)纂多察歩豊麗焚

下の白色砂粒
良好 灰色

底部外面ヘラ記号

129-5 CJ 14東西浦 須恵器 高杯 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰～灰白色

120-6 で,40東西溝
SD05 須恵器 長頸壷 (102)

ヘラケズリ、回転ナ
デ、ナデ 密、砂粒を微量に含む 良好 黄灰色

129-7
CJ14東 西滴
SⅨ)5灰色粘
土

須恵器 長頸壷
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、平行タタキ 密、やや砂粒を多 く含む 良好

内 :灰 色

外 :灰 黄褐色

120-8 でJ16浦 SⅨ)5

灰褐色砂
須恵器ヵ 双耳壺 ヵ 回転ナデ 白色砂粒を含む 良好

内 i明灰色
外 :緑 色自然釉

129-9 CJ H東 西溝
SD05 須恵器 短頸壺 (146) 回転ナデ 密、1 5mm以 下の砂粒、白

色・黒色砂粒を多 く含む
良好 暗灰色

120-10 CJ 13東西溝 須恵器 甕 タタキ 密 良好 灰～暗灰色
内面と破面に漆付
着

120-11 でJ12東 西溝
SD05 須恵器 衰 回転ナデ 密、細かい白色砂粒 を少

量含む 良好 灰色、暗灰色

129-12 CJ24東 西溝

黒粘土
土製品 土錘 ナデ

1～ 2Ha前 後の自色砂粒
を多く含む

良好 暗灰～灰色 ｍ
駒

ｇ Ｂ

帥
４

一
・

‥
径

‥
量

長
孔
幅
重

129-13 CJ31東 西溝
暗灰色粘

土製品 増 鍋 指頭圧痕、ナデ 精 良 良好 灰 色

129-14 CJ12東 西溝
SD05 土師器 高台付杯 (20 7) 回転ナデ、ナデ 密、細砂粒、白色砂粒を

多 く含む
良好 橙褐～淡褐色 内外面赤彩

129-15 81 SD()5ヵ 製塩土器 製塩土器 (108) 指頭庄疫 密 良好 橙 色

120-16 73
ぐJ30東西満
SD05黒 色土

製塩土器 製塩土器 (H5) 指頭圧痕、ナデ 精 良 良好 肌色

120-17 CJ13東 西浦 製塩土器 製塩土器 指頭圧疲 t各急
mmの白色小石を多

良好 淡橙色
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尋図番号 写真図版 出土遺構名 種 伝1 器 種
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129-18 CJ39。 40東
西溝

土師器 甑 ナデ l mm大の砂粒を含む 良好 肌色

129-19 C'14東 西溝
暗褐砂

土製品 土製支脚 ヘラケズリ、ナデ 密たゑ聖咎悪
の砂粒を非

良好 橙褐色

129-20 SD05 土師器 箋 (179) ヲタ奏丁
、ナデ、ヘ

書雹揚通翌謬装建需?粒
、

良好 灰褐色 煤付着

120-21
CJ19東西溝
SD05青 褐色
砂

土師器 喪 (■ 8) ナデ、ヘラケズリ
粗、 2 mm以 下の砂粒を全

体に多く含む
良好 黒褐色 煤付着

129-22
CJ39・ 40東
西ra CJ40
東西溝SD05

土師器 喪 (224)
ハケロ、ヨコナデ、
ヘラケズリ

やや密、細砂粒を全体に
多く、自色砂粒を少し含
む

良好 暗灰褐色 煤付着

ILM07東 西溝
2砂 R 須恵器 蓋

回転ヘラケズリ、回
転ナデ

I mm前 後の自色砂粒を少
量含む、ガラス質の微砂
粒を含む

良好 灰色

131-2 AM18東西溝
2砂 須憲器 蓋

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 精 良 良好 灰色 転用硯

131-3 組04東 西溝
2砂 須恵器 不

回転ナデ、回転糸切
り 白色の徹砂粒を多 く含む やや軟質 くすんだ灰色 歪みあ り

131-4
AM12東西溝
2 AM09東
西溝 2砂

須恵器 不 (138) (73) 44
回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

ヽ
む

密

含
自・黒色砂粒を多く

良好 灰自色

131-5 溝西東‐８
砂

削
２ 須恵器 杯 (142) 82 回転ナデ、静止糸切

り、ナデ
l mm以 下の砂粒を僅かに
含む

良好 暗灰～灰色

131-6 AM05東西溝
2砂 R 須恵器 不 74 4.1

回転ナデ、ナデ、回

転糸切 り

３
白

粒
し

石
少
む

の
を
含

ｃｍ
粒
く

１
砂
多

のヽ
を

密
下
粒

や
以
砂

や

ｍ
色

良好 青灰色

131-7 潜西東‐８
砂

削
２ 須恵器 杯 (140) (97) 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り
1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 暗灰～暗褐色

131-8 AM21東西溝
2砂 須恵器 高台付不 (102) (■ 2) 屏雰なFチ軍箇会累

切 り
留t呂聖量雹3竃讐基窯
に少し含む

良好 灰白色

131-9 削05東 西溝
2層 須恵器 高台付郭 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ
密、 l mm以下の白色砂粒
を多く含む

良好 青灰色

131-10 AM 12東 西溝
2砂 R 須恵器 高台付杯 (160) 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ

2 mm前 後の砂粒を僅かに
含み、 l mm以 下の砂粒を
含む

やや不良 灰～暗灰色 内面 漆付着

131-H
6XlQ 」N97
東西溝 2灰
層

須恵器 高台付ネ ro 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、回転糸切り

やや粗い、 1～ 2 mm程 度
の自色砂粒を多く含む

良好 灰色、淡灰色 概報 16図 18

131-12 AM05東西溝
2砂 須恵器 高台付杯 87 回転ナデ、ナデ I mm前 後の白色砂粒を少

量含む
良好 灰～灰褐色 概報 17図 50

131-13 AM04東 西溝
2砂 須恵器 高台付不

回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 自色の砂粒を多く含む 良好 黒灰色

131-H 削04東 西溝
2砂 須恵器 高台付不

回転ナデ、ナデ、静
止糸切り

自色の小砂粒を含む
気
良

炎
が

化
だ

酸
味
好

明白茶～暗灰

色

131-15 AM09東 西溝
2砂 須恵器 高台付然 (106) (73) 41 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ τ苔慾
粒・ 自色砂粒を少

良好 明灰色 自然釉

131-16 AM12東 西溝
2砂 須恵器 高台付郷 (30)

回転ナデ、回転糸切
り

密、白・黒色砂粒を多く
含む

良好 暗灰色

131-17 削08東 西溝
2砂 須恵器 高台付杯 (54) 回転ナデ、爪状圧痕 密、細かい白色砂粒が多

量混入
良好 にぷい橙色 底部外面ヘラ記号

131-18 AM2 1東 西溝
2砂 R 須恵器 高台付不 51 回転ナデ、ナデ、結

美 密 良好 暗灰色 蓋の可能性

131-19 AM15東 西溝
2砂 須恵器 高台付然 (90) 回転ナデ

密、 4 mm、  l mm以下の自
色砂粒を多 く含む

良好 灰白色

131-20 AM05東 西溝
2層 須恵器 高台付郷

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ヘラケズリ

密、 4 mm以下の砂粒・ 白
色砂粒を多 く含む

良好 暗灰～灰白色 壼の可能性

131-21 削21東 西溝
2砂 須慈器 皿

回転ナデ、ナデ、ヘ
ラケズリ

白色の砂粒をやや多く含
む 良好 灰 色

131-22
AM15東 西溝
2砂 須恵器 Ell 22 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り

密、黒色砂粒を非常に多
く、 2 mm以 下の白色砂粒
を多く含む

良好 青灰色

131-23 削 21東 西溝
2砂 R 須恵器 皿 (171) 回転 ヘ ラケズ リ、回

転ナデ、ナデ 密、砂粒を少量含む 良好 灰色 転用硯

131-24 AM04東 西溝
2砂 須恵器 皿

ナデ、回転ナデ、回
転糸切り

4 mm以下の砂粒を含む 良好 灰色 重ね焼き痕あり

131-25 AM15東西濤
2砂 須恵器 皿 73 2 1 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り
密、黒色砂粒を少し、自
色砂粒を僅かに含む

良好 明灰色

131-26 削21東 西溝
2砂 R 須恵器 皿 (146) (100) 回転ナデ、回転糸切

り 巷晋
前後の砂粒を僅かに

良好 茶灰色

131-27 AM04東西溝
2砂 察憲器 皿

回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

白色の小砂粒を含む少量
含む

良好
くすんだ青灰
色

181-28 屈 15東西浦
2砂 須恵器 高台付皿 回転ナデ 密、白色細砂粒を僅かに

含む
良好 淡灰色

131-29 剤09東 西滴
2砂 須恵器 高台付皿 (186) 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 暗灰色 転用硯

131-30 AM04東西潜
2砂 須恵器 高台付皿 回転ナデ、ナデ 白色の小砂粒を少塁含む 良好 灰色

131-31 AMO?東西溝
2砂 R 須恵器 托 回転ナデ、ナデ

l mm以 下の自色砂粒を少
し含む

良好 灰色 転用硯

131-32 AM03東西溝
2砂 須恵器 壷 (6 2) 回転ナデ 密、細かい白色砂粒が微

量混入
良好 灰 色 内外面 自然釉

131-33 hM17東 西溝
2砂 須恵器 長頌壷 回転ナデ 密 良好 灰色

131-34 AM16東 西溝
2砂 須恵器 長頸壺 (78) 回転ナデ、ナデ

密、 2 mm以 下の砂粒・ 自
色砂粒を多 く含む

良好 灰白色
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挿図番弓 写真図版 出土遺構名 種 月1 器 種
径
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131-35
AIM 1 5東西溝
2砂 須恵器 長頸壷 (65) 回転ナデ

密、 5 mm以 下の自色砂粒
が少塁、細かい白色砂粒
が多昆混入

良好 灰色 外面 :自 然釉

131-36 削03東 西溝
2砂 須恵器 壷 (31) 回転ヘラケズリ、回

転ナデ、ナデ
l mm前 後の砂粒を多く含
む 良好 働灰色 内面 i漆付着

131-37 AM18東 西消
2砂 須恵器 一霊

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ケズリ、ナデ

やや密,2 mm以 下の砂粒
白色砂粒を多く含む

良好 灰白色 転用硯

131-38 81
AM18東 西満
2砂 R 須恵器 高不 回転ナデ l mm前 後の砂粒含む 良好 青灰色

透か し二ヶ所
内面 漆付着

131-39 6XlO JN07
東西溝 2砂 察恵器 高不 140 85 07 回転ナデ、ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰 色

脚部にヘラ記号、
概報 16図 23

131-10 AM05東西満
2層 須恵器 高杯

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、 l mm以 下の白・黒色
砂粒を多 く含む

良好 青灰色

131-41 削04東 西満
2砂 須恵器 高杯 22 7 回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ 自色の小砂粒を多く含む 良好 青灰色

131-12 削 17東 西浦
2砂 須恵器 短顕壷 ナデ l mm大 の砂粒を含む 良 好 灰色、暗灰色 刻書

131-43 湘 16東西溝
2層 須恵器 属字硯 ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好 青灰色

132-1 削21東 西溝
2砂 土師器 不 調整不切

密、自色細砂粒を僅かに
含む

良好 乳掲色 黒班あり

132-2 AM21東西溝
2 土師器 皿 211 ヨコナデ、ナデ 密、自色細砂粒、僅かに

4 mmの石粒を含む 良好 赤褐～乳褐色 内外面 赤彩

132-3 削07東 西溝
2砂 土師器 高台付皿 162 回転ナデ

督患
ス質の微砂粒を少量 やや不良 明黄自色 暗 文

132-コ 削21束 西溝
2砂 土師器 皿 ヨコナデ 赤色・白色の微砂粒を含

む 良好 明桃色 赤彩 ヵ

132-5 削 14束西溝
2砂 土師器 高台付碗 144 67 回転ナデ 赤色・白色の砂粒やや含

む 良好 明桃自色

132-6 AM H東 西溝
2砂 瓦 丸瓦 ナデ l mm前 後の砂粒を含む 良好 褐色

132-7 AM17東 西溝 須恵器 議
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、2 mm以下の自色砂粒・
砂粒を多く含む

良好 暗赤灰色

132-8 6ヽ lQ JN07
東西溝 須恵器 高台付郷 131 回転ナデ 密、 5 mm以 下の砂粒を合

む 良好 青灰色

132-9 JN97束 西清
灰褐砂

須恵器 高台付外 (H4) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、自色砂粒を多く、黒
色砂粒を少し含む

良好 灰自色

132-10 AIM 18東西溝 須恵器 高台付皿 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り、ヘラ切り 白色の少砂粒を含む 良好 淡青灰色

132-‖ 削 18東西満 須恵器 高台付皿 (185) 回転ナデ
密、 4 mm以 下の自色砂粒
を多 く含む

良好 明灰色

132-12 削 17東 西満 須恵器 鉢 回転ナデ
含む 

の自色砂粒を少塁
良好 明青灰色 搬入品力 (京都)

132-13 AM17東 西溝 須恵器 一窒 ヨヨナデ、タタ■ 白色の少砂粒を少塁含む 良好 灰色
断面に煤付着、半
瓦当ヵ

132-14 削H束西溝
アヽラス 白磁 皿 104 密、灰色 良好 黄白色 ■-1類

132-15 AM18東西溝
2 瓦 軒丸瓦 白色の砂粒を含む やや歓質 くすんだ白色 出雲国分寺跡第 3

類

132-17
削01束 西満
2砂 R 須恵器 議 172 40

ナデ、回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

0 5mm前 後の自色砂粒 を
多く含む、 2～ 3 mmの 砂
粒を少量含む

良好
暗赤褐～黒灰

色

天丼部回転糸切 り

132-18
6XIQ(南 )

東西溝黒灰
粘土

須恵器 高台付イ (21) 回転ナデ、ナデ 密、白色の微砂粒を少量
含む

良好 青灰～灰褐色 転用硯

132-19

6ヽ lQJN92バ
ラス・JM02
ヵ東西溝黒
灰粘土

須恵器 硯 31
回転ナデ、ヘラケズ
リ、ナデ

l mm以 下の砂粒を多く含
む

良好 青灰色
内面 :墨痕
3足 ヵ

132-20 削15東西溝
バラス 須恵器 〓蔓 136 ヨヨナデ、回転ナデ、

ナデ
ガラス質の微砂粒を少量
含む 瓦質 淡灰色

132-21 南側東西溝
中

須恵器 高不 回転ナデ
密、 5 mm以 下の白色砂粒

各窓
く、黒色砂粒を少し良好 青灰色

132-22 南側束西溝
中 土製品 移動式鼈 ナデ 白色砂粒を含む 良好 淡褐色

132-23 削03南 北溝 須恵器 必 (130) 39 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

密、2 mm以下の白色砂粒・
黒色細砂粒を多く含む

良好 青灰～橙灰色

132-24 削03南 北溝 須恵器 第 43 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

密、自色砂粒を少し、黒
色砂粒を僅かに含む

良好 灰白～青灰色

132-25 削06南 北溝 須恵器 イ 38 ナデ、ヨコナデ
ややFn4良 、 lm未 満～ 1

く査窓
白色砂粒をやや多良好 灰 色

底部外面ヘラ記号、

概報 16図 6

132-26 削06南 北済 須恵器 皿
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 雹≫尾を睦無庭客も

黒ヽ
良好 青灰色 灯明皿

132-27 削06南 北溝 須恵器 高不
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 結 良 良好 灰 色 転用硯

133-1
CM20東 西溝
埋土灰褐色
粘土

須恵器 蓋 (134) 回転ナデ、ナデ 05～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰色

133-2 でM12東 西潜 須恵器 蓋 131 回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ

1～ 2 mmの 砂粒を含む 良 好 青灰色

133-3 CM12東 西溝 須恵器 蓋
回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ

1～ 3 mm程 度の砂粒を少
量含む

良好 灰色

133-4 ぜM12東 西溝 須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ l mm前 後の砂粒を含む 良好 青灰色

133-5 CM14東 西溝
灰色

須恵器 然 H2 回転ヘラケズ リ、回
転ナデ 密、石灰を少量含む 苺や不良 灰白色
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133-6 CM26東 西溝
灰褐色土

須恵器 鉢 (178) 屏第な乳轟看仁今
ラ

l mmの砂粒を含む 良好 灰色

133-7 CM17東 西溝
灰褐粘土

須恵器 ネ
回転ナデ、ナデ、糸
切り 自色砂粒を含む 良好 灰～暗青灰色

133-8 CM 12東西溝
R 須恵器 然 (108) (65) 軍季

ナデ、ハケナデ、1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 暗灰～赤灰色

133-9 CM 12東西溝 須恵器 然 (106) (6 8)
回転ナデ、回転糸切
り l mmの砂粒を含0 良好 暗灰～灰色

133-10 CM 12東西溝 須恵器 杯 (06) 37 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ l mIIの 砂粒を含む 良好 青灰色

133-H CM26東 西溝
灰褐色土

須恵器 高台付杯 (84) 軍妻
ナデ、ハケナデ、l mmの砂粒を僅かに含む 良好 赤灰～育灰色

133-12
CM26東 西溝

灰褐色土
須恵器 高台付杯 (157) 47

回転ナデ、回転糸切
り、回転ナデ、爪状
圧痕

1～ 4剛の砂粒を含む やや不良 灰色

133-13
CM19東 西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 高台付杯 (14 1) (92) 5 1
回転ナデ、静止糸切
り後ナデ消し、ナデ

l mmの砂粒を僅かに含む 良好 青灰色

133-14 CM12東 西溝
R 須恵器 高台付杯 (126) (81) 47 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ ウ理?甜粽あ竃基暮窓
｀

やや不良 橙色

133-15
CM18束 西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 高台付杯 (HO) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ、爪状圧痕

密 良好 赤褐色
底部外面ヘラ記号
「×J

133-16
CM18東 西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 高台付邪
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

l～ 2 mmの 砂粒を合む 良好 赤橙色
底部外面ヘラ記号
「×」

133-17 CM18東 西溝 須恵器 高台付不 (5 り 回転ナデ、ナデ 2 mmの 砂粒を僅かに含む 良好 灰～暗灰色

133-18 CM12東 西溝 須恵器 皿 (170) 回転ナデ、静止糸切
り 灰～暗灰色 内面磨滅、転用硯

133-19

CM19東 西溝
青灰色粘上
・CM20東 西
溝埋土灰褐

第築善轟響
灰色粘土

須恵器 皿 (162) (106) 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 青灰～褐灰色 転用硯

133-20 CM12東 西溝 須恵器 皿 (132) (7 5)
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

3 5mmの 砂粒を含む 良好 赤灰～暗灰色

133-21 CM12東 西満
R 須恵器 皿 (130) (9 0)

回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

密、 l mm以 下の自色砂粒
が多量混入

やや不良 にぶい赤褐色

133-22 CM12東 西溝 須恵器 皿 (138) (104) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

l mmの砂粒を含0 良好 青灰色

133-23 CM12東 西溝 須意器 高台付皿 (162) (136) 回転ナデ
l mmの 砂粒を多く含み、
2～ 3 mmの 砂粒を僅かに
含む

良好 灰色

133-24 CM12東 西溝
R 須恵器 高台付皿 (200) (129)

回転ナデ、ナデ、糸
切 り ;冊2勝盤を進ふ危客b やや不良 灰色

133-25
CM20東 西溝
埋土灰褐色
粘土

須恵器 高台付皿 (21 5) (182) 回転ナデ I mmの砂粒を含む 良好 灰色

133-26 でM12東 西溝 須恵器 高郷 (260) 回転ナデ、ハケナデ
l mmの 砂粒を多く含み、
3 mmの 砂粒を僅かに含む

良好 灰色
内面磨滅、ヘラ記
号

133-27 CM12東 西溝
R 須恵器 高杯 (230) (148) (157)

回転ナデ、沈線 ヘ
ラケズリ、ナデ

1～ 2 mmの 砂粒を含む やや不良 淡灰色

133-28 CM12東 西溝
R 須恵器 広口壺 143 回転ナデ 密、砂粒を含む 良好 黒灰色

133-20 CM 17東西溝 須恵器 一堅 (96)
ヘラケズ リ、回転ナ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰～暗灰色

133-30
CM 18東西溝
埋土灰褐粘
土

須恵器 〓霊 (106) 回転ナデ
1～ 3 mmの 砂粒を僅かに

含む
良好 灰～暗灰色

133-31 CM12束 西溝 須恵器 小形壷 (■ 6) (42) 回転ナデ 密 良好 灰～青灰色

133-32 CM21東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 磁 (97) 回転ナデ l mmの 砂粒を僅かに含む 良好 灰色

133-33 CM12東 西溝 土師器 高台付皿 回転ナデ、ナデ 二418移建窪筵ふ倉客b 良好 淡黄褐色 赤彩

133-34 CM21東 西溝
灰褐粘土

土師器 高杯 回転ナデ l mmの砂粒を僅かに含む 良好 淡黄褐色 赤彩

133-35 CN20南 北溝
黒灰色上

上製品
ミユチュ
ア上器

荒いハケ、指頭圧痕 l mm大 の砂粒を含む 良好
黒～灰褐色、
灰褐色

134-1 AD25南 北溝 察恵器 蓋 回転ナデ
l mmの 砂粒を含み、 2 mm
の砂粒を僅かに含む

やや不良 灰色

134-2
N24南 北溝
埋土 AD南
北溝埋土

察恵器 蓋 148 回転ナデ、ナデ、ケ
ズリ後ナデ

I nm前 後の砂粒を含む 良好 灰色～橙色

134-3 AC24暗 褐土 笈恵器 蓋 (126) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 白色の小砂粒を含む 良好 明灰褐色

134-4 77
AC24南 北溝
埋土

須恵器 議 (160) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

白色砂粒、 1～ 2 mmの 砂
粒を含む

良好 青灰色 転用硯

13コ ー 5 AT25石 敷溝 須恵器 蓋
回転ヘラケズリ、ナ
デ、回転ナデ

やや粗い、長石、石英を
少量含む

良好 褐灰色

134-6 AD24南 ゴヒ満
埋土 AC24 須恵器 蓋 (165) 回転ナデ、ナデ 1剛 の砂粒を含む 良好 赤灰～灰色

134-7 C」24南 北潜 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密、自色の微砂粒を多く
含む

良好 暗灰～灰色

134-8
AC24南 北潜
埋土 AD24
南北溝埋土

須恵器 不 97 35
回転ナデ、静止糸切
り、ナデ

1～ 3 mmの 砂粒を合む 良好 褐 色
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131-9 AD25南 北溝 須恵器 必 (lB 6) (82) 回転ナデ、ナデ、静
止糸切り 白色砂粒を含む 良好 褐灰～灰色

131-1() AC24南 北溝
理土

須恵器 杯 (152) 回転ナデ、ヘラケズ
リ、ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 青灰色

131-‖
で,24南 北溝

埋上
須恵器 不 13 昇要なFチ軍r含ヱ

糸切 り

密、石灰

含む
長石を多量に

良好 灰 色 変色部は暗灰

134-12 AD25南 北満 須恵器 高台付杯 (113) 83
回転ナデ、糸切り、
ナデ

l mm以 下の砂粒を含み、

各き
4 mmの 砂粒を僅かに良好 灰 色 内外面に漆付着

134-13 AC25南 北溝
埋土 須恵器 高台付不 (11()) 回転ナデ、ナデ

l mm以 下の砂粒を含み、
3 mmの 砂粒を僅かに含む

良好 灰 色 転用hLl

134-14 AD24南 北溝
埋土

須恵器 高台付杯 78 軍夢有
=チ

糸切り後 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良夕子 灰 色

131-15 CJ24南 北満
埋土 須恵器 雰 84 回転ナデ、ナデ 白色砂粒、石英を含む 良好 灰 色 転用硯

134-16
Aぐ 24南 北溝

埋土
須恵器 高台付界

回転ナデ、静止糸切
り

l mm以 下の砂粒を含み、
2 mm前 後の砂粒を少し合
む

良好 灰～赤灰色

134-17 Aで 24南 北満
埋土

須恵器 鉢 平行タタキ、沈繰 l mmの砂粒を僅かに含む 青灰色 把 手

131-18 AD24南 北溝
埋土 須恵器 蜜 (171) ナデ、平行タタキ、

同心円文あて具痕
1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色 ヘラ記号 「十J

134-19 AC24南 北溝
埋土

土師器 必 158 回転ナデ、ハケナデ、
ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 橙 色 内外面赤彩

134-20 C」 24南 北満 土師器 高台付皿 176 回転ナデ Int良 R夕子 淡黄褐色
内外面赤彩、概報
18図 1()

134-21 AD25南 北満 土師器 IIlヵ 17 1 54 22 回転ナデ I mmの 砂粒を僅かに含む 長 好 淡黄褐色 内外面赤彩

134-22 AD24南 北溝

埋土
土師器 皿 170 回転ナデ、ヘラケズ

リ、ナデヵ
l mm以 下の砂粒を含み、
2 mmの 砂粒を僅かに含む

良好 橙褐色 内外面赤彩

134-23 AD24南 北溝

理土
土師器 高郷

ヨコナデ、 1条の沈
線、ナデ

l mm前 後の砂粒を含む 良好 橙色 内外面赤彩

13コ ー24
Aで 24南 北溝
埋土

土師器 杯 回転ナデ l mm前 後の砂粒を含む 良好 淡黄橙～灰色 内面 :漆付着

134-25
t424南 北溝

土師器 必
ヨコナデ、回転糸切
り、ナデ 盛壱多k警懇

石英片・砂
良好 乳褐～淡灰色

134-26 服24南 北溝

埋上
土師器 高台付杯 (10) 回転ナデ、糸切りの

ち回転ナデ、ナデ 尾豊撃怒
・ガラス質の砂

良好 淡黄褐色

131-27
AC24南 北

溝埋土
土師器 愛

ヨコナデ、ハケロ、
ヘラケズリ、ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好 橙～黒褐色

口緑～底部 煤付
着

134-28 AS24南 北溝 土師器 愛
ヨヨナデ、ハケロ、
ヘラケズリ

2 mmの 砂粒を含み 5 mmの

砂粒を僅かに含む
良好 淡黄～黒色

135-1 8A42溝 R 須恵器 高不 ヵ養 ナデ 惰 員 やや不良 灰白色 外面に刻書 「白J

135-2 BA42溝 R 上師器 高台付杯 回転ナデ 精 良 良好 橙色

135-3 BA42溝 R 土師器 皿
回転ナデ、静止糸切
り l mm以 下の砂粒を含む 良好 黄褐色

135-4 Cヽ 30南 北清 須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ 石英を少星含む 良好 黄灰色

135-5 CК 39南 北溝 須恵器 蓋 (173) 回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ 密長石を少量含む やや不良 灰 色

135-6 78 ぐК30南 北溝 須恵器 イ 47 回転ナデ、静止糸切
り、ナデ

密、大きな白色砂粒が少

暑b細
かいEIt砂粒少量 不 良

色

色

黄

灰

灰
黄

面

両

外

内

135-7 CК 39南 北溝 須恵器 郭 32
回転ナデ、回転ヘラ

多f妥チ
糸切り後ナ結 良 良好 灰白色 油煙付着、灯明皿

135-8 CК 3,南 北溝 須恵器 杯
回転ナデ、静止糸切
り

密、 l mm以下の砂粒を少
盈含む 良好 灰 色

135-9 CК 39南 北溝 須恵器 不 (94) 回転ナデ 密、長石を微量に含む 不良 灰白色

135-10 CК 39南 北溝 須恵器 高台付杯 回転ナデ、ナデ 密、細かい白色砂粒が少
量混入

良好
外面 :灰色
内面 :明灰色

工具によるキズあ
り

135-H CК 39南 北溝 須恵器 甕
回転ナデ、平行タタ
キ後カキロ 密 良好 灰色 青海波文

135-12 島ヽ 30 SD008 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰 色 転用硯

135-13 BA39 S0008 須恵器 高台付杯
回転ナデ、糸切り、
ナデ 結 良 良好 青灰色

135-14 8A30 SD008 土師器 皿 ヨヨナデ 精 良 良好 赤掲色 赤彩

135-15 BA39 SD008 製塩土器 製塩土器 ナデ、指頭庄痕 l mm以 下の砂粒を含む 軟質 淡橙色

135-16 C132東 西小
溝

須恵器 蓋 回転ナデ 砂粒を少し含む 良好 青灰色

135-17 C132東 西溝 須恵器 ネ 46 回転ナデ、ナデ 緒 良 良好 青灰色

135-18 C131東 西溝
内

須恵器 不 (78) 回転ナデ、ナデ 精 良 良好 灰色
油煙付着、灯明皿
型

135-19 C131東 西溝
内

須恵器 必 (134) 47 回転ナデ、ナデ 白色粒子を含む 良好 育灰色

135-20 で131東西溝
内

土師器 イ 不明 結 良 良好 暗赤褐色 赤彩

135-21 8038古 溝下
層部R 須恵器 蓋 回転ナデ 2 mm以 下の白色粒子を含

む 良好 青灰色
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挿図番号 写真図局 出土遺橘名 種 月」 器 種 酪
ω 雌

ω
絲
ω

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備碧

135-22 8033古 溝二
層

須恵器 杯 (108) 31 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ヨコナデ

密、細かい白色砂粒が少
塁混入

やや不良 灰色

135-23 D032 須恵器 高外 回転ナデ、ナデ 密、 lm前 後の自色砂粒
を含む

良好 灰白色 三角形の透かし

135-24 8034古 溝上
層部R 須恵器 高然 7 12 1 回転ナデ、ナデ、刺

突文
i段透かし

135-25 8033古満下
層部R 須恵器 高杯

回転ナデ、クシ状工
具による波状文

l mm以 下の砂粒を含む 良好 吾灰色

135-26 8033古 墳浦
下層部RR 須恵器 逸 ヵ壷 回転ナデ、刺突文 精良 良好 灰色 自然釉付着

135-27 B034古 溝下
層部R 土師器 喪 (108) ケズリ、ナデ、ハケ

目
2nmの 白色粒子を含む 良好 黄掲色 赤彩

135-28 CG16古 墳斜
溝

土師器 然 風化著 しし
魯惑

密、自色砂粒を多く
良好 淡赤褐色

135-29 CGlG古 墳斜
溝

土師器 不 (H7) ヘラケズリ、ヨヨナ やや粗、 l mm程度の砂粒
を含む

良好 淡橙色

135-30 CG 16古墳斜
溝

土師器 不 (134) ヨコナデ 密、砂粒を僅かに含む 良好
淡橙褐～淡白
褐色

135-31 AC 19古墳溝 土製品 移動式竃 ナデ、指頭圧痕 2 mm以 下の砂粒を含む 良好 淡赤褐色

135-32 冊 14南 北玉
石溝

須恵器 蓋 (34) 回転ナデ 建注屏量合悪
英などの砂

良好 黄灰色

135-38 錢摺至
西溝

須恵器 高台付皿 (104)
回転ナデ、回転糸切
り、ヨコナデ

密、大きな白色砂粒が少
量混入

良好 灰 色

,35-3コ AS13東 西浦 須恵器 蓋 (156) 回転ナデ 長石を少塁含む 良好 黄灰色

135-35 AS13東 西溝 須恵器 邦 (76) 回転ナデ 密、長石を少塁含む 良好 黄灰色

135-36 ぷ 13黄 褐色
土

須恵器 高台付皿 (104) 37 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

自色の小砂粒をやや多く
含tJ・

やや不長 淡灰～橙色 軟 質

135-37 AB14南 北溝 須恵器 不 (H5) 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰 色

135-38 AB15南 北溝 須恵器 蓋 28 回転ナデ、回転糸切
り後ナデ消し、ナデ

密 良好 青灰色

135-39 AS15南 北溝 須恵器 蓋 (180) 回転ナデ 5 mmの 白色砂粒を含む 良好 青灰色

135-弯0
AT15南 北溝
(ll)

須恵器 不 回転ナデ、糸切 り lm以下の砂粒を含む 良好 灰 色

135-11
AT15南 北溝

(Ⅱ )
須恵器 硯 回転ナデ 結 良 良好 濃青灰色

136-1 JM96黒 灰色
粘土

須恵器 議 (Hl) 回転ナデ、ナデ 密、白色砂粒を僅かに含
む

良好 灰自色

136-2 BL26灰 色粘
土東西溝

須恵器 然 (138) (8 0) 51 回転ナデ、ナデ回転
糸切り

密、 l mm以 下の黒色粒子
が少量混入

良好 暗灰色

136-3 BL26灰 色粘
土東西溝

須恵器 高台付ネ (100) (84) 62 回転ナデ、ナデ 密 良好 黒灰色 外部全面に自然釉

136-4
BL26黒 東西

溝
須恵器 鉢 (210) 回転ナデ

密、細かい黒色粒子、自
色砂粒と透明な粒が多量
混入

良好
青みがかつた

灰色
胎 ■・焼成特徴的

136-5 BL26灰 色粘
土東西溝

須慈器
高台付鉢 回転ナデ、同心円文

押え具痕
白色の砂粒を含む やや硬質 青灰色 三方向透かし

136-6 BL27灰 色粘
土東西溝

須恵器 鉢
ナデヵ回転ナデ、エ
具ナデ

05～ l mmの 砂粒 を多 く
含む

良好 灰～育灰色 杷手

186-7
粘色

溝
灰
西

２６
東

ＢＬ
土 須恵器 壷 (90) ナデ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色 高台内ヘラ記号

136-8 BL28黒 東西
溝

須恵器 甕ヵ鉢 (120)
夕タキ後回転ナデ、
回転ナデ

密、長石・石英を少量含
む 良好 灰色

136-9 BM28黒 落ち
こみ

土製品 移動式鼈 ナデ l mmの 砂粒を多く含む 良好 淡褐色

136-10 で114東西潜
埋土

須恵器 蓋 (154) 屏努

「

七日子会
ラ密、 2 mm以 下の白色砂粒

が多量混入
良好

掲灰色、変色
部は灰色

136-H C114東 西蒲
埋土

須恵器 杯 回転ナデ、回転ナデ 密、 l mm以 下の白色砂粒
が多塁混入

良好
灰色、変色部
は青灰色

重ね焼き痕あり

136-12 C124灰 褐色
粘土

製塩土器 製塩土器 (66) 指頭圧痕 白色の砂粒を含む 良好 灰褐色

136-13
C124東 西大
溝 灰褐色
粘土

土師器 甕 (162)
ヨコナデ、ハケロ、
ナデ、ヘラケズリ

やや組、微細砂粒を多く

含む
良好 淡灰褐色 内面に厚く煤付着

136-14 絋22南 北溝 須恵器 遜
回転ナデ、クシによ
る刺突文、ハケロ

2 mm以下の砂粒、自・黒
色砂粒を多く含む

良好 灰白色 円形の透かし

136-15 凧22南 北瀦 須恵器 円面硯 122 17 回転ナデ 密、 l mm以 下の白色砂粒
を含む

良好
外面 :暗灰色
内面 :淡灰色

墨痕 ヵ

136-16
明
溝
粘

不
北
色

２２
南
褐

ＡＤ
ぐ
黄

土師器 皿 (134) (100) (10 風化著 しし l mm以下の砂粒を含む やや不良 灰褐色

136-17 AD南 北溝 土師器 皿 (206)
ヨコナデ、ヘラケズ
リ後ナデ 密 良好 乳褐色 内外面赤彩

136-18 AD南 北溝 土師器 皿 (186)
ヨヨナデ、ヘラケズ
リ後ナデ、ナデ

密、微細砂粒を含む 良好 赤褐色 内外面赤彩

136-19 AD南 北溝 土師器 不 回転ナデ 白色砂粒を含む 良好 黄橙～灰色 漆付着

136-20 AT16南 北溝 須恵器 〓霊 13 回転ナデ、ナデ l mm以下の砂粒を含む 良好 自灰色 漆付着

136-21 AT16南 北溝 須恵器 杯 横方向のミガキ 精良 良好 灰 色 搬入品 カ
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月1 器 種
日経
(cm)

底径
(蜘)

器 高
(cn)

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

136-22 AD2 1不 明
東側南北溝

須恵器 必 ヵ 回転糸切 り、ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 青灰色
底部外面ヘラ記号

136-23 8M26褐 色砂 須恵器 蓋 (131) 回転ナデ 白色の小砂粒を僅かに含
む 良好 灰 色 不の可能性

136-24 BM28褐 色砂
東西溝

笈恵器 蓋 (116) 屏要なfチ早
転ヘラ

雹》建磐多f客愁
粒・白

良好 青灰色

136-25 開26褐 色砂
東西溝

須恵器 芥 ヮr李季
、糸切り痕密、 l mm以 下の砂粒を僅

かに含む 良好 暗灰褐色 墨書

136-26 BM26褐 色砂
東西溝

須恵器 高台付必 (119) (06) 43 Pr茅夢
、回転糸切

雹ぁ轟豊睦無庭審心
白ヽ

良好 灰白色

136-27 BM27褐 色砂
東西溝

須恵器 高台付皿 (165) (1()4) 37 ナデ、回転ナデ、回
転糸切り

g患の小砂粒をやや多く硬 質 暗青灰色

130-28 BN27東 西溝 土師器 不 2) 62 回転ナデ、ナデ 微砂粒を多く含む 良好 白黄色

136-29 8P40南 北溝 須恵器 杯 (14 4) (82) 57 回転ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む やや不良 灰～明褐色

136-30 BP40南 北溝 須恵器 高台不付 (114) (88) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰黄色

136-31 BP40南 北溝 須恵器 皿 (11()) (67) 研r李夢
、静止糸切

I mmの砂粒を僅かに含む 良好 灰～青灰色

136-32 8P40南 北溝 須恵器 高台付皿 (230) (180) 43 回転ナデ、ナデ 精良白色砂粒を含む 不 良 灰黄～褐灰色

136-33 8P40南 北溝 須恵器 士霊 80 (6 9)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ IInt良 R夕子 青灰～灰色 漆付着

137-1 BN28東 西溝
黒色土 須恵器 蓋 (158) 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰色

137-2 搬
27黒東西

須恵器 不 (66) 回転糸切り、回転ナ
魯き

1 5mm程 度の砂粒を
良好 灰 色

底部外面に 「中J

の墨書

137-3 BN27黒 東西
溝 須恵器 高台付不 (80) 回転ナデ 密、長石を少量含む 良好 灰 色

137-4 BN27黒 束西
溝 須恵器 高台付郭 (H2) (7 2) 41 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好

黒灰～暗掲灰
色 油煙付着

137-5 BM27黒 東西
溝 須恵器 高台付郷 (136) (Hl) 軍多

ナデ、糸切り
密、白色砂粒を多 く含む 良好 青灰色

137-6 BN27黒 東西
溝 須恵器 甕 タタキ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 青灰色 転用硯

137-7 BN27黒 東西
溝

上師器 不
回転ナデ、回転糸切
り 黒多k審急

の小砂燈をや
やや 不良 淡橙色

137-8 BN27黒 東西
潜イキ

土師器 杯 128 回転ナデ、回転糸切
り

白色、赤色の微砂粒をや
や多 く含む

良好 桃色

137-9 醜27黒 東西
溝 と師器 郷 137 回転ナデ、ナデ、回

転 糸切 り 自色の砂粒を少星含む 良好 淡橙色

137-10 BN27黒 東西
溝イキ

■師器 必 124 回転ナデ、ナデ 自色の微砂粒を含む 良好 明白茶色 外面漆付着

137-11
BN27黒 東西
溝 斜行す
る溝 ヵ

土師器 杯 122 4望
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリヵ

白色の小砂粒を含む やや不良 明桃茶色 歪みあり

137-12
西
す

東
行

黒
斜

カ

２７
　
溝

聞
溝
る

土師器 杯 42
回転ナデ、回転糸切
り 赤色の小砂粒を含む やや不良 白～明桃色

137-13 Bll東西溝黒
色土

土師器 必 (120) (74) 回転ナデ 密、砂粒を微見に含む 不 良 にぷい黄橙色

137-14 BN27黒 東西
溝

土師器 芥 回転ナデ、回転糸切
り 白色の小砂粒を少量含む 良好 明橙色

137-15 8N27黒 東西
溝

土師器 ネ 122 63 回転ナデ、回転糸切
り 自色の小砂粒を少量含む 良好 明桃色

137-16 BN28黒 東西
溝

土師器 然 (110) (50) 回転ナデ、ナデ 密、砂粒を少量含む 不 良 にぶい黄rE色 かな りの歪み

137-17 8N28東 西溝

黒色土
上師器 不 (120) 回転ナデ

密、透明な砂粒が微量、
キラキラした細かい砂粒
が少量含む

不良 淡橙色

137-18 79
8W2層黒東
西溝

土師器 高台付杯 (86) 回転ナデ 窒合患
英、長石などを少

不浪 にぶい黄橙色 表面風化

137-19 BN28東 西涛

黒色上
土師器 衰 ナデ、ケズリ 患多雪酔 修監やや不良

両

面

外

内
黒色

褐灰色
煤付着

137-20 Ы32黒 掲色
土溝中

土師器 必 (176) (60) 41 回転ナデ、ナデ
密巻急

mm以 下の砂粒を多
やや不良

淡俺～淡橙自
～淡黒灰色

137-21 BT32黒 色土
(溝 )

青白磁 碗 (7 0) ヘラケズリ 密 良好
淡灰色、釉は
淡緑色

137-22 でF21東側南
北溝 不明

須恵器 蓋 138 34 研F卒夢
、回転糸切き

mm以下の自色砂粒を含
良好 青灰色

137-23 CF2 1東側南

北溝
須恵器 高台付郷 (120) (86) 43

回転ナデ、回転糸切
り後ナデ、ナデ

l mm以 下の白色砂粒を多
く含む

やや良好
外面 :黒灰色

窪
面:暗掲灰

137-24 ぜF21東側南
北溝 須恵器 高台付イ (160) (116) 53 回転ナデ、ナデ

そ響愁
下の白色砂粒を多

良好
外面 :黒掲色
内面 :灰 色

137-ワ5 DJ41束 西溝 須恵器 皿 (176) (108) 冨稜李季t軍多
糸切

密歩≧響愁
下の自色砂粒

良好 緑灰～青灰色

137-27 束西溝 須恵器 蓋 1) 2 1 回転ナデ 密 転用硯

137-28 東西満 土師器 甕 (154) (1()8)
ナデ、ハケロ、
ケズリ

^、 ラ
0 5mmの 砂粒を密に含む 良好 にぷい灰褐色 煤付着

138-1 8038南 北溝
R 須恵器 議 234 (255) 回転ヘラケズ リ、回

転ナデ、ナデ 窪が望響悪
後の自色砂粒

良好 灰～灰黄色
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138-2 8038南 北溝
バラス土

須恵器 蓋 (195) 回転ヘラケズリ、回
転ナデ

密、 2 mm以 下の自色、黒
色砂粒を多 く含む

良好 明灰色 票褐色付着物

138-3 B038南 北溝
R 須恵器 蓋 回転ナデ、沈線 密、黒い砂粒が微量混入 良好

黄味がかった
灰色

転用硯

138-4 8038南 北溝
R 須恵器 必 回転ナデ 、 糸切 り

密 、細 か い砂粒 が少 塁混
入

やや不良 明灰色

138-5
ミ
ス

北
ラ

南
バ

酌
ゾ
土

須恵器 130 73
回転ナデ、ナデ、

転糸切 り

回 密、0 5mm以 下の白色砂粒
を少 し、黒色砂粒を健か
に含む

良好

138-6
北
ラ

南
バ

３８的
ゾ
土

須恵器 133 77 45
回転ナデ、ナデ、

転糸切り
回 密、0 5mm以 下の白・黒色

砂粒を少し含む
良好 明灰色 黒褐也付着物

138-7 8038南 北溝
R 須恵器 邦 815 45 回転ナデ、ナデ、回

転糸切 り
2 mm程度の砂粒を筐かに
含む

良好 灰 色

138-8
8088南 北ミ
ゾ ノヽラス
土

須意器 必 回転ナデ やや粗、長石を少量含む 良好 黒灰色

138-9
B038南 北ミ
ゾ バラス
上

須恵器 高台付不 (‖ 2)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

密,1 5mm以 下の白色、黒

色砂粒を多 く含む
良好 灰白色

138-10
ミ
ス

北
ラ

南
バ

３８酌
ゾ
土

須恵器 高台付不 (121) (7 3) 42
回転ナデ、ナデ、回
転糸切 り

密、 l mm以 下の黒色砂粒
をとても多 く、 l mm以 下
の自色砂粒を僅かに含む

良好 暗灰色

138-‖
8038南 北浦

灰褐色土R 須恵器 高台付不
回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

密、 3 mm以 下の白色砂粒
を多 く、黒色彩砂粒を多
く含む

良好 明灰色

,38-12
ミ
ス

北
ラ

南
バ

３８閲
ゾ
土

須恵器 高台付皿
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

窮、1 5mm以 下の白色、黒

色砂粒を多 く含む
良好 灰偶色 黒褐色付着物

138-13
8038南 】ヒミ
ゾR 須恵器 高邦 (226) 回転ナデ、ナデ

l mm以 下の砂粒を多く含
む

良 好 青灰色

に
の
い

上
別
て

の
は

つ

１
い
な

円
る
重

ｆ
あ
が

書
痕
字

墨
墨
文
る

138-14 8038南 北濤
バラス土R 須恵器 局 不 回転ナデ、ナデ 密、 2 mm以 下の白色、黒

色砂粒を多 く含む
良好 灰白色

線状の透かしが二

方向 黒褐色付着杉

138-15 8038南 北ミ
ゾR 須恵器 高イ 回転ナデ

0 1mm～ 1 6nm位 の砂粒を
含む

良夕子
外面 :淡灰色
内面 :灰白色

二方向透かし

138-16 B038南 北ミ
ゾ ′`ラス 須恵器 短頸 重

回転ヘラケズリ、回
転ナデ、回転糸切り

密、0 5mm以下の白、黒色
砂粒を多く含む

良好 灰白色 漆付着

138-17 B038南 北ミ
ゾ

須恵器 短頸壷
回転ヘラケズリ、回
転ナデ

宿、1 5mm以 下の自色砂粒
を多 く含む

良好 暗灰色

138-18
ミヽ
ス

北
ラ

南
バ

３８醐
ゾ
土

須恵器 短頸壷 回転ナデ l mm前 後の砂粒を含む 良好 灰黄色

138-19 79
8038南 北溝
バラス土

須恵器 短頸壷 回転ナデ、指頭圧痕 l mm以 下の砂粒 と2 mm～
4 mmの 礫を含む

良好
外面 :灰 色
内面 !灰 白色

138-20 8038南 Jヒ ミ
ゾ

須恵器 賜
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

精 良 良好 灰～暗褐色

138-21
B038南 北溝
バラス土R 須恵器 鉢 回転ナデ

宿、0 5mm以 下の白、黒色

砂粒を少し含む
やや不具 灰白色 黒褐色付着物

138-22 8038南 北溝 土師器 皿 (176) (152) 54 精 良 良好 赤褐色
全面赤彩、概報18

図8

138-28 8038南 北溝
バラス土R 須恵器 鉢 タタキ、ナデ 密、 l mm以 下の自色砂粒

を少し含む
罠好 明灰色

138-24 84
Bl138南 北溝
R 須恵器 甕 (202) 回転ナデ、タタキ

密、 3～ 4 mmの 礫をまれ
に含む

良好 自然釉付着

IB8-25 B038南 北溝 土製品 土製支脚 ヘラケズリ 05m～ l mmの 砂粒 を密
に含む

良好 淡褐色

138-26 8038南 北ミ
ゾ 須恵器 鉢 回転ナデ、ナデ 密、 2 mm以 下の白色、黒

色砂粒を多 く含む
良好 明灰色 杷 手

,38-27 8038南 北満
バラス土R 須恵器 鉢 (375)

回転ナデ、格子ロタ
タキ

0 5mm以下の砂粒が少量、
2 mm前後の際を少塁含む

良好
外面 !緑黒
内面 !灰 色

138-28 8038南 北溝 土師器 甕
デ
ズ

ナ
ケ

ヨ
ヘ

ハケロ、 やや密、 2 mfl以下の砂粒
を多く含む

良好 橙褐色

CJ16東 西ミ

プ灰褐砂
須恵器

高台付皿

力杯
(144) 回転ナデ、ナデ

0 5mm以 下の自色砂粒 を

含む 堤　納

赤
　
灰

る
面
び
面

外
お
内

墨書 「厨J

130-2 C'11束 西ミ
ゾ

須恵器 高台付皿
回転ナデ、回転糸切
り、貼付け後ナデ

l mm程 度の砂粒を多く含
む やや軟質 灰 色 墨書 「O(記 号)」

130-3 Cし H東西ミ
ゾ

須恵器 高台付皿 36 騒策窃万稜李季,肖T
0 5mm以 下の自色砂粒 を
含む

良好 灰褐色 刻書 「■(記号)」

139-4 CJ14東 西溝
灰褐色粘土

須恵器 高台付ネ 87 F1 35 35 回転ナデ、回転糸切
り

微細な砂粒と 1～ 2 mmの

砂粒を少し含む
良好 灰色 刻書 「門」

139-5
CJ14東 西ミ
プ灰カツ粘
土

須恵器 高台付杯
回転ナデ、ナデ、同
転糸切りヵ後ナデ

05～ l mm程 度 の自色砂

粒を含む
良好 暗灰色ヵ 刻書 「由」

139-6 CJ H東 西ミ
ゾ

須恵器 高台付郭 40 回転ナデ、ナデ
1～ 2 mm程 度の砂粒を多
く含む

良好 灰 色 墨書 「酒不J

139-7 CJ 13東西溝 須憲器 高台付不 (H9) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

l mm程 度の砂粒を含む やや不良 黄灰色 刻 書
「
由」

130-8 CJ W東 西溝

灰粘土
須恵器 高台付不 回転ナデ、ナデ 倣細な砂粒を含む 良好

の
　
ぽ

め
　
つ

暗
　
白‥

色

面
色
面
灰

外
灰
内
い

墨書 「得J

ヘラ記号 「×」

139-9 CJ‖ 東西ミ
プ

須恵器 高台付邪 174 fJ 2 回転ナデ、ナデ
0 5mm以 下の細かな白色
の砂粒を含む、所々に礫

良好 濃青灰色 墨 書 「國ヵJ

139-10 CJ24東 西溝
灰黒粘土

須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む やや不良 黄灰色 刻書 「由J

130-H CJ H東 西ミ
ゾ

須恵器 蓋 (170) 回転ナデ、ナデ l mm大 の自色砂粒を少量
含む

灰自色 刻書 「社邊J
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139-12 C」 14東 西溝
青灰色粘土

須恵器 蓋 (200) 30 回転ナデ、ナデ、静
止糸切り

1～ 1 5mm程度の砂粒、1

～ 4 mmの礫を含む
良 好

外面 :灰 色
内面 i淡灰色

刻書 「由」

139-13 CJ 19東西溝
灰褐色砂

須恵器 議 回転ナデ I mm程 度の砂粒を僅かに
含む

良好 灰色 轟粛嶺〒森零1文」
130-14 CJ16東 西溝

灰青砂
須恵器 皿ヵ郭 ナデ 推∵

度の砂粒を僅か
良好 灰色 墨書不明

130-15
溝
粘

西
色

東
灰

３‐

育
は
Ｒ
上

須恵器 高台付皿 123 34
回転ナデ、回転糸切

呈ン
貼付け後ナデ、細かい砂粒 と2nd程度の

礫を含む
良好 にぷい灰色 墨書 「田人J「大J

139-16 CJ 19東西溝
灰褐砂

須恵器 Dll
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ τ合も～2 mm程度の砂粒

良好
外面 :淡灰色
内面 :黄灰色

墨書 「真ヵJ

139-17 CJ15東 西溝
炭灰褐砂

須恵器 皿 ヵ 回転糸切 り 微細な砂粒を含む 罠好 灰色 墨書不明

139-18 田 17東 西溝
灰褐砂

須恵器 〓霊 回転ナデ 密 良好 灰色 墨書 「長J

130-19
C'30・ 31東
西溝黄褐色
砂

須恵器 皿 (90) 回転ナデ、ナデ、糸
切り

l mm程 度の砂粒を少し含
む

良好 濃青灰色 墨書 「本J

139-20 H0 C」 20東 西溝
灰褐色砂

須恵器 皿
回転ナデ、回転糸切
り

1～ 2 mm程度の砂粒を含
む 良好 灰色 墨書 「第ヵ」

130-21
CJ21東 西溝

黄褐砂
須恵器 皿 ヵ然

回転ナデ、ヘラケズ
リ

1～ 2 mm程度の砂粒を少
塁含む

良好 が
色
色
色

褐
灰
褐

‥
‥
た

画
面

つ

外
内
か

刻書 「自田」

139-22 AM05東 西滴
2砂 R 須恵器 不 4 1 回転ナデ、ナデ 微細な砂粒を含む 良好 灰 色 墨書 「庄」

139-23 AM15東 西溝
2砂 R 須恵器 高台付不 94 ヘラ切 り

l mm大 の黒色の砂粒を含
む やや不長 明褐灰色 墨書 「國J

139-24 111
AM04東 西溝
2砂 須恵器 不 回転ナデ、ナデ 宣合き

く細かい砂粒を少
やや不良 にぷい灰色 墨書 「里J

139-25 AM18東 西溝 須恵器 蓋 (150) 軍r合塁字季捜笑葬
部にナデ

0～ 3 mm程度の砂粒を含
む

良好 淡灰色
墨書 「南J、 重ね

焼き疫あり

139-26 111
AM12東 西溝
2 須恵器 不 ヵ 穿覆字チ

回転糸切り
牲響酔

下の細かな砂粒
良好

外面 :淡灰色
内面 :暗灰色

墨書

140-1 M23灰 色粘
上 須恵器 藍 写雰な〒チ早転

ヘラ
密、石英が少量混入 良好 暗灰色 概報21図 8

140-2 須恵器 蓋 (H6) ケズリ、回転ナデ、
ナデ 暮懲

の小砂粒をやや多くやや硬質 奇灰色

110-3 須恵器 蓋 (128) 回転ナデ 白色の小砂粒を含む 良好 灰色

140-4 ILA015黄 褐

色上
須恵器 蓋

ヘラ切り、ヨヨナデ、
ナデ

精良、 1～ 2 nIE程 度の白

色砂粒を少量含む
良好

面
面
色

内
外
灰

灰色
灰～白

ほぼ完形、天丼部
に自然釉がかかる

140-5 It10 1 6 須恵器 蓋
ナデ、回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密、 l mm以 下の白色砂粒
を多く含む 良好 明灰色 箕霧壇脇

HO-6 AP15黄 褐色 須恵器 蓋 (17D 屏奏な〒チ耳
転ヘラ密、細かい自色砂粒が少

量混入
良好

明灰色、暗灰
色

自然釉付着、概報
16図 3

忠21灰 色砂
R 須恵器 蓋 24 回転ナデ、ナデ 密、黒色の微細粒を含む 良好 灰黄～灰色

外面の一部に自然
釉付着

140-8 3027黄 褐色
土

須恵器 蓋 (HO) 回転ナデ、ケズリ、
回転ヘラケズリヵ

白色の小砂粒を僅かに含
む 良好 青灰色

140-9 AP5黄褐色 須恵器 蓋 H2 2 75 回転ナデ、ナデ 密、細粒を多く含む 良好 灰黄～灰色 一部に自然釉付着

140-10 AP15黄 掲色
上

須恵器 蓋 H3 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 各き

2 mmの砂粒を僅かに
良好 灰～茶灰色

140-H A013バ ラス
R 須恵器 蓋 回転ヘラケズリ、ヨ

ヨナデ、ナデ 甚う纏暑歩t響恋満
の自

良好
内面 :淡灰色
外面 :灰色

110-12 AP15黄 褐色
R 須恵器 蓋 写秀なfチ早転ヘラ1～ 3 mmの 砂粒を僅かに

含む 良好 灰 色

140-13
BN87バ ラス
上R 須恵器 蓋 (162) (12)

回転ナデ、ケズリ、
ナデ 白色の微細粒を含む 良好

の
紫

面
赤

外
は部ヽ

色
縁

灰
回
色

つまみの横に墨書
あり、漆付着

140-14 CL12黒 色土 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ t響愁

後の白色砂粒を多
良好 暗灰色 転用硯、墨痕あり

140-15 ぷ21灰 色砂
R 須恵器 蓋

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 密 良好 灰黄～灰色

自然釉付着、内面
磨滅、転用硯

HO-16 JN06灰褐粘
土

須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

05～ l mm前 後の自色砂
粒を多 く含む

良好 灰白～灰色

140-17 ,N02バ ラス 須恵器 蓋 (142) 回転ヘラケズリ、ナ
l mm大 の砂粒を含む 良 好 灰 色

110-18 C114黄 褐色 須恵器 蓄 (148〉 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 白色の小砂粒を少量含む 良好 明青灰色 自然釉付着

140-19

J007灰 褐色
粘土、バラ
ス J097バ
ラス

須恵器 蓋 (210)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 緒 良 良好 灰自色

140-20 AR― AT21-23 須恵器 蓋 回転ナデ 自色の小砂粒を少量含む 良好 暗灰色

140-21 BN32黄 褐土 須恵器 蓋 H3 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ後ナデ、ナデ 密、白色砂粒を含む 良好 明青灰色

140-22 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ後ナデ、ナデ

05～ l mm前 後の砂粒 を

霧違啓多重響悪後
の自色良好 灰～黒灰色 自然釉付着

140-23 CК 18灰 褐色

粘土
須恵器 蓋 17 55

回転ナデ、回転ヘラ

後否是チ昇霜む?♀ 2 mm前後の砂粒を含む 良好 灰色

HO-24 須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 身でき毬w前

後の砂粒を
良好 育灰～灰色
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140-25 ぜК19灰 黒色
粘土

須恵器 蓋 (165) 回転ナデ、ナデ やや粗 1～ 4 mfI程 度の自
色砂粒を多く含む

良好 暗灰色
外面に黒色の付着
物あり

HO-26 Ⅸ,37黄 掲土
R 須恵器 蓋 154 J7

回転ヘラケズリ後ヨ
コナデ、ナデ

精良、 l mm未満の白色砂
粒を少盈含む

良好
外面 :淡灰～
灰～褐色
内面 :淡灰色

つまみ径2 7cm

140-27
lR―AT21-23
黒色土 察恵器 不

回転ヘラケズ リ、LE

転ナデ、ナデ
I mm以 下の砂粒を含む 良好 暗背灰色

140-28 8と 30礫 層内
須恵器 蓋 (15望 ) 27 回転ナデ、ナデ

徳、 2 mm以 下の長石と細
かい白色砂粒が多塁混入

良好 灰 色

140-29 AD23黄 褐色
粘土

須恵器 蓋 137 回転ナデ 白色の小砂粒を含む 良好 青灰色

140-30 85, 86 CG 13バ ラス 須恵器 誘 140 回転ヘラケズリ後ヨ
コナデ、ナデ

やや紀、 1～ 3 mmの 程度
の白色砂粒をやや密に含
む

良好
外面 :灰 ～H音

灰色
内面 :灰 色

140-31 85・  86 Cl13暗 褐砂 須恵器 議 141 回転ナデ、ナデ、ヘ
ラケズリ

1～ 3 mmの 砂粒を含む 良好 暗青灰色

HO-32
C地区Z
グリット不
明

須恵器 益 124 回転ナデ、ナデ、ヘ

ラケズリ後ナデヵ
細かい白色砂粒を多く含
む

良好

色

一

灰
白

青
灰
色褐

面
面
橙

外
内
淡

140-33 CL12暗 褐砂 須恵器 蓋 130 26 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

I mm前後の砂粒を多く含
む 良好 灰～青灰色

140-34 CL14黒 色土 須恵器 議 (126) 24
ズ
転

ケ
回

ヘ
デナヽ

デ

デ
転
ナ

ナ
回

ヽ

転
後
デ

回
リ
ナ

密、 l mm以下の自色砂粒
を多く含む

良好 暗青灰色

140-35 AQllバ ラス
R 須恵器 蓋

回転ヘラケズ リ、回
転ナデ、ナデ

良好 黄灰色

140-36 須恵器 蓋 (123) 70
ヘラケズリ後ナデ、
回転ナデ、ナデ

やや密、炭化物白色砂粒
を含む 暗 青灰 色

140-37 CL15灰 色バ
ラス上

須恵器 蓋 (205) 回転ナデ、ナデ、ヘ
ラ状の圧痕

1～ 4 mmの 白色砂粒を含
む

良 好 灰 色

140-38 BL32バ ラス 須恵器 蓋 (174)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズ リ、回転糸切 り、
ヨコナデ

密、大きめの白色砂粒が

多量混入
良好 灰色、暗灰色 概報 17図 44

140-39 須恵器 蓋 141 20 蒔テ
回
デナヽ

デ
後

カ

ナ
リ
日

転
ズ
キ

回
ケ
カ

密

む
白色微細粒を多く含

良好 明灰色
特徴的な胎上、院

成

HO-10 CL H灰 色バ
ラス 上 須恵器 (148) 2 1 回転ナデ、ヘラケズ

リ後ナデヵナデ
密、 l mm以下の白色砂粒
を多く含む

やや良好 灰白色 特徴的なrr_成

140-41
B BP37灰 褐
色土 須恵器 蓋 28 回転ナデ、ナデ l mm以下の砂粒を含む 良好 赤灰～灰色 燒成時の空洞あ り

140-42
色
チ

褐
オ

灰‐８
土
ミ

ＡＢ
粘
コ

須忠器 蓋 20
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

l mm前後の自色砂粒を多
く含む

良好 灰 色

140-43 CtH黒 色バ
ラス砂

須恵器 蓄 32 回転ナデ、ヘラケズ
リ後回転ナデ、ナデ

密、 l mm以下の白色砂粒
を含む

不良 濃橙色

140-44 須恵器 蓋 (132) 27 回転ナデ、ナデ l mm前後の白色の砂粒を
含む

良好 灰色

HO-45 CК 14灰 色バ
ラス 須恵器 蓋 (129) 3 ヘラケズリ ナデ 2～ 3 mm大 の砂粒を含む 良好 暗灰色 内面ヘラ記号「×J

140-46
Aで 21黄 褐色

土
須恵器 蓋 27

ズ
切

ケ
糸
デ

ラ
転
ナ

ヘ
回

ヽ

　ヽ
」
ア

デ
デ
ナ

ナ
ナ
後

転
後

カ

回
り
り

密、 3 mm以 下の礫石英と
2 mm以 下の白色砂粒を多
量に含む

良夕子 暗青灰色 内面ヘラ記号「×J

140-47 CL14黒 色土 須恵器 蓋 (173) 回転ナデ、ナデ
白色の小砂粒をやや多く
含む

硬質 橙灰色 赤焼

140-48 C(15灰 色バ
ラス 須恵器 蓋 (138) 25 回転ナデ、ナデ

l mm以 下の自色砂粒を含
む 良好 灰白色

特徴的な胎上、焼
成

HO-49 CI H暗 褐砂 須志器 蓋 (194) 回転ナデ 緻 密 良好 明灰色

140-50 Cし 14黒 色土 須恵器 藍 (128)
回転ナデ、ナデ、糸
切り 循 良好 淡灰色

140-51 で111暗褐色
砂 須恵器 蓋 回転ナデ

徳
む

極小の白色砂粒を含 良夕子
外面 :灰色
内両 :灰 白色

140-52 AC黄 褐色 須恵器 蓋
回転ナデ、ヘラケス
リ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰 色

140-53 須恵器 蓋 (208) 回転ナデ、ナデ 自色の小砂粒を含む 良好 灰色

141-1 須恵器 外 ケズリ、回転ナデ 白色の砂粒を少量含む 良好 黄灰色

141-2 須恵器 不 (107) 51 回転ナデ、ケズリ、
ナデ

白色黒色の微砂粒を含む やや硬質 淡青灰色

141-3 須恵器 不 (128) 回転ナデ、ケズ リ 白色の小砂粒を含む 良好 灰白色

141- 87 須恵器 不 (123) 回転ナデ 白色の砂粒を少昆含む 良好 灰色

141-5 須恵器 不 (100) 回転ナデ、ケズリ 自色の小砂粒をやや多く
含む

やや硬質 暗灰色

141-6 85 郡 14黄 褐土 須恵器 79 静止ヘラケズリ、ナ
デ、回転ナデ

精良、 1～ 2 mm程 度の自
色砂粒を少量含む

良好 灰色

瀬 15黄 褐色
粘土

須恵器 不 3 1 回転ナデ
密
む

1～ 2 mmの 砂粒を含
良好 灰黄色

内面ヘラ記号

141-8 AL H黒 灰色
粘上

須恵器 不 (H2) 75 回転ナデ、回転糸切
り

1～ 2 mmの 砂粒を多く含
む

良好
灰褐色、黒灰
色

141-9 CIワ 4黒色バ
ラス上

須恵器 第 (12()) (49) 回転ナデ ナデ、回
転糸切り

密、 l mm程度の白色砂粒
を多く含む

良 好
暗灰～購赤灰
色

141-10 CJ 19灰色バ
ラス土

須恵器 不 H7 75 回転ナデ、ナデ、団
転糸切り 白色の小砂粒を含む やや不長 灰 色

141-H 〕R―AT21-23
黒色土

須恵器 杯 (115) 回転ナデ、回転糸切
り 白色の小砂粒を含む 良好 晴青灰色
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章図番号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種 眸
鰤

底径
(m) 縞

ω
形態・手法の特徴 胎 ■ 焼成 色調 備 考

141-1 58-138ラ ベ
ル不明 須恵器 ネ 4 1 F汗李夢

、回転糸切 2～ 3 mm大 の砂粒を合む 良好 灰～明褐色
底部にヘラ記号あ
り

141-13
BF40黄 褐色
砂、BF39黄
褐色砂

須恵器 不 回転ナデ 長石を少星含む 良好 灰色 底部ヘラ記号ヵ

111-14 須恵器 第 回転ナデ、ナデ 精 良 良好 灰色

141-15 ぷ 15灰 色砂 須恵器 杯 回転ナデ、ナデ 量きも
剛前後の砂泣を少

不良 にぷい黄色 漆付増

141-16 AL21灰 色砂 須恵器 杯 4 1 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

g急の小砂粒をやや多く良 好 灰色

141-17 須恵器 必
回転ナデ、回転糸切
り 精 長 良好 暗灰色

141-18 Bl13SSD04 須恵器 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り 白色砂粒を含む 良好 にぷい黄色

141-19
C地 区 Z
グ リッ ド不
明

須恵器 第 (141) 回転ナデ、ナデ
密、 l mm以 下の自色砂粒
を多 く含む

良好 暗灰～淡灰色

141-20 CК 19灰 褐色

粘土
須恵器 塔

127

138
76 回転ナデ、

転糸切り
ナデ 回 密、 4 mm以 下の自色砂粒

を多 く含む
良好 淡灰～暗灰色

141-21 出CК H暗褐
色粘上 須恵器 邪 84 42 回転ナデ、回転糸切

り 密、長石を少量含む やや不良 黄灰色

111-22 8P37灰 褐色
土R 須恵器 不 30 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り 自色砂泣をやや多く含む 良好 暗青灰色

111-23 CJ18灰 色バ
ラス土

須恵器 杯 (78) 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り 密、黒色砂粒をやや含む やや不良 灰白色

141-24 CL16灰 色バ
ラス土

須恵器 不 63 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

密、 l mm程度の白色砂粒
をやや多く含む 良好 灰褐色

141-25 CCL17バ ラ
ス上 須恵器 不 (71) 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り 密、黒色砂粒を多く含む 良好 灰白色

111-26 CJ20灰 色パ
ラス上 須恵器 不 (■ 0) 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り 密、自色砂粒を含む 良好
灰自～淡赤灰
色

141-27 AR― AT21-23
黒色土 須恵器 杯 11 星繁窃√、ナデ、回苺暮窓

、自色微細粒を多
良好 淡灰色

141-28 不
区

ツ

地
リ

Ｃ
グ
明

須恵器 メ
回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

密

む
細かい自色砂粒を含

良好
面

面

外

内
暗青灰色

黒灰色

111-20 BL28褐 色砂 須恵器 不 (134) 32 軍夢市
=≠

糸切り後
窒漉契

かい黒色粒子が多
良好 灰色、黒色 日縁端部に油煙

141-30 AT25黄 褐色
粘上 須恵器 lFN ワ覆李

=t厚

夢
糸切

露巻き
mm以 下の自色砂粒

良 好 暗青灰色

141-31 CК 17灰 色バ
ラス 須恵器 杯 (131) 回転ナデ 魯急

の砂粒を非常に多く
良 好 暗青灰色

141-32 CJ20灰 色バ
ラス 須恵器 邦 105 37 回転ナデ、ナデ 微砂粒を多く含む 不 良 褐灰～淡橙色

141-33 CL19灰 色バ
ラス土 須恵器 38 回転ナデ、ナデ、回

転糸切 り 覆合急
mm以 下の白色砂粒

良好 明灰色

141-3判 CL18灰 褐粘
土 須恵器 45 回転ナデ、回転糸切

り 砂粒をあまり含まない やや軟質 明灰色 油煙付着

111-35 思13バ ラス
R 須恵器 不 45 回転ナデ、回転糸切

り
密、細かい白色粒子が微
量混入 不良

灰白色、変色
部は黒

141-36 でL20黒色粘
土層

須恵器 不 (126)
ヘラケズリ後回転ナ

I、 回転糸切 り後ナ
6 mm程度の礫、 3 mm以 下
の白色砂粒を多量に含む

良好 灰色

141-37
IIR Hバ ラス
R 須恵器 不 76 3 1 回転ナデ、ナデ 密 良好 灰～灰自色

141-38
CM12暗 褐砂
SD34、 CM東
西ミプSD34

須恵器 杯 8・ I

回転ナデ、回転糸切
り 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 青灰

141-30 AT23黒 色土 須恵器 不
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

密、 l mm以 下の自色砂粒
が少量混入

不良
明灰色、変色
部は暗灰色

141-40 CC90灰 黒土 須恵器 邪 回転ナデ、ヘラケズ
リ、回転ヘラ切 り 砂粒をほとんど含まな立 良好 明灰白色 搬入品 ヵ

141-41 D141黄 灰色
土 須恵器 杯 32 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ
I nva以下の自色砂粒を僅
かに含む 良好

外両 :暗 青灰色
内面 :灰 色

141-42 須恵器 芥 (72) 回転ナデ、回転糸切
り 暮患

の小砂粒をやや多く
良好 灰 色

112-1 AP15褐 色土 須恵器 高台付不 (101) 回転ナデ、回転糸91
り後回転ナデ、ナデ

密、 l mm以 下の砂粒白色
細砂粒を多く含む

良好 黄灰色 犠報い図 8

142-2 CJ 10灰褐色
砂 須恵器 高台付率 回転ナデ、ヨヨナデ 密、 l mm以 下の砂粒が多

量混入 良好 灰色
ヘラ記号 「―J

墨書 「目J

3
8P37灰 褐色
土 須恵器 高台付邦 140 80 44 回転ナデ、ナデ、静

止糸切り
密、 1～ 2 mmの 自色砂粒
を多 く含む

良好 灰色

142-4 QH黄褐色 須恵器 高台付イ ナデ、静止糸切り l mm大 の砂粒を含む 良夕子 灰色 灯明皿

142-5 C124灰 褐色
粘土 須恵器 高台付芥 回転ナデ 自色の微細粒を含む 良好 灰色

142-6 須恵器 高台付不 回転ナデ、ナデ 精 良 良好 灰色

112-7 須恵器 高台付必 (140) 回転ナデ、回転糸切
り 白色の砂粒を含む 良好 灰色

142-8 BF39耕 作土 須恵器 高台付郭 42 回転ナデ、ナデ 密、 2山以下の長石が多
量混入

画
面

外
内

灰色
明灰色

H2-9 8F40黄褐砂 須恵器 高台付然 回転ナデ、回転糸切
り後ナデ、横ナデ 察歩豊鰐焚

下の自色砂粒
良好 灰色

142-10 BI126黄褐砂 須恵器 高台付邪 (134) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 結 良 不 良 灰～灰白色
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 男J 器 種
日径
(cm)

醒
ω

器 高
(cm)

形態・手法の特徴 胎 上 焼成 色調 備 考

142-H CT21褐 色砂

質土
須恵器 高台付杯 (13・ 4) (75) 43 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ

7 mmの 自色の石を含んで
いる他、自色の小砂粒を
含む

良好 明褐～灰色

142-12 B036黄 褐土 須恵器 高台付杯 (9 2) 回転ナデ、ナデ
密、細かい砂粒が少量混
入

良好 灰色

142-13 AP15黄 偶上
R 須恵器 高台付杯 (120) 47 回転ナデ、ヘラ切り 密、細かい黒色粒子が少

量混入
良 好 灰 色 概報 16図 7

142-H CM29灰 黒粘
土

須恵器 高台付杯 (34)
回転ヘラケズリ、回
転ナデ

密、05～ l mmの 砂粒 を
多く含む

良好 灰 色
底部ヘラ記号
「―J

142-15
BF40黄 褐色

砂
須恵器 高台付郷 (212) (150)

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ後ナデ、ヨコ
ナデ

密、細かい自色砂粒を多

塁に含む
良好

画

面

外
内

灰色

明灰色

142-16 tJ 18灰色バ
ラス土

須恵器 高台付不 (162) (98) 50 回転ナデ、ナデ 自色の砂粒を含む やや軟質 灰 色

142-17
色２‐

Ｒ
ぷ
砂 須恵器 高台付杯 11 1 74 35 回転ナデ、ナデ 密、微砂粒を多く含む 良好 灰自色

142-18
BF10黄 褐色

砂
須恵器 高台付杯 (122)

回転ナデ、糸切り後
ナデ

密、細かい自色砂粒を少

量含む
良好

外面 :灰色
内面 :青みが
かつた灰色

142-19 CM15黄 掲粘
土

須恵器 高台付邦 (170) (HO) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

白色の砂粒をやや多く含
む

良好 暗灰色 犠報 17図 60

142-20 でL14灰 色バ
ラス土

須恵器 高台付不 (157) (94) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 白色の砂粒を含む 良好 淡青灰色

142-21 でし17灰 色パ
ラス 須恵器 高台付ネ (148) (03) 61 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ
白色の小砂粒を僅かに含
む

良 好 灰色 ヘラ記号 「―」

142-22 AR―AT21-23
黒色土

須恵器 高台付外 (145) (0 5)
回転ナデ、沈線 2条、
回転糸切 り 砂粒をほとんど含まなと 良好 黒灰色

142-23 須恵器 高台付杯 122 回転ナデ、糸切り痕
をナデ消す、ナデ 白色の砂粒を含む 良好 灰色

142-24 ぷ21灰○石
O 須恵器 高台付杯 (176) (128) 回転ナデ、回転糸切

り
l mm程度の砂粒を僅かに
含む

良好 青灰色 内面に漆付着

142-25 須恵器 高台付邦 (161) (119) 7()
回転ナデ、回転糸切
り

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰色
内外面に漆付着、
体部外面に墨書
「目Jあ り

142-26 でК17灰 色バ
ラス 須恵器 高台付不 (152) 103 66 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ 白色の小砂粒を含む やや硬質 暗青灰色

142-27 CL H灰 色バ
ラス土

須恵器 高台付不 (170) 回転ナデ 白色の小砂粒を含む 良好 明灰色

142-28 JN06灰 褐色
砂

須恵器 高台付不 (129) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰～青灰色 ヘラ記号 「XJ

142-29 CP16黄 褐粘 須恵器 高台付郭 (H7) (86) 13
切
ナ

糸

ヽ

転
す

回
消デヽ

デ
ナ

ナ
を

転
痕

回
リ
デ

白色の小砂粒を多く含む 良好 肯灰色

87 須恵器 高台付杯 (H4) 回転ナデ、回転ヘラ
切り

白色の微砂粒を僅かに含
む 良好 灰色

142-31
BM40バ ラス
土 須恵器 高台付杯 (90) ナデ 精 良 良好 灰 色 ヘラ記号 「OJ

142-32 酬27褐 色砂 須恵器 高台付不 (177) 1)
回転ナデ、回転糸切
り

白色の砂粒をやや多く含
む

良好 明灰色 断面三角形の突帯

142-33 バラス土 須恵器 高台付杯 (H7) (54) 48
回転ナデ、糸切り、
棒状I具 によるナ
デ、ナデ

白色の砂粒を僅かに含む 良好 灰 色

143-1 AT23灰 色粘
土 須恵器 高台付必 (150) (30)

回転ナデ、ナデ、回
転糸切り 精 良 不良 照灰～灰白色

143-2 で‖19灰 褐粘 須恵器 高台付不 (154) (108)
回転ナデ、回転糸切
り後粗いナデ、ナデ

2 mm大 の砂粒を含む 良好
外面 :暗灰～
灰色
内面 :灰色

ヘラ記号 「×J

143-3 須恵器 高台付必 (128) (83)
ク
を

を
離

デ

リ

ナ
切

転
に
す

回
状
消

い
ロ
デ

強
ロ
ナ

白色の砂粒を非常に多く

含む
良好 黒灰色

143-4 AS21黒 色上 須恵器 高台付邦 (127) (75) 45 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

赤色、白色の砂粒を含む やや軟質
灰色、底部は
橙灰色

143-5 CJ2 1バ ラス
土 須恵器 高台付不 (128) (80) 回転ナデ、ナデ 自色の砂粒を多く含む 良舛

外面 :灰褐色
内面 :青灰色

143-6
色灰

土
‐９
ス

砒
ラ 須恵器 高台付不 (19 1) (63) 回転ナデ、ナデ 自色の小砂粒を多く含む 良好 暗青灰色

143-7 A021バ ラス 須恵器 高台付杯 (H8) 77 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り 白色の砂粒を少塁含む 良好 暗青灰色

143-8 須恵器 高台付杯 (■ 8) (79)
38ヽ
42

回転ナデ、回転糸切
り

白色の小砂粒を非常に多
く含む

良好 暗灰色

143-9 CL15灰 褐色
粘土

須恵器 高台付イ (115) (7 3) 43 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ

白色の小砂粒をやや多く
含む

やや硬質 明灰色

143-10
AR～AT21～
23黒色土

須恵器 高台付必 (115) (85) 46 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

白色の小砂粒をやや多 く
含む

良好 灰色

143-H ぜL15埋 土黒
色粘土

須恵器 高台付算 (H9) (78) 46 回転ナデ、底部糸切
りをナデ消す

1～ 2 mmの 自色砂粒を含
む

良好 暗灰色

143-12 68--70 須恵器 高台付坪 (118) (7 7) (41) 回転ナデ、ナデ 白色の砂粒を含む 良好 暗青灰色

143-13 BM30礫 層 須恵器 高台付杯 (106) (54) B I 回転ナデ、ナデ 砂粒をほとんど含まなt 良好 暗灰色

143-14 C124灰 褐色
粘土SD048 須恵器 高台付郭 (68) 回転ナデ 白色の砂粒をやや多く含

む 軟 質 淡褐色

143-15 でし15灰 褐色
粘土

須恵器 高台付郷 (H ナデ、糸切り後ナデ、
爪状庄痕

l mm大 の砂粒を含む 良好 暗灰色

143-16 JN98バ ラス 須恵器 高台付必 (94) 回転ナデ、ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好
外面 :暗紫色
内面 :灰 色

143-1? 灰黒粘土 須恵器 高台付雰 (14) 回転ナデ、ナデ、回
転糸切 り

密、05～ l mmの 自色砂粒
を含む

良好 灰～贈灰色 漆付着
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種
日経
(m) 降

師
器高
(cm)

形態 手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

H3-18 報～AT21～
23黒色土

須恵器 碗 (71) 回転ナデ、ナデ 灰色の小砂粒を含む 良好 白色

H3-19 鮒32黄 褐土 須恵器 皿 (164) 一

〇
回転ナデ、ナデ、回
転糸切り 白色の小砂粒を含む 良好 灰色

H3-20 AS-21黒 色
土

須恵器 皿 (140) (Hl) 24 口縁部2段ナデ、ナ
デ、回転糸切り 白色の小砂粒を含む 良好 灰褐色

113-21 須恵器 回転ナデ、ナデ 密、長石を少量含む やや不良 灰白色

H3-22 ぜLH黒色土 須恵器 皿 (138) (■ 0) 23
回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ後ナデ

密、 2 mm以 下の自色砂粒
を多く含む

やや良好
外面 !黒灰～
淡灰色
内面 :淡灰白色

143-23 63-70 須恵器 皿 (170) 23 回転ナデ、回転糸切
り 白色の小砂粒を少塁含む 良好 橙色

H3-24 でと15灰 色パ
ラス土

須恵器 皿 (153) 回転ナデ、回転糸切
り

白色の小砂粒を僅かに含
む 罠好 灰色

143-25 土色黒舵ＢＨ

Ｒ 須恵器 皿 (142) 回転ナデ、回転糸切
り 砂粒をほとんど含まない やや不良 灰 色

143-26 ぐL14黒 色土 須恵器 皿
回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 密、微細砂粒を少し含む 不良

明橙褐～茶褐

色

内面に円形の重ね
焼き痕あり、表面
風化著しい

143-27 でL18灰 褐粘
土

須恵器 皿 (77) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

白色、黒色の小砂粒を含
む やや不良 暗灰色

143-28 CL14黒 色土 須恵器 皿 ナデ、糸切り 5× 7 mm角 の礫を含む 良 好 肌 色

143-20 AS19′ ラヽス 須恵器 EI (144) (111) 26 回転ナデ、回転糸切
り 密、長石を少量含む やや不良 黄灰色

143-30 ,N,3バ ラス 須恵器 皿 (170) 22 ナデ、回転糸切り 密 良好 灰色

H3-31 憩18バ ラス
土 須恵器 皿 25 ヨコナデ、ナデ、回

転糸切り
やや緒良 l mm未満の自色
砂粒をやや密、に含む

良好 灰 色

143-32 思23黒 色土 須恵器 m 27
ヨコナデ、ナデ、回
転糸切り

やや粗 1～ 2 mm程 度の白
色砂粒、石英等をやや密、
に含む

良好 褐灰色

H3-33 須恵器 皿 10 回転ナデ、ナデ 白色の小砂粒を含む 良好 暗灰色

H3-34 CL― H灰色
バラス 須恵器 皿 (127) 26 回転ナデ、回転糸切

り 白色の小砂粒を多 く含む 良 好 灰色

H3-35 C地 区Z 須恵器 皿 2 昇夢市
=≠

糸切り後密、石英片と微細砂粒を
含む 良好 灰自色

113-36 笈恵器 皿 23 回転ナデ、回転糸切
り後ナデ、ナデ

密、白色微細粒を少し含
む 良好 明灰色

143-37 でJ20灰色バ
ラス 須恵器 皿 2)

回転ナデ、回転糸切
り後ナデ、ナデ 茸響愁

下の自色砂粒を多 やや不良 暗青灰～赤褐
色

143-38 CJ18灰 色バ
ラス土

須恵器 皿 ヵ 回転ナデ 織 密 良好 明灰色

HJ-39 B031バ ラス
土R 須恵器 皿 回転ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰 色

H3-10 CL17灰 色バ
ラス 須恵器 皿 冨r茅季

、回転糸切密、 l mm以下の白色砂粒
を含む 良好 青灰色

143-41 でし19礫 須恵器 皿
回転ナデ、糸切り後
ナデ 白色の砂粒を少量含む 良好 明灰色

H3-42 ぐК20灰 褐色
粘土 須恵器 高台付皿 (180) 回転ナデ、糸切 り痕 白色の小砂粒を含む やや不良 灰自色、橙色

H3-13 須恵器 高台付皿 (192) (H2) 回転ナデ、回転糸切
り、ケズリ 自色の小砂粒を多 く含む 良好

くすんだ青灰
色

143-44 須恵器 高台付皿 (171) 回転ナデ、糸切 り 白色の小砂粒を多く含む 良好 赤褐色 転用硯

Iコ 3-45 CК 16灰 色バ
ラス 須恵器 高台付皿 回転ナデ、ナデ 白色の小砂粒を少量含む 良好 灰白色

,43-16 BM26褐 色砂 須恵器
高台付皿
力盤

132 デ
デ

ナ
ナ

回転糸切 り後 白色の砂粒をやや多く含
む 良好 灰色

144-1 D141バ ラス 須恵器 高台付皿 回転ナデ 密、長石を少量含む やや不良 赤褐色

H4-2 AT-2コ 黄褐
色粘土 須恵器 高台付皿 (177) (61) 回転ナデ、ナデ 白色の小砂粒を含む 2～

5 mmの 砂粒を含む 硬質 暗青灰色

144-3 CJ-20灰色
ノヽラス 須恵器 高台付皿 32 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り後ナデ
密、極小の自色砂粒を僅
かに含む

やや不良 青灰色

l当 4-4 CG20黒 灰色
土 須恵器 高台付皿 (171) 回転ナデ、ナデ 白色の砂粒をやや多く含

む やや不良 灰色

144-5 AB16黄 褐土 須恵器 高台付皿 (176) (H4) 回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

自色の砂粒をやや多く含
む 良好

暗灰色、一部
は紫色

144-6 須恵器 高台付皿 43 回転ナデ、回転糸切
り 白色の小砂粒を多 く含む やや不良 灰 色

7 AQlIバ ラス 須恵器 高台付皿 27 回転ナデ、糸切り、
ナデ

密、細かい白色砂粒が多
量混入 良好 暗青灰色

底部にヘラ記号

11コ ー8 須恵器 高台付皿 (175) 回転ナデ 白色の微砂粒を多 く含む 良好 赤褐～黒灰色 灯明皿

CH3バ ラス 須恵器 高台付皿 39 回転ナデ、ナデ 密、自色砂粒を含む やや不良 暗灰～黄灰色

114-10 須恵器 高台付皿 (177) (140) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 密、自色砂粒を少し含む 良好 暗灰色

144-H CK18灰 色バ
ラス土 須恵器 高台付皿 40 風化著 し|

白色、赤色の小砂粒をや
や多く含む やや不良 〕[褐色

,44-12 CК32バ ラス 須恵器 高台付皿 42 回転ナデ、ナデ 密、05～ l mmの 自色砂粒
を多く含む

良好 灰黄色
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種
口径
(cm)

底径
(m)

器高
(9n)

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

144-13 CL H黒 色土 須恵器 高台付皿 H5 回転ナデ、ナデ 緻密、自色微砂粒を含む やや不良 毯黄
灰～淡灰 底部外面ヘラ記号

C地区 Z 須恵器 高台付皿 (124) 回転ナデ、ナデヵ 密 やや不良 白褐色

144-15 須恵器 高台付皿 (210) (142) ナデ、回転糸切り 1～ 2 mm大 の砂粒を含む やや不良 灰色 口縁端部段

H4-16 BF39黄 褐色
砂

須恵器 高台付皿 (180) 回転ナデ、ヨヨナデ 密、 2 mm以 下の自色粒子
が多量混入

良好

144-17 須恵器 高台付皿 (296) (193) 32 回転ナデ 密、長石を微量含む 良好 黄灰色

144-18 C tt Z グ
リッド不明

須恵器 高台付皿 (208) (146) 37 回転ナデ、ナデ 宅歩豊淫督悪
の自色砂粒

良好 暗育灰色

144-19 C114黄 褐色
粘土

須恵器 高台付皿 (232) (190) 32 ナデ、糸切り I mm以 下の砂粒を含む 良 好
外面 :灰色
内面 :暗 青灰ど

144-20 8P37灰 褐色
土

須恵器 高台付皿 (193) (150) 34 回転ナデ、ナデ 密、～0 5mmの 砂粒を含む 良好 青灰色

144-21 AS21黒 色土 須恵器 高台付皿 (127) 写窃ぢ雇チ泰
デヽヘ

白色の小砂粒を多 く含む やや硬質 灰 色

W4-22 BP37灰 褐色
土 須恵器 高台付皿 (178) 回転ナデ、回転ヘラ

ケズリ、ヨコナデ
密、細かい白色砂粒を多
く含む

良好 塔灰色

144-23 CE19黄 褐色
粘土 須恵器 高台付皿 (150) (82) 回転ナデ

1～ 2 mm大 の黒色砂粒を
含む

良好
外面 :育灰色
内面 :淡 青灰ど

144-24 須恵器 亀
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、 こ条沈線

l amの砂粒を合む 良好 灰 色 漆付着

144-25
AS19黄 褐色
土 須恵器 班 回転ナデ、ナデ 密、 2 mfl以下の砂を含む 良好 青灰色 概報 16図 21

14弯 -26 CM24灰 黒粘
土 須恵器 平瓶

回転ナデ、ナデ、ヘ
ラ切り後ナデ

l mm大 の砂粒を含む 良好 灰色

144-27 CJ21褐 色砂
質土

須恵器 高不ヵ (160, 回転ナデ 白色の砂粒を含む やや不良 淡灰色

144-28 須恵器 高杯 ヵ (202) 回転ナデ、ケズ リ 砂粒をほとんど含まない やや不良 灰色

144-29 BF39耕 作土 須恵器 高郷 ヵ (160) 回転ナデ、沈線 票歩豊響愁
下の白色砂粒

良好 灰色

144-30 CG20黄 褐色
粘土 須恵器 高不 (304) (2 3)

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ 微砂粒を多 く含む やや不良 灰白色

ヘラ記号「―J

転用硯

114-31 CJ 18灰色バ
ラス上 須恵器 高不 ヘラケズリ、ナデ 1～ 2 nm大 の砂粒を含む 良好 灰色 ヘラ記号 「XJ

144-32 AP15黄 褐色 須恵器 高不 回転ナデ、ナデ 密、白色砂粒を含む 長 好 灰 色
二方向透かし、概
報 16図 9

144-33 」R17暗 褐色 須恵器 高不 回転ナデ、ナデ 白色の砂粒を含む やや硬質 暗灰色 三方向透かし

144-34 D142バ ラス 須恵器 高不 (204)
ナデ、回転ヘラケズ
リ

2～ 5 nm大 の自色礫を含
む

良好 灰～暗灰色

144-36 A_R―AT21～
23黒色土 須恵器 高然 (154) 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む やや不良 外面 :灰 自色

内面 :橙色

144-36 CL14黒 色土 須恵器 高杯 (135) ナデ I mm以 下の砂粒を含む 不良 淡灰色

,45-1 CH12灰 褐色 須恵器 提瓶
回転ナデ、カキロ、
沈線、刺突文

l mm前後の砂粒を含む 良好 灰～暗灰色

145-2 AR― AT21-23 須恵器 一霊
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ l mm前 後の砂粒を含む 良好 灰白色 漆付着

145-3 須恵器 一霊
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

2～ 3 mmの 砂粒を僅かに
含む

良好 灰色 漆付着

145-4 CH15黄 褐色
粘土

須恵器 壷 ナデ
白色の小砂粒を僅かに含
む

やや硬質 明灰色 漆付着

H5-5 A016黄 褐色
土

須恵器 一霊 (50) 回転ナデ、ナデ l mm以下の砂粒を含む 良好 灰色
漆付着、ヘラ記号
「×」

145-6 暗褐 須恵器ヵ 壷
ナデ、ケズリ後ナデ、
回転ナデ 白色の砂粒を少量含む やや不良 黒灰～灰白色

145-7
Ct16灰 褐色

粘土
須恵器 瓶類 回転ナデ 自色の小砂粒を少量含む 硬 質 暗灰色

145-8 APllバ ラス 須恵器 壷 回転ナデ
白色の微砂粒を僅かに含
む

良好 青灰色 自然釉付着、突帯

145-9
BP37黄 褐色

土R 須恵器 長頸壺 (195) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ

1～ 2nm前 後の砂粒を多
く含む

良好 灰～黄灰色 自然釉付着

145-10 須恵器 長頸壷 (9 0)
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、ナデ、爪状
圧痕

密、自色砂粒を含む 良好 淡青灰色

145-11
BN32PI t黒

色土中R 須恵器 壷 (8 0) 回転ナデ 2 mm以 下の砂粒を含む 良好 青灰色 自然釉付着

145-12 A区 須恵器 長頸壷 回転ナデ 密、長石、石英を少量、
砂粒をやや多く含む

良好 灰色 概報 16図 27

145-18 C124灰 褐色
粘土

須恵器 壷 (5 7) 回転ナデ 密、05～ l mlaの 白色砂粒
を多く含む

良好 黄灰～暗灰色 漆付着

145-14 BP40 須恵器 長頸壷 (107) 回転ナデ、ナデ 微砂粒を密に含む 良好 灰黄色 漆付着

145-15 須恵器 長頸壷 回転ナデ
密

く
黒色砂粒、砂粒を多
自色砂粒を少 し含む

良好 暗灰色 漆付着

145-16 須恵器 長頸壷 回転ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 暗灰色 漆付着

145-17 須恵器 壷 回転ナデ、タタキ 精良自色砂粒を含む 良好 灰自色 漆付着

,45-18 CM30パ ラス 須恵器 重 (24) 回転ナデ 密 良好 灰～褐灰色 漆付着
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挿図番号 写真図版 出主遺構名 種 男J 器 種 酷
鰤

底 径
(cm)

器 高
(cm)

形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備岩

lH5-19 AS2 1黒色 土 須恵器 一堕 (H9) 回転ナデ、ナデ
ガラス質の微砂粒を非常
に多く含む

やや不良
灰白色、 一部
黒灰色

145-20 触 15黄 褐色
上 須恵器 一霊 81 ナデ l mm大 の砂粒を含む 良好 灰～青灰色 高台内に線刻

115-21 Cと H黄禍色 須恵器 長頌重 回転ナデ、回転ヘラ
切り 白色の砂粒を含む やや硬質 暗灰色

145-22 CJ21バ ラス
上 須恵器 長頌壺 77 李

=i笛
至繁功研

転白色の小砂粒を僅かに含
む 良好 淡青灰色

146-1 ０
み

Ｄｌ
込

Ｓ
ち

郭
落

削
黒 須恵器 一堕 (51) 回転ナデ、糸切り 白色の砂粒を含む 硬質 明灰色

116-2 ９６
ス

悧
ラ 須恵器 一望

回転ナデ、ヘラケズ
リ 精 良 不良

淡灰黄～黄白
色

転用硯

116-3
AN2 1～ 25
AD21-25′ ヽ
ラスR

灰釉陶器 水瓶 (92)
ナデ、ケズリ後ナデ、
強い回転ナデ

白色の砂粒を僅かに含む 良好 灰色
外面に黄褐色自然

釉付着

146-4 AS18バ ラス 須恵器 琵 (41) 回転ナデ
密、細かい白色砂粒が微
量混入

“

ミ

'子

灰 色 自然釉

146-5 Cヽ 21バ ラス
土 須恵器 一霊 (77) 回転ナデ、回転糸切

り 密、自色砂粒を多く含む 良 好 灰 色

146-6 でしH黒色土 須恵器 一霊 38 回転ナデ 密、 l mm前 後の自色砂粒
をまれに含む

良好 暗褐色 鴨報 17図 63

146-7 CG20灰 黒土 須恵器 短頸壼 回転ナデ 暮急
の小砂粒をやや多く

良好 青灰色、紫色

116-8 Cし 15灰 褐色
粘土 須恵器 短頸蓋 回転ナデ 密、長石を少壁含む 良好 灰白色

146-9 須恵器 一霊 (150) ナデ 緒良 良好 灰 色

116-10 C(10灰 黒色
粘土

須恵器 短頭壷 回転ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好 灰色 自然釉

146-11 JN9判 バラス 須恵器 鉢 ナデ i nm以 下の砂粒を含む 良好 灰黒色 自然釉

146-12 CM12暗 褐砂
SD34 須恵器

鉄鉢形土
器

(156) 回転ナデ 1～ 2 mmの 砂粒を含む 良好 灰 色

146-13 でL12暗 褐砂 須恵器 鉢 182 回転ナデ、回転糸切
り 密、長石を少量含む 良好 灰 色 概報 17図 53

146-14 JN03/ヽ ラス 須恵器 一霊 回転ナデ、ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰 色

146-15 JM92バ ラス 須恵器 鉢 ヵ ナデ 14m以 下の砂粒を含む 良好
外面 :暗 青灰荏
内面 :青灰色

H6-16 JM98バ ラス 須恵器 鉢 回転ナデ、ナデ
1～ 2 mmの 白色砂粒石英
を含む 不良 灰白色

146-17 須恵器 鉢 回転ナデ 白色の微砂粒を少量含む 良好 暗灰色 片 口

146-18 AT22黒 色土
R 須恵器 獣足 ナデ

密、細かい砂粒を多く含
む 良好 暗灰色

146-10 Bl136バ ラス 須恵器 獣足 ナデ
密、細かい砂粒を多く含
む 良好 暗灰色

146-20 BM26褐 色砂 須恵器 lB手 ナデ mmの 砂粒を多く含む 良 好 暗灰色 肥 手

146-21 JM00ヵ 91灰
褐色粘

須恵器 鉢 ヵ ナデ、指頭圧痕 mm以 下の砂粒を含む 良好
外面 :灰黒色
内面 :灰色

把手

146-22 AS21黒 色土 須恵器 平瓶
ナデ、平行タタキ後
ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒含む 良好 灰～暗灰色 把手

146-23 須恵器 鉢 ヵ
ナデ、タタキ、当て
具痕 密 良好 灰～灰白色 把手

146-21 91 須恵器 鉢 ¥写
タタキ後ナデ、 1剛大の砂粒を僅かに含

む 灰 色 lB子

146-25 ll l JM93バ ラス 須恵器 鉢
平行タタキ後ナデ、
同心円当て具痕

l cm× 08田れの礫を含む
l mm以 下の砂粒を含む

良好 灰 色

146-26 01
」007灰 褐色
粘質土

須恵器 鉢 (376) 回転ナデ、カキロ、
タタキ、当て具痕 精良、自色砂粒を含む 良好 灰～灰白色

146-27 須恵器 鉢 361 回転ナデ、タタキ後
粗いカキロ rR・良 良好 灰～黒灰色 把 手

146-28 ,007バ ラス 須恵器 衰
回転ナデ、タタキ、
ナデ、当て具痕

精 良 良好 灰～青灰色 把 手

146-29 CК 14暗褐色
粘土 須恵器 鉢 (332) 回転ナデ、夕タキ、

ナデ
密、自色微細粒を少し含
む 良好 暗灰色 把 手

146-30 でК18灰 色パ
ラス土

須恵器 鉢
回転ナデ、タタキ、
当て具痕

密、 5 mm以 下の白色砂粒
を少し含む 良好 濃灰色 把手

146-31 CH 18黄褐色
粘土 須恵器 鉢 ナデ当て具痕 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好

外面 :暗灰色
内面 :灰色

把手

117-1 CM18灰 黄褐
粘土

須恵器 逮 回転ナデ、波状文 1～ 1 5mmの砂粒を含む 良好 灰～青灰色

147-2 C124黒 色バ
ラス土

須恵器 甕 回転ナデ 密、微細砂粒を含む 良好 淡灰色

3 Q0529バ ラ
ス上下 須恵器 甕 回転ナデ ぞ苔愚石、石灰片やや多良好 灰色

147-4 A'23バ ラス 須恵器 疑 (274) 密、黒色微細砂粒を含む やや不長 暗灰～灰自色 表面風化

147-5 BTヵ 40黄褐
色砂

須恵器 雲
回転ナデ、平行タタ
キ

密、 l mm以下の砂粒を少
量含む 良好 暗灰色

147-6 肌5ノ ラヽス 須恵器 甕 格子ロタタキ 精 良 良好 灰色 転用現ヵ

147-7 でJ21灰褐色
粘土 須恵器 甕 カキロ、タタキ 密、自色砂粒を含む 良好
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挿図掻号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種
口径
(m)

底径
(m)

器高
(m) 形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

H7-8 8030包含層
バラス土

須恵器 甕 平行タタキ、ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰色、灰黒色

1判 ″-9 」N97・ J‖96
灰褐色砂

須恵器 嚢 平行タタキ後カキロ 精 良 良好

H7-10
JN97灰褐色

笛侯落色謬
須恵器 菫

回転ナデ、タタキ、
カキロ

結 良 良好 黒灰～灰色 自然釉

147-H CК 15暗 褐土 須恵器 托 (68) ナデ I IIm以下の砂粒含む 良好 灰色 転用硯

147-12 CX14暗 褐色
土

須恵器 托
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 白色砂粒を含む 良好 淡青灰色 転用硯ヵ

14?-13 CК 15灰 色バ
ラス 須恵器 粍 (105) (98)

回転ナデ、回転ヘラ
切 り

自色の小砂粒を含む 良好 灰 色 転用硯

147-14 CL24灰 黒粘
土

須恵器 托 (136) 回転ナデ、ナデ、糸
切り 精 良 良好 灰 色 転用硯

147-15 CL32バ ラス
土 須恵器 托 (120) 回転ナデ、ナデ、糸

切り
l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰 色 転用硯

147-16 BM27ア ラヽス 須恵器 托
回転ナデ、ヘラケズ
リ 2 mm以下の砂粒を含む 良好 灰 色 転用硯

H7-17 BP37ア ラヽス 須恵器 托 (187) (102) 13 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

白色の微砂粒を多く含む 良好 灰 色

147-18 CК 32バ ラス 須恵器 現 (190 回転ナデ 1闘以下の砂粒を含む 良好 青灰色 獣 脚

147-10 8P33バ ラス
土 須恵器 硯 回転ナデ

l mm以 下の砂粒を少し含
む

良好 青灰色

147-20 AS23黄 褐色
粘土

須恵器 硯 (220) 回転ナデ 2 mm以下の砂粒を含む 良好 灰 色

H7-21
CК 16バ ラス
・C,16灰 色
バラス

須恵器 硯 回転ナデ
l mm以 下の白色砂粒を含
む

良好 青灰色 方形透かし

H7-22 AR― AT21-23
黒色土

須恵器 硯 回転ナデ、ナデ l mmの 砂粒を含む 良好 灰～青灰色 方形透かし

117-23 CM24バ ラス
土 須恵器 硯 (206) 回転ナデ 2 mm以下の砂粒を含む 良好 育灰色 方形透かし

H7-24 CM19灰 色バ
ラス 須恵器 円面硯 (100) 回転ナデ、ナデ 精 良 良好 灰 色

方形透かし、墨付
着

147-25
B日 32黒色土
R 須恵器 円面硯 回転ナデ 密、自色砂粒を少し含む 良好 淡灰色 方形透かし

147-26 ぐM24バ ラス
土 須恵器 硯 回転ナデ 2 mm以下の砂粒を含む 良好 育灰色

14?-27 須恵器 硯 回転ナデ 2 mm以下の砂粒を含む 良好 灰 色

117-28 CM16バ ラス 須恵器 硯
ヘラケズリ、回転ナ

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰 色 方形透かし

147-20 CL15黄 褐色
粘土土坑

須恵器 硯 (134) 回転ナデ 精 良 良好 灰 色 三ヶ所 透かし

147-30 77・ 03
CJ18灰 色バ
ラス 須恵器 風字硯 ナデ 2 mm以 下の砂粒を含む 良好 青灰色

147-31 77・ 03
BP33ア ラヽス
土 須恵器 風字硯 ナデ 精 良 良好 灰色

147-32 77・ 93
CP19黄 褐色
粘土

須恵器 風字硯 ナデ lm以下の砂粒を含む 良好 青灰色

147-33 CH20灰 黒土 須恵器 風字硯 白色砂粒を含む 良好 青灰～灰色 刻書

147-34 CК 20灰黒色
粘土 須恵器 硯

回転糸切り、回転ナ
デ、ナデ 径 良好 明灰白色

147-35 AQ21バ ラス 須恵器 硯 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰 色

148-1 BL30黒 色土
内R 須恵器 硯 精 良 良好 灰 色 甕 片

148-2 AB15灰 褐砂 須恵器 硯 22 糸切り、回転ナデ 精 良 やや不良 暗灰褐色

148-3 氏115灰 色砂 須恵器 蓋 22 ナス 回転ナデ、回
転ヘラケズリ

やや密、l nln以下の砂粒・
白色砂粒を多く含む

良好 暗灰色
転用硯、内面墨付
着

148-4 須恵器 蓋
回転ヘラケズリ、回
転ナデ、ナデ

白色砂粒を含む 良好 灰黄色
転用硯、内面墨付
着

148-5 JM98バ ラス
灰褐色砂

須恵器 蓋 (166) 回転ヘラケズ リ、回
転ナデ、ナデ

白色砂粒を含む 良好 灰白色
転用硯、内面墨付
着

148-6 JM94灰褐色
粘質土

須恵器 蓋 164 23 回転ナデ、ナデ 密、自色砂粒を含む 良好 灰色
転用硯、内面墨付
着

AQ19 須恵器 蓋 (166) 糸切 り後ヘラケズ
リ、回転ナデ

密、 l mm以 下の白色砂粒
を多く含む

良好 暗灰色
転用硯、内面墨付
着

148-3 AL15灰 色砂 須恵器 高台付皿 (166) (104) 回転ナデ、ナデ 自色砂粒を含む 良 好 暗灰色
転用硯、内外墨付
着

148-9 須恵器 イ 18 回転ナデ、ナデ消し、
ナデ

l mm以 下の砂粒を含む 良好 灰 色
転用硯、内外墨付
着

148-10 CК 19灰褐粘
土

須恵器 一霊 122 回転ナデ、ナデ
2～ 3 mmの 砂粒を僅かに
含む

良好 暗灰色
転用硯、内外墨付
着

148-‖ M40耕作土
R 土師器 蓋 回転ナデ、ナデ 精 良 良好 黄橙色

148-12 BM40砂 土師器 杯 55 回転ナデ、ナデ、ヘ
ラケズリ、糸切り l mm以 下の砂粒を含む 良好 黄褐色

全面 赤彩 概報
18図 17

148-13 不明 土師器 不 (150) 回転ナデ i nm以 下の砂粒を僅かに
含む

良好 橙 色 内面 漆付着

H8-H CL14黒 色土 土師器 イ (81)
回転ナデ、ケズリ
ナデ

白色の小砂粒を僅かに合
む 良好 橙 色 内面 赤彩

-270-



挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 別 器 種 略
ω

底径
(m)

器高
(m) 形態・手法の特徴 胎 土 焼成 色調 備考

148-15 C」 18灰 色バ
ラス上 須恵器 高台付率 (■ 8) 研Fチ季

、回転糸切
白色の微砂粒を少量含む 良好 赤橙色

148-16 須恵器 高台付杯 (107) ナデヵ 白色の砂粒を含む 良好 橙 色

148-17 CL H黒 色土 須恵器 皿 (15.4) (106) 30 転糸窃τ
ナ`デ、回

密、微細砂粒を含む 不 良 暗橙褐色 転用硯

148-18 JQ9イバラス 土師器 イ ナデ 密 やや不良 淡白橙色 内面 漆付着

148-19 AR― AT 21-
23黒色土 土師器 皿 ナデ I mm以 下の砂粒を含む 良好 全面 赤彩

H8-20 AR― AT 21-
23黒色土 土師器 皿 (239) (225) ミガキ、ケズリ 白色の小砂粒を筐かに含

む 良好 橙色 全面 赤彩

148-21 AR4T 21
23黒色土 土師器 皿 (166) (123) 回転ナデ、ナデ 砂粒をほとんど含 まない 良好 明茶白色 全面 赤彩

,48-22 94 Bl13 1黄 褐土 上師器 皿 (239) (175) 冥fナデ、ナデ、ケ白色の小砂粒を僅かに含
む 良好 黄白色 全面 赤彩

148-23 BN32黄 褐色
土

土師器 皿 (20.4) 回転ナデ 自色の微砂粒を含む 良好 明黄灰色 全面 赤彩

148-24 BW32黄 褐色
土 土師器 皿 (186) 回転ナデ、ミガキヵ 砂粒をほとんど含まな� 良好 黄白色 全面 赤彩

148-25 8N32黄 褐色
土 土師器 皿 回転ナデ、ミガキヵ 白色の砂粒を僅かに含む 良好 黄自色 全面 赤彩

148-26 CC20ヵ 灰黒
土 土師器 皿 (178) (156) ナデ、回転ナデ 自色の砂粒を含む 良好 黄自色 全面 赤彩

H8-27 m41耕作土
R 須恵器 皿 回転ナデ、ナデ、回

転糸切り 精 良 やや不良 白灰色

148-28 C,21ヵ 褐色
砂質土 土師器 高台付皿 (HO) 回転ナデ 砂粒をほとんど含まない 良好 明茶自色 全面 赤彩

H8-29 C131バ ラス
土 土師器 高台付皿 (212) (130) 回転ナデ ガラス質の小砂粒を含む 良好 淡桃自色

1望 8-30 土師器 高不 (125) ヨヨナデ、ケズリ 歩T暮憲
の自色の砂粒を

良好 明黄白色

148-31 暗褐 土師器 高不 (260) 鳥宗飾&l」夢:i客憲
と

良好 淡橙褐色 外面 暗文

H8-32 JS 18暗 褐色 土師器 高杯 (8 2) 2テ方向のハケ、ナ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 雹
褐色、淡灰

H8-33 暗褐 土師器 高郷 (160) ヨヨナデ、ナデ 自色の小砂粒を含む 良好 明黄白色

148-34 思11バ ラス 土師器 高不 ナデ 白色の砂粒を含む 良好 淡白茶色

H8-35 CL18灰 色パ
ラス 土師器 高杯 (147) 不 明 察歩豊甚負

mmの自色砂粒
不良 浅黄橙色

H8-36 CК 15灰 色バ
ラス土

土師器 高杯 風化 精 良 良好 淡褐色 赤彩

IJ8-37 8P37灰 褐色
土R 土師器 高不 (230)

ヨヨナデ、ヘラケズ
リ 密、微細砂粒を含む やや不良

白褐～淡黄褐
色

H8-38 土師器 一霊 (4 4)
ヨヨナデ、ナデ、ハ
ケロ

やや粗、 l mm程度の砂粒
を多く含む

良好 淡橙褐色

H8-39 土師器 喪 ナス ハケロ 密、石英・雲母ヵが少量
混入 やや不員 にぶい橙色

148-40 土師器 ネ ヵ (138) ナデ、ケズリ後ナデ 目懲
の小砂粒をやや多く

良好 明褐色 全面 赤彩

H8-11 92・ 95 不明 土師器 鉢 (186) (88) ミガキ t響愁
下の白色砂粒を多

良好 赤褐色 全面 赤彩

148-42 92・ 95 JR18暗褐色 土師器 小形鉢
Ｌ

ヽ
Ｚ

ヨコナデ、ヘラケズ
リ、ナデ

l mm前 後の砂粒を多く含
む 良好 淡黄橙 全面 赤彩

H,-1 Cl 14黄褐色
土

土師器 鉢 (144) ハケロ、粗いナデ
容懲

、自色の砂粒を少量
良好 明橙色

外面 下半分 黒
変

119-2 8P37灰 褐色
土R 土師器 鉢 (317) ヨコナデ、ハケロ

密
む

白色砂粒を僅かに含
良好 淡黄褐色 把手付

140-3 BP37灰 褐土 土師器 鉢 冥琴
ナデ、ナデ、ケ

精 良 良好 にぷい黄糧色
把手付
概報 18図 7

149-4 D038 土師器 鉢 (31 4) ヘラケズリ、ハケロ
密、 3 mm以 下の砂粒を僅
かに、自色砂粒を少し合
む

良好 乳褐色 lB手付

149-5 B南北溝 土師器 鉢 回転ナデ、ナデ 精良、微砂粒を含む 良好 にぷい淡橙色
外面下部 煤付着
把手付

1判 9-6 でT21褐 色砂
質土

土師器 鉢 カ ナデ 灰色・赤色の砂粒を含む
で
焼
る

炎
に
れ

化
質
さ

酸
硬
成

桃色 把手

H9-7 ACIレ ラヽス 土師器 鉢ヵ壼 ヘラケズリ 聟合ふ
mm程度の砂粒を多

良好 淡橙褐色

H9-8 削7バ ラス 土師器 鉢 ヵ壺 不明、ヘラケズ リ 選歩資各患
mm程度の砂粒

良好 淡橙褐色

lⅥ O-9 AQ22黄 褐土 土師器 小型壷
ヨコナデ、ハケロ、
ナデ、指圧痕 lm以下の砂粒を含む 良好 黒～淡黄褐色 慨報21図 1

149-10 土師器 嚢 (180)
文F李九

櫛描平行
自色の小砂粒を含む 良好 明橙色

140-H 土師器 甕 (142)
ヨコナデ、ハケロ、
ケズリ 自色の小砂粒を多く含む 良好 明褐色 外面下半分 黒変

149-12 CF17黄 褐色
粘

土師器 甕 ズリ 
デ` ナデ、ケ

自色の砂粒を含む 良好 淡褐色 外面 煤付着

H9-13 暗褐 土師器 甕 (21 0) ヶ安写
、ヨコナデ、

白色の砂粒を含む 良好 明褐色 外面 煤付着
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lЧ O-14 土師器 衰 (138) テ妥オデヽハケロ`
白色の砂粒を多く含む 良好 明橙自色

119-15 AS25黄 褐色
粘土

土師eS 甕 ハケロ、ナデ やや密、微細砂粒を多 く
含む

良好
淡橙褐～淡褐
色

底部穿孔

140-16 土師器 甕
ヨコナデ、ナデ、ケ
ズリ

2 mm以 下の砂粒を非常に
多く含む

良好 橙褐色

HO-17 土師器 甕 (130) ヨコナデ 自色の微砂粒を含む 良好 灰褐色

140-18 土師器 甕 (142) ヨコナデ、ケズリ 自色の砂粒をやや多く含
む 良好 明桃褐色

H9-19 CF15黄 褐色
粘

土師器 嚢 (206) ヨコナデ、ケズリ
写暮3小

砂粒を非常に多 良好 自色

149-20 C131バ ラス
土 土師器 衰 (233)

ヨコナデ、ハケロ、
ケズリ 自色の小砂粒を多く含む 良好 灰褐色

110-21 C124灰 褐色
土

土師器 衰 (135) ナデ、ハケロ、ヘラ
ケズリ 淡褐色

15()-1 CL14黒 色土 土師器 喪 (310)
ハケ、ナデ、ヘラケ
ズリ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 褐色

150-2 BP37灰 褐土 土師器 甕 15 2 ハケロケズリ 宣i善哭祭琢窒隧文
が多

良好 にぷい黄橙色
変色部 暗灰、概
報 18図21

150-3 BL29、  30′ ヽ
ラス 土師器 杯 (144) 回転ナデ、風化著し

い
やや密、 3 mm以 下の砂粒
を多 く含む

やや不良 淡橙白色

150-判 思 H黒色粘
土

土師器 杯 1)
回転ナデ、回転糸切
り 白色の砂粒を僅かに含む やや不良 明〕と色 軟 質

150-5 土師器 杯 1) (58)
回転ナデ、回転糸切
り、 暮患

の小砂粒をやや多く
良好 明淡褐色

150-6 AR、  AT21-
23黒色土 土師器 不 回転糸切 り、ナデ 自色の小砂粒を含む 良好 淡自色 内面一部 黒変

150-7 ,N92′ ラヽス 土師器 不 (62) 研覆李季
、静止糸切密、キラキラした細かい

砂粒が少塁混入
やや不良 浅黄橙色 やや軟質

150-8 ABI″ 黄褐色
粘土

土師器 不 (124) (6 0) 回転ナデ、板状圧痕 小砂粒を含む 良好 淡橙色 歪み大

150-9 ノヽラス 土師器 不 (123) 回転ナデ、回転糸切
り 容憲

、自色の砂粒を多くやや不良 明桃色 やや軟質

15()-1() 上師器 不 (120) (72) 回転ナデ、糸切り 白色の小砂粒を含む やや不良 淡桃色
やや軟質
灯明皿に使用

150-H AR25灰 色粘
土

土師器 必 (H7) (72) 回転ナデ、回転糸切
り

自色の小砂粒を僅かに含
む 良好 明橙自色

150-12 土師器 不 H0 回転糸切 り
2 mm以下の白色砂粒を多
量に含む

良好 淡橙自色 灯明皿型

150-13 土師器 不
回転ナデ、回転糸切
り 砂粒をあまり含まな , やや不良 明自茶色

やや軟質
歪みあり

150-14 Op12黒 灰色
粘質土

土師器 不 66 3 1
回転ナデ、回転糸切
り

灰色の砂粒をやや多く含
む やや不良 明桃白色 やや軟質

150-15 A011バ ラス 土師器 不 (106) (50) 31 回転ナデ、回転糸切
り

赤色、白色の砂粒を少量
含む

良好 明桃白色

15()-16 褐色土 土師器 不 (5t,)
回転ナデ、回転糸切
り、ナデヵ 密、砂粒を僅かに含む 良好 淡橙褐色 ゆ力【み

15()-17
思 14黒 灰色
粘土

土師器 皿 (118) 45 31 回転ナデ、回転糸切
り 砂粒をほとんど含まない やや不良 淡橙色 やや軟質

150-18 BS32黒 褐土 土師器 皿 回転ナデ l mmの砂粒を含む 良好 赤褐色

150-19 土師器 不 1) (66) 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 白色の小砂粒を含む 良好 明橙色

160-20 AB10黄 褐土 土師器 皿 74 15～
18

回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

赤色、自色の小砂粒を含
む やや不良 明

'と

色 やや軟質
歪み大

15()-21 A020′ ラヽス 土師器 皿 49 回転ナデ、ナデ やや密、砂粒を多く含む 良好 淡褐色

15()-22 JN92′ ラヽス 土師器 皿 (40) 1 7
回転ナデ、回転糸切
り

密、自色砂粒を僅かに合
む やや不良 淡白褐色

150-23 BL29、  30ノ ヽ
ラス 土師器 皿 45 回転ナデ、回転糸切

り 砂粒を含まない 良好 明白茶色

150-24 AT20/ヽ ラス 土師器 皿
82～
77

47～
40

22～
17

回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 自色の砂粒を含む やや不長 桃白色

やや軟質
歪み大

150-25 JR15黒褐色
土

土師器 II 回転糸切 り 精 良 良好 明肌色 灯明皿型

150-26 バラス 土師器 皿 (30) 16 回転糸切 りヵ
密

む
2 mm以下の砂粒を含

良好 淡橙色

150-27 AR灰 色粘土 土師器 皿 (84) (50) EE」転ナデ、回転糸切
りヵ

密、微細砂粒・雲母力多
く含む

良好 淡褐色

150-28 AW06バ ラス
土

土師器 皿 (8 8) (50) 回転ナデ、回転糸切
りヵ 自色の小砂粒を少量含む やや不良 橙色 やや軟質

150-29 褐色上 土師器 皿 (93) 45 回転ナデ、回転糸切
り 密、黒色砂粒を少し含む 良好 淡橙褐色

150-30 JN94バ ラス 土師器 皿 (100) (56)
回転ナデ、回転糸切
り ガラス質の微砂粒を含む やや不良 明白茶～橙色 やや軟質

150-31 土師器 皿 (90) (42)
回転ナデ、回転糸切
り 白色の微砂粒を少量含む 良好 桃白色

150-32 上師器 皿 (89) (45) 17 回転ナデ、回転糸切
り

自色の小砂粒を僅かに含
む 良好 淡灰色

150-33 JN92バ ラス 土師器 皿 (86) (50) 17 回転ナデ、回転糸切
り後ナデ

密、ガラス質の微砂粒が
多塁混入

やや不良 掲灰色、にぷ
い黄色

160-34 JN95′ ラヽス 土師器 皿 20 風化著しし
l mm以下の砂粒を多塁に
含む

良好 淡橙白色
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150-35
”
粘

２３
色

ＡＯ
褐

”
灰

�
躙
土

上師器 皿 34 28 回転糸切 り
密、極小の自色砂粒を僅
かに含む

良好 橙色

150-36 土師器 皿 (8 6) 回転ナデ、回転糸切
り 灰色の小砂粒を含む 良好 淡白色

150-37 土師器 皿 風化著しヤ やや密、 l mm程度の砂粒
を含む

農好 乳褐色

150-38 土師質皿 皿
回転ナデ、回転糸切
り 各撃

前後の砂粒、雲母を
良好 にぶい黄褐色

150-39 AR― AT21-23
黒色上

土師器 皿 (86) 回転ナデ、回転糸切
り 赤色の小砂粒を多 く含む 良好 明

'[色

150-40 M02バ ラス 土師器 皿 (74) 回転ナデ、回転糸切
り

白色 赤色の砂粒を僅か
に含む

やや不良 明白茶色 軟質

150-41 JN98バ ラス 土師器 高台付杯 (148) 回転ナデ、ナデ 05～ l mmの砂粒を含む 良好 淡橙色

150-12 AN12′ ラヽス 土師器 高台付イ 110 風化著し笠 密、微細砂粒を含む やや不良 乳褐色

150-43 土師質土
器

高台付ネ (74) 回転ナデ
3 mm大の礫と I mm以 下の
白色砂粒を多く含む

良好 淡灰褐色

150-44 れヽ24 土師器
高台付杯

(碗)

80 回転ナデ、ナデ
やや密、 l mm程度の自色

警怒
・透明な砂粒を多く良好 灰褐色

150-45 黒褐色 土師器 高台付碗 110 ナデ 白色の小砂粒を含む 軟質 明橙色

150-46 AN H灰 黒色
粘土

土師器 高台付皿 回転ナデ 砂粒をほとんど含まない やや不長 明蒻と色 やや軟質

150-47 23灰色粘上 土師器 高台付郭 (00) 回転ナデ 1～ 2 mm大の砂粒を含む やや不良 肌色

150-48 AP21バ ラス 土師器 高台付郭 (106) (4 3) 風化著しセ 精 良 やや不良 橙色

150-49 8026バ ラス 上師器 高台付芥 風化著し↓ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 肌 色

150-50 ●P12黒 灰
色粘質土

土師器 高台付皿 (74) 回転ナデ、糸切 り 密 良好
乳自～淡灰褐
色

150-51 バラス 上師器 高台付ネ (7 0) (32) 回転ナデ :mm前 後の砂粒を含む 良好 淡褐色

150-52 土師器 高台付皿 (6 6) 回転ナデ、ナデ 赤色・ 白色の砂粒を少塁
含む やや不良 明移t色 やや軟質

150-53 土師器 高台付皿 回転ナデ、ナデ あ建憲合3mm以
下の自色

良好 白褐色

150-54 � H灰黒色
粘土

土師器 高台付皿 (62) 回転ナデ、ナデ 緻密、白色微細砂粒を少
し含む やや不良 淡黄褐色

150-55 BM27バ ラス 土師器 高台付杯 (73) 回転ナデ、ナデ I mmの 砂粒を含む 良好 にぶい橙色

150-56 OP12黒 灰
色粘質土

土師器 高台付郷 (57) 風化著しい 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 肌色

150-57 OP12黒 灰
色粘質土 土師器 高台付第 55 ナデ 精 良 良好 肌色

150-58 絋24 土師器 高台付皿 115 回転ヘラケズ リ後回
転ナデ

密

む
細かな砂粒を多 く含

良好 淡橙褐色

150-59 BN32黒 色土 土師器 高台付皿 87 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好 淡赤褐色
高台端部 5ヶ 所指
頭圧疫、花弁状

150-60
AR H黒 灰色
粘土

土師器 高台付皿 95 28 回転ナデ、ナデ 密、微細砂粒を含む 良好 淡褐色

150-61 削17バ ラス 土師器 高台付皿 (8 0) (50) (30) 風化著しし 1～ 2 mm大の砂粒を含む 良好 浚黄 自色

150-62 上師器 高台付皿 (85) 52 回転ナデ 密 良好 淡橙褐色

150-63 黒褐色 土師器 高台付皿 回転ナデ、ナデ 密、微細砂粒を含む 良好 橙掲色

150-64 土師器 高台付皿 64 回転ナデ 密、自色砂粒を含む 良好 橙褐色

150-65 削06バ ラス 上師器 高台付皿 回転ナデ、ナデ 灰色の砂粒を含む やや不良 明〕【色 やや軟質

150-66 8L27黒 色パ
ラス土

上師器 高台付皿 58 回転ナデ、磨滅 自色の砂粒を含む やや不良 明灰白色 軟 質

150-67 AQ22バ ラス 土師器 高台付皿 50 回転ナデ、磨滅 で暮る質の砂粒をやや多良好 明茶自色

150-68 AL H黒 灰色
粘土

土師器 高台付皿 61 回転ナデ、ナデ 密、金雲母片ヵ微細砂粒
を少し含む

良好 白褐色

150-60 ぷ 13黒灰色
粘土

土師器 高台付必 風化著し, 2 mm大の砂粒を含む やや不良 淡褐色

150-70 C」 18灰 色バ
ラス土

土師器 高台付皿 54 回転ナデ 白色の砂粒を少量含む やや不長 桃 色 軟 質

150-71 上師器 高台付皿 59 回転ナデ、不明、紐
状圧痕

白色の小砂粒を含む やや不良 明桃色 軟質

150-72 AL12 土師器
桂状高台
付皿

(7 8) 45 30 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 肌 色

150-73 土師器
柱状高台
付皿 (77) 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ 白色の砂粒を含む 良好 明黄灰色

150-74 肌 10床 上下 土師器
柱状高台
付皿

回転ナデ、回転糸切
り

やや密、微細砂粒を多く
含む 良好 乳白色

150-75 C114黄 褐色

粘土
上師器

柱状高台

付皿

工具による回転ナ
デ、回転糸切り、ナ
デ

白色の小砂粒を僅かに含
む

やや不良 淡黄白色 やや軟質
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151-1 土師器
柱状高台
付皿

(72) ナデ、回転糸切り 自色の砂粒を含む 不良 明白茶色

151-2 AM8床 上下 土師器
柱状高台
付皿 ナデ、回転糸切り 白色の砂粒を多く含む やや不良 淡自色

161-3 AMS床 上下 土師器
柱状高台
付皿 (76) 回転ナデ、回転糸切

り
ガラス質の砂粒をやや多
く含む

やや軟質 挑白色

151-4 AM14バ ラス 土師器
柱状高台
付皿

回転ナデ、回転糸切
り

赤色、自色の微砂粒を含
む

良好 明白桃色

5 JN95バ ラス 土師器
柱状高台
付皿

回転ナデ、回転糸
切 り、ナデ

赤色の砂粒を含む やや不良 明白桃色

151-6 D14ワ ラヽス 土師器
柱状高台
付皿 (80) 43 ナデヵ、回転糸切り 2～ 3 mm大 の礫を含む 良好 肌色

151-7 8N32P■ 上
黒色上中R 土師器

柱状高台
付皿 (76) 43 (3 1)

回転ナデ、回転糸切
り 密、微細砂粒を少し含む 良好 乳白色

151-8 削 13床 土下 土師器
柱状高台
付皿 (79) 回転ナデ、回転糸切

り 灰色の砂粒を含む やや不良 淡白色

151-9 AR― AT21～
23黒色土 土師器

柱状高台
付皿 昇要

ナデ、糸切り後やや粗、 3 mm以 下の砂粒
を含む

良好 淡橙白色

151-10 AM 13床 土下 土師器
柱状高台
付皿 (85) 34 回転ナデ、回転糸切

り
密、細かな砂粒を多く含
む 良好 淡白褐色

151-11 AM07床 上下 土師器
柱状高台
付皿 (70) ワ覆李夢i早穿

糸切
やや密、砂粒を多く含む 良好 淡掲色

151-12 JN93灰 褐色
粘質土

土師器
柱状高台
付皿

回転ナデ、回転糸切
り

緻密、微細砂粒を少し含
む やや不良 乳褐色

151-13 赳Ч06 土師器
柱状高台
付皿 (84) 32 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ 密、黒色砂粒を少し含む 良好 淡自褐色

151-14 測Ч19 土師器
柱状高台
付皿

54 風化善 し,
白色の微砂粒を僅かに含
む 軟 質 淡自色

151-15 土師器
柱状高台
付皿 (125) 回転ナデ、回転糸切

り 精 良 良好 肌 色

151-16 AM06 土師器
柱状高台
付杯

50 回転ナデ、回転糸切
り 密 良好 乳自色

151-17 AP21-25バ
ラス 土師器

柱状高台
付皿

50 ナデ、回転糸切り 精 良 良好 肌 色 底部から刺突

151-18 AM03床 上下 土師器
柱状高台
付皿 (50) ナデ 自色の小砂粒を含む やや不良 桃白色

151-19 AP13バ ラス 土師器
柱状高台
付皿

回転ナデ後ナデ、回
転糸切り 芝夢衛巻心

mm程度の砂粒
良好 淡黄褐色 燦付着

151-20 土師器
柱状高台
付皿 (HO) 53 風化著し, 2～ 3 mm大 の礫を含む 良好 肌 色

151-21 AN20バ ラス 土師器
柱状高台
付皿 (69) ナデ、回転糸切り 自色の砂粒を含む やや軟質 明白茶色

151-22 AT19バ ラス 製塩土器 製塩土器 (122) ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 濃い肌色

151-23 Cし 14黒色上 製塩土器 製塩土器 (134) 指頭圧痕、ナデ
ややれ、 l mm大 の砂粒を
多く含む 良好 暗橙褐色

151-24 Cし 15黒 色粘
土 埋土

製塩上器 製塩上器 (106) 指頭庄痕
やや組、微細砂粒を多く
含む

やや不良 淡橙褐色

151-25 th19バ ラス 製塩土器 製塩土器 ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 明肌色

151-26 AC24暗 褐色
土

製塩土器 製塩土器 (■ 2) ナデ 密、微細砂粒を含む 不 良
乳褐～淡橙褐
色

15,-27 AC24、 25耕
作土R 製塩土器 製塩土器 (137) 指頭圧痕、ナデ 緒 良 良夕子 肌 色

161-28 でLH黒色土 製塩土器 製塩土器 (160) ナデ
やや粗、0 5mm大 の砂粒を
多く含む

やや不良 淡褐～橙褐色

151-29 製塩土器 製塩土器 (100) ナデ 密 やや不良 淡橙褐色

151-30 でJ21黄褐色
粘土

興塩土器 製塩土器 (120) 指頭圧痕、ナデ
やや密、自色微細粒を含
む 農好 明橙褐色

151-31 組04バ ラス 土製品 羽 口 ナデ
l mm前 後の砂粒を多く含
む 良好 しぷい黄色

径
径

孔
外

151-32
ぜκIS灰 褐色

粘土
土製品 羽 ロ ナデ 砂粒を密に含む 良好 淡黄自色

伽
　

故

歩

　

一

‥

７ｃ

＆

長

住

存

‥
径

残
幅
内

151-33 湘06バ ラス
R 土製品 lt塙 (204) ナ デ 1～ 3 mmの 砂粒を含む 良好 黄灰色

151-34 不明 上製品 41場 54 ナデ
l mm前 後の自色の砂粒を
非常に多く含む

暗褐～黄褐色,

体部赤変

151-35
C」 21黄 褐色

砂質土
土製品 増塙 ナデ

ガラス質の微砂粒を多 く

含む

内面 :褐～黒
褐色
断面 :赤～黄
褐色

外面にはひび割れ

151-36 CM24灰 黒粘
土

土師器 取瓶 ナデ 0 5mm前 後の砂粒を含む 良好 淡褐～灰色

151-37 CM24灰 黒粘
上

土師器 甑 ヵ ナデ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 肌 色

151-38 CL15灰 色バ
ラス土

土師器 甑 ヵ (150) ナデ、ヘラケズリ 1～ 2 mm大 の砂粒を含む 良好 灰褐色 煤付着

151-39 灰褐色砂 土製品 土錘 ナデ 微砂粒を多く含む 良好 灰～淡橙色

Ｓｃｍ
ｍ
輸
団

長
　
径
塁
類

全
幅
孔
重
Ａ

151-40 でJ19灰色バ

ラス
土製品 土aE ナ デ l mmの 砂粒を密、に含む 良好 黄灰色

長

‥
径
量

全
幅
孔
重

7 3cm
6cm
I Icm
455g、 A孝
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耳図番号 写真図版 出土遺構名 種 月1 器 種
口径
(cm)

底径
(cm)

器高
(cm)

形態・手法の特徴 胎 主 焼成 色調 備 考

151-41
AB24灰 褐色

粘土
土製品 土錘 ナデ

微砂粒、 l mmの砂粒を多
く含む

良好 淡橙色

∞

　

鉤
５５

巧

ｍ
お

オ

長

‥
径
量
塔

金
幅
孔
重
Ｒ

151-12 8035ア ラヽス と製品 土鍾 ナデ 微細粒を合む 良好 淡橙色

長

‥
径
量
猶

全
幅
孔
重
Ｒ

151-13
Jヽ 93灰褐粘

土層
土製品 土鉦 ナデ

密、黒色のガラス質の砂
粒を多 く含む

良好 淡黄色

麓

　

ｇ

却

や
お

エ

長

‥
径
量
嫡

全
幅
孔
重
Ｒ

151-14 AS21黒 色土 と製品 上鍾 ナデ 1～ 3 mmの 砂粒を含む 良好 淡橙色

長
‥
径
塁
類

全
幅
孔
重
Ｂ

151-45 JN04ア ラヽス
R 上製品 上錘 ナ デ

密、黒色のガラス質の微
砂粒を多 く含む

良好
にぶい灰黄ヽ

にぶい黄色

卿一
Ｏｃｍ
�
‐，８ｇ

】
↑
刊
『

長
Ｌ
径
量
鳩

全
幅
孔
重
Ｒ

151-46 JN93灰 褐粘
土層

土製品 上錘 ナデ
密、黒色のガラス質の微
砂粒を含む

農好
にぶい灰黄～

にぶい灰色
∞

帥
　
一
３４

長

‥
径
量
類

全
幅
孔
重
Ｂ

151-47 ぐL14バ ラス 土製品 土錘 ナ デ 白色の微砂粒を多く含む 良好 灰黄色 ∞

輸
阿

ｇ、

側
Ｌ

一
１０

鴻

一
コ
■

コ
刊
莉
判

長

‥
径
量
類

全
幅

孔
重

Ｂ

151-48 C」 21黄 褐色

粘土
上製品 i鍾 ナ デ

ガラス質、自色の微砂粒
を多 く含む

良 好 灰～黒灰色 帥蜘帥２ｇ、Ｂ

】

”
用
９

長

‥
径
量

全
幅
孔
重

151-40
,N92バ ラス
R 上製品 と鍾 ナデ 密、雲母を含む 良好 にぶい黄自色

鰤

　

ｇ、

枷
」

枷
０３

お

”
】
住

お
Ｈ
判
剤

長

‥
径
塁
一

全
幅

孔
室

151-50 BM26褐 色砂 土製品 土鍾 ナデ
黒色、ガラス質、自色の

微砂粒を含む
農好 にぶ い自灰 色 ｍ諭報ｇヽＢ

▼

一
４
コ

長

‥
径
量

全
幅
孔
重

151-51 A016黄 褐上 土製品 上 錘 ナ デ 密、微砂粒を含む 良好
橙色、淡白黄

色
寒

ｍ輛
ｍ
ｇヽＣ

】

一
対
劇

長

‥
径
量

全
幅
孔
重

151-52 」M06灰 褐砂 土製品 土 錘 ナ デ
黒色の微砂粒、ガラス質
の微砂粒を含む

良好
彩

色

赤

橙
橙～黄

淡白色

枷
一

綱
」

長

‥
径
塁

全
幅
孔
重

151-53 AR20バ ラス
土R 土製品 :と錘 ナデ

密、ガラス質の砂粒を多
く含む

良好
赤彩、橙色、

淡白色

釦
殴

ｃｍ
５ｇ、

】

”
Ｂ

鴻

長
‥
径
量

全
幅
孔
重

152-1 黒色土器 碗
内面のみ黒色化 処
理、荒いミガキあり

赤色、自色の砂粒を含む 良 好 外面 :桃色 内黒

152-2 7tA10黄 褐色
上 黒色上器 碗

ナデ、ヘラミガキ、
黒化処理

3 mm大 の像を含む 明橙色 内黒

152-3 CX18耕 土 緑釉陶器 碗 貼付け高台 密 良好 淡緑色 京都 (洛北)

152-4 D141バ ラス 緑釉陶器 碗 ナデ るヽ
密
あ

須恵質微少の空間が
良好 淡緑色 装投 9C中

152-5 A011バ ラス 緑釉陶器 碗 ナデ 密 良好 淡緑色 東海 9C～ 10C初

152-6 AM18バ ラス 緑釉19器 婉 カ
糸切り後えでり、回
転ナデ、蛇の目高台 密、須恵質 良好

淡緑色、青灰
色

京都 9C後

152-7 JN93灰 褐粘
上

緑釉19器 碗 ヵ (8 0) ナデ 白色で、やや軟質 良好 淡緑色 京都

152-8 AP24黒 バラ
ス 緑釉陶器 碗 ヵ 回転ナデ 結良土師質 (軟質) 良好 緑色 近江

152-9 不 明 緑釉陶器 碗 ヵ
回転ナデ、ナデ、ヘ
ラケズリ

密、 l mm大 の砂粒を僅か
に含む

良好
淡黄灰色、淡
緑色

近江

152-10 AD24灰 色粘
土

緑釉陶器 碗 ヵ ナデ、糸切り 軟質、灰白色～黄白色の
きめ細かい土

良好 淡緑色 近江

152-■ 8033黄褐 土 緑釉陶器 碗 ヵ ナ デ
密、微少の白色砂粒を多
く含む

罠女子 灰色、濃緑色 近江

152-12 AS24灰 褐粘
土

緑釉陶器 碗 ヵ 回転ナデ 密 良好
赤掲色、濃緑
色

近江

152-13 CJ39バ ラス 緑釉陶器 碗 ヵ 回転ナデ 密 やや軟貿 灰色、濃緑色 近江

152-14
温23灰 色粘
土、M24バ
ラス

緑釉陶器 碗
回転ナデ、ナデ、糸
切り

密、灰色 良好 濃緑色 近江

152-16 AQ22バ ラス
土

線釉陶器 碗 回転ナデ、糸切 り 精 良 良好
淡赤掲色、濃
緑色

近江

152-16 th22灰 色粘
土

緑釉陶器 碗 密 やや軟質 濃緑色 近江

152-17 AB17バ ラス、
AQ22バ ラス 緑釉19器 碗

回転ナデ、回転糸切
り

密 不良 肌色、濃緑色 近江

152-18 AD24灰 色粘
土

緑釉陶器 腕 回転ナデ 密 良好
淡灰～淡橙褐
色、暗緑色

近江

152-19 不明 緑釉陶器 碗 密、 l mm以 下の砂粒を僅
かに含む

良好 黄褐色 洛西、 9C後 半

152-20 AQ22バ ラス
上 緑釉陶器 碗 ヵ 回転ナデ 白色砂粒を含む 良好 緑色、青灰色 近江 ヵ、 10C
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挿図番号 写真図版 出土遺構名 種 月1 器 種
回径
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底径
(伽)

編
師

形態 手法の特徹 胎 土 焼成 色調 備考

152-21 Aぜ 12バ ラス 緑釉陶器 一霊 回転ナデ 精 良 良好
淡灰白色、薄
緑色

152-22 ARllバ ラス 灰釉陶器 皿 方 (7 0) 回転ナデ、ナデ 精 良 良好
灰自色、くす
んだ緑色

152-23 1006バ ラス 灰釉陶器 皿 回転ナデ 砂粒を含まない 白色、淡緑色 東濃ヵ

152-24 CM12暗 褐砂 灰釉19器 蓋 回転ナデ 密 良好
青灰色、淡緑

色
短頸壷の蓋

152-25 CК 20灰黒色
粘土

灰釉陶器 短頸壷 回転ナデ l mm以 下の砂粒を含む 良好
灰白色、くす
んだ緑色

152-26 ぜM19灰 色バ
ラス 灰釉陶器 一亜 (120) 回転ナデ、ナデ、ケ

ズリ 2 mm程 度の砂粒を含む 良好 灰 色

152-27 AL13床 土下 青磁 碗 (180) 密 良好 暗緑褐色 越州窯系 I oru類

152-28 AP Hバ ラス 青磁 碗 (102) 精 良 良好 茶黄色 越州窯系 I or Ⅱ類

152-29 駅21黒色土 青磁 碗 精 良 良好 緑灰色 越州窯系 I or2b類

152-30 C'18黄 褐色
粘土 青磁 碗 (7 2) ヘラケズリ 精 良 良好 灰色、贈緑色 越州窯系 I類

152-31 バラス 青磁 碗 ヵ皿 (60) 施釉 織 密 農好
灰色、オリー
プ色

越州窯系 I or u類

152-32 耐25バ ラス
土

青磁 碗 口縁は花形 精 良 良好 淡緑灰色 越州窯系 I or Ⅱ類

152-33 C132バ ラス
土 青磁 壷 (88) 回転ナデ

織密、 2 mm以 下の砂粒を
僅かに含む

良好
淡灰～淡黄灰
色、暗黄緑色

越州窯系

152-34 8D33バ ラス 青 磁 皿 施釉 級 密 黄緑色 同安窯系 I-2類

152-35 JN04バ ラス 青磁 皿 施釉 徹 密 良 好
灰色、オリー
ブ色

同安窯系 I-2類

152-36 AN Hバ ラス 青磁 腕 施釉 精 良 良好 緑色 同安窯系 1-2頼

152-37 B034バ ラス 青磁 院 (144) 施釉 良好 緑 色 同安窯系 1-4類

152-38 AN18バ ラス 青磁 碗 (4 6) 施釉 良好 黄緑色 同安窯系 I-2類

152-30 AR25灰 色バ
ラス土 青磁 碗 (70) 施釉 良好 黄緑色 龍泉窯系

152-40 B035バ ラス 青磁 碗 46 施釉 線 密 良好

灰褐色、灰白
色、淡いオリ
ープ色

寵泉窯系 Ⅱ―b類

152-41 fLM 18バ ラス 青磁 碗 施釉 密 良好
灰色、灰自色、
淡緑色

館泉窯系 H― b類

152-42 測Ч13バ ラス 青磁 碗 施釉 徹 密 良好
灰色、オリー
プ色 龍泉窯系Ⅱ―b類

152-43 AP25灰 褐色
粘土

青磁 碗 施釉 良好 淡緑色 龍泉窯系 エーb類

152-44 BM39バ ラス 青磁 碗 (200) 施釉 密 良好
淡灰白色、暗
緑色

龍泉窯系D類

152-45 JN04バ ラス 青白磁 小壷 (36) 回転ナデ、ケズリ 白色 良好 淡緑色

152-Ⅵ6 AQIIバ ラス 青自磁 合子 身 30 回転ナデ 密 良好
無施、淡黄掲
色

152-47 バ ラス土 青白磁 皿 (10) 回転ケズリ 織 密 良 好
灰自色、淡水
色

152-48 AL12黒 灰色
粘土

青白協 皿 (36) 精 良 良好 青白色

153-1 8036バ ラス
上 白磁 院 ケズリ、施釉 緒 良 良好 淡灰色 XI類

153-2 耐14バ ラス 自磁 碗 (70) ケズリ、施釉 級 密 良好 灰白色、自色 XI類

153-3 �05バ ラス 自磁 腕 ケズリ、施釉 緻 密 良好 乳白色 XI-4類

153-4 4013バ ラス 白磁 碗 施釉 緻 密 良 好 XI類

153-5 AN25バ ラス
土 自磁 皿 ヘラ押し段 精良、黒色粒子を含む 良好 淡緑白色 Xl類

153-6 ACワ 4灰 褐色
粘土

白磁 碗 施釉 叙 密 良好 淡黄緑色 」類

153-7 BN28バ ラス 自磁 碗 内面施釉、ケズリ 緻 密 良好 淡緑色 Ⅱ類

163-8 A017バ ラス 白磁 碗 内両施釉、ケズ リ 密 良好 灰自色 口類

153-9 削07バ ラス 白磁 碗 内面施釉、ケズリ 密 良好 灰色、淡白色 Ⅱ類

153-10 削 10床 上下 白磁 碗 内両施釉、ケズ リ 緻 密 良好 灰白色 XⅡ ヵXⅡ 類ヵ

153-‖ 白磁 碗 内面施釉、ケズ リ 精 良 良好 緑白色 XHヵ X肛 類ヵ

153-12 AN02バ ラス 白磁 碗 内面施釉、ケズリ 密 良好 白色 XⅢ 類ヵ

153-13
DA48黒 色土
中、8L32バ
ラス上

白磁 皿 29 内面施釉、ケズ リ
密、砂粒をほとんど含ま
ない 良好

乳褐色、灰白

色
Ⅵ-la類
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153-H DA48黒 色上 自 磁 皿 内面施釉、ケズリ 緻 密 良好
自色、褐色が
かった白色

Ⅵ-2類

153-15 AMII床 上下 自磁 皿 (tO ・4) 内面施釉、ケズリ 窪 良好 黄自色 Ⅵ-lヵ 2類

153-16
AQ13バ ラス

土
白磁 皿 内面施釉、ケズリ 灰色粉っぽい 良好 褐色、灰白色 Ⅵ類

153-17
JN03灰 褐色

粘上
白磁 皿 (84) 内両施釉、ケズリ 密粉っtFい 良好 灰色、乳白色 VI類

153-18
JN9う バラス、
JN95バ ラス

白磁 碗 内面施釉、ケズリ 密 良好
灰色、灰自色

(やや緑色)
Ⅳ類

153-19 バラス 自 磁 碗 (170) 内面施釉、ケズ リ 繊 密 良好 灰白色 Ⅳ類

153-20 AQ18バ ラス
土

自 磁 碗 (154) 内面施釉、ケズリ 緻 密 良好 自色、灰褐色 Ⅳ類

153-21
AT2Ч、25耕

作土中
白磁 施 釉 緻 密 良好 乳白色 Ⅳ頼

153-22 CX15ア ラヽス 白磁 施 釉 緻密 良好 淡緑色 Ⅳ類

153-23 CH21黄 褐色

粘土
白磁 施 釉 緻密 良好 乳白色 Ⅳ類

153-24 CM29′ ラヽス 自磁 施 釉 緻 密 良好 淡青色 Ⅳ類

153-25 黒灰色粘土 自磁 碗 (80) 施釉、ケズリ 精 良 良好 淡灰自色 Ⅳ類

153-26 削20ノ ラヽス 白磁 碗 施釉、ケズ リ 緻 密 良好 灰色、灰自色 Ⅳ頬

153-27 AM06バ ラス 自磁 碗 (76) 施釉、ケズ リ 密傲細な黒色粒子あり 良好 白色、灰自色 Ⅳ 類

153-28 AM06バ ラス 白磁 碗 施釉、ケズリ 緻 密 良好
褐色がかった

自色
Ⅳ類

153-20 AQ12ノ ラヽス 自磁 碗 ケズリ 精 良 良好 灰白色 Ⅳ 類

153-30 AP12黒 灰色
粘上

自 磁 碗 施釉、ケズ リ 微細な黒色粒子を少塁含
む 良好

灰白色、象牙
色

V-2類

153-31 AM07バ ラス 白磁 碗 施 釉 密微細な黒色粒子を含む 良好 灰緑色、灰色 V-4b類

153-32 D142ア ラヽス 白磁 碗 施 釉 密、やや隙間あり 良 好 自色 V-4c類

153-33 耐 07バ ラス 白磁 碗 (136) 施 釉 密 良好 淡白色 V-3類

153-34 AP12黒 灰色
粘土 白磁 碗 施 釉 密 良好 V-lb類

153-35 N26バ ラス 自磁 (60) 施和、ケズ リ 密 良好 V類

153-36 41W25バ ラス
土 白磁 碗 (4 8) 施釉、ケズ リ 精 良 良好 緑自色 ⅥヵⅦ類ヵ

153-37 8037バ ラス
土 白磁 皿 56 施釉、ケズ リ 微細な黒色粒子を含む 良好 灰白色 恵-1類

153-38 AN05バ ラス 自 磁 皿 施釉、ケズリ 徹密 良好 灰白色 Ⅱ― I類 ヵ

153-39 思23黒色粘
土 白磁 皿 施釉、ケズ リ 密 良好 白色 Ⅱ類

153-40 AM07ノ ラヽス 白磁 碗 施釉、ケズリ 密 良好 灰白色 Ⅱ-1類ヵ

153-11 州Ч04バ ラス
土

自 磁 皿 (54) 施釉、段 密 良好 白色 コー 1類

153-42
'M92バ

ラス 白磁 小碗 (4.8) 施 釉 密 良好
灰色、淡緑灰
色

Ⅱ ― 1類 ヵ小碗ヵ

153-43 AM01床 上下
R 自磁 皿 (34) 施釉、ケズ リ 密、黒色粒子を少量含む 良好 白色、灰白色 Ⅳ類

153-4判 AS23灰 色粘
土 白磁 皿 (46) 施釉、ケズリ 密 良好 自分

(やや緑 Ⅳ～V類

153-45 C110黄 褐色
粘土

白磁 皿 (44) 施釉、ケズ リ 密 良好 自色 Ⅳ～Ⅵ類

153-46 AN18バ ラス 自磁 皿 施釉 密 良好
白色、灰自色
(やや緑色)

153-47 AR23灰 色バ
ラス土

白磁 皿 (50) 施 釉 密 良好 自色 巨類 ヵXI類 ヵ

153-48 AM H床 上下 自磁 皿 (4_6) 回転ナデ、釉剥ぎ 密、きめ細かい 良好 黄緑色 Ⅱ類

153-19 BP35バ ラス
上 白磁 小碗 (■ 0) 施釉 結 良 良 好 V～ Ⅵ類

153-50
CM19バ ラス
土 黄褐色
粘土

自磁 小碗 (36) ケズリ 緒 良 良好 緑白色 V～Ⅵ類

153-51 艇 12バ ラス 白磁 碗 緻窪 良好 自色 大型品

153-52 Aし 14黒 灰色
粘土 白磁 鉢 ヵ 施釉 精 良 良好 乳白色 Ⅱ系

153-53 AP17バ ラス 自磁 小壷 施釉、瓜胴形 密 良好 灰 色 広東系

163-54 駅35バ ラス 自磁 壺 施釉 自色、黒色粒子を含む 良好 灰色 大宰府 C D期

153-55 湘25′ ラヽス
土 白磁 含子 施釉 密 良好 灰白色 白磁

153-56 CP21黄 褐色
粘上

白磁 回転ナデ 密 良好 自灰色 Ⅱ系

153-57 A020′ ラヽス、
A(,17ア ラヽス 自磁 水注ヵ 施釉 審懇

な茶色粒子を僅かに
良好 白色 皿系
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153-58 憩23灰色バ
ラス土

自磁 (76) 回転ナデ 密 良好 白灰色 皿 系

153-59 JN93灰 褐 自磁 水注 施釉 密 良好 灰 色 注 口

153-60 AM07′ ラヽス、
AINHバ ラス 白磁 水注 施釉 密 良好 乳白色 阻系

153-61 潮00バ ラス 白磁 碗 施釉 密 良好 白色、灰 色 森田D群

153-62 D142バ ラス 自磁 皿 施釉 窪 良好 白色 森田D群

153-63 朋07′ ラヽス 白磁 皿 施釉 灰色の微細粒を含む 良好 灰白色 森田E群

154-1 AA24、 25耕
作土

中国陶器 耳壺 (104) 回転ナデ、施釉 I mm以 下の自色・黒色粒
子を含む

良好 濃緑色 B群

154-2 潮 12床 上下 中国陶器 耳壷 ケズリ、施釉
l mm以 下の白色・黒色粒
子を含む

良好 淡緑灰色 B群

154-3
8036バ ラス

土
中国陶器 一霊 ロクロロが強い 精 良 良好 濃緑灰色

154-4 AMH床下土 中国陶器 壺
回転ナデ、ケズリ後
ナデか

密、きめ細かい l mm以 下
の砂粒を少し含む

良好
緑灰色、淡灰
色

中国陶器、V類

154-5 GR28床 土下 中国陶器 盤 施釉
自色・
む

黒色粒子を多く含
良好 黄褐色

鍔状の口縁、 1-
1頬

154-6 B1431耕 作土 中国Fg器 盤 施釉 密、胎土に隙問あり 良好
緑がかつた灰
色、灰白色

I-2類

154-7 肌18バ ラス 中国陶器 盤 内面施釉
密、0 5mm以 下の砂粒を多
く含む

良好
淡灰色、黄偶
色

C群

154-8 B031バ ラス
土

中国陶器 盤 内面施釉
精良、 l mm以下の砂粒を
含む

良好
くすんだ緑色、
淡灰色

154-9 ARア ラヽス 中国陶器 盤 内面施釉
自色・ 灰色・黒色粒子を
多 く含む、粘土に近い 良好

淡緑黄色、灰
色

Ⅱ類

154-10 AR12 青花 碗 (120) 密 良好
白色、淡育自
色

154-H Ы32黒色土 須恵器 鉢 (300) 回転ナデ、ナデ やや密、 2 mm以 下の砂粒
を含む

良好 淡灰～暗灰色 東播系須恵器ヵ

154-12 A,22 査器系陶
器

喪 回転ナデ 4m以下の砂粒を含む 良好 緑灰色、灰色

154-13 4020バ ラス 益器系陶
器

回転ナデ 4n膊以下の砂粒を含む 良好 緑茶色 自然釉

154-14 削19バ ラス 杢器系陶
器

ナデ、タタキ 砂粒を多く含む 良好 緑茶色

154-15 Ю20バ ラス 菱器系陶
器

ナデ、タタキ 砂粒を多く含む 良好 緑茶色

154-16 AM17、  18ア ヽ
ラス 備前 暦鉢 (298) 回転ナデ、櫨目 やや密、 l aln以 下の砂粒

を多 く含む
良好 黒褐～暗灰色 Ⅲ期

154-17 備前 庸鉢 ナデ
2 mm以下の砂粒を多く台
む

良好 茶褐色 Ⅳ期

154-18 BC44耕作土 古瀬戸 灰釉盤 施釉、回転ナデ 緒 良 良好 淡緑色 古瀬戸後期Ⅳ古

154-19 Bし30暗褐色
土

須恵器 蓋
回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ l mm以 下の砂粒を含む 良婿 暗灰色 小型

154-20 不明 須恵器 蓋
回転ナデ、ヘラケズ
リ

05～ 2 mm程 度の砂粒 を
含む

良好 淡灰色

154-21
J区 灰褐
色粘質土

土師器 甑
ナデ、指頭圧疫、穴
は貫通

0 5mm前 後の砂粒 と 2 mm
前後の際を含む

良好 灰自色 把手

156-1 CX24黒 色バ
ラス土

瓦 軒丸瓦 砂粒を含む 良好 灰～淡黄褐色
出雲国分寺跡第 2
類

156-2
Cし灰色バラ

ス上
瓦 軒丸瓦 ナデ 白色の小砂粒を少量含む やや軟質

外面 :黒灰色
断面 :明黄白
色

出雲国分寺跡第 3

類

156-3 CL●0バラ
ス 瓦 軒丸瓦 ケズリヵ 自色の砂粒をやや多く含

む
良好

外面 :黒灰色
断面 :灰 白色

出雲国分寺跡第 3
類

156-4 AL20黄 褐色 瓦 軒丸瓦 ナデ 白色の砂粒を含む 良好
両
面

外
断

黒灰色
灰自色

出雲国分寺跡第 2
類

156-5 Ckバラス 瓦 軒丸瓦 ナデ 自色の砂粒を含む やや軟質
外面 :黒灰色
断面 i明褐色

文様不明

156-6
CJ16バ ラス
十黄褐色粘
土

瓦 ヵ 軒丸瓦 ヵ ナデ、ケズリ
1～ 5 mmの 橙色・ 白色の

砂粒をやや多 く含む

酸化炎で
軟質に焼
成

・剥離面‥
色

距

面
灰
面

外
黒
断

156-7 耕作土 瓦 軒丸瓦 ケズリ、布目圧痕
丸瓦部は白色の砂粒を含
む、補強粘上部分は l aH

大の砂粒を多 く含む

軟質～瓦

質

にごった灰色

断面 :自 色
文様不明

166-8 B026バ ラス 瓦 軒丸瓦 ケズリ、布目庄痕
l mm以 下の自色の砂粒を
多 く含む

軟質 灰白色 文様不甥

156-9 CF19耕 作土 瓦 軒丸瓦
2 mm以下の自色砂粒を少
し含む

やや不良 黒色
出雲国分寺跡第 2
類

156-10 AM12床 土下 瓦 軒丸瓦
l mm以 下の砂粒を多く含
む

やや不良

色
内

の

色ヽ

央
色
褐

中
灰
黄

面
が
は

断
調
外

出雲国分寺跡第 2

類

156-H ALH黒 灰色
粘土

瓦 軒丸瓦 精 良 やや不良 灰～暗灰色
出雲国分寺跡第 2
類

156-12 CC20黄 褐色
粘土

瓦 平瓦
模骨痕、糸切りヵ
ケズリ、タタキ 白色の砂粒を多く含む 良好 青灰色 須恵質

156-13 εH18黄褐色
粘土

瓦 平瓦 布日、ナデ
5 mm以下の砂粒を多く含
む

良好 青灰色 緑色の自然釉付着

156-14
B038バ ラス

土R 瓦 平瓦 ヵ 糸切り、ナデ
白色の砂粒をやや多く含
む

須恵質で

良好

凸面 :明灰色
断～凹面 :灰
色

凸面ハ ケ ロ

156-16 CC18灰 褐粘 瓦 平瓦
糸切りヵ、タタキヵ、
ケズリ、ハケロ

白色の小砂粒を含む
いわゆる
瓦質

暗灰色 断面 :

明灰色
凸面ハケロ
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156-16 瓦 平瓦 布日、ナデ 自色の砂粒を多 く含む
気
や

炎
や

化
で
質

酸
味
軟

掲～明橙色
凹面に離れ砂、凸
面に細かい布目

159-1 AS21バ ラス 察恵器 高台付杯 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ 1 5mm程度の砂粒を含む 良好 暗黄灰色

墨書 「口 〔宅ヵ〕
酒」、煤付着

150-2 須恵器 杯 冒F李
=、

回転糸切2 5mm程 度の砂粒を含む 良好 青灰色 墨書 「城内吉J

159-3 AM2 1バラス 須恵器 杯 (90) 回転ナデ、回転糸切
り痩、ナデ 密 良好 灰～灰褐色 墨書 「大伊J

159-4 AR22黒 色土
R 須恵器 高台付不 (152) (88) 回転ナデ、ナデ 密 良好 灰 色 墨書 一死

159-5 須恵器 高台付不 (04) 回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ 2 mm程 度の砂粒を含む 良好 灰色 墨書 「上都寸」

159-6 AN18バ ラス 須恵器 邦 回転ナデ、回転糸切
り、ナデ

密
む

I mm以 下の砂粒を含
良好 暗青灰色 墨書 「東」

159-7 須恵器 回転ナデヵナデヵ で苔ふmm以下の砂粒を多
良好 青灰色 墨書 「斤ヵJ

159-8 CC20灰 黒土 須恵器
高台付皿
力杯

回転ナデ、ナデ、回
転糸切り

l mm程 度の砂粒を含む 良好 灰色 墨書 f爪」

159-9 AP12黒 灰粘
土 須恵器 不 H4 冒F李季

回ヽ転糸切
細かい砂粒を少量含む 良好 灰色

墨書 「爪」鉄分ヵ
の付着あり

159-10 AQ17バ ラス 須恵器 郷 (蓋 ヵ) (86) 7夢名諄麦弊 2 mm程度の砂粒を含む やや不良 淡灰色 墨書 「国」

159-H 酬30礫層 須恵器 高台付郷 (130) 12 回転ナデ、ナデ 自色砂粒を含む 良好 灰 色 墨書 「不J

159-12 Bと 27褐色砂 須恵器 然 (100) 回転ナデ lm程度の砂粒を含む 良好 灰自色 墨書 「神同J

159-13 II
CJ 19灰褐粘
土 須恵器 皿 ヵ 不明 砂粒を僅かに含む 良好 黒褐色 墨書 「上」

159-14 須恵器 高台付不
回転ナデ、回転糸切
り

lHm前後の自色砂粒を含
む 良好

外面 :青灰色
内面 :暗黄欄

=

墨書 「國口」

159-15 CК 15灰 色バ
ラス 須恵器 皿 111 回転ナデ、回転糸切

り痕、ナデ 微細な砂粒を含む やや不良 灰色 墨書 「消」

159-16 BL28褐 色砂 須恵器 皿ヵ郭 (86) 回転ナデ、糸切り痕、
ナデ 審急

mm以下の砂粒を多く
良好 灰褐色 墨書

159-W CH20灰 黒上 須恵器 蓋 ナデヵ 緒良 やや不良 淡灰白色 墨書 「爪J

150-18 CJ21黄 褐色
砂真土

須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ 細かい砂粒を含む 良 好 灰色
墨書 「官J、 宝珠
つまみ

159-19 CК 2 1黒褐色
粘土

須恵器 蓋 (25) 回転ナデ 密 やや不長 黄灰色
墨書 「舎人J、 宝
珠つまみ ヵ

159-20 憩 H黄褐色
砂 須恵器 皿 (14.2) 回転ナデ 密 良好 淡灰色 墨書

159-21 AR23灰 色粘
上

須恵器 杯 回転ナデ 細かな砂粒を少量含む 良好 青灰色 墨書

159-22 添21黒 色土 須恵器 ネ 軍夢́ァン
糸切り後

白色砂粒を含む 良好 灰色 墨書 「FHヵ J

150-23 BL32黄 褐色
土中R 須恵器 捧 (62) 回転ナデ、回転糸切

り、ナデヵ
1～ 2 mm程 度の砂粒を含
む 良好 灰色 墨書 「国厨」

159-24 須恵器 第 (70) 冒F李季
、回転糸切2 mm程 度の砂粒を少量含

む 良好 灰色 墨書

159-25 色灰暗２０ＡＳ
上 須恵器 皿 (124) 回転ナデ、ナデ 密、自色微細粒を少し含

む やや不良 淡橙褐色 墨書

150-26 CM24灰 黒色
粘土 (凹)

須恵器 不 (76) 軍要́ァ≠
糸切り後密、1 5mm程度の砂粒を含

む やや不良 灰 色 墨書 「里口」

159-27 JD07バ ラス 白磁 碗 (48) 施輸 密 良 好
褐色がかった
灰白色 墨書 「毛J

159-28 Ao‖黒灰粘
土

須恵器 皿 (84) 回転ナデ、ナデ 密、15m程度の砂粒を含
む 良好 にぶい灰色 墨書 「国J

159-20 H4 須恵器 皿 (122) 回転ナデ、回転糸切
り き心

0 5mm程度の砂粒を
良好 灰色 墨書 「器」

159-30 る10ヵ 19ア ヽ
ラス 須恵器 高台付皿 回転ナデ、回転糸切

り、ナデ 密 良好 灰色 墨書 「賀」

159-31 AL16灰 色砂
R 須恵器 高台付率 (134) 回転ナデ、ナデ 密、砂粒などをほとんど

含まない やや不良 白っぱい灰色 墨書 「爪J

150-32 H4
ぷ 15黄 褐色
土

須恵器 皿
回転ナデ、回転糸切
り l mm程 度の砂粒を含む 良好 褐色 墨書 「考 ヵ」

150-33 JM92バ ラス 須恵器
杯 ヵ皿ヵ
蓋 回転ナデ 密、砂粒僅か 良好 灰色 刻書 「遊J

159-34 CК 14灰 色バ
ラス 須恵器 不明

密、0 5nm以 下の砂粒を含
む やや不良 淡橙褐～淡黄

褐色
刻書 「由J

159-35 hW18′ ラヽス 須恵器 高台付不 (6 2) 回転ナデ、ナデ よ埋♀整督iph～

4 mmの黒
良好 灰色 刻書 「白ヵ〕

159-36 CJ18灰 色バ
ラス土

須恵器 高台付皿 (208) (144) 27 回転ナデ、ナデ 精良自色砂粒を含む 良好 青灰～灰色 刻書 「邊」

159-37
8P37バ ラス

土R 須恵器 壷 ナデ
l mm程 度の砂粒をごく少
量含む

良好 嶼紳
濃
に

面
面
色

外
内
灰

刻書 「イ(記号)J

漆付着

159-38 AP17黄 褐色
土

須恵器 皿 ヵ捧 (88) 回転ナデ、ナデ
密

む

ごく細かい砂粒を含
良好

が
色
色

味
自
白

黄
灰
灰

…
た
‥

面

つ
面

外
か
内

刻書 「由J

159-39 CL14黒 色上 須恵器 蓋
0 5mm以 下の石英、雲母な
どを含む

良好
外面 :灰色
内面 :淡灰色ヵ

刻書

159-40 田14灰 色バ
ラス 須恵器 蓋 回転ナデヵ 密 良好 淡灰色 刻書 「大」

159-41 CL12暗 褐色 須恵器 蓋 回転ナデ
l mm程 度の砂粒を非常に
多く含む

良好 淡灰色
刻書 「大」、宝珠
つまみ

159-42 黒色バラス 須恵器 高杯 回転ナデ、ナデ 白色砂粒を含む 良好 灰 ～灰 自 刻書 「大」

159-43 AB22黄 褐色 須恵器 蓋 回転ナデ、ナデ
宣怒懇

mm程度の砂粒を少
やや不良

自灰色、口縁
は黒色 裂重撃家

代」、援宝
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第30表 木製品観察表

挿図番号 写真図版 種 男け 器  種 出 土 地 点 員さ(帥 ) 幅 (cln) 享さ (cm) 備 考

55-35 木製品 6038灰 色砂

2-11 木製品 糸巻 BN30土 坑 35 0 22 山本清氏資料 トレース 遺物所在不明

3-35 木製品 板状 AC22土 坑 40 円孔あ り

9-25 木製品 動 B040南 北溝砂 Ⅱ 28 8 18 山本清氏資料 トレース 遺物所在不明

9-26 木製品 木 間 BA40南 北溝砂 Ⅱ 1号木簡 板目 型式081

9-27 木製品 方 形 BL40南 北溝砂 Ⅱ 31 山本清氏資料 トレース 遺物所在不明 方形の穴ヵ

9-28 木製品 棒 状 BL40南 北溝砂 Ⅱ 10 10 山本清氏資料 トレース 遺物所在不明

30-1 木製品 板 状 青灰色砂 60 3 270

30-2 木製品 棒状 青灰色砂 36 3

30-3 木製品 板状 CJ24● 灰色砂 13

30-4 木製品 板状 CJ20青 灰色砂 13

30-5 木製品 箸 ヵ CJ青灰色砂

30-6 木製品 板 状 CJ20灰 褐色砂 72 12

30-7 木製品 板状 CJ20灰 褐色砂

30-3 木製品 板状 Cl18灰 褐色砂 17

30-9 木製品 板 状 CJ20灰 褐色砂 ,7

30-10 木製品 櫛 CJ40灰 色砂 4コ l l 山本清氏資料 トレース 遺物所在不明

30-H 木製品 板状 CJ20 12

33-36 木製品 板 状 CM21東 西溝灰色 105 47 下側は欠損、両長辺は本来 の形状不明

33-37 木製品 板状 CM20東 西溝 ヵ灰色粘土 235 18

33-38 木製品 木 簡 CM13～ 16 2号木簡 柾 目 型式019表面ハギ トリ、欠損

55-22 木製品 漆器碗 (142) (81) (5 5) 漆 黒色

55-23 木製品 曲物 ヵ (416) 30 円孔あ り

55-2u 木製品 棒状 279 2 1

55-25 木製品 しゃもじ (263) 48 概報 (図 10-6)ト レース 遺物所在不明

55-26 木製品 曲 物 170 H_5

55-27 木製品 曲物 ヵ 二ヶ所に 3 mmの 孔、最後はまな板

55-28 木製品 板 状 77 表・裏 擦痕多い

55-29 木製品 下駄

60-1 木製品 木 簡 1 1 3号木簡 表裏 ハギ トリ 上下 柾目

160-2 木製品 木衝
4号木簡 表
ケズリ 下

浅いカットグラス状ケズリ 上 平面
欠損

160-3 木製品 木簡
5号木簡 表 細かい連続したハギトリ 裏
ハギトリ状 上下 キリ・オリ

160-4 木製品 木 簡 13 10 6号木簡 表 ハギ トリの後明瞭なカッ トグラス状ケ
ズリ 上 平面ケズリ 側面ケズリ

160-5 木製品 木簡 07 7号木簡 表裏 細かいハギトリの連続 上両側面か
らのキリカキ 下 キリオリ

160-6 木製品 木 簡 111 16 9号木簡 表裏 ハギトリ状 上 側面ケズリ キリ
カキ 下 キリオリ

160-7 木製品 木簡 9号木簡

100-8 木製品 木簡 0 55 10号木簡

160-9 木製品 木簡 H号木簡

160-10 木製品 木簡 0 85 12号 木簡

160-H 木製品 未 簡 21 1 1 1 13号木簡

160-12 木製品 未 簡 14号木簡

161-1 木製品 柱根 226 えぐり、木材 ヒノキ

161-2 木製品 柱根 227 えぐり

161-3 木製品 柱 根 870 210 面取 り、木材 ヒノキ

161-4 木製品 柱根 252

161-5 木製品 柱根 220 面取 り

第31表 石製品観察表

挿図番号 写真図版 器 種 種 別 出 土 地 点 石 材 罠さ (cln) 幅 (cln) 享さ (cm) 重さ(g) 傭   考

65-32 原 石 結晶体 G029バ ラス面 水 晶 17 16 00

55-33 紡0こ車 G030床 上下 凝灰岩 35 83

55-34 砥 石 G029バ ラス上下 砂岩 12

H― 5 碁石状平玉 DE46井戸埋土 水晶 17 17

12- 8 筋砥石 BM27井戸埋土 細粒花 闘岩

14- I 石 核 AT15黒 色ビッ ト 碧玉 91 1836 76

14-12 102・ 103 石核 AD20黒 色礫 碧玉 413 90

14-33 石 帯 未製品 BN31土 坑内R 頁岩 12 I I 22 94

13-13 筋砥石 C118灰 褐柱穴 細粒花 闘岩

23-13 筋砥石 じК24灰褐色砂 砂 岩 1面使用

24-12 砥 石 CJ30、 31黄褐色砂 細粒花蘭岩 870 13 4面使用

25-13 形割 結晶体 C」 20灰褐色粘土 水晶 43 42 15
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挿図番号 写真図版 器 種 種  別 出 土 地 痺 石 材 長 さ (cln) 幅 (cln) 軍さ (cm) 圭さ(g) 備  考

l 平玉・原石 角 礫 CJ15東 西溝灰褐色 碧玉 1736 15

127-16 砥 石 CJ32東 西溝暗灰色粘土 砂岩 21041

130-12 筋砥石 CK31東 西溝 細粒花歯岩 127 151 2面使用

30-13 筋砥石 CK40東 西溝 細粒花南岩 12 II 7220 2面使用

30-14 筋砥石 C」 39,40東 西溝暗灰褐粘 細粒花蘭岩 16 7680 3面使用

30-15 筋砥石 CК 30東西溝 細粒花 同岩 H2 4面使用

32-16 分割 結晶体 AM18東 西溝 水晶 34 1 7

156-17 石硯 AQ18バ ラス上 頁岩

156-18 石鍾 AC17黄 褐色 流紋岩 切 目石鍾

156-19 砥 石 8039バ ラス土 凝灰岩 280 00 3面使用

156-20 砥石 方 CN32耕 作土 流紋岩 75 468 29 研磨面

156-21 滑石製品 BL28耕 作土 滑石 17 1 2 滑石製石鍋を転用カ

156-22 人物像 石製品 AP10黄 褐土 凝灰岩 4Ч 1092 93 頭部欠損

156-23 石帯 未製品 AB18黄 褐色土 頁岩 1 1 暗灰色

15む -24 石帯 AB15灰 褐色砂 碧 玉 307 20

156-25 碁石状平玉 AA18黄 褐色土 安山岩 ヵ玄武岩 27 23 13 12 22 黒色

156-26 碁石状平玉 CH13バ ラス 安山岩 ヵ玄武岩 16 黒色

156-27 研磨された石 AN13黄 褐色土 碧 玉 51 2 1 46 80

156-28 原 石 円礫 AQ18バ ラス土 碧玉 27820

157-1 原 石 角礫 CJ19灰 色バラス土 碧玉 123 789 40

157-2 石 核 AQ18バ ラス土 碧玉 03 321 10

157-3 石核 CK19灰 褐色粘土 碧 玉 45 16610

157-4 管玉ヵ 素材片 国庁68-70 碧 玉

157-5 平玉 素材片 碧 玉

157-6 平 玉 調整剥片 AL13床 土 碧 玉 1 1

157-7 平 玉 調整剥片 AM01バ ラス土 碧 玉 24 13

157-8 平 玉 調整剥片 BZバ ラス 碧玉

157-9 臼 玉 施溝 滑 石

157- 臼 玉 穿孔 滑 石

157- 日 玉 穿 孔 滑 石 1 1

57- 自 玉 施清 滑 石

57- 自 玉 穿孔 滑 石 07

7- 自 玉 穿孔 滑 石 07

57- 原 石 結晶体 水 晶 157 70 半透明

7-16 原 石 結晶体 水晶 139 78 半透明

57-17 原 石 結晶体 水晶 半透明

57-18 原 石 結晶体 水 晶 透 明

57-10 荒割 り 結晶体 水晶 17 透 明

57-20 原 石 結晶体 水 晶 17 半透明

157-21 荒割 り 結晶体 JN07灰褐色粘質土 水 晶 22 半透明

157-22 荒割 り 結晶体 BM26褐 色砂 水 晶 41 半透明

157-23 荒割 り 結晶体 AB22礫 柱穴 水 晶 7 1 12817 半透明 (白 に近い)

157-2Ⅵ 荒割 り 結晶体 CL21灰 褐色砂土 水晶 半透明

157-25 形 割 結晶体 CM29バ ラス 水 晶 130 37 半透明

157-26 形割 結 晶体 DK42バ ラス 水 晶 17 透 明

157-27 形割 結晶体 Cκ 18灰 色バ ラス土 水晶 4 1 透 明

157-28 分割 結晶体 CG17黄 褐色粘土 水晶 半透明

157-29 分 割 結晶体 C118黄 褐色粘土 水晶 1 5

157-30 分割 結晶体 A023黒 色バラス土 水 晶 18

158-1 分割 結晶体 不 明 水晶 26 35 32 80 半透明

158-2 分割 結晶体 GP28下 層バ ラス面 水 晶 24 26 50 透明

158-3 分割 結晶体 AN21～ 25 AD21～ 25バ ラス土層 水 晶 13 半透明

158-4 分割 結晶体 AD21 68-70 水 晶 13 透明

158-5 分割 結晶体 CM20バ ラス 水 晶 54 54 32 100 28 半透明

158-6 分割 結晶体 CM14灰 色バラス土 水晶 1 2

158-7 分 割 結晶体 不 明 水 晶 24 45 14

153-8 敲打・丸玉 結晶体 AC21黄 褐粘土 水 晶 28 半透 明

158-9 敲打・丸玉 結晶体 C119黄 褐色粘土 水 晶 17 H62 半透明

158-10 敲打・丸玉 結晶体 水晶 18 18 7 57 透 明

158-日 談打・ 丸玉 結 晶体 CM19バ ラス土・黄褐色粘土 水晶 24 半透明

158-12 敲打・丸玉 結晶体 AS16バ ラス 水晶 透 明

158-18 敲打・丸玉 結晶体 G029バ ラス上 下 水晶 18 透 明

158-14 敲打・平玉 出雲国庁跡 68～70 水晶 22 11

158-15 敲打・平玉 出雲国庁跡 水 晶 14

158-16 碁石状平玉 A017黄 褐色土 水 晶 径185 自色

158-17 碁石状平玉 Bl,36黄褐色土内R 頁岩ヵ 径16 黒色系
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第32表 金属製品・ガラス製品観察表

挿図番号 写真図版 種  別 器  種 出 土 地 点 壁
⑪

幅

ｍ
厚 さ

(crn)
肇
⑭

備 考

60-20 鉄製品 板 状 IQ00黒色ピット 径0 3cmの 円形の穴に、鉄の鋲
状のものがつまる

lH-45 鉄製品 鉄箸 AR18井戸 07 全面 錆、剥離

111-46 鉄製品 鉄 箸 思 18井 戸 全面 錆、剥離

114-19 銅製品 刀責金具 BP37穴 黒色土

114-20 銅製品 刀責金具 8P37穴 黒色土

114-21 銅製品 刀責金具 8P37穴 黒色土

H4-34 銅製品 金 具 8N32バ ラス下ピット 16 61

115-12 銅製品 不 明 CК 18土 坑灰褐色粘土 0 3-1

187-26 金属器 鍬先 DA51溝 中 (黒 色土)

151-54 玉 類 ガラス小玉 BL32黒 色土 雉
３ｍｍ

最
３
．

最大厚
2.1血 水色、巻き技法

155- 〕 銅製品 分銅 宮の後地区
径

３
．
８

さ

３

高

２
． 脱報別

157 9 『出雲国府跡 1』 分析資料B

155-2 銀製品 和同開弥 SD005と SD034の 間
外部の和字の右傍に籠の傷、
開字のF日が開いてない

155-3 銅製品 元豊通宝 BL27黒 色バラス 裏に文字なし

155-4 銅製品 寛永通宝 AQ21バ ラス 裏に文字なし、表面の文字判
読困難、古寛永ヵ

155-5 銅型品 寛永通宝 JS18黒 褐色土 新、裏は付着物、文字不明

155-6 銅製品 鏡 AP19バ ラス 82 26 15
二次被熱、赤茶褐色化、緑青、
変形著しい

155-7 銅製品 刀責金具 AQ18バ ラス 山状に隆起

155-8 銅製品 銅線 16

155-9 銅製品 煙 管 B 7 08 6.35

155-10 鉄製品 棒 状 JR15黒 褐色土 径0,7～ 0.8cm
の棒状

155-H 鉄製品 鉄釘 3

155-12 鉄製品 鉄釘ヵ

155-13 鉄製品 鉄 釘 JR18黒褐色土 6

155-14 鉄製品 鉄釘 BM81明 褐色砂 I

155-15 鉄製品 紡鍾車ヵ AQ15バ ラス

155-16 鉄製品 鉄鎌ヵ AQ12バ ラス

155-17 鉄製品 棒状 11 全面 錆

155-18 鉄製品 板 状 ARllバ ラス 径に04c題 ほどの穴 二ヶ所、
孔は別材がつまる

155-19 鉄製品 方 形 TSD区黒褐色土 1.2

155-20 鉄製品 板状 AM08バ ラス 7 13

155-21 鉄製品 鉄素材 国 府
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図版 1

堂田地区東調査区近景

(西から)

堂田地区第48ト レンチ全景

(北西から)

堂田地区東調査区全景

(南西から)



図版 2

堂田地区35号土坑 (北西か ら)

|が||||七― 堂田地区37号土坑 (南西から)

詳|

堂田地区38号土坑 (北東から)



図版 3

堂田地区62号溝土層断面

(南東から)

堂田地区62号溝 g― hライン

土層断面 (南東から)

堂田地区62号溝 e― fラ イン

土層断面 (南東から)



図版 4

堂田地区第48ト レンチ柱穴検出

状況 (南西から)

堂田地区67号溝 (南西から)

堂田地区68号溝土層断面

(南西から)



図版 5

堂田地区西調査区道路遺構

(南から)

堂田地区西調査区道路遺構

(北から)

堂田地区 2号溝 (南東から)



図版 6

堂田地区道路遺構周辺遺物出土

状況 (東から)

堂田地区69号溝 (南西から)

堂田地区10号井戸 (南西から)



図版 7

堂田地区11号井戸 (東から)

堂田地区道路遺構・ 2号溝・ 12

号井戸 (南東から)

堂田地区12号井戸土器出土状況

(北東から)


